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  Lifestyle changes in Japan have resulted in diverse forms of marriage, but married couples are not yet 
legally permitted to have separate surnames due to the persistent conservative view that a shared surname 
strengthens family ties. Considering this, the present study aims to reveal how familiarity with surnames affects 
interpersonal behaviors. In this experiment, 15 subjects participated in an ultimatum game as responders to 
proposers with different surnames. I examined whether the amount of money obtained that is calculated from 
an acceptance rate is affected by subjects' familiarity with proposers’ surnames. The analysis revealed that 
surname familiarity was irrelevant to the amount ultimately accepted; in other words, the familiarity with 
surnames seems to have no influence on reciprocal behaviors in the social situation. Thus, the introduction of a 
system allowing for separate surnames would have no effect on family ties, which are generally assumed to be 
a form of reciprocal behavior.

髙木　幸子（常磐大学人間科学部）

The effect of familiarity with surnames on reciprocity in interpersonal relationships

Sachiko TAKAGI（Faculty of Human Science, Tokiwa University）

氏への親密度が対人関係における互恵性に及ぼす影響

はじめに

　現在の日本では、人々の多様化するライフスタイル

に合わせて、婚姻制度もさまざまな形態をとるように

なってきている。この婚姻制度にまつわる議論は、以

下のような対立する 2 つの立場からおこなわれるのが

一般的である（金野，2015）。一方は、現在の家族制

度をより多様化することが、さまざまな生き方を追求

する自由や、その際の個々人間の平等と諸権利の保障

につながるというリベラルな立場である。他方は、こ

うした立場に反対の姿勢を示すものであり、社会的伝

統や家族の本質的価値を重視し、これまで同様に保と

うとする保守的な立場である。つまり、婚姻制度の多

様化をめぐっては「家族の多様化をめざすリベラル

派」対「伝統的な家族の本質を守ろうとする保守派」

という対立の構図で議論がなされることが多く、それ

ぞれの立場からの主張は平行線をたどっている。

　こうした議論の代表的なテーマとして、選択的夫婦

別氏制度の導入の可否が挙げられるだろう。この制度

の導入に対してリベラル派は女性の社会進出の増加、

事実婚や同性婚の選択といった婚姻形態の多様化を鑑

みて賛成論を唱え、保守派は主に日本の家族制度の崩

壊を危惧して反対論を唱えている。特に、夫婦間で異

なる氏を使用することが家族の「絆」を壊す、つまり

は家族制度の崩壊につながるのではないかという懸念

は大きいようである。そのため、選択的夫婦別氏制度

はたびたび法改正の審議事項として挙げられるもの
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の、いまだ導入されていない。

　選択的夫婦別氏制度導入に関しては、これまで、わ

れわれの社会生活において氏がどのような役割を担っ

ているのか、われわれ自身が氏に対してどのような

意識を抱いているのかを明らかにする意識調査を主

とした研究がなされてきた（土肥，2007；太田・石

野，2010）。一方で、氏名および氏そのものについて

は、単純接触効果や類似性効果といった観点から心理

行動実験がおこなわれ、われわれには居住環境選択や

職業選択の際に自分の名前と類似性が高いものを好

んで選択する傾向があることが明らかになっている

（Jones, Pelham, Carvallo, & Mirenberg, 2004; Pelham, 

Mirenberg, & Jones, 2002）。また、氏の同異あるいは

類似性がものごとの選択行動だけではなく、間接的に

ではあるが対人魅力の評価にも影響を与えるという科

学的知見が示されている（津村・村田，2016）。しか

しながら、ものごとの選択や対人魅力評価を超えた、

援助行動といった対人関係における互恵性の側面にお

ける氏の影響に関する科学的知見は少ない。特に、現

在は同氏制を強いており、将来的に選択的夫婦別氏制

度の導入を検討する日本人において、氏が互恵的行動

に及ぼす影響を検討することは、たびたび議論の的に

なる家族の「絆」について言及するためには非常に重

要であると考えられる。そこで本研究では、氏への親

密度が互恵的行動におよぼす影響について最後通告ゲ

ームを用いた心理実験を通して明らかにすることを試

みる。

1.　日本の婚姻制度

1.1.　選択的夫婦別氏制度

　現在の我が国では、1898 年に明治民法が施行され

て以来、「夫婦は、婚姻の際に定めるところに従い、

夫又は妻の氏を称する」（民法 750 条）ことが定めら

れている。つまり、結婚に際し、男性または女性のい

ずれか一方が必ず氏を改めなければならないという同

氏制が採用されている。しかしながら、女性の社会進

出といったライフスタイルの変化に伴い、選択的夫婦

別氏制度の導入についての議論が近年活発化してい

る。選択的夫婦別氏制度とは、夫婦が望む場合には、

婚姻後も夫婦それぞれが婚姻前の氏を称することを認

める制度のことである。

　この選択的夫婦別氏制度は、世界的にみれば広く

導入されている（男女共同参画会議基本問題専門調

査会，2001）。2016 年現在の主要国の動向を鑑みれ

ば、韓国および中国では夫婦別氏制度が導入され、ド

イツ・スウェーデン・フランス・オーストリア・スイ

ス・オランダでは選択的夫婦別氏制度が導入されてい

る。一方、夫婦同氏制度が定められているのは、たと

えば日本・トルコ・インドといった少数にとどまって

いる。また、日本を含む 130 ヶ国の賛成に基づいて、

1979 年に国際連合で採択された「女子に対するあら

ゆる形態の差別の撤廃に関する条約」では、世界規模

での選択的夫婦別氏制の導入が要求されている（佐

藤，2016）。特に、日本の民法が定める同氏制は、国

際連合の女子差別撤廃委員会によって差別的な規定と

位置づけられ、2003 年、2009 年、2016 年に同氏制を

改めるべく勧告がなされた（佐藤，2016）。

　日本における選択的夫婦別氏制度導入への動きの発

端は、1975 年に民法改正を求める請願が参議院に提

出されたことに遡る。その後、1991 年には法制審議

会において「民法の婚姻・離婚制度の見直し審議」が

開始された。次いで、1996 年に、法制審議会が選択

夫婦別氏制度を含む「民法の一部を改正する法律案要

綱」の答申をおこなった。さらには 2010 年にも法改

正案が準備されたものの、審議されないまま廃案とそ

の後の再提出が繰り返され、今日まで制度導入には至

っていない。

1.2.　婚姻制度に対する価値観の多様化

　選択的夫婦別氏制度の導入に関する議論が活発化す

る中、近年では婚姻制度に対する価値観も多様化し、

様々な婚姻形態がみられるようになってきている。そ

の中でも特に、「事実婚」と呼ばれる、戸籍制度に縛

られない婚姻形態が増えつつある。戸籍制度に縛られ

ない同様の制度としては「内縁」が挙げられるが、小

島・伊達・水谷（2015）によれば、内縁とは本人たち

は婚姻届の提出を希望するがそれが叶わない状況を指

し、事実婚とは本人たちが特に婚姻のメリットを享受

しようと思わず意図的に婚姻届を提出しない状況を指

す。つまり、本人たちによる婚姻届提出の意図の違い

― 2 ―



「人間科学」第 35 巻　第１号（2017 年９月）

に基づき、名称が異なるとされる。

　内縁や事実婚の形態をとった場合、親権や相続権に

関する社会制度は、法律婚と同等に手厚いわけではな

い（小島他，2015）。具体的には、民法 818 条第 3 項

で定められているように、子どもをもった場合でも事

実婚の形態では共同親権が持てず、父母のどちらか一

方しか親権を持つことが出来ない。また、子どもを認

知したとしても、その子どもの戸籍上の記載は「婚外

子（非摘出子）」となってしまう。その他の問題とし

て、無届婚つまり事実婚では配偶者に相続権がない、

配偶者が生命保険の受取人になれない、賃貸借契約締

結において保証人になれない、医療同意の代行者とし

て認められないなどがある。さらに、日常生活上の不

都合としては、配偶者との家族関係の証明が困難とい

った事例が挙げられる。こうした事例において、一般

的には事実婚における配偶者のうち女性の側が不利益

を被ることが多い。それにもかかわらず、近年では事

実婚といった戸籍に縛られない婚姻形態をとることに

賛成する割合が、特に女性の間で高まっている。たと

えば、下開（2001）は、未婚女性および既婚女性を対

象に事実婚に関する意識調査を実施した。その結果、

未婚と既婚ともに 9 割以上の女性が事実婚という制度

を受け入れ、特に未婚女性の約 1 割は自分自身も事実

婚を望むことが明らかになった。

　女性が事実婚を望む理由は複数あるが、その一つに

「夫婦別氏を通すため」という理由が挙げられる。氏

の変更は、銀行口座や社会保険の証書といった公私に

わたる各証書の変更手続きに多大な労力を要し、さら

には諸手続きの際に氏の変更理由に関する私的情報の

必然的な公開を伴うことなどが要因であろう。また、

女性にとっては、氏の変更前のキャリアを、氏変更後

の自分と紐づけることが難しいという問題もある。こ

うした状況の中で、世論も選択的夫婦別氏制度の導入

に前向きになりつつあるものの（内閣府，2006）、選

択的夫婦別氏制度の導入をめぐっては、先に述べたよ

うな対立が生じているのが現状である。

1.3.　選択的夫婦別氏制度に対する政党の意向および

世論

　選択的夫婦別氏制度の導入に対する国内各政党の意

向は、現在、以下のようになっている。賛成の立場を

とる政党としては、国内政党では民主・共産・社民

の 3 党が挙げられる。たとえば、福島（1992）は夫婦

同氏を強制する現行の制度に関し、アイデンティテ

ィ（自己同一性）を侵害することがある、氏の変更が

不便・不利益を生む、夫婦同氏は男女不平等を助長す

るとして、選択的夫婦別氏制度導入に賛成の意を述べ

た。また、日本弁護士連合会（1996）も、氏は人格の

重要な一部と位置づけ、別氏を望む夫婦にまで同氏を

強要するのではなく、氏を選択制にすることで個人の

尊厳と両性の平等を保障するように提言している。こ

れに対し、与党第一党である自由民主党には選択的夫

婦別氏制度の導入に反対の意見が根強い。たとえば、

創生日本との座談会において、現内閣総理大臣である

安倍（2010）は「夫婦別姓は家族の解体を意味する」

（Will 2010 年 7 月号）とし、基本的には選択的夫婦別

氏制度の導入に反対の姿勢をみせている。さらに、自

由民主党とのつながりが深い日本政策研究センター

（1995）は、歴史的な氏を名乗ることで自身が孤立し

た空虚な存在ではないと確認でき、夫婦別氏はかかる

家族の「絆」を断ち切ろうとする策動であるとしてい

る。選択的夫婦別氏制度導入に反対する世論も、家族

の「絆」の崩壊や伝統破壊を危惧するものが大半であ

る。こうした点から、選択的夫婦別氏制度導入をめぐ

る意見の対立は半ば感情論だといわれることもある。

家族の「絆」が具体的にはどのようなものを指すのか、

氏の同異が家族という単位の結びつきの強さに及ぼす

具体的な影響力がどの程度のものなのかを直接的かつ

科学的に検討した研究は非常に少ない。

2.　氏名に関する心理学的検討

2.1.　氏の心理学的役割

　選択的夫婦別氏制度導入の動きを踏まえて、氏の

心理的役割を直接的に扱った研究として、太田・石

野（2010）の研究が挙げられる。太田・石野（2010）

は、氏には個人の同一性や連続性を支えるという役割

と、個人が現在所属する家族や親族集団の一員である

ことを示す記号として用いられる役割という 2 つの役

割があるとしている。さらに、後者における氏の役割

は、先祖からのタテのつながりを個人に認識させる点
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と、現在の家族の一員であるという情緒的なヨコのつ

ながりの自覚を支える点にあるとした。氏に関する上

述のような前提に基づき、太田・石野（2010）は、氏

に対する態度と自我同一性、家族の一員としてのアイ

デンティティ、家族一般に対する伝統的な価値観と

の関連について大学生を対象に検討することによっ

て、氏の持つ心理的な役割を検討した。研究では、土

肥（2007）の苗字アイデンティティ尺度をもとに氏に

対する態度を測定する尺度が新たに作成されるととも

に、家族一般に対する伝統的な価値観を測定する尺度

が作成された。そのうえで、これら 2 つの尺度間の相

関を検討することにより、氏の役割が検討された。質

問紙調査の結果、氏には、男女共通の傾向として現在

所属する家族の一員であるというヨコのつながりの感

覚を支える役割があることが明らかになった。また、

女性よりも男性の方が自己および家族へのアイデンテ

ィティ、および家族観と氏に対する態度との関連性が

高かった。この結果について太田・石野（2010）は、

同氏制のもとでは 9 割以上の夫婦が夫の氏に合わせる

という現状から、女性の多くは今後の人生において改

氏の機会があることを念頭に置いていることも影響す

るのではないかと考察した。つまり、この研究から、

個人の意識において氏は家族としてのつながりを保つ

役割を担い、氏への意識には婚姻における同氏制の影

響によって性差がみられる可能性があることを示唆し

た。

2.2.　氏名が対人関係にもたらす影響

　2.1 で述べたように、氏名における氏は、家族とし

てのつながりを意識させる役割があることが示唆され

た。さらに、他の心理学的検討からは、対人関係にお

いて氏名が意識のみならず行動にも影響を与えること

が明らかになっている。たとえば、人はおのずと、住

環境や職業、配偶者を決定する際に自分と類似性が

高いものを選択する傾向があることが示唆されてい

る（Jones et al., 2004; Pelham et al., 2002）。Jones et 

al. （2004）の研究では、実験参加者の氏名と、本来は

自己とは無関連である数字との評価的条件づけをおこ

なった場合、結果として実験参加者らは自己と条件

づけられた人物を好むようになることを明らかにし

た。こうした傾向を、Pelham et al. （2002）は潜在的

エゴティズム（implicit egotism）という概念から説

明している（for a review, Pelham, Carvallo, & Jones, 

2005）。潜在的エゴティズムとは、自己に対する潜在

的な肯定感が、たとえば氏名を含む自己と関連が高い

ものにも及び、無意識的かつ自動的にそれらとの関連

性が高いものを最終的には好むようになる傾向であ

る。さらに、こうした傾向は対人魅力にも影響を及ぼ

すことが明らかにされている（津村・村田，2016）。

津村・村田（2016）の研究は、実験前に測定された実

験参加者の氏・名・氏名全体という 3 項目に対する好

みの合計点が高いものほど潜在的自尊心が高いと定義

し、潜在的エゴティズムの影響が強いという仮説を検

証したものである。この仮説に基づいて実施された心

理実験は Jones et al. （2004）の追試の形式となってお

り、自身の名前と閾下で対呈示された数字を付与され

た人物に対して、実験参加者が魅力を高く評価するか

どうかが測定された。実験結果は、潜在的自尊心が高

い参加者でのみ、自己と評価的条件づけがなされなか

った人物よりも、自己と評価的条件づけがなされた人

物の魅力を高く評価する傾向がみられた。つまり、間

接的な示唆であったとしても、人は自分の氏名と関連

が深い人物の魅力を高く評価することが明らかになっ

た。しかしながら、同氏あるいは別氏が家族の「絆」

に及ぼす影響を検討したいのであれば、対人魅力とい

った指標よりも、たとえば援助行動や互恵性行動とい

った指標を測定した場合にも、こうした効果がみられ

るのかを検討する必要があると考えられる。

　今日まで家族は、他の対人関係が含まれる社会領域

とは異なる私的領域として位置づけられてきた（江

原，2013）。たとえば、家族という領域では、民主的

かつ平等な社会を実現するために重要な「すべての人

の自由と正義」という価値観ではなく、正義よりもむ

しろ互いに相手を慮る利他的な愛情が存在するとされ

る（Okin，1989）。家族においてはこうした価値観に

重きが置かれるのであれば、他の対人関係と比較して

家族間では互恵的行動が増えると考えられる。さらに

は、家族の「絆」が弱い場合よりも強い場合に、互恵

的行動はより一層増えると予測される。よって、同氏

制が家族の絆の維持に貢献しているならば、われわれ
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日本人には、同じ氏の人物や親しい人と同じ氏の人物

に対して、互恵的行動を示す傾向がみられるかもしれ

ない。

3.　問題と目的

　上述の内容を踏まえ、本研究では、氏への親密度が

他者に対する互恵性に与える影響を心理実験によって

明らかにする。そのうえで、選択的夫婦別氏制度導入

への賛否をめぐる議論について科学的な知見を提供す

ることを試みる。具体的には、実験参加者が自分と同

氏、友人と同氏、その他の氏という 3 種の氏を持つ人

物と最後通告ゲーム（ultimatum game）をおこなう

心理実験を実施する。

　最後通告ゲームとは、提案者と回答者の 2 人のプレ

イヤーによっておこなわれる心理実験ゲームである。

提案者は実験者から 2 人のプレイヤーに支払われる一

定の金額（今回は 600 円）を、回答者と自身の間でど

のように分配するかの決定権を持つ。回答者には、提

案者の決定した分配案についての拒否権が与えられて

いる。回答者が提案を受け入れた場合、提案者による

分配案通りの額が、それぞれのプレイヤーに分配され

る。一方、回答者が提案を拒否した場合、それぞれの

プレイヤーには 1 円たりとも分配されず、何ももらう

ことが出来ない。対人関係における互恵性という観点

からは、提案者が呈示する分配案が公平である場合

や、不公平でも提案者よりも回答者の取り分の方が多

い場合のように、提案者からの互恵性がみられる分配

案の方が、回答者に提案を受け入れられる確率が高ま

るだろう。また、回答者の側が提案者に互恵性を示す

ことを考えれば、回答者よりも提案者の取り分の方が

多い分配案でも受け入れる確率が高まることが予測さ

れる。

　本研究においては、実験参加者には回答者の役割を

担ってもらい、実験者が任意に定めた提案者の分配案

の受け入れが、提案者の氏の種類によってどのように

変化するかを測定した。ここにおいて、氏の同異が家

族の「絆」の維持に重要であるならば、氏に対する親

密度の高低が互恵的行動の増減に影響を及ぼすと仮定

される。最後通告ゲームの場合には、回答者にとって

不公正な分配案を受け入れる傾向が、親密度の低い氏

を持つ人物から提案された場合よりも、自分と同氏や

友人と同氏といった親密度が高い氏を持つ人物から提

案された場合に高いことが予想される。具体的には、

馴染みがない氏を持つ提案者よりも、自分と同氏ある

は友人と同氏という馴染み深い氏を持つ提案者から回

答者である実験参加者にとって不公正な分配案が提案

された場合には受け入れる傾向が高くなり、つまりは

受け入れ金額の平均値が低くなるだろう。

4.　方法

4.1.　実験参加者

　東京都内の私立大学生 15 名（男性 5 名；女性 10 名）

が実験に参加した。平均年齢は 19.93 歳（SD = 0.57）

であった。実験参加者らは同じクラスに属しており、

当該の心理実験は授業の一環として実施された。

4.2.　刺激

　実験では、人物の静止画像および複数の氏を刺激と

して用いた。人物画像として、JACNeuF（Matsumoto 

& Ekman，1988）から日系アメリカ人 20 名（男性

10 名；女性 10 名）の静止画を抽出して使用した。こ

れらの静止画には、実験結果にオリジナル画像の髪型

や色調の影響が混入することを避けるため、眉・目・

鼻・口のパーツ部分のみを切り取り、色調をグレース

ケールに変換するよう加工を加えた。

　実験で刺激として用いた氏は、どの参加者にとって

も、同氏が 1 種、友人と同じ氏が 9 種、その他の氏が

10 種となるように、20 種の氏を選択した。友人と同

じ氏は、実験参加者らと同じクラスに属し、実験参加

者らと授業内での作業班を同じくする学生の中から、

漢字 2 文字の氏を抽出した。また、その他の氏 10 種

は、“名字由来 net（https://myoji-yurai.net/; 2016 年

5 月 8 日取得）”において全国ランキング 700 位以下

の漢字 2 文字からなる氏 5 種、800 位以上の漢字 2 文

字からなる氏 5 種を抽出した。700 位以下および 800

位以上を基準としたのは、実験参加者の周囲に多くは

存在しないものの、氏であることは容易に認識できる

刺激を使用するためであった。また、友人と同じ氏お

よびその他の氏として抽出した氏をすべて漢字 2 文字

で統一したのは、実験参加者全員の氏が漢字 2 文字か
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ら構成されていたためであった。

　実験で呈示するため、上述の手順で抽出された人物

静止画像と氏を組み合わせた画像を作成した。加工の

際には、実験参加者自身の氏を組み合わせる静止画像

の性別は、実験参加者の性別と同じになるようにし

た。これは、津村・村田（2016）の実験に倣い、性別

の効果が結果に混入することを避けるためであった。

4.3.　手続き

　実験は参加者 10 名および参加者 5 名の 2 回の集団

形式で実施され、顔と氏の組み合わせ呈示ブロック、

顔のみ呈示ブロック、氏のみ呈示ブロックの 3 ブロッ

クから構成されていた。3 つのブロックは、顔と氏の

組み合わせ呈示ブロックから必ず開始され、それ以外

のブロックの順は回ごとにカウンターバランスした。

実験参加者には、すべてのブロックにおいて、呈示さ

れた顔と氏の組み合わせ、顔のみおよび氏のみの人物

を対象に最後通告ゲームをおこなうことを求めた。本

実験では、呈示される刺激人物が提案者として、総

額 600 円に関する分配案を示し、実験参加者全員が回

答者として最後通告ゲームに参加するようになって

いた。提案者からの分配案は、600 円：0 円、500 円：

100 円、400 円：200 円、300 円：300 円、200 円：400

円、100 円：500 円、0 円：600 円（いずれも、右辺が

提案者の取り分）の 7 通りとした。

　各ブロックでは、注視点が 1000msec 呈示され、

次いでブロックごとの刺激と分配案の組み合わせが

5000msec 呈示された。ブロックごとに呈示した刺激

のサンプルを、図 1 に示した。実験参加者は刺激を観

察したうえで、手元に配布された回答用紙にある“1. 

受け入れる”もしくは“2. 拒否する”のどちらか一方

に丸を付けることによって、提案者からの分配案を受

け入れるか拒否するかを回答した。各ブロックは 140

試行（提案者 20 名×分配案 7 通り）から構成され、

全試行数は 3 ブロック合計で 420 試行であった。

5.　結果

　本実験は、親密度が低い氏を持つ人物よりも親密度

が高い氏を持つ人物に対して互恵的な行動が増加する

傾向がみられるか否かを、最後通告ゲームを用いて検

証することが目的であった。

　第一の分析として、提案者からの分配案の受け入れ

の程度に提案者の氏の種類の影響がみられるかを検討

するため、顔と氏の組み合わせ呈示ブロックにおける

受け入れ率に基づいて計算された獲得金額を従属変

数、氏の種類（自分と同氏・友人と同氏・その他の氏）

を独立変数とする 1 要因 3 水準の被験者内計画の分散

分析を実施した。図 2 には、氏の種類ごとの獲得金額

の平均を示した。獲得金額の平均は、提案者が自分

と同氏の場合には 258.10 円、友人と同氏の場合には

256.51 円、その他の氏の場合には 263.00 円であった。

分散分析の結果、提案者の氏の種類によって獲得金

額の平均に差はみられなかった（F（2, 28）= 0.510, 

n.s.）。つまり、氏への親密度は、最後通告ゲームにお

ける実験参加者の互恵的行動の増減に影響を与えなか

った。

　

　第一の分析の結果は、顔と氏の組み合わせ呈示ブロ

ックにおいては、最後通告ゲームにおける提案者の氏

の種類は分配案の受け入れ、つまりはゲームにおける

最終的な獲得金額には影響を及ぼさないことを示し

た。しかしながら、第一の分析結果には、顔そのもの

図1. ブロックごとに呈示した刺激のサンプル。 (a)が顔と氏の組み合わせ呈示， (b)が顔のみ呈示ブロック，
(c)が氏のみ呈示ブロックの刺激を示す。顔画像と氏の下に記載された100 : 500は，提案者からの
分配案の内容であり，右辺が回答者である実験参加者の取り分を指す。左辺と右辺のどちらが実験
参加者の取り分かをわかりやすくするため，実験参加者の取り分の上にはYouと記し，実際の実
験では右辺を青文字で示した。

(a) 顔と氏の組み合わせ呈示
ブロックの刺激

(b) 顔のみ呈示ブロックの刺激 (c) 氏のみ呈示ブロックの刺激

0

50

100

150

200

250

自分と同氏 友人と同氏 その他の氏

図2. 顔と氏の組み合わせ呈示ブロックにおける獲得
金額の平均値。エラーバーは標準誤差を示す。

氏の種類

n.s.
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に対する印象および氏そのものに対する印象が混入し

ている可能性がある。そこで、第二の分析として、こ

れらの印象を差し引いて算出した獲得金額を従属変

数、氏の種類（自分と同氏・友人と同氏・その他の氏）

を独立変数とする 1 要因 3 水準の被験者内計画の分散

分析を実施した。具体的には、まず、顔のみ呈示ブロ

ックおよび氏のみ呈示ブロックからそれぞれの顔とそ

れぞれの氏の提案者ごとに、受け入れ率に基づく獲得

金額を算出した。次に、第一の分析で従属変数として

使用した提案者ごとの獲得金額から、顔のみ・氏のみ

ブロックにおける提案者ごとの獲得金額の差分値を算

出し、これを第二の分析における従属変数とした。こ

れによって、顔のみおよび氏のみに対する印象の影響

を差し引いて、氏への親密度が獲得金額の変化に及ぼ

す影響を検討することが可能になった。図 3 には、氏

の種類ごとの、顔と氏の組み合わせから、顔のみおよ

び氏のみに対する影響を差し引いた獲得金額の平均を

示した。この場合の獲得金額の差分値の平均は、提

案者が自分と同氏の場合には 4.29 円、友人と同氏の

場合には 1.63 円、その他の場合には 4.40 円であった。

分散分析の結果、提案者の氏の種類によって獲得金額

の差分値の平均に差はみられなかった（F（2, 28）= 

1.250, n.s.）。つまり最後通告ゲームにおいて、提案者

の顔のみに対する印象と氏のみに対する印象を考慮し

た場合でも、氏への親密度は、回答者である実験参加

者の互恵的行動の増減に影響を与えなかった。

　

　第二の分析の結果は、第一の分析結果から提案者の

顔および氏に対する印象を差し引いた場合にも、氏の

種類は分配案の受け入れ行動に影響を及ぼさないこと

を示した。しかしながら、第二の分析では、顔のみの

印象のみならず氏のみの印象も差し引いているため、

互恵的行動に氏そのものがもたらす影響が十分に検証

できず、相殺されてしまった可能性がある。そこで、

第三の分析として、第一の分析で従属変数として使用

した提案者ごとの獲得金額から、顔のみブロックにお

ける提案者ごとの獲得金額の差分値を算出し、従属変

数として用いた。そのうえで、これまでと同様に、氏

の種類（自分と同氏・友人と同氏・その他の氏）を独

立変数とする 1 要因 3 水準の被験者内計画の分散分析

を実施した。これによって、顔のみに対する印象の影

響を差し引き、氏への親密度のみが獲得金額の変化に

及ぼす影響を詳細に検討することが可能になった。図

4 には、氏の種類ごとの、顔と姓の組み合わせから、

顔のみに対する影響を差し引いた獲得金額の平均を示

した。この場合の獲得金額の差分値の平均は、提案者

が自分と同氏の場合には 6.67 円、友人と同氏の場合

には 3.28 円、その他の場合には 5.71 円であった。分

散分析の結果、提案者の氏の種類によって獲得金額の

平均に差はみられなかった（F（2, 28）= 0.829, n.s.）。

つまり最後通告ゲームにおいては、提案者の顔のみに

対する印象による影響を排除したとしても、氏への親

密度は回答者である実験参加者の互恵的行動の増減に

影響を与えなかった。

　

6.　考察

　本研究では、氏への親密度に焦点を当て、氏への親

密度の違いが対人関係における互恵的行動の増減に及

ぼす影響を心理実験によって明らかにすることを試み

た。心理実験では、自分と同氏、友人と同氏、その他
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氏への親密度が対人関係における互恵性に及ぼす影響

の氏という 3 種の氏の人物が分配案の提案者となる最

後通告ゲームにおいて、回答者である実験参加者の分

配案受け入れ率に基づく獲得金額が、提案者の氏の種

類によってどのように変化するかを測定した。以下で

は、分析結果のまとめとその解釈をおこなう。

　第一の分析結果は、顔と氏を同時呈示した場合、各

分配案の受け入れ率から算出された獲得金額の平均

に、氏の種類による差はみられないことを示した。つ

まり、氏への親密度が低い提案者よりも高い提案者に

よる不公正な分配案の方が受け入れられやすいという

傾向はみられなかった。しかし、顔と氏を同時呈示し

た場合の受け入れ率をもとに算出された獲得金額を従

属変数とした場合、顔のみあるいは氏のみに対する印

象の良し悪しが、分配案を受け入れるか否かの決定に

影響した可能性がある。特に、顔という容貌特徴は、

他者の性格傾向やその他の個人的属性を推測する際

に、重要な手がかりとして機能することが知られてい

る（大坊、1997）。そこで、第二の分析では、顔のみ

呈示ブロックと氏のみ呈示ブロックにおける獲得金額

の平均値を算出し、第一の分析で使用した従属変数と

この平均値との差分をとることによって、顔と氏その

ものに対する印象の混入を排除して分析することを試

みた。その結果、第二の分析においても、上述の差分

値の平均に、氏の種類による差はみられなかった。つ

まり、顔のみおよび氏のみの効果を除いて検討した場

合でも、提案者による不公正な分配案の受け入れ傾向

に氏への親密度は影響を及ぼさなかった。ただし、第

二の分析では顔のみの印象だけではなく、氏のみの印

象も差し引いた分析をおこなったため、氏の効果を十

分に検討できていない恐れがあった。そこで、第三の

分析では、顔のみ呈示ブロックにおける獲得金額のみ

を、第一の分析における従属変数から差し引き、この

差分値を分析対象とした。これによって、顔と氏を同

時呈示した場合から顔のみの効果を差し引き、純粋に

氏が互恵的行動に及ぼす効果のみを検討することがで

きる。その結果、第三の分析においても、顔のみの効

果を差し引いた差分値の平均に、氏の種類による差は

みられなかった。すなわち、氏への親密度が低い提案

者よりも高い提案者による不公正な分配案が受け入れ

られやすいといった、氏への親密度の高さが獲得金額

の上乗せにつながる傾向はみられなかった。ゆえに、

氏への親密度が高い人物に対して互恵的行動が増加す

るという仮説は検証されなかったと結論づけられる。

　これらの分析結果はいずれも、最後通告ゲームとい

う心理実験ゲームにおいて、異なる親密度の氏を持つ

提案者による分配案を、回答者である実験参加者が受

け入れるか否かを決定する行動には、氏への親密度に

よる影響がみられないことを示した。つまり、自分と

同氏であるとか、友人や知人と同氏であるといった氏

への親密度は、対人関係における互恵的行動の増減に

直接的には影響を及ぼさない可能性がある。この知見

を選択的夫婦別氏制度導入の可否に関する議論に一部

取り入れるとすれば、氏を同じくすることが家族に

おける重要な価値観である互恵的行動（Okin，1989）

を必ずしも増加させるわけではないため、夫婦が望ん

だ場合に別氏制を選択したからといって家族の「絆」

が弱まることはないかもしれない。

　本研究の結果から、氏の同異が互恵的行動の増減に

つながるわけではないという知見が得られた。しかし

ながら、これを選択的夫婦別氏制度導入の可否に関し

て参考となる科学的知見とするためには、まだ多くの

課題がある。第一に、氏名は氏だけから成るわけでは

ない。たとえば、Kitayama & Karasawa（1997）は、

氏と名では好みが異なる可能性を指摘している。ゆえ

に、氏だけではなく名の影響も踏まえて検討する必要

がある。第二に、家族の「絆」という概念は、本実験

で検討したような互恵性だけではなく、連帯感や一体

感といった共同体としての感覚など、さまざまな概念

から包括的に構築されると考えられる。ゆえに、最後

通告ゲーム以外にもさまざまな手法を用い、さまざま

な指標を用いて氏の影響を総合的に検討することが不

可欠である。第三に、婚姻制度における氏の問題は、

氏の変更にまつわるところが大きいと考えられる。し

かしながら本研究では、他者が自分と同じ氏あるいは

知人と同じ氏に変更した場合に、その氏の変化が互恵

的行動の増減にどのような影響をもたらすかについて

は検討できなかった。よって今後の研究では、氏の変

化の影響についても追って検討を加えなければならな

い。これらの点を中心に、氏がわれわれの対人関係に

もたらす影響をさらに多面的に研究し、選択的夫婦別
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氏制度導入の可否をめぐる議論の一助となる科学的知

見を提供したいと考える。
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小学校音楽科歌唱共通教材ピアノ伴奏および弾き歌いの
指導法に関する一考察

～ピアノ未経験者に『バイエル教則本』を有効に用いる指導法～

岡部　玲子（常磐大学人間科学部）

A Study on Teaching Methods of Piano Accompaniment of Common Music Materials 
for Music Classes in Elementary Schools: Effectiveness of using "Ecole Preliminaire de 

Piano op.101" by Ferdinand Beyer for students who have never learned the piano

OKABE Reiko（Faculty of Human Science, Tokiwa University）

はじめに

　ピアノ未経験の学生が、小学校歌唱共通教材の伴奏

や弾き歌いを習得するために、本学ではピアノを弾く

基本を『バイエル教則本 Ecole Preliminaire de Piano 

op.101 １）』で学んでいる。『バイエル教則本』につい

ては、古い教材である等の批判も多い。その『バイエ

ル教則本』を、ピアノを初めて学ぶ学生に有効に用い

る指導法について考察することが、本論の目的であ

る。

　本論では最初に、小学校歌唱共通教材について文部

科学省による位置づけを確認する。次に、『バイエル

教則本』の日本における受容について調査し、『バイ

エル教則本』に対する批判を検証し、『バイエル教則

本』以外のピアノ入門書を概観する。そして、小学校

歌唱共通教材の成り立ちと『バイエル教則本』の関係

を探り、『バイエル教則本』を有効に用いる指導法に

ついて考察する。

　保育士養成課程、幼稚園教諭養成課程、小学校教員

養成課程においては、ピアノが苦手という学生が多

い。そのため、ピアノの指導については様々な研究が

おこなわれている。初心者への指導法の研究、保育士

養成や幼稚園教諭養成における指導法やカリキュラム

の実践研究、小学校歌唱共通教材に関しては、歌唱教

材そのものの研究、歌詞の研究、歌唱指導法の研究、

教材の開発など、数多く研究されている。『バイエル

教則本』そのものに関する研究もあるが、本論は、小

学校歌唱共通教材と『バイエル教則本』を関連させて

考察する。

1.　小学校歌唱共通教材について

　現行の小学校学習指導要領（平成 20 年 3 月告示）

では、歌唱共通教材が各学年に４曲ずつ、計 24 曲示

されている。各学年の歌唱共通教材は下記のとおりで

ある。なお、「文部省唱歌」についての詳細は４. で述

べるが、「文部省唱歌」は発表当時、作詞者名・作曲

者名が公表されなかった。そのため今でも不詳な曲に

ついては、作詞者名あるいは作曲者名が記されていな

い。
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〔第 1 学年〕

　「うみ」 （文部省唱歌）林柳波作詞　井上武士作曲 

　「かたつむり」 （文部省唱歌） 

　「日のまる」 （文部省唱歌）高野辰之作詞　岡野貞一

作曲 

　「ひらいたひらいた」 （わらべうた） 

〔第 2 学年〕

　「かくれんぼ」 （文部省唱歌）林柳波作詞　下総皖一

作曲 

　「春がきた」 （文部省唱歌）高野辰之作詞　岡野貞一

作曲 

　「虫のこえ」 （文部省唱歌） 

　「夕やけこやけ」 中村雨紅作詞　草川信作曲

〔第 3 学年〕

　「うさぎ」 （日本古謡） 

　「茶つみ」 （文部省唱歌） 

　「春の小川」 （文部省唱歌）高野辰之作詞　岡野貞一

作曲 

　「ふじ山」 （文部省唱歌）巌谷小波作詞

〔第 4 学年〕

　「さくらさくら」 （日本古謡） 

　「とんび」 葛原しげる作詞　梁田貞作曲 

　「まきばの朝」 （文部省唱歌）船橋栄吉作曲 

　「もみじ」 （文部省唱歌）高野辰之作詞　岡野貞一作

曲

〔第 5 学年〕

　「こいのぼり」 （文部省唱歌） 

　「子もり歌」 （日本古謡） 

　「スキーの歌」 （文部省唱歌）林柳波作詞　橋本国彦

作曲 

　「冬げしき」 （文部省唱歌）

〔第 6 学年〕

　「越天楽今様（歌詞は第 2 節まで）」 （日本古謡）　慈

鎮和尚作歌 

　「おぼろ月夜」 （文部省唱歌）高野辰之作詞　岡野貞

一作曲 

　「ふるさと」 （文部省唱歌）高野辰之作詞　岡野貞一

作曲 

　「われは海の子（歌詞は第 3 節まで）」 （文部省唱歌）

　（「文部科学省小学校学習指導要領（平成 20 年告示）第 2

章 各教科 第 6 節 音楽」より）

　これらの歌唱共通教材を、第 1-4 学年では 4 曲のす

べてを、第 5 学年及び第 6 学年では 4 曲中 3 曲を取り

扱うこととされている。平成 29 年 3 月に告示された

新学習指導要領（平成 32 年 4 月 1 日から施行）にお

いても、24 曲示されている歌唱共通教材と、各学年

で取り扱う曲数に関して変更はない。過去に遡ると、

平成 10 年告示の学習指導要領では、上記の 24 曲は同

様だが、取り扱う曲数が異なっていた。第 1-4 学年で

は 4 曲中 3 曲、第 5 学年及び第 6 学年では 4 曲中 2 曲

であった。つまり、平成 20 年告示の学習指導要領か

ら取り扱う歌唱共通教材の曲数が増えたのである。こ

のことに関して、文部科学省初等中等教育局教育課程

課は『学習指導要領改訂の基本的な考え方に関する

Q&A　7. 音楽に関すること』において、次のように

解説している。

　　Q（小学校）問 7 − 2

　　　歌唱共通教材として取り扱う曲数が増えた理由

は何ですか。

　　A 答 7 − 2

　　　歌唱共通教材を設けている意義は，我が国で親

しまれてきた唱歌や童謡，わらべうた等を，子ど

もからお年寄りまで世代を超えて共有できるよう

になることにあります。また，我が国で長く歌わ

れ親しまれてきたうたを取り扱うことは，我が国

のよき音楽文化を受け継いでいく意味からも大切

です。そのようなうたが更に取り上げられるよう

に，これまで各学年ごとに 4 曲示してきた楽曲の

中から，第 1 学年から第 4 学年までは 4 曲すべて

（現在は 4 曲中 3 曲）を取り扱うこととし，第 5

学年及び第 6 学年は 4 曲中 3 曲（現在は 4 曲中 2

曲）を含めて取り扱うこととしました［ママ］

　　（文部科学省 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/

new-cs/qa/07.htm より。2017 年 6 月 1 日閲覧）

　

　すなわち、『小学校学習指導要領解説 音楽編』（文

部科学省、平成 20 年６月）の「第１章総説 ３音楽科

改訂の要点 （4）」 にも示されているように、歌唱共通
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教材の充実が図られたのである。歌唱共通教材は、昭

和 52 年から基本的に変わっていない（平成元年に１

曲追加）。このことは、上記、A 答 7 − 2 の「子ども

からお年寄りまで世代を超えて共有できるように」と

いう意義によると考えられる。このように充実が図ら

れた歌唱共通教材を音楽科の授業で扱うために、教員

養成課程の学生にとって、ピアノの伴奏や弾き歌いが

必須となる。茨城県や福島県においては、教員採用試

験（小学校教諭）において、歌唱共通教材のピアノに

よる弾き歌いが課せられている。

2.　『バイエル教則本』の日本における受容について

　『バイエル教則本』は、フェルディナント・バイエ

ル Ferdinand Beyer が作曲した 106 の練習曲からな

る教則本である。バイエル（1806 年２）7 月 25 日ハレ

近郊―1863 年 5 月 14 日マインツ）は、新編音楽中辞

典によると、「ドイツのピアニスト・作曲家。19 世紀

半ばの市民社会の要請にこたえたピアノ小品を作曲し

た。今日では作曲家としてよりは《バイエル教則本》

で知られる。同書は 1880 年にアメリカ人 L. W. メイ

ソンによって日本に紹介され、以来ピアノ入門教材

として用いられている」という（海老沢他監修 2002: 

495）。

　『バイエル教則本』の日本における受容に関しては安

田 2016 に詳細に記述されている。それをまとめたもの

を表１に示す（安田 2016：134-186）。安田 2016 以外か

らの引用については、表中にも個別に出典を示す。

　表 1 にみられるように、『バイエル教則本』は音楽

取調掛３）で使用するために 1880 年に日本にもたらさ

れた。その後、『バイエル教則本』を改編した奥好義

の『洋琴教則本』が 1890 年に出版された。バイエル

1-106 番、簡単な楽典、民謡の小品がまとめられてい

る。菅野によると、後に東京音楽学校初期の教材とし

て用いられ、おそらくこれが契機となり、その後長ら

くバイエルがピアノ教則本の中軸をなすことになっ

たと考えられるという（菅野 2015 http://www.piano.

or.jp/report/04ess/livereport/2015/06/12_19790.html　

2017 年 6 月 1 日閲覧）。

表１　『バイエル教則本』の出版と日本における受容

年月 出版など 備考

1850年8月30日 『バイエル教則本』ドイツ マインツ　ショット社発行（200部） 初版と推定される。詳細は安田他2009を参照。

1851年3月19日 『バイエル教則本』ドイツ マインツ　ショット社発行（英語200部）

1851年5月 『バイエル教則本』ニューヨーク　ファース・ポンド商会発行（英語） この後アメリカでさまざまな出版社から発行されロングセラーとなる。

1870年 『ニューイングランド音楽院・ピアノ・メソッド』発行
ニューイングランド音楽院のピアノ教科書。第1グレード第1学期にバイエル引
用。

1879年
ニューイングランド音楽院ピアノ教授ステファン・エメリーが東京の音楽取調
掛で使う教則本の1冊として『バイエル教則本』を選定

1880年（明治13年）
音楽取調掛に『バイエル教則本』（ボストン カール・プリューファー社発行）が
届く

1890年（明治23年） 奥好義『洋琴教則本』（バイエル教則本を改編）を出版
後に東京音楽学校初期の教材として用いられた。バイエル1番～106番、簡単
な楽典、民謡の小品をまとめたもの。おそらくこれが契機となり、その後長らく
バイエルがピアノ教則本の中軸をなすことになったと考えられる(菅野2015)。

1915年（大正4年） フェルヂナントバイエル著『ピアノ教則本』（日本音楽協会）出版

1924年（大正13年） 萩原英一編著『バイエルピアノ教則本』（共益商社書店）出版

1935（昭和10年） 乙骨三郎、田中規矩士編集『バイエルピアノ教則本』出版

1936年（昭和11年）2月 園田清秀編著『新しいバイエル』上巻（婦人之友社）出版

1936年（昭和11年）6月 園田清秀編著『新しいバイエル』下巻（婦人之友社）出版

1947（昭和22年） 『子供のバイエル』一宮道子編纂　出版 昭和42年まで再版され続けた。

1956（昭和31年） 『いろおんぷばいえる　たなかすみこ 編著  （新興楽譜出版社）　出版 

1958（昭和33年） 酒田冨治『音感こどものバイエル上／下』（共同音楽出版社）　出版

（以後、現在でも様々な『バイエル教則本』が出版され続けている）

この2種は、権威のある版としてペータース版を使用し、翻訳翻刻したものであ
る。これら2種の流れが現在まで続き、『標準バイエル教則本』などと命名されて
いる。

上巻の緒言で園田は「生理的または科学的に、幾多の欠点を認めることができ
る」と記述、バイエル批判の先駆者でもあった。この『新しいバイエル』上下巻こ
そが、戦後のバイエル・ブームの直接の起源。園田の音楽教育の要点は和音
教育にあった。“静かにした手”を、和音を押さえる手と考えた。

表１　『バイエル教則本』の出版と日本における受容
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　その後、権威のある版を翻訳したバイエルを出版

しようとする動きがあり、1915 年（大正 4 年）フェ

ルヂナントバイエル著『ピアノ教則本』（日本音楽協

会）では、権威のある版としてペータース版が使用さ

れた。1924 年（大正 13 年）に出版された萩原英一編

著『バイエルピアノ教則本』（共益商社書店）も「原

書」というが、ペータース版を翻訳している。そして

これら 2 種の流れが現在まで続いているという（安田

2016：141）。一般に校訂者による付加・改変が多いと

されているペータース版が、権威のある版として使わ

れたことは、当時のエディションに対する考え方を知

るうえで興味深い。続いて、1936 年に園田清秀によ

る『新しいバイエル』（婦人之友社）が出版された。

これが戦後のバイエル・ブームの直接の起源といわれ

ている。園田が『新しいバイエル』を和音教育と結び

付けていたことも（安田 2016：157）、非常に興味深い。

この点については、５．『バイエル教則本』を有効に

用いる指導法、において詳細を記述する。現在でも、

子供向けに大きな譜面で音符を大きくしたり、楽しい

挿絵を入れたり、キャラクターを使用したり、子供が

楽しく学べるようにしたものや、他の曲を取り入れて

大胆に再編したものなど、各社から多くの種類の『バ

イエル教則本』が出版され続けている。

3.　『バイエル教則本』に対する批判と他の入門用教

則本

　ここでは、まず、『バイエル教則本』に対する批判

を検証し、次に、他の入門用教則本について概観す

る。

3.1　『バイエル教則本』に対する批判

　安田によれば、バイエル批判の先駆者は、戦後のバ

イエル・ブームの直接の起源となった『新しいバイ

エル』（1936 年）を出版した園田清秀であった（安田

2016：148）。『新しいバイエル』上巻の緒言において、

園田は「生理的叉は科學的に、幾多の欠點を認めるこ

とが出來る」と述べている（園田 1936：2）。1958 年

に出版された『あたらしいピアノのおけいこ』（井口

基成監修 子供のための音楽教室編）では、その序文

で井口基成が「もちろん、バイエルは古今の名著であ

るけれども、もはや 1 世紀前のものであり、そしてほ

かにも 2,3 の点で不満に感ずるところもあった。」と

述べている（井口 1958：3）。不満に感ずるという「2,3

の点」について、具体的には記されていない。

　バイエル批判を決定的にしたのは、1987 年に出版

された『日本人の音楽教育』（新潮選書）だった（井

上 2013：78、安田 2016：30-36）。この本は、ロナルド・

カヴァイエ４） Ronald Cavaye  と西山志風の対談形式

で書かれている。その中で述べられている『バイエル

教則本』の問題点を纏めると以下のようになる（カヴ

ァイエ；西山 1987：62-65）。

　　第 1 の問題点：このテキストが今から 130 年も昔

に書かれた教則本であること。新しい音楽教育メソ

ッドを念頭において従来の教則本の不備を大幅に改

めた入門教材がどんどん手に入るこんにち、あえて

130 年もむかしの教材を使わねばならない理由はな

い。

　　第 2 の問題点：バイエルは二流の、いや三流の作

曲家で、「バイエル」に含まれている曲はどれも無

味乾燥で、およそ子供の内的イマジネーションをふ

くらませるようなもの、子供に音楽的刺激をかきた

てるようなものではない。

　　第 3 の問題点：とりわけ小さい子供の初心者に

とって指の運びが大変むずかしい曲が含まれてい

る（ピアノという楽器は元来大人むきに作られてい

る）。4 歳、5 歳くらいの子供にとっては極めてむず

かしい指の運動を要求している。

　　最大の問題点：この教則本が「指の運動」のため

の練習でしかなく、手、下腕、上腕、肩、腰などを

使う練習が何もできない。88 鍵あるピアノの鍵盤

の 1/3 か 1/4 くらいしか使われていない。

　以上である。では、具体的には何が問題であるのか

を確認する。一般的に言われる『バイエル教則本』の

問題点について、井上は下記の 5 点に纏めている（井

上 2013：79）。

　1． 両手がト音記号という譜面が長く、へ音記号の

出てくるのが遅い。
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　2． ハ長調の期間が長いため、シャープ、フラット

が出てきた時に黒鍵を弾くことを難しく感じる。

　3． ポリフォニー（多声音楽）が少ない。

　4． 後半になると急に難しくなる。

　5． 曲の構成がワンパターン（右手がメロディーで

左手は主要三和音による伴奏、という組み合わせ

ばかり）でつまらない。

　これらの問題点を具体的に考察する。

　1. に関して、生徒用に左手にヘ音記号（k）の表記

が出てくるのは全 106 番中、第 54 番からである。

第 53 番までは左手も曲の全体にわたってト音記

号（ g ）で表記されている。そのため、せっかく

ピアノを弾くことになれてきた子供が、読みなれ

ないヘ音記号が出てきたところで嫌になってしま

うことが考えられる。

　2. に関して、調号で調を示している曲は、第 70 番

で初めてト長調（シャープ１つ）が出てくる。そ

れまで長い間、白鍵だけで弾いていたのに、70

番以降で黒鍵が出てきた時に難しく感じるとい

うのが上記の井上の指摘である。さらに重要な

ことは、第 37-40,56,57,61,68,69 番は明らかにト長

調であるのに、ト長調でシャープが付く音（フ

ァ）が 1 回も出てこないため、ハ長調の楽譜で示

されている。第 2,32,33,34,63,64 番も明らかにト長

調の曲である。この 6 曲は先生と連弾用の曲であ

るため、先生用には調号でト長調が示されている

が、生徒用ではやはりファの音が 1 回も出てこ

ないため、ハ長調の楽譜で示されている。便宜

的には見やすいかもしれないが、ト長調の曲が

ハ長調の楽譜で示されていることになり、調性

感覚を養う妨げになると考えられる。調号で示

されている曲は、シャープ系ではト長調の曲が

第 70,71,72,74,76,78,88 番、ニ長調（シャープ２つ）

の曲が第 75,80 番、イ長調（シャープ 3 つ）の曲

が第 79,81 番、ホ長調（シャープ 4 つ）の曲が第

82 番である。フラット系ではへ長調（フラット 1

つ）の曲が第 85,92,94,96,98,100,102,104 番、変ロ

長調（フラット 2 つ）の曲が第 99 番である。つ

まり、シャープ系、フラット系ともに、調号が 1

つの調はそれぞれ 7,8 曲あるが、その他はわずか

であり、フラット系は 2 つまでしか出てこない。

このように調に限りがあり、調号が増えて難しく

なるほど曲数が少なくなっている。

　3. に関しては、曲全体がポリフォニーで書かれて

いるのは第 60 番くらいである。山本 ; 桜井 2017

で は、 第 7,14,22,27,29,40,60,65,83,84,85,87 番 の 形

式を、「カノン」と表記している（山本 ; 桜井

2017：298-302）。

　4. に関しては、後半というのが 106 曲中の後半なの

か、『子供のバイエル』で下巻にあたる第 44 番以

降のことなのかはっきりしないが、特に第 44 番

までは、同じような練習をいくつも繰り返してい

たのに対して、60 番台、70 番台と進むにつれて、

3 度、臨時記号、アウフタクト、音域の広がり、

装飾音など様々な要素が出てくる。曲の長さも長

くなる。１. のヘ音記号のことや、２. の調のこと

も含めて、急に難しくなるといえる。

　5. に関しては、上記３. を除くほとんどの曲におい

て、右手がメロディーで左手が伴奏というパター

ンである。

　カヴァイエのいう第 2 の問題点に関係するが、106

もある曲には番号が付けられているだけで、題名のあ

る曲が 1 つもない。そのため、子供がイメージを膨ら

ませたり、音楽的刺激を掻き立てられたりということ

は難しく、面白くないと感じる可能性が考えられる。

　さらに、奥は、バイエルは様々な問題点が指摘され

ているが、手っ取り早くミスなくしっかり弾くという

「より速く・より正確に」を求める奏法、言い換えれ

ば、機械的な指の動きの「歌えない奏法」に陥りやす

いところに最大の問題があるのではないか、と指摘し

ている（奥 2014：246）。

3.2　入門用の他の教則本

　『バイエル教則本』以外に日本でピアノ入門用に使

用されてきた教則本は、古くは『メトードローズピア

ノ教則本 ピアノの一年生』（1951 年出版、安川加寿

子訳 音楽之友社）と『あたらしいピアノのおけいこ』

（1958 年出版、井口基成監修 子供のための音楽教室
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編 音楽之友社）が挙げられる。

　『メトードローズピアノ教則本　ピアノの一年生』

は、フランスのピアノ教師、エルネスト・ヴァン・ド・

ヴェルデ Ernest van de Verde が書いた子供のため

のピアノ教則本である（原著 1947 年出版）。フランス

の童謡にハーモニーがつけられている。全曲に予備練

習と練習曲が設定されており、曲の長さは全て 24 小

節以内である。奏法に関するアドバイスやイメージを

膨らませる注釈が充実している。しかし、狭い範囲の

鍵盤で指だけの練習ということでは『バイエル教則

本』と同様なものになっている。

　『あたらしいピアノのおけいこ』は、その序文で

『バイエル教則本』について批判が述べられていたこ

とは前述の通りである。出版社のホームページによ

ると、「今までの入門教科書の短所を補って、幼児教

育の最大の難関である読譜力の養成と、正確なリズ

ム感の習得を目標としたもの」という（http://www.

ongakunotomo.co.jp/catalog/detail.php?code=450300　

2017 年 6 月 1 日閲覧）。

　上記 2 種の他にも、数多くの入門用教則本が出版さ

れている。以下、その一部を挙げる（出版年代順。訳

書は日本語版の出版年による。出版年は丸山 2017 に

よる）。

　1957　『みんなのオルガンピアノの本（1-4）』ヤマ

ハ音楽振興会編、ヤマハミュージックメディ

ア（2014 改訂）

　1972　『トンプソン 現代ピアノ教本 1-5』 J.S. トンプ

ソン著、大島正泰訳、全音楽譜出版社（原著

1936 年出版）。

　1975　『バーナム ピアノテクニック』 E.M. バーナム

著、大島正泰監修、中村菊子訳、全音楽譜出

版社（原著 1957 年出版）。

　1979　『グローバー ピアノ教育ライブラリー ピア

ノ教本』 D.C. グローバー、L. ギャロウ著、

ヤマハミュージックメディア（原著 1967 年

出版）。 

　1980 『ラーニング・トゥ・プレイ ブック 1-4』 

M. ステッカー、N. ホロヴィッツ、C. ゴード

ン共著、中村菊子訳・解説、全音楽譜出版社

（原著 1962 年出版）。

　1989　『バスティン・ピアノベーシックスシリーズ』

J.S. バスティン著、東音企画（原著 1985 年

出版）。

　1991　『ピアノランド（1-5） せんせいといっしょに

うたってひける』　樹原涼子著、音楽之友社。

　1992　『みんなのグローバー・ピアノ レッスン（導

入編、1-4）』 D.C. グローバー著、 ヤマハミュ

ージックメディア（原著 1988 年出版）。

　1994　『バスティン・ピアノパーティーシリーズ』

J.S. バスティン、L. バスティン共著、溝部洋

子訳、東音企画（原著 1993 年出版）。

　以上、現在でも比較的多く使用されている入門用教

則本の一部である。網羅しようと試みていたところ、

丸山京子著『ピアノ教本　選び方と使い方』（2017 年

4 月 10 日発行、ヤマハミュージックメディア）が出

版された。その巻末資料③として「日本で出版された

おもな教本年表」が掲載されており、ちょうど筆者が

纏めようとしていた一覧表であった。したがって、そ

れぞれの教則本の特徴や上記以外の教則本の情報は、

丸山を参照とする（丸山 2017: 125-149）。そこには全

127 種類の教本が掲載されている。それらを年代別に

見ると、1950 年代 4 種、1960 年代 4 種、1970 年代 20

種、1980 年代 31 種、1990 年代 34 種、2000 年代 19 種、

2010 年代 15 種である。1987 年に決定的となったとい

うバイエル批判を裏付けるような数の推移となってい

る。

4.　小学校歌唱共通教材の成り立ちと『バイエル教則

本』の関係

　小学校音楽科歌唱共通教材については前述したが、

それを作曲年代順に並べると表２のようになる。

　主に、『尋常小学読本唱歌』（1910 年）と『尋常小

学唱歌（第１学年用～第６学年用）』（1911-1914 年）

に掲載されていたことがわかる。これらは文部省唱歌

と呼ばれ、歌詞・旋律ともに全ての曲が日本人による

新作だった。作詞者・作曲者の名前は一切出さずに合

議制で編纂された。そのため、いまだに作詞者名・作

曲者名が不明な曲は、単に「文部省唱歌」と表記され
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ている。『尋常小学読本唱歌』と『尋常小学唱歌』の

作曲委員は同一で、以下の 6 名であった（年齢順）。

　上 真行（1851-1937）：1880 年音楽取調掛に第 1 回

伝習生徒として入学、メーソンからピアノや唱

歌、和声の指導を受ける。

　小山 作之助（1864-1927）：1883 年 2 月文部省音楽

取調掛入学、伊沢修二に師事。

　楠美 恩三郎（1868-1927）：1889 年東京音楽学校師

範部卒業。

　島崎 赤太郎（1874-1933）：東京音楽学校で小山作

之助らの元で学ぶ。

　岡野 貞一（1878-1941）：1900 年東京音楽学校卒業。

　南 能衛（1881-1952）：1904 年東京音楽学校卒業。　

　以上、作曲委員の 6 名は、全員が音楽取調掛あるい

は東京音楽学校で教育を受けており、後に東京音楽学

校で教鞭を取っている。1890 年出版の奥好義『洋琴

教則本』（バイエル教則本の改編）が、東京音楽学校

の教材として用いられたのがいつ頃までなのかは明ら

かでない。1935 年に出版された『音楽家になるには 

職業指導叢書第 18 編』（良国民社）によると、当時の

東京音楽学校入学案内の入学試験科目と程度につい

て、甲種師範科の器楽課題は「ピアノ（バイエル著ピ

アノ教則本の程度）（従来のオルガンは廃す）」と記載

されている（職業指導研究会編 1935: 57）。上記作曲

委員の中で最も若い南でも、1904 年には東京音楽学

校を卒業している。それから 20 年余りたった入学試

験のレベルとして、「ピアノ（バイエル著ピアノ教則

本の程度）」が示されているのである。これらの状況

を考えると、作曲委員は全員が授業あるいは受験準備

でバイエルを用いており、演奏水準もその程度であっ

たと推測される。このような背景から、文部省唱歌の

作曲には、『バイエル教則本』の影響があったと考え

られる。さらに、尋常小学校における歌唱指導は、バ

イエル程度の演奏能力を持った教師たちによって行わ

れた可能性も推測される。

5.　『バイエル教則本』を有効に用いる指導法

　『バイエル教則本』に対する批判については、3.1 で

述べた。その批判は、子供の入門用教則本としての側

面が大きいと考えられる。ここでは、小学校教員養成

課程の学生に用いる場合について、その批判をどう考

え、どのように指導するのがよいかについて考察す

る。以下、3.1 で述べた井上 2013 による 5 つの問題点

について番号順に述べる。その後、カヴァイエのいう

最大の問題点と奥 2014 のいう『バイエル教則本』の

最大の問題点、そして 2. で触れた園田が『新しいバ

表２　初等音楽科歌唱共通教材一覧（作曲年代順。わらべうた、日本古謡を除く）

曲名 備考（収録）

1910 明治43 「春がきた」「虫のこえ」「ふじ山」「われは海の子」 『尋常小学校読本唱歌』　明治43.7.14発行

1911 明治44 「かたつむり」「日のまる」 『尋常小学唱歌』第1学年用　明治44年5月発行

「もみじ」 『尋常小学唱歌』第2学年用　明治44年6月発行

1912 明治45 「茶つみ」 『尋常小学唱歌』第3学年用　明治45年3月発行

1912 大正１ 「春の小川」 『尋常小学唱歌』第4学年用　大正元年12月発行

1913 大正2 「こいのぼり」「冬げしき」 『尋常小学唱歌』第5学年用　大正2年5月発行

1914 大正3 「おぼろ月夜」「ふるさと」 『尋常小学唱歌』第6学年用　大正3年6月発行

1919 大正8 「とんび」 『大正少年唱歌第1集』大正8年発行　

1923 大正12 「夕やけこやけ」 『文化楽譜：あたらしい童謡その一』　

1932 昭和７ 「まきばの朝」「スキーの歌」 『新訂尋常小学唱歌』

1941 昭和16 「うみ」「かくれんぼ」 『ウタノホン上』（初等科第１学年用）

年代

表２　初等音楽科歌唱共通教材一覧（作曲年代順。わらべうた、日本古謡を除く）
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イエル』を和音教育と考えていたことを含めて、総合

的に考察する。

　1． 両手がト音記号という譜面が長く、へ音記号の

出てくるのが遅い。

　　　大学生が学ぶため、ヘ音記号が出てくる第 54

番までのすべての曲を練習しなくても対応でき

る。本学ではまず第 50 番を練習するが、次は左手

がヘ音記号で表記されている第 78 番へと進む５）。

その後では曲全体にわたって左手がト音記号で書

かれている曲は第 97 番のみである。したがって、

ほぼ最初からヘ音記号にも取り組むことになる。

　2． ハ長調の期間が長いため、シャープ、フラット

が出てきた時に黒鍵を弾くことを難しく感じる。

　　　調が限られていることに関しては、小学校歌唱

共通教材に関しても同様である。以下にそれぞれ

の曲がどのような調で書かれているかを示す（日

本古謡など、調性音楽以外の曲を除く）。

　　　ハ長調：かたつむり、春がきた、虫のこえ、夕

やけこやけ、春の小川、ふじ山、とん

び、まきばの朝、おぼろ月夜

　　　ト長調：うみ、茶つみ、スキーの歌、

　　　ヘ長調：日のまる、もみじ、こいのぼり、冬げ

しき＊、ふるさと＊

　　　　　（＊ト長調で記載されている教科書もある）

　　　ニ長調：われは海の子

　　　以上のようにハ長調が多数で、他の調は、シャ

ープ1つのト長調とフラット1つのヘ長調が数曲、

そしてシャープ2つの二長調が1曲となっている。

つまり、『バイエル教則本』と同様に調が限られ

ているのである。しかも、上記１．で述べたよう

に、すべての曲を練習するわけではないため、最

初に学ぶ第 50 番はハ長調であるが、次に学ぶ第

78 番はト長調であり、ほぼ最初から黒鍵を使う

練習をすることになる。

　3． ポリフォニー（多声音楽）が少ない。

　　　小学校歌唱共通教材を伴奏する時には、右手で

メロディーを弾き、左手で伴奏を弾くことが多

い。初心者がポリフォニーで伴奏をすることは考

えにくい。したがって、『バイエル教則本』で数

多く練習する左手伴奏のパターンが有効となる。

　4． 後半になると急に難しくなる。

　　　本学では全ての曲を学ぶわけではなく、抜粋

で、しかも番号順に学ぶわけでもない。したがっ

て、どこかで急に難しくなっても問題ではなく、

練習する曲の選択の仕方が重要となる。

　5． 曲の構成がワンパターン（右手がメロディーで

左手は主要三和音による伴奏、という組み合わせ

ばかり）でつまらない。

　　　ピアノ未経験者や初心者が歌唱共通教材の伴奏

や弾き歌いをするときには、右手がメロディーで

左手が伴奏、そしてまずは、左手が簡単な主要三

和音を使用した伴奏パターンで弾けることが目的

となる。

　カヴァイエのいう最大の問題点（この教則本が「指

の運動」のための練習でしかなく、それ以外の、下

腕、上腕、肩、腰などを使う練習が何もできない、88

鍵あるピアノの鍵盤の 1/3 か 1/4 くらいしか使われて

いない）に関しては、小学校歌唱共通教材の伴奏を簡

単に弾くためには、『バイエル教則本』で使用する限

られた範囲の音域で十分である。そして、奥 2014 の

いう『バイエル教則本』の最大の問題点（手っ取り早

くミスなくしっかり弾くという「より速く・より正確

に」を求める奏法、言い換えれば、機械的な指の動き

の「歌えない奏法」に陥りやすい）に関しては、本学

の授業においては、未経験者が、まずは手っ取り早く

ピアノを弾けるようになることを目的としているた

め、この点では非常に有効であると考えられる。その

目的は歌唱教材の伴奏や弾き歌いであるので、歌の歌

詞の意味を十分に読み取り、イメージを膨らませてピ

アノを弾くという指導により欠点を補えると考える。

練習曲を無味乾燥に弾くことが目的ではなく、歌の伴

奏、そして弾き歌いという歌の表現をすることが目的

であること、そして、無味乾燥に見える練習曲でも、

実は色々な音楽表現の可能性があることを、実際に示

して最初から伝えていくことにより、『バイエル教則

本』を有効に使えると考えられる。様々な音楽表現の
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可能性については、実際に指導者が演奏して聴かせる

と、テクニック的に未熟で自分では表現できない学生

でも、その違いについては聴いてわかる。その表現の

可能性の奥深さに感動する学生も多く、自分が目標と

するところを知ることができる。

　最後に、園田が『新しいバイエル』を和音教育と結

び付けていたことについて考える。園田は『新しいバ

イエル』で、手のポジションを移動しないで押さえる

ことのできる和音を覚えていく教育を行った。安田に

よると、バイエルのもともとの意図は「静かにした

手」６）であったという（安田 2016: 157）。『バイエル

教則本』を学ぶときに、ピアノを弾くことに慣れてい

ない学生は、音を 1 つずつ読んで、その音を鍵盤で探

して弾くために、次の音が弾きにくい手のポジション

になってしまう場合が多い。そうなると、次の音を続

けて弾くことができずにそこで止まり、次の音を探

し、次の音の場所に手を移動してから音を出すことに

なる。つまり、次の音への移行がスムーズにいかなく

なるのである。このようなときに、前後の音のつなが

りを和音でつかんで手のポジションを取るように指導

すると弾きやすくなり、上達も速くなる。手のポジシ

ョンを移動しないで弾く「静かにした手」の練習であ

る。左手伴奏を和音でとらえる練習は、伴奏をコード

で簡単に弾くことにもつながり、非常に大切なことで

あると考えられる。「右手がメロディーで左手は主要

三和音による伴奏という組み合わせばかり」と批判さ

れている『バイエル教則本』は、左手伴奏を和音とし

てつかむ練習として有効に用いることができるのであ

る。

まとめ

　ピアノ未経験者が、小学校歌唱共通教材の伴奏や弾

き歌いをする基礎の練習として、『バイエル教則本』

を使用することについて、『バイエル教則本』に対す

る批判を具体的に検証し、『バイエル教則本』の受容

と小学校歌唱共通教材の成り立ちの関係を明らかに

し、小学校歌唱共通教材のピアノ伴奏およびピアノ弾

き歌いのために『バイエル教則本』を有効に用いる指

導法について考察してきた。

　『バイエル教則本』の批判に関しては、3.1 『バイエ

ル教則本』に対する批判、において検証した結果、一

般的にいわれている批判は、小さな子供の入門書とし

て問題があるということがわかった。そして、3.2 入

門用の他の教則本、においては、『バイエル教則本』

の問題点を補って、様々な工夫がほどこされた数多く

の入門書が出版されていることを概観した。4. におい

て、小学校歌唱共通教材の成り立ちと『バイエル教則

本』の関係を調べた結果、小学校歌唱共通教材を作っ

た作曲委員の全員が、『バイエル教則本』で学んでい

たという背景が明らかになった。

　その結果として、5.『バイエル教則本』を有効に用

いる指導法、においてまとめたように、大学生の教員

養成課程の学生に指導する際には、『バイエル教則本』

の問題点の中で、特に、調が限られていること、右手

がメロディーで左手が伴奏というパターンの曲が多い

こと、手っ取り早くミスなくしっかり弾く奏法、限ら

れた音域の鍵盤しか使わないことなどが、逆に、ピア

ノ未経験者が小学校歌唱共通教材の伴奏を弾けるよう

になるために有効に用いることができることが明らか

となった。とりわけ、右手がメロディーで左手は主要

三和音による伴奏という組み合わせばかりという特徴

が、音のつながりを和音でとらえていくこと、「静か

にした手」のポジションで弾くことを可能にする。和

音でとらえる指導をすることにより、手のポジション

が無駄に移動しなくなると上達が速くなる。しかも、

伴奏をコードで簡単に弾くことにもつながり、左手の

伴奏を和音でとらえることは非常に大切である。テク

ニック的な観点からのみでなく、左手を和音でとらえ

て音楽の背景にある和声を感じることや和音の変化を

感じることは、音楽を表現する上でとても重要なこと

である。歌唱教材の伴奏、弾き歌いが目的であるこ

と、すなわち、歌を表現することが目的であること、

そして、『バイエル教則本』の曲でも十分に様々な音

楽の表現ができることを、最初の段階から常に指導し

ていくことも必要であると考える。

【註】
１）『バイエル教則本』の原著名については、一般に出版

地の原語（ドイツ語）で“Vorschule im Klavierspiel 

Op.101”と表記されることが多い。正式には初版
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小学校音楽科歌唱共通教材ピアノ伴奏および弾き歌いの指導法に関する一考察～ピアノ未経験者に『バイエル教則本』を有効に用いる指導法～

に記されているように "Ecole Preliminaire de Piano 

op.101" であることが、多田純一氏からいただいたメ

ール（2017 年 5 月 16 日付）により確認できた。
２）バイエルの生年は 1803 年とされてきた。新編音楽

中辞典にもそのように記載されている。しかし、安田

により 1806 年であることが確認された（安田 2016：

204、227）。
３）音楽取調掛：日本最初の官立の音楽研究機関。

1879 年（明治 12 年）に文部省内に設置され、西洋音

楽中心の音楽教育の基礎を築いた。1887 年に東京音

楽学校（後の東京芸術大学音楽学部）となった。
４）カヴァイエは 1951 年イギリス生まれ、ウィンチェ

スター音楽院、王立音楽院修了後、ハノーヴァー音楽

大学、リスト音楽院で学び、1979 年に武蔵野音楽大

学の招きで来日した。
５）本学では、入学前教育の課題としてピアノ練習を

課している。そして、スクーリング時に、バイエル第

50 番に取り組み、練習の仕方を指導し、両手で弾け

るようにする。入学時のオリエンテーションで全員を

ピアノ練習室に集めて練習の指導をする。ピアノの授

業が始まるのは１年の秋セメスターであるため、春セ

メスターと夏休みを利用して楽譜が読めるようにする

とともに、各自練習をするように指導する。このよう

な準備過程を経て、第 50 番からいきなり第 78 番へ進

むことが可能となっている。
６）「静かにした手」とは、ポジション移動・指の交差

のない運指のことで、小野亮祐氏の指摘により初めて

正しい意味が理解されるようになった言葉である（安

田 2016：154）。
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グローバル・リーダーシップとは
－リーダーシップ要素に関するアンケート調査分析から－

旦まゆみ　・　岡部佳世

要約

　この調査分析は、リーダーシップ要素について実施したアンケート調査をもとに、多文化背景をもつ回答者は

「論理的思考」がリーダーシップには最も重要であり、対照的に、単文化背景をもつ回答者は「決断力」を重視し

ていることを明らかにしている。さらに、コミュニケーションおよび教育が共通して重要な要素と示唆された。

競争と協力が不可避な国際社会において、グローバル・リーダーシップとは何かに関する調査結果からの分析は、

今後のリーダーシップ教育に生かしていくことが可能である。

KEY WORDS: global leadership, leadership factors, multicultural background, logical thinking, career education　

グローバル・リーダーシップ、リーダーシップ要素、多文化背景、論理的思考、キャリア教育

Abstract

  This paper is an analysis of a questionnaire survey on leadership factors. Results derived from the statistical 

analysis of collated data indicated that ‘logical thinking’ is the most important factor of leadership among those 

respondents who have a multicultural background, in contrast to ‘decisiveness’ for respondents with a single 

cultural background.  Other important leadership qualities drawn from the analysis were ‘communication’ 

and ‘education’, both of which can be found as key factors in many existing leadership training programmes. 

Results of the survey indicate leadership in the global community can be nurtured by strengthening logical 

thinking capabilities and multicultural experiences.

Mayumi Dan1  and Kayo Okabe2

What is Global Leadership?
– Based on an Analysis of a Questionnaire Survey on Leadership Factors –

1  Ph. D., International Relations, Professor, Tokiwa University
2  Ph. D., Engineering, Senior Researcher, LatLng Corporation
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グローバル・リーダーシップとは－リーダーシップ要素に関するアンケート調査分析から－

1.  Introduction

In the global world of competition and cooperation, 

leadership has always been a central focus, and 

scholars as well as the business world have explored 

questions such as: What is leadership? How do 

organizations cultivate productive people? How do 

people and organizations learn and change? 

As our economies become globalized, companies 

and organizations seek global leadership that is 

indispensable for survival in the world market. 

This then begs the question, is leadership different 

by country or cultures? At the same time, more 

and more women are joining the workforce, and 

climbing the organizational ladder, and we are 

beginning to consider whether women’s leadership 

is different from that of men. In this respect, 

leadership in the present world cannot be discussed 

without considering diversified social and cultural 

backgrounds.

This paper is the first step of our study on global 

leadership and is based on the statistical findings 

from questionnaire results of a survey held in 

Istanbul in August 2013, at the 31st Triennial 

Conference of the International Federation of 

University Women (IFUW)3 , where over 400 

members assembled from five continents to 

exchange ideas and enjoy face-to-face communication 

in Turkey. We considered that it would be an ideal 

opportunity to gather the voices of women leaders at 

this international conference.

After introducing some existing studies on leadership 

in the next section of this paper (Section 2), we will 

introduce the questionnaire survey in the following 

Section 3, from which data on leadership qualities 

was collated for statistical analysis. Although the 

number of questionnaire respondents is limited, 

they are leaders from various countries who are 

themselves taking the role as leaders in their 

respective fields, acting and experiencing the 

difficulties of being a leader. The responses of the 

questionnaire are therefore thoroughly considered, 

and there were a number of additional writings in 

the column ‘other, please specify’. 

Furthermore, in Section 4, by examining the cultural 

background of the respondents, we have investigated 

that their experience of living in different countries 

has a clear impact on what they consider most 

important for a leader. The experience of living in 

multiple countries indicates deeper understanding 

of cultural diversification, which is emphasized in 

contemporary leadership requirements. Finally, we 

conclude our findings and indicate points for further 

investigation in Section 5.

2.  Studies on Leadership from Various Perspectives 

Leadership has been studied for decades mainly 

from the disciplines of psychology, sociology, 

anthropology, education, and business management. 

In recent years, leadership facilitation methods and 

training courses have been developed to actually 

create leaders not only in the field of business but 

also in schools and various organizations. As the 

3  International Federation of University Women (IFUW) was renamed Graduate Women International (GWI) in 2015. Founded in 

1919, GWI is a worldwide nongovernmental organization of women graduates that promotes lifelong education for women and girls, 

international cooperation, friendship, peace and respect for human rights for all.  It also advocates for the advancement of the status of 

women and girls, and encourages women and girls to apply their knowledge and skills in leadership and decision-making in all forms of 

public and private life. (http://www.graduatewomen.org/wp-content/uploads/2014/01/GWI-2015AnnualReport-FINAL-web.pdf) 
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world becomes closely connected by trade as well as 

people crossing national borders, we are in an era of 

globalization in which leadership is also considered as 

global leadership, which can be defined as leadership 

that functions over people gathering from diversified 

cultural backgrounds.

In the school of organizational psychology and 

career dynamics, Edgar Schein (2010) posits that 

culture functions as a force affecting our society and 

organization, bringing disturbance and frustration, 

and influencing what leadership means. He introduces 

categories of culture as shown in Table 1, which are 

all indispensable in understanding how people are 

influenced by culture. And he argues that leadership 

and culture are fundamentally intertwined, and that 

anyone who facilitates progress toward some desired 

outcome is displaying leadership4 . 

Harvard Business School has always put importance 

on leadership education since its foundation in 1908. 

Through studies of organizational behaviour and 

psychology, one of the major themes of leadership 

has been the difference between a leader and a 

manager. Zaleznik (1977) investigated how leaders 

are different from managers in their objectives and 

how they consider work, human relations, personality 

factors and education. His view on the necessity for 

organizational mentors led to the development of 

leadership training and education methods.

Kotter (1988) also emphasises the role of leaders 

to promote change and innovation in a changing 

environment of competitive intensity. His concept 

of a leader has been applied in various leadership 

courses in the US as well as in Japan, particularly 

since the speed and power of globalization are 

increasing, and companies and organizations have 

become more aware of the need to train managers 

to become leaders.

Friedman (2008) states, “A common definition is that 

leaders mobilize people toward valued goals”5  and 

focus on valued goals in all domains of life–work, 

home, community, and self–which are addressed as 

an interdependent system. Therefore, individuals 

can inspire committed action that engages people to 

take intelligent steps in a chosen direction to achieve 

something that has significant meaning for all 

relevant parties. This is what being a leader means 

and can be applied to business, families, friendship 

networks, communities, and social associations.

This established literature on leadership has mainly 

focused on the role of leaders, particularly in a 

changing environment, with some indication of the 

influence of culture. Meanwhile, the primary focus 

of this study is to investigate what leadership in 

the present globalized world is, and what factors of 

leadership are considered important. Since the world 

is becoming closer with the development of trade, 

transport and digital communication methods, we 

inevitably face different cultures from dealing and 

working with people with diversified backgrounds. 

We therefore consider that the impact of culture on 

leadership is key to understanding leadership values.

3.  Questionnaire Survey and Statistics

The questionnaire utilized in our research is found 

in Appendix A: IFUW 2013 WS Questionnaire on 

4  Edgar H. Schein (2010) Organizational Culture and Leadership 4th Edition, John Wiley & Sons, Inc.
5  Stewart D. Friedman (2008) Total Leadership: Be a Better Leader, Have a Richer Life, Harvard Business Press, p.12.
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Leadership. In the questionnaire, major factors 

of leadership are classified into three categories: 

A) Personal Characteristics, B) Knowledge and 

Skills, and C) Practical Considerations. Personal 

Characteristics include the following factors listed 

below in A), which describes personality traits 

associated with being a leader; B) Knowledge and 

Skills required to operate business efficiently; and 

C) Practical Considerations for effective leadership 

surrounding the leader as environmental factors, 

which are indispensable for the leader to actually 

utilize personal strengths and skills. 

Following are the factors in each category:

A) Personal Characteristics of a Leader

  1. decisiveness, 2. patience, 3. logical thinking, 

  4. creativity, 5. flexibility, 6. toughness, 

  7. enthusiasm, 8. self-confidence, 

  9. sense of consideration, 10. sense of humour, and 

  11. other, please specify.

B) Knowledge and Skills required in a Leader

  1. English, 2. computer literacy, 

  3. mathematical literacy, 4. communication, 

  5. presentation, 

  6. basic knowledge of culture, 7. management, 

  8. information processing, 

  9. planning and coordination, 10. social ethics, and

  11. other, please specify.

C) Practical Considerations for Effective Leadership

  1. government measures, 2. quota system, 

  3. incentive in the workplace, 

  4. financial background, 5. education, 

  6. Internet access, 7. support from family, 

  8. friends’ encouragement, 9. advisor, 

  10. international network, and 

  11. other, please specify.

The quest ionnaire sheet was developed by 

classifying the major leadership factors into the three 

categories above. Survey respondents were asked to 

mark five factors of leadership that they considered 

to be important, and also to mark the single most 

important one among the five marked.

3.1  Data of Questionnaire Responses

Below is the outcome of the questionnaire, which 

received a total of 54 responses. The respondents 

were from 23 countries, namely Austria, Australia, 

Azerbaijan, Belgium, Canada, Egypt, England, France, 

Hong Kong, Germany, India, Ireland, Japan, Korea, 

Mexico, Nigeria, Panama, Scotland, South Africa, 

Switzerland, Taiwan, USA, and Zambia. These 

respondents were women graduates representing 

each country member of the International Federation 

of University Women, in the fields of academia, 

business and community services.

All of the five factors each respondent checked 

are included in the total, and the figures show the 

percentage of each factor in the total. The three 

graphs show the responses for the important factors 

of leadership in the three categories of A) Personal 

Characteristics, B) Knowledge and Skills, C) Practical 

Considerations, respectively.  (Figure 1, 2 and 3)

Among the leadership factors in the area of A) 

Personal Characteristics, decisiveness  ranked top, 

clearly as the single most important factor. The 

responses for “Other” were: inclusivity, dedication, 
commitment and hard work, resourcefulness, 
courage, adoptability, negotiation, persuation, leading 
by example and initiative, integrity, being a visionary, 
having vision, and, being persuasive .

In the area of B) Knowledge and Skills, planning and 
coordination ranked top in the total of five important 

factors; however, as the single most important factor, 

communication  came first, with more than three 

times the score of planning and coordination . The 

responses for “Other” were: characteristics of group 
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to be led, recognising and deciding goals, governance, 
legislation, domain, relevant knowledge, basic 
education, and, research skills .

In the area of C) Practical Considerations, education 

came first both under the five important factors and 

also under the single most important factor. Figure 

3 tells us that nearly half of all the respondents 

marked education  as the single most important 

factor of leadership. Responses for “Other” were: 

effective and efficient communications, adjusting to 
situations, creating situations, legitimacy as a valid 
leader, communicative competence (including any 
foreign language), team work , and friendliness to 
reach all kinds of people at all levels of society .

4.  Experience of Living in Multiple Countries

After compiling the data simply to see the overall 

results of the questionnaire, we looked into some 

personal data from Q4 (2) Which country have you 
lived in? Using the responses to Q4 (2), we divided 

the data into two groups by the number of countries 

the respondent has lived in. Group 1 consists of 

respondents who have the experience of living only 

in one country (named the “single-experience group”), 

and Group 2, those living in more than two countries 

(named the “multiple-experience group”). There were 

31 respondents for Group 1 and 22 respondents for 

Group 2. The purpose of classifying the respondents 

by the number of countries they have lived in was to 

seek whether there is a difference in the leadership 

factors that personal experience may influence. 

When one has experienced living in multiple 

countries, he or she may have faced differences 

in cultures and the way people live and work. In 

this respect, such personal experience can have 

some influence on the leadership factors that the 

respondent choses to be important. We focused our 

statistical analysis to find out whether these two 

groups differ or not, and if so, how different they are. 

The results will lead us to understand leadership by 

cultural experience. 

4.1  Figures from Leadership Factors of Two Groups

For the five important factors of leadership, results 

for each of the three categories are shown in the 

following graphs in Figure 4, 5 and 6. Respondents of 

Group 1 (single experience) are represented by bars 

with oblique lines, and those of Group 2 (multiple 

experience) are represented in solid coloured bars.

To see the differences between the two groups, we 

used the chi-squared test for independence. The 

test showed that there is no statistically significant 

difference (p-value<0.05) between the two groups 

regarding the choice of five important factors in any 

of the three categories (Table 2) .

The results for single most important factor for three 

categories are shown in the graphs from Figure 7, 8 

and 9.

From Figure 7, we can observe some differences 

between the two groups. The single experience 

group marked ‘decisiveness’ to be the single most 

important factor of leadership, sharing 44.0%. In 

comparison, the multiple experience group checked 

‘logical thinking’ and ‘self-confidence’ to be the 

single most important factors of leadership, with 

31.6% and 26.3% of responses, indicating a clear 

difference from the 4.0% and 12.0% responses of the 

single experience group, respectively. 

On the other hand, we can confirm that ‘communication’ 

is the most important factor in the category of B) 

Knowledge and Skills for both respondents of single-

country and multiple-country experience, with 50.0% 

and 52.6% respectively as shown in Figure 8. Also in 

the category of C) Practical Considerations (Figure 
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9), we can see that ‘education’ ranks top for both 

single-country and multiple-country experience, with 

50.0% and 44.4% respectively, which is in line with 

the results of Figure 4 and Figure 6. 

In order to see whether the difference between the 

two groups is the same or different statistically, we 

applied the chi-squared test for independence. The 

null hypothesis here is: there is no difference between 

Group 1 and Group 2. From the test, p-values are 

obtained with respect to the three categories: A) 

Personal Characteristics, B) Knowledge and Skills, C) 

Practical Considerations, as shown in Table 2.

Concerning the category of A) Personal Characteristics, 

the p-value is 0.05. This p-value indicates that the 

difference is significant at the level of 5 percent, 

which corresponds to our observation in Figure 7. 

The level of 5 percent means that the null hypothesis 

occurs with a probability of less than or equal to 

5 percent. Regarding the other two categories 

of B) Knowledge and Skills, and C) Practical 

Considerations, the differences are statistically not 

significant. Therefore, the results of the test show us 

that respondents of the two groups consider the single 

most important factor for personal characteristics 

differently. Furthermore, for B) Knowledge and 

Skills and C) Practical Considerations, respondents 

observed the same single most important factor.

4.2  Logical Thinking and Decisiveness

Since there is a statistically significant difference 

between the two groups regarding A) Personal 

Characteristics, we further investigated to see to 

what extent these two groups are different. To 

find which factor significantly contributes to the 

difference, residual analysis was applied to the cross 

table of the category: A) Personal Characteristics.  

In Table 3, the figures in italic marked with * 

indicate that the ratios were significantly larger 

than the expected value under the null hypothesis 

with 5 percent levels. The figures in bold marked 

with * indicate that the ratios were significantly 

smaller than the expected value with 5 percent 

levels. Therefore, from Table 3, we conclude that 

both ‘Decisiveness’ and ‘Logical Thinking’ are the 

factors that are influential in creating differences 

between the two groups. 

In the single experience group, ‘Decisiveness ’ 

is significantly larger (at a 5 percent level) than 

the expected value, while ‘Logical Thinking’ is 

significantly smaller (at a 5 percent level) than the 

expected value. On the other hand, for the multiple 

experience group, ‘Decisiveness’ is significantly 

smaller (with a 5 percent level) than the expected 

value, and ‘Logical Thinking’ is significantly larger 

(with a 5 percent level) than the expected value.

These findings suggest that for Group 1 (single 

experience), the act of progressing with logical 

thinking is emphasized in leadership, rather than 

the act of being decisive. In brief, Group 2 (multiple 

experience) puts importance on logical thinking in 

the course of discussing or explaining business, as 

proved by the statistical analysis in comparison with 

Group 1.

5.  Findings and Prospects

The most explicit finding from the statistical analysis 

of questionnaire results is the difference in important 

leadership factors by personal experience of living 

in a single country or multiple countries. For those 

leaders with single-country experience, ‘decisiveness’ 

is statistically the most significant factor, while 

for those with mult iple-country experience, 

‘logical thinking’ is statistically the most important 

leadership factor. 
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When a leader is  conscious of  establ ishing 

leadership in a domestic context, that is to say, in 

an environment of a single cultural background, 

decisiveness is crucial to pull people toward a 

common goal. However, when a leader is familiar 

with a diversified, multi-cultural environment, having 

worked with people from different backgrounds and 

cultures, leadership needs to be persuasive, with 

logical explanation, to involve people to proceed 

toward a goal. 

The findings from the questionnaire survey are 

limited to female leaders of the world, so data should 

be gathered for male leaders in comparison to see 

whether there is a difference by gender. In addition, 

to look into the differences of leadership factors 

within individual societies and cultures, further 

research of various countries and cultures with more 

respondents will be required. The following step for 

this study would be to further investigate cultural 

influence on leadership factors. 

Nevertheless, through this survey we have made it 

clear by statistical analysis that there are leadership 

factors that are common among countries, and 

also that there is a clear difference in the factors 

considered most important to leadership depending 

on experience of living in a single country or in 

multiple countries. In practice, in our presently 

globalized world, leadership requires understanding 

of different cultural backgrounds. To build such 

leadership, overseas internships and international 

workshops with participants from different cultural 

backgrounds are expected to be effective.

It is without doubt that we are in an era of 

globalization, and although we may belong to 

a specific cultural background, it is vital for us 

to strengthen the leadership qualities that are 

emphasized in diversified cultural contexts. In 

this sense, the results of our questionnaire survey 

direct us to put importance on ‘logical thinking’ and 

‘self-confidence’ in developing leadership training 

programmes. 
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Appendix A

IFUW 2013 WS Questionnaire on Leadership

The characteristics that can contribute to leadership are grouped into three categories:

A. Personal Characteristics B. Knowledge and Skills   C. Practical Considerations

Q1. Identify the personal characteristics of a leader. Please mark ○ for 5 important factors and mark 
with ＊ what you consider to be the single most important one of the 5.

1. decisiveness ( ) 2. patience (    ) 3. logical thinking ( ) 4. creativity ( )
5. flexibility ( ) 6. toughness ( ) 7. enthusiasm ( ) 8. self-confidence (   )
9. sense of consideration (   ) 10. sense of humour (   )
(  ) other, please specify:                                                        

Q2. Identify the knowledge and skills required in a leader. Please mark ○ for 5 important factors and
mark with ＊ what you consider to be the single most important one of the 5.

1. English ( ) 2. computer literacy ( ) 3. mathematical literacy ( ) 4. communication ( )
5. presentation ( ) 6. basic knowledge of culture ( ) 7. management (   )
8. information processing ( ) 9. planning and coordination (   )   10. social ethics (   )
(  ) other, please specify:                                                         

Q3. What are the practical considerations for effective leadership? Please mark ○ for 5 important factors
and mark with ＊ what you consider to be the single most important one of the 5.

1. government measures ( ) 2. quota system ( ) 3. incentive in the workplace ( )
4. financial background ( ) 5. education ( ) 6. Internet access ( )
7.support from family ( ) 8. friends’ encouragement (   )   9. advisor ( )
10. international network (   )
(  ) other, please specify:                                                        

Q4. About yourself
(1) What is your age? Please check.

□ Under 29   □ 30-39   □ 40-49   □ 50-59   □ 60-69   □ over 70

(2) Which country or countries have you lived in?                                 

(3) What is (was) your major occupation? 
     □office worker/bureaucrat □ teacher/ researcher □ student  □ housewife  □ other

Thank you very much!
Please hand in this form for data collation.
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Table 3.  Cross-Section Residual Analysis for the Two Groups 

decisiveness logical
thinking creativity flexibility toughness enthusiasm self

confidence
sense of

consideration
sense of
humour

Expected 31.8% 15.9% 4.5% 4.5% 4.5% 13.6% 18.2% 2.3% 4.5%
Group 1 44.0%* 4.0%* 8.0% 8.0% 8.0% 12.0% 12.0% 0.0% 4.0%
Group 2 15.8%* 31.6%* 0.0% 0.0% 0.0% 15.8% 26.3% 5.3% 5.3%

Table 1. Categories of Culture 

Culture Category 

Macrocultures Nations, ethnic and religious groups, occupations that exist globally 

Organizational cultures Private, public, non-profit, government organizations 

Subcultures Occupational groups within organizations 

Microcultures Microsystems within or outside organizations 

Edgar Schein (2010) Organizational Culture and Leadership Defined, John Wiley & Sons, Inc. p.2 

Table 2.  P-value of Three Categories 

p-value
Personal characteristics 0.05
Knowledge and skills 0.70
Practical considerations 0.77
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five important factors single most important factor
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one country more than two countries
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one country more than two countries
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図書館利用学習のための学習環境を創造する
―即興的発想に基づくコミュニケーション・ゲーム導入の試み―

寺島　哲平（常磐大学人間科学部）

名城　邦孝（常磐短期大学 キャリア教養学科）

関　　敦央（常磐大学心理臨床センター）

宮崎　雅幸（常磐大学アドミッションセンター）

石田　喜美（横浜国立大学教育人間科学部）

Creating a learning environment for library user education in freshman seminar programs:
―Design and practice of the educational card game "Libardry"―

TERASHIMA Teppei（Faculty of Human Science, Tokiwa University）

NASHIRO Kunitaka（Department of Career Development and Liberal Arts, Tokiwa Junior College）

SEKI Atsuhisa（Clinical Psychology Center, Tokiwa University）

MIYAZAKI Masayuki（Admission Center, Tokiwa University）

ISHIDA Kimi（Faculty of Education and Human Science, Yokohama National University）

１．研究の背景と目的

　西森 [1] は「日本では情報リテラシー教育とゲーム

という組み合わせの報告例は少ない」と述べた後、「海

外（特にアメリカ）では、情報リテラシー教育にゲ

ームを活用する試みが行われている」と説明してい

る。例えば NCSU（North Carolina State University）

の大学図書館 [2] では、モバイル端末を使用した

Scavenger Hunt を実施している。2011 年は 900 名以

上の学生が参加した。このように海外では教育分野へ

ゲームを導入する動きがある。ゲームを導入する動き

の背景には、従来の知識伝達を目的とした講義形式に

とどまらず、学生自らが能動的に体験するための教育

手法が大学の情報リテラシー教育において求められて

いると推測できる。

　本稿では、シリアスゲームとゲーミフィケーション

の違いについて説明する。その後、教育分野の中でも

日本国内の大学図書館をテーマとした情報リテラシー

教育におけるゲーム研究の状況を主に説明する。その

上で、筆者らが開発した大学図書館をテーマとしたコ

ミュニケーション・ゲームの説明を行い、その効果に

ついて検討する。
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１－１．シリアスゲームとゲーミフィケーションの違い

　2000 年代に入り、低コストでデジタルゲームを開

発・流通することができるようになった。そのため従

来の遊びの用途にとどまらず、様々な分野でゲームの

持つ可能性への関心が高まった。教育ゲームやゲーミ

ング＆シミュレーションなどの分野が代表例となる。

さらに「社会的な問題解決のためのゲーム開発・利用」

に対して「シリアスゲーム」という呼び方が普及する

[3]。このシリアスゲームという考え方が普及する過

程で、それまで学校教育、医療福祉分野、公共政策分

野など、社会活動の様々な分野で別々に行われていた

ゲーム研究が共通のテーマとして論じられることにな

る。その後さらに 2010 年代に入り、ゲームの枠組み

にとらわれない形で、ゲーム要素を社会活動やビジネ

スの場に取り入れていく動きが「ゲーミフィケーショ

ン」という呼び方で普及した。

　シリアスゲームとゲーミフィケーションは、広義に

捉えれば「社会のためにゲームの力を活かす」とする

取り組みとしての共通性が見られる。しかし、狭義に

は次の三つの違いがある [4]。

　　①　ゲームの部分性と全体性の違い

　　②　社会性に対するスタンスの違い

　　③　レイヤー志向とツール志向の違い

　第一に、「ゲームの部分性と全体性の違い」が挙げ

られる。ゲーミフィケーションとは、「ゲーム以外の

何か」を「ゲーム化（gamify）」したものであり、開

発物やサービスの一要素としてゲーム的な何かが部分

的に組み込まれることが前提となっている。これに対

しシリアスゲームは、社会への有益性や公共性を軸と

した「ゲーム」として開発され、単体のゲームとして

完結している。

　第二に、「社会性に対するスタンスの違い」が挙げ

られる。ゲーミフィケーションは、顧客ロイヤリティ

向上や購買行動への誘導といった営利目的のマーケテ

ィング的なニーズが起点となって展開してきた。その

ため必ずしも社会への有益性や公共性に軸を置いたゲ

ーム利用を前提としていない。これに対しシリアスゲ

ームは、主に公共セクターが後押しする形で進展した

こともあり、その名の通り「真面目な」ゲームとして、

社会への有益性や公共性に軸を置いたゲームが中心で

ある。

　第三に、「レイヤー志向とツール志向の違い」が挙

げられる。ゲーミフィケーションはポイントやバッジ

など、システムの基盤となる仕組みとしてゲーム要素

を取り入れようとする「レイヤー志向」を示している。

これに対してシリアスゲームは、社会問題の周知や解

決のための補完的なツールとしてゲームを用いようと

する「ツール志向」が強い。

　これらの違いを整理すると、ゲーミフィケーション

は、ゲームの枠を超えて開発物やサービスの一要素と

してゲームを取り入れる方向でフィールドを拡げよう

としていることが理解できる。これに対してシリアス

ゲームは社会への有益性や公共性があるテーマを取り

入れたゲームを提供することを基本としている。例え

ば藤本 [5] が大学の授業科目のデザインにゲーム要素

を取り入れた「クエスト授業」についてはゲーミフィ

ケーションの具体例と言える。これに対して、20 年

後の未来の職業を考えるキャリア学習のツールとして

開発されたカードゲームである「ジョブスタ」[6] は

シリアスゲームの具体例と言える。

１－２．事例紹介

　教育分野でもゲーミフィケーションとシリアスゲー

ムへの関心が高まり、教材としてゲームを利用するだ

けではなく、授業活動にゲームを取り入れる事への関

心が高まっている。その代表的な事例として、2009

年に開設された米国ニューヨーク市の公立学校「クエ

スト・トゥ・ラーン（Quest to Learn）」[7] が挙げら

れる 。この学校はゲームデザイナーと教育専門家が

連携してゲームデザインの手法を取り入れてカリキュ

ラム全体を設計している。また日本の事例では、京都

光華女子大学短期大学部こども保育学科の 2 年生配当

科目の授業「保育臨床相談」[8] が挙げられる。この

授業科目では、市販されているボードゲームを用いて

学生のコミュニケーション能力を育成することを目指

している。

　また、本研究と関連が深い日本国内の大学図書館を

テーマとした情報リテラシー教育においては、現在、

以下のようなゲーム研究が行われている。まず、愛知

医科大学のゲーム方式を導入した授業である「情報
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学」[9] が挙げられる。情報学は医学部 1 年生を対象

とした必修科目であり、授業の教育目標のうち「医学

教育、研究、医療における情報技術の活用法と限界を

理解する」と「様々な医学・医療情報に親しみ、自ら

の学習に活用する」の二つが図書館に関わる。平成

24 年度には、1 クラス約 50 名を対象にゲームを取り

入れた授業を実施している。授業は「説明と実習（60

分）」「ゲーム方式での振り返りチェック（20 分）」「ま

とめ（10 分）」の 3 部構成で行われている。ゲーム方

式での振り返りを取り入れた結果、講師である図書館

員への質問が活発になるなど、学生と講師との双方向

のコミュニケーションを図ることができ、学生が主体

的に取り組んでいる様子が伺えたようである。

　次の事例として、筑波大学の電子教材とタブレット

端末を用いた「文献探索ゲーム」[10][11] が挙げられる。

筑波大学では、図書館やデータベースの使い方といっ

た文献探索法を学ぶ「知の探索法」という授業がある。

しかし、学生からの提出課題には「文献探索そのもの

に対する理解が浅く、目的意識が低い」という問題点

があった。そこでタブレット端末と電子教材を用いて

進行する「文献探索ゲーム」を開発した。電子教材の

シナリオにそった文献探索の問題を解答し、大学図書

館内を動き回り文献を入手することでゲームが進行し

ていく。文献探索ゲームは、平成 24 年度から平成 25

年度までの 2 年間実施して、29 名の学生が参加した。

文献探索ゲームを実施したことで、どのような機会に

どのような検索ツールを使うのか、を学生は実際に体

験することができた。そのため様々な文献探索ツール

を再確認でき、文献探索に対する理解も深まったと報

告されている。

　最後の事例として、常磐大学の大学図書館利用ガ

イダンスをゲーム化した「Libardry（リバードリィ）」

[12][13] が挙げられる。常磐大学では、新聞、一般雑

誌、専門誌などの情報資源を中心とした利用方法をゲ

ームで学ぶ「Libardry（リバードリィ） Stage-1」を

実施した。「Libardry（リバードリィ） Stage-1」で

は、キーワードが書かれた「指示書」を学生に配布

し、OPAC や新聞データベースの検索結果から大学

図書館内を動き回り、資料と新たな指示書を入手す

る。この作業を繰り返すことでゲームが進行する。

「Libardry（リバードリィ） Stage-1」は、平成 28 年

度に 6 名の学生が参加した。大学図書館ガイダンスを

ゲーム化したことで、何らかの理由でアクセスするこ

とが困難な情報資源に対して、学生の捉え方が変化し

た。アクセスすることが困難な情報資源は、単なる

「手間のかかる課題」ではなく、「ゲームとして楽しみ

ながら取り組む課題」となったことが報告されてい

る。

　今回紹介した情報リテラシー教育をゲームとして実

施した事例は、実際に学生が大学図書館を動き回る仕

組みとなっている。しかし、大学図書館の規模が小さ

いため、同時に参加できる学生数が限られてしまう

大学もあるだろう。その場合は、学生が大学図書館

を動き回るゲームを正課授業で導入することは不可

能な大学もある。そこで本研究では、カードゲーム

「Libardry（リバードリィ） CARD 版」を用いた大学

図書館をテーマとしたコミュニケーション・ゲームに

ついて提案を行う。カードゲーム「Libardry（リバー

ドリィ） CARD 版」は、持ち運び可能であり、また、

カードのセット数を増やすことができるため、教室内

で実施することが可能である。

２．カードゲーム「Libardry（リバードリィ） CARD

版」の内容について

　まずはゲームの概要について説明を行う。本ゲーム

は、各プレイヤーが手札として「大学図書館にある情

報資源」が書かれたアイテムカードを 3 枚持つ（図

１）。書籍などの資料だけではなく、「希望図書申請制

度」など図書館に実際にあるサービスや「コピー機」

など図書館内にある機材もアイテムカードとして存在

する。

　

図１．アイテムカードの例
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　山札から「大学生活で起こるピンチな状態」が書か

れたイベントカードを 1 枚ずつ引く（図２）。イベン

トカードには「勉強」「友人」「サークル」「部活」な

ど大学生活で起こると考えられるピンチな状況が書か

れている。

　

　

　このイベントカードに対して、手番プレイヤーは手

札のアイテムカードを使ってピンチな状況に対応する

方法を発表する。その方法が成功か失敗かは、他プレ

イヤーが判断を下す。真っ当な問題解決方法を発表し

たり、ウケを狙って面白おかしい方法を発表したりす

る。苦し紛れの方法でも他のプレイヤーに「納得させ

る」ことが重要である。それでは次にゲームの詳細に

ついて説明する。

２－１．ゲーム準備

　このゲームではプレイヤーを「チーム：カウンター」

と「チーム：資料整理」の二つのチームに分類する。

プレイヤーを各チームに分類するためにチームカード

を用いる。チームカードは、プレイヤーの人数に応じ

て必要なカード枚数を抜き出す。使用するカードは表

１の通りである。

表１．チームカードの使用枚数について

プレイ人数 カウンターカード 資料整理カード

3 人 2 枚 1 枚

4 人 2 枚 2 枚

5 人 3 枚 2 枚

6 人 3 枚 3 枚

　チームカードをよく混ぜて、各プレイヤーに 1 枚ず

つ配布する。各プレイヤーは自分に配られたチームカ

ードの内容を確認せずに、自分の前に伏せておく。ア

イテムカードをよく混ぜて、裏向きの状態で各プレイ

ヤーに 3 枚ずつ手札として配る。余ったアイテムカー

ドは裏向きにして、山札としてテーブルの中央に置

く。イベントカードの中から図３に示す END カード

を取り出し、それ以外のイベントカードはよく混ぜた

後、裏向きにして、山札としてテーブルの中央に置

く。取り出した END カードをイベントカードの山札

の中央あたりに差し込む。このとき山札に入っている

END カードの位置が分からないようにする。

　

　

２－２．進行

　じゃんけんなどで最初の手番プレイヤーを決める。

時計回りでゲームは進行する。手番プレイヤーは、イ

ベントカードを山札から 1 枚引いて、書かれている

内容を読み上げる。続いて手番プレイヤーは、手札の

アイテムカードから、指定された枚数を使って、「ア

イテムをどのように活用してピンチな状況に対応する

か」を考え発表する。使用するアイテムカードの枚数

は、必ず「山札の一番上にあるイベントカードの裏面

の数字（今、見えている数字）」でなくてはならない

（図４）。例えば「1 One Choose」と書かれているイベ

ントカードが山札の一番上にある場合、手番プレイヤ

ーはアイテムカードを 1 枚だけ使用してピンチな状況

に対応する方法を説明する。同様に「2 Two Choose」

と書かれているイベントカードが山札の一番上にある

場合、手番プレイヤーはアイテムカードを 2 枚使用し

てピンチな状況に対応する方法を説明する。

図２．イベントカード

図３．ENDカード
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　手番プレイヤー以外のプレイヤーは、「宣言された

方法でピンチな状況に対応できているか」を考え、「賛

同できる」または「賛同できない」と判定を下す。賛

同できるプレイヤーが多ければ成功、賛同できないプ

レイヤーが多ければ失敗となる。賛同できると賛同で

きないが同数だった場合は成功となる。成功した場

合、手番プレイヤーはそのイベントカードを獲得し、

自分の前に並べる。失敗だった場合は、捨て札にして

イベントカードの山札の横に積み上げる。使用したア

イテムカードもすべて捨て札にして、捨てた枚数だけ

新たにアイテムカードを手番プレイヤーは山札から引

き、アイテムカードは常に 3 枚持っている状態にして

おく。これらの作業を繰り返し、イベントカードの山

札から END カードを引いた、その時点でゲーム終了

となる。

　

　例

◦　イベントカード「作成したレポートのデー

タが消えた」を引き、山札の一番上の札は「2 

Two Choose」のため、アイテムカードを 2 枚

使用して「ピンチな状況に対応する方法」を他

のプレイヤーに対して説明する。

◦　手番プレイヤーはアイテムカードとして「現

代用語の基礎知識」、「聖書」、「自己啓発本」の

三枚を持っている。今回は、「聖書」と「自己

啓発本」を利用する。

◦　手番プレイヤーは「レポートが消えるという

理不尽な出来事に対して『聖書』を読み、心を

落ち着かせます。そして、同じような出来事を

繰り返さないために『自己啓発本』を読んで対

応したいと思います」と説明した。

◦　この説明を聞き、他の 3 名のプレイヤーのう

ち 2 名が「賛成」、1 名が「反対」という判断

を下した。賛成したプレイヤーが多かったた

め、このイベントカードは手番プレイヤーの前

に置く。

◦　手番プレイヤーは、今回の説明で使用したア

イテムカード 2 枚を山札から補充し、アイテム

カードを 3 枚持っている状態にした。

　

２－３．勝敗

　ゲームが終了したら、各プレイヤーはチームカード

を一斉にオープンする。このように各プレイヤーが所

属するチームを最後に公開することで、手番プレイヤ

ーの発表した内容について成功か失敗かの判定を下す

ときに公平さが保たれる。

　【プレイヤー人数が偶数の場合】

　各プレイヤーが獲得したイベントカードの枚数をチ

ームごとに合計する。獲得したイベントカードの枚

数が多いチームのプレイヤー全員が勝利となる。

　【プレイヤー人数が奇数の場合】

　各チームは「イベントカードの獲得枚数が最も少な

かったプレイヤーの枚数と、最も多かったプレイヤ

ーの枚数」を合計する。その枚数が多いチームのプ

レイヤー全員が勝利となる。ただし、一方のチーム

のプレイヤー人数が 1 人の場合は、そのプレイヤー

の獲得枚数を 2 倍にする。

　※両チームの枚数が同じだった場合は、両チームと

も勝利となる。

３．実施結果と考察

３－１．実践および調査の概要　

　本研究では、以上のルールに基づくカードゲームを

作成したうえで、大学図書館など、高等教育機関に設

置された図書館（図書室）に勤務する司書等を対象に、

本カードゲームを試行した。実施概要は下記のとおり

である。

　・日時：2016 年 10 月 14 日（金）15:00-16:00i

　・会場：天使大学

図４．イベントカードの裏面の数字
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　・対象：北海道私立大学図書館協議会　会員 

　・実施内容：参加者を 4 ～ 6 名程度のグループに

分け、それぞれのチームごとに前章に従って、

カードゲーム「Libardry（リバードリィ） CARD

版」を実施した。

　本研究では、ゲームを実施している様子をフィール

ドノートにて記録する他、3 つのチームの様子を音声

（2 チーム）および動画（1 チーム）で記録した。また、

参加者に対してゲーム終了後にアンケートを実施し、

①ゲームで遊ぶ時間の適切さ、②ゲームルールの分か

りやすさ、③自校（自館）での授業や大学図書館ガイ

ダンスにゲームを導入したいと思ったか否かについて

選択肢での回答を求めるとともに、④ゲームに追加・

削除したほうが良いカードおよび⑤感想・意見につい

て自由記述での回答を求めた。

　本稿では、これらの調査結果のうち、アンケート調

査によって得られた結果に基づき、本カードゲームにお

いて生起しうる学習の可能性について考察してみたい。

３－２．アンケート調査結果の概要

　はじめに、アンケート調査の結果の概要を確認す

る。本調査では計 33 名から回答を得た。以下、①ゲ

ームで遊ぶ時間の適切さおよび②ゲームルールの分か

りやすさについて得られた結果を、図 5（①）および

図 6（②）に示す。　　　

　図5から、①遊ぶ時間の適切さについて「長かった」

と回答した者はおらず、すべての回答者が、ゲームで

遊ぶ時間を「適切だった」あるいは「短かった」と回

答していることがわかる。本カードゲームのプレイ時

間は、山札内（イベントカード内）の「END」カー

ドの位置によって決められるため、グループ毎にプレ

イ時間は大きく異なる。事実、「ゲームから削除した

ほうがよいカードがあれば、お書きください」（④）

という設問に、「END カード」と回答した参加者が、

33 名中 4 名存在していた。「END カードのかわりに

逆回りカードを入れる」という提案を記載した回答者

もおり、ゲーム途中に予測不可能な出来事を生起させ

るとしても、イベントカードをすべて使いきらないう

ちにゲームを終了させることに対しては違和感や不満

を持つ参加者が存在していたことがわかる。事実、前

述した 4 名のうち 1 名は、削除した方が良い理由とし

て「早くゲームが終わってしまってさみしい。回転の

速いゲームなので、ミドリのカード（引用者注：イベ

ントカード）がなくなるまで遊べそうだと思った」と

記載している。　　　

　ゲームルールの分かりやすさについては、6 名が

「ゲームルールを理解するのに苦労した」と回答して

おり、これは 5 ～ 6 名に 1 名の割合で、ゲームルール

の理解に困難を示す可能性があることを示唆している

ii。これらの参加者が「ゲームルールを理解するのに

苦労した」と回答した理由としては、「最終ゴールが

わからないので何のための作業（配布や裏返しなど）

かわかりづらい」など説明不足に起因するものや、ル

ールの確認しづらさに起因するものなどがあった。ま

た「ゲームルールを理解するのに苦労した」と回答し

た 6 名のうち 1 名は、「最初にざっと流れ（何を知る

ためのゲームなのか）を知りたい。その方が熱中しや

図5．遊ぶ時間の適切さ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数

短かった 12

適切だった 20

長かった 0

無回答他 1

遊ぶ時間は適切だったか
図6．ゲームルールの分かりやすさ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数

簡単だった 13

どちらともいえない 13

苦労した 6

無回答他 1

ゲームルールは分かりやすかったか
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すいのでは。」とコメントしており、ゲームルール理

解の困難さが説明によって解決されうること、またそ

のような解決によってよりゲームに対して没頭しやす

くなることが示されている。ゲームルールの分かりに

くさの原因には様々なものが考えられるが、少なくと

も本カードゲームの参加者にとって、ゲームの楽しみ

を見出すことの困難さはなかったと推測される。むし

ろ、参加者自身から、目的やルールの明示によってゲ

ームにより没頭できる可能性が示されたことは、本ゲ

ームの提供する楽しさが参加者にとって分かりやすい

ものであったことを示唆している。

　では、参加者たちは、このようなカードゲーム

「Libardry（リバードリィ） CARD 版」を、実際に授業

や図書館ガイダンスに導入する可能性について、どの

ように考えたのか。図 7 に、③自校での授業や図書館

ガイダンスへのゲーム導入の可否に関する回答を示す。　　　

　③自校（自館）での授業や図書館ガイダンスにゲー

ムを導入したいか否かについて、肯定的な回答をした

者が 25 名（75.8%）いる一方で、否定的な回答をした

者も 5 名（15.2%）存在していた。おおむね肯定的な

回答が得られたが、カードゲーム「Libardry（リバー

ドリィ） CARD 版」の学習上の意義に疑問を感じてい

た者も一定数存在していたことがわかる。また肯定的

な回答（「どちらかと言えば、導入したい」）を選択し

た者の中にも、「“でっちあげ”でその場はのりきれま

すが、何か学べるのか…となると難しいかも…と思い

ました」「『こじつけ』で良かったら、問題解決能力（現

実的な）を養うという目的からずれるのでは？と少し

感じました」など、学習上の意義に疑問を呈するコメ

ントが見られた。

　このように、カードゲーム「Libardry（リバードリ

ィ） CARD 版」の授業および図書館ガイダンスへの導

入に関しては、全体的に肯定的な評価を得られたもの

の、それによって可能になる学習については、必ずし

も、理解しやすいものであったとは言えない。では、

カードゲーム「Libardry（リバードリィ） CARD 版」

によって実現される学習とはどのようなものなのか。

以下、自由記述欄のコメントを分析することで、カー

ドゲーム「Libardry（リバードリィ） CARD 版」が可

能にする学習について考察する。

３－３．自由記述欄のコメントの分析

　本研究で実施したアンケート調査では、最後に、

「カードゲーム『Libardry』について、ご感想・ご意

見のある方はお書きください」という自由記述式の回

答欄を設けた。以下、この解答欄に記載されたコメン

トを分析し、本実践の参加者が体験した学習の様相を

明らかにする。分析対象は、当該解答欄に示された

28 名分の自由記述コメントである。全コメントを意

味単位ごとに切片化し、計 105 のカードを作成したう

えで、川喜田 [14] の「KJ 法」の分析手順にしたがっ

て分析を行った。

　以上の分析を経て、KJ 法 A 型図解を行った結果を

図 8 に示す。なお、図中にグレー色で表示されている

グループは、否定的なコメントを含むグループであ

り、それ以外のグループを白色で示している。また、

黒色に白字で「A」と示したグループは、自校（自館）

への導入にあたって解決すべき具体的な課題や可能性

について示されたものであり、詳細を注に示す。

図7．授業および図書館ガイダンスへのゲーム導入の可否

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

是非導入したい 2

どちらかといえば導入したい 23

どちらかといえば導入しない 5

まったく導入する必要はない 0

無回答他 3

授業や図書館ガイダンスにゲームを導入したいか

図8．自由記述コメント（KJ法A型図解）
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　図 8 では、左側に肯定的なコメントを含むグルー

プ、右側に否定的なコメントを含むグループが多く配

置されている。中央には、それら双方のグループに関

連を持つグループとして、「『大喜利』になっていた」

というグループが配置されている。「大喜利」とは、

本来、歌舞伎や寄席での最後の出し物のことを意味す

るが、ここでは日本テレビ系列で放映されている演芸

バラエティ番組『笑点』内の最後の出し物である「大

喜利」が意味されていると推測する。演芸バラエティ

番組『笑点』の「大喜利」では、謎掛けや折込都都逸

など、言葉遊びの余興が行われるが、そこで行われて

いるような遊戯的なコミュニケーションが、ゲーム内

で生じていたと推測できる。カードゲーム「Libardry

（リバードリィ） CARD 版」では、このような余興的

なコミュニケーションが生じており、それが両義的な

評価につながっている。「遊びの要素が強く、学習か

ら離れてしまう懸念がある」というグループは、その

評価の両義性を端的に示している。遊び要素の強さに

対しては、「どんな事も、遊び心、余裕は大切ですね」

など肯定的に評価する回答者と、「ほとんど笑点のよ

うなウケ狙いに走り、ガイダンスとして役立ったの

か？多分役立ってない」と否定的に評価する回答者と

がともに存在する。

　また、「ふざけて考えた方がおもしろいという気持

ちと、ふざけすぎて『図書館』から離れすぎてしまわ

ないか心配な気もしました」　「『遊び』と『利用の手

引き』との割合がもう少し適度なほうがよいかもしれ

ません」など、遊びと学習のバランスをとることの難

しさを指摘するコメントも複数存在した。これらのコ

メントでは、学習すべき内容として、従来の図書館利

用法が前提とされており、その観点から、ゲーム内で

行われる問題解決やそれを巡って生じるコミュニケー

ションと図書館利用学習との乖離が指摘されている。

また、肯定的なコメントにおいても、本カードゲーム

を通じて学習される内容として「発想力」や「会話能

力」が挙げられている。このように、肯定的なコメン

トにせよ、否定的なコメントにせよ、本カードゲーム

を通じて学習される内容と、図書館利用といった情報

リテラシー教育との距離を感じられたことが示されて

いる。

　このように図書館利用学習との距離を示すコメント

が存在する一方、「面白い・興味深い」グループには、

図書館利用学習との関連性を示唆するものが複数存在

している。例えば、「図書館を利用する前に『本で問

題を解決する』という主旨は非常に良いと思いまし

た」など、ゲームのルールの面白さや問題解決との結

びつきを指摘するコメントは、それに当たるといえる

だろう。またある回答者は、「『解決策を考える』とい

うのが記憶に残り、効果的だと思いました」とコメン

トしており、本コメントでは「記憶に残る」ことが学

習上の意義として挙げられていると考えられる。しか

し「面白い・興味深い」グループに所属する他のコメ

ントとの関わりを考えると、問題解決と結びつけるこ

との意義が「記憶に残る」ことだけとは考えにくい。

４．考察―カードゲーム「Libardry（リバードリィ） 

CARD 版」が可能にする学習―

　それでは、図書館や本と問題解決とを結びつけるル

ールの「面白さ」とは何だろうか。またその「面白さ」

には、どのような学習上の意義があるのだろうか。こ

の問題について考えるためには、図書館利用学習を、

個人による既存の知識・スキルの学習として見る立場

から距離を置き、学習者同士の集合的な学習として図

書館利用学習を捉え直すことが必要であろう。

　学習者同士の集合的な学習としての図書館利用学習

を考察するためのひとつ鍵概念として、ロブマン [15]

の提唱する「アンサンブル活動としての読み書き」を

挙げることができる。ロブマンは、読み書き（リテラ

シー）に関する学習が往々にして個人的な活動として

みなされ、人々とともに何かを創造する活動と関連

づけられていないことを指摘するとともに、「インプ

ロ（即興；引用者注）をとおして、しばしば 1 人で行

われる読みの学習を、アンサンブルの環境として発展

させることもできます」（同上 ,72 頁）と述べている。

ロブマンは、ヴィゴツキーによる「発達の最近接領域

（ZPD; Zone of Proximal Development）」という概念

を、「学習環境の創造活動であり同時に学習そのもの

である」（同上 , 7 頁）とする見方に基づき、読み書き

（リテラシー）の学習においても、「読み手や書き手と

してパフォーマンスすることのできる環境を創造する
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過程の一部となる必要がある」（同上 , 71 頁）と考え

る。「アンサンブル活動としての読み書き」とは、読

み書きの活動そのものを人々ともに何かを創造する集

合的な活動として捉えなおそうとする概念であると考

えることができる。

　「アンサンブルとしての読み書き」という視点から、

図書館利用学習を捉えなおすことで、図書館や本の使

い方に関する知識・スキルの獲得とは異なる学習の姿

を描きだすことが可能となる。例えば、藤本 [16] が図

書館におけるゲーミフィケーション導入事例として挙

げる、ニューヨーク公共図書館「ファインド・ザ・フ

ューチャー（Find the Future）」というイベントは、

このような図書館利用学習の存在を示唆するものであ

る。本イベントにおいて、参加者は地下書庫を探索し

ながら、ゲームで出される謎を解決し、最終的には、

全参加者がゲーム中に図書館の未来について考え、執

筆した成果が製本され、図書館内に設置される。この

事例では、単に、ゲームを通じて図書館の価値に気づ

くだけでなく、参加者によって新たな図書館利用のあ

りかたが提言されている。つまり、既存の図書館利用

に関する知識・スキル（ここでは図書館の価値）が獲

得されるだけでなく、参加者同士の協働によって図書

館の新たな利用方法が創造され、さらにその創造され

た提案が製本され図書館内に設置されることで、図書

館そのものの価値や使い方が変容するのである。ここ

には、参加者としての学習者のみならず図書館のスタ

ッフをも含む人々による協働と、彼ら全員による学習

環境の創造を見ることができる。

　カードゲーム「Libardry（リバードリィ） CARD 版」

で生起した遊戯的コミュニケーションによる学習は、

このような学習の観点から意義づけることができるの

ではないか。「面白い・興味深い」グループに含まれ

るグループ―「問題解決に結びつけるルールが面白い」

「カードの意外性が面白い」「ふざけて考えることが面

白い」――は、遊戯的コミュニケーションの中で、即

興的に、本や図書館の新たな使い方やその価値を創造

することの可能性を示唆するものである。前述のロブ

マンは、インプロによる読み書きの学習活動によって

次のように述べている。

　「インプロの活動は、言語を創造することと関係し

ます。実際、いくつかの活動は、子どもたちがデタラ

メ語を使って言語や単語を生み出したり、実際には誰

にも通じないような外国語をでっちあげ、自らでっち

あげた外国語で話したりする活動です。…（中略）…

これらの活動は、子どもが小さかった頃の意味生成／

言語学習環境の楽しさのうちのいくつかを教室にもた

らします」（[15], 75 頁）

 

　本カードゲームでは、即興的な発想に基づいて他の

チームメンバーに、本や図書館の使い方を説明するこ

とが求められていた。そのような意味では、本実践の

参加者も、ここで述べられているような「インプロの

活動」に従事していたということができるだろう。す

なわち、参加者らが記載した「面白い・興味深い」と

いうコメントは、ここでロブマンが指摘する「意味生

成／言語学習環境の楽しさ」と関連するものと考えら

れる。本実践の参加者は、本や図書館の新たな意味を

創造し、その意味生成の楽しさを「面白い」「興味深

い」と感じていたのではないか。

　以上、カードゲーム「Libardry（リバードリィ） 

CARD 版」によって生起する遊戯的コミュニケーシ

ョンによる学習の可能性について、参加者によるアン

ケート調査の回答の分析をもとに議論してきた。その

結果、本カードゲームを用いることによって生じる学

習を、「即興的な発想で創造する参加者同士の集合的

な学習」として記述することの可能性を示すことがで

きた。しかし、このような学習が行われたと根拠をも

とに記述するためには、参加者による回答の内容を分

析するだけでは不十分である。本カードゲームを授業

へ導入することによって生じる集合的な学習を明らか

にするためには、カードゲームの実施の間に実際に生

じていた相互行為などを分析し、そこで生じる学習の

実態を記述・分析することが必要であろう。これにつ

いては今後の課題とする。

謝辞

　本論文で開発したゲームの実践に協力してくださっ

た北海道私立大学図書館協議会の皆さんに大変お世話

になりました。感謝を申し上げます。

― 47 ―



図書館利用学習のための学習環境を創造する―即興的発想に基づくコミュニケーション・ゲーム導入の試み―

　また本稿でゲームを開発するためにあたり、株式会

社コザイクの『キャッツ & チョコレート』のゲーム

デザインを参考にしました。

付記

　本稿の執筆のために、JSPS 科研費 16K13571 の助

成を受けた。

 

注
i  本カードゲームを実施する前（14:00-15:00）に、大

学図書館内で実施したミッション・クリア型 RPG 形

式の図書館ガイダンスプログラム「Libardry（リバー

ドリィ）」[10][11] についての紹介・説明を行った。
ii  このことは、本実践のように 4 ～ 6 名程度のグルー

プでゲームを実施した場合、各グループに 1 名程度、

ルールの理解困難な参加者がいることを前提として活

動を組み立てるべきことを示唆する。
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エネルギーと「エントロピー」
－ シュレディンガー『生命とは何か』の家政学的解釈 －

１．はじめに

　「英語」という教科の小学校への導入や、「道徳」の

教科化など、学校教育の現場は時代に応じた変化をと

げつつある。その中で家庭科という教科は、1990 年

代を頂点にして、時数の削減などを経ながら、少しず

つその存在感を消失させてきた。この教科の理念や存

在意義について問い直すことが、今日ほど重要な時は

ないと考えられる。

　家庭科あるいはその上位学問である家政学は、英語

で Home economics と呼ばれている。経済学として

の側面はあまり強調されてこなかったが、この学問は

経済学的本質をもっており、これまで生活経済学、家

庭経営学などの領域で研究が深められてきた。御船は

『家庭生活の経済』（1996）において既存の経済学に疑

福田　豊子（常磐大学人間科学部）

Energy and “Entropy”
A home economist’s interpretation of Schrodinger’s WHAT IS LIFE?

Fukuda, Toyoko（Faculty of Human Science, Tokiwa University）

Abstract
  Home economics education in Japan is regarded increasingly as less important as a real subject. It seems to 
be valued only as “joshi-ryoku (stereotypical image of girls)” subject. Home economics should be evaluated as a 
study to criticize modern economics.
  Mifune was one of the home economists who studied the principles of this subject as economics. She presented 
the idea of “economy for life” to seek the original meaning of economy and proposed to give priority to life itself 
over money. At her suggestion, the idea of “entropy” was introduced as an alternative concept to measure the 
real value of goods or services other than money.
  “Entropy” is an important idea to measure the “degree of disorder” and was first used in thermodynamics 
at the end of the nineteenth century. The first law of thermodynamics is the “conservation of energy” and the 
second is the “increase of entropy”.
  The purpose of this paper is to consider how to use the idea of “entropy” in home economics. In order to 
understand the idea, I referred to Schrodinger’s WHAT IS LIFE? He was a Nobel prize-winning physicist who 
defined life by physics and chemistry. I try to interpret the meaning of his words “living organism feeds on 
positive energy and negative entropy” and try to incorporate them into a better understanding of value and 
importance of home economics. I want to come up with a new way of looking at “life” itself, dividing it into “living 
things” and “state of living”.
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義を唱え、貨幣よりも人間の生活や生命を優先した経

済のあり方を模索する立場を鮮明にしている。その中

で、貨幣を補足する価値尺度として有効性を提唱され

ているのが「エントロピー」という概念である。

　「エントロピー」とは 19 世紀後半の熱力学における

重要な概念で、「無秩序の度合い」を示すものと捉え

ることができる。熱力学第一法則が「エネルギー保

存」、熱力学第二法則が「エントロピー増大」である。

「エントロピー」概念はエネルギーに比べ難解とされ

るが、経済学など社会科学に応用できると考えた人々

により、関連の学会も設立された。

　本稿の目的は、経済学としての家政学が「エントロ

ピー」概念をどのように活用することができるか考察

を試みることである。方法として、シュレディンガー

の『生命とは何か（What is Life?）』の「エントロピー」

論を読み解いていく。半世紀前のノーベル物理学者が

この著作で探求したのは、生命の物理学的・化学的定

義である。ライフ（life）を生命だけでなく生活をも

意味する言葉と理解した上で、家政学的解釈に挑戦し

たい。

２．近代経済学批判の系譜

２．１．経済の本来の意味

　そもそも「経済」とは、明治時代以降に使用される

ようになった言葉であり、語源は中国語の「経世済民

（世をおさめ民をすくう）」である。人間の生活に必要

な物（財）・サービスを生産・流通・交換・分配・消

費などする行為を通じて形成される社会的関係、社会

のしくみ・システムを表す。転じて金銭のやりくりと

いう意味で使われることもあるように、貨幣はその中

で重要な働きを担ってきた。物々交換や贈与が契約行

為であることは現行民法にも記されているが、貨幣が

媒介しない経済活動の存在を忘れるほど、現代の社会

において貨幣の果たす役割は大きくなってしまった。

貨幣の機能である、価値の尺度・交換の手段・価値の

貯蔵を代用できる媒体は、今のところ見当たらない。

　GDP（国民総生産）は経済の規模を示す指標であ

ると見なされているが、貨幣が支払われない生産活

動、すなわち家事労働などを含むアンペイドワーク

が GDP の三分の一を占めるとの試算もある。また、

幸福や福祉（well being）を測る指標として GDP 以

外のものも求められるようになってきた。例えば

OECD の BLI（Better Life Index よりよい生活の指標）

は、「教育」「安全」「ワーク・ライフ・バランス」な

どの 11 項目を指数としている。あるいは、ノーベル

経済学者であるアマルティア・センが関与した国連開

発プログラムの HDL（Human Development Index 人

間開発指標）も複数の指数を持つ。これらの指標の中

で「所得」など貨幣の所有に関わる項目は、複数ある

項目の一つに過ぎない。

２．２．生命系の経済学

　経済の本来の意味を忘れたかのように貨幣一辺倒の

学問になりつつある近代経済学に疑問を投げかけたの

が、カール・ポランニー（『大転換』）、イワン・イリ

イチ（『シャドウ・ワーク』）、ドネラ・メドウズ（『成

長の限界』）、アーネスト・フリッツ・シューマッハ

（『スモール　イズ　ビューティフル』）、ポール・エキ

ンズ他（『生命系の経済学』）などである。

　日本においても、新たな経済学を探し求める試みが

細々と続いた。その一つの方向性を示す集大成とし

て、槌田らによって『玉野井芳郎著作集　生命系の経

済学に向けて』（1990）が出版された。また別の著書

の中で、槌田は「エントロピー」概念を次のように説

明した。「動物は血液の循環により、摂取した酸素と

水と食料を身体の各部分に配り、身体の各部分から高

エントロピーの炭酸ガスと老廃物と排熱を集めて排泄

し、生きている。動物の体内にはこの血液の循環のほ

か多数の循環があり、これらが調和よく活動すること

で体内に余分のエントロピーがたまらないようにし

て」生命を維持している（槌田　1995）。

２．３．生活の経済学

　ここで登場した「エントロピー」という概念を、生

活の経済におけるメディアとして活用する方向性と可

能性について言及したのが御船である。「生活の経済

とする場合に…設定できる…有力なメディアがエント

ロピーである」（御船　1996）。

　御船は次のように続ける。「社会の持続にも、資源

の投入や廃物・廃熱が必要であり、物質循環により実
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行している。したがって生命を存続させる社会の存続

の基礎は貨幣の循環ではなく、物質の循環ということ

になるのである。4 つの自然の循環、①大気循環　②

水循環　③生態循環　④養分循環は、太陽光を受け、

宇宙に低温を放熱し、熱と物エントロピー循環を低く

維持することによって生命存続を可能にしてきた。こ

の自然の循環を育てる社会の循環、経済の循環を築く

ことが求められる。」彼女が示した生活の経済のあり

方は、「従来の経済が主要な関心を寄せた生産−流通

―販売の生産過程だけに注目するのではなく、生産を

可能にする資源、それを提供する環境、それを保持す

る自然の循環、消費過程を経過したゴミ、それを受け

入れる環境、それを同化・保持しうる自然の循環とい

う連関まで視野に入れたものとする必要がある」。

　以上のような御船の提案を引き継ぎ、本論考では、

価値の尺度という貨幣の役割を補足するものとして、

「エントロピー」概念を活用することができるかどう

か、その可能性と方向性を探ってゆきたい。そのため

には、まず「エントロピー」という概念の理解が必要

不可欠である。

３．エネルギーと「エントロピー」の家政学的解釈

３．１．家政学的に見たエネルギーとは

　エネルギーとは物理学的な仕事（モノを動かす能

力）に換算しうる量の総称を指し、位置エネルギー、

運動エネルギー、熱エネルギー、光エネルギーなどが

ある。エネルギーは相互に変換することができるが、

エネルギーの形態が変わっても、孤立系（注１）にお

いてその総量は変化しないというのが、「エネルギー

保存の法則（熱力学第一法則）」である。仕事をする

力という意味が転じて、物事を成し遂げる、あるいは

活動の源として体内に保持する気力・活力・元気、さ

らにはエネルギー資源のことを表す場合もある。

　エネルギーは多様な形態をとるため単位の定義法が

様々ある。仕事によるジュール（J）が最も一般的で

ある（注２）。熱量としてのカロリー（Cal）もある（注

３）。家政学的視点ではエネルギーといった場合、カ

ロリーで示す熱エネルギーとしてこの用語を捉えるこ

とが妥当であると考え、本稿では食領域の栄養価を示

すエネルギー概念として把握したい。

３．２．「エントロピー」とは

　エネルギーという言葉が広く使用されているのに対

し、「エントロピー」という用語は一般的ではない。

物理量を示す「エントロピー」とは、熱力学における

「不可逆性」、統計力学における「乱雑さ・無秩序の度

合い」の指標として用いられる。単位は、ジュール

（J）をケルビン（K）で割ったもの（エネルギー÷絶

対温度）である（注４）。情報理論においても用いら

れており、その定義や意味づけは多様で難解とされる

（小出　1985）。

　熱は高温から低温に移動し、その逆はおこらないこ

と、あるいは孤立系のエントロピーは不可逆的変化に

よって増大することを「エントロピー増大の法則（熱

力学第二法則）」という。ドイツの物理学者クラウジ

ウスは 1865 年に発表した論文の中で、「世界のエネル

ギーは一定」であり「世界のエントロピーは増加する」

と述べた（Clausius　1865）が、それぞれ熱力学第一

法則と第二法則の集約的表現である。「エントロピー」

とはエネルギーの質であり、「老廃物」としての指標

（汚れ具合）という解釈も可能である（槌田　1995）。

３．３．シュレディンガー『生命とは何か』における

「エントロピー」

　門外漢として「エントロピー」概念を理解するため

に、シュレディンガーの『生命とは何か』を読み解く。

彼はこの著作において、物理学的・化学的に生命を定

義した上で、専門領域を超えた総合的見地から門外漢

として、生命の本質を追究した（注５）。生命とは「負

のエントロピー（negative entropy）を食べているも

の」である、と彼は定義した。

　生きている生物体は秩序を保っているが、エントロ

ピー増大の法則により、生物体の秩序は絶えず崩壊の

方向に向かっている。自身の細胞一つ一つの秩序の崩

壊を免れるために「ものを食べたり、飲んだり、呼吸

をしたり、…物質代謝」をしている。「生きている生

命体は絶えずそのエントロピーを増大して」おり、「死

の状態を意味するエントロピー最大という危険な状態

に…ならないようにする、すなわち生きているための

唯一の方法は、周囲の環境から負エントロピーを絶え

ずとり入れること」だと述べる。物質代謝の「本質は、
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生物体が生きているときにはどうしてもつくり出さざ

るをえないエントロピーを全部うまい具合に外へ捨て

るということ」にあり「生物が自分の身体を常に一定

のかなり高い水準の秩序状態（かなり低いエントロピ

ーの水準）に維持している仕掛けの本質は、実はその

環境から秩序というものをたえず吸い取ること」であ

る。「複雑な有機化合物の形をしているきわめて秩序

の整った状態の物質が高等動物の食料として役立って

いる」。

　彼の理論から、人間の「食」という行為における食

材とは、正のエネルギー（positive energy）と負のエ

ントロピー（negative entropy）をもつものであるこ

とが導き出される。

３．４．家政学における生命と生活の「エントロピー」

試論

　『生命とは何か』の原題は“What is Life?” である

が、life には生命という意味と生活という意味がある。

シュレディンガーは主に生命（living things）の意

味で life という言葉を使っているが、生活（state of 

living）の意味で “What is Life?” という命題を捉え

ることもできる。「エントロピー」を「汚れの度合い」

と読み替え、生命にとっての「エントロピー」と生活

にとっての「エントロピー」について家政学的な試論

を展開してみたい。

　まず人間の生命にとっての「エントロピー」とは、

「人間という生命体そのものの汚れの度合い」と把握

することができる。人間の生命にとって、食材はエネ

ルギー源であると同時に「エントロピー」を低下させ

るものであり、「食」という行為そのものが生命維持

に必須の活動であることがわかる。食材だけでなく、

水の摂取が意味することにも考察が必要である。排泄

は老廃物としての「汚れ」を外に出す行為でもあり、

「エントロピー」を低下させることに役立つ。早寝早

起きや快食快眠などの行為は個人の「エントロピー」

を低める良い習慣となり、自堕落な行為は個人の「エ

ントロピー」を増大させるといえる。他生物と同様、

人類もその行動原理として個体維持と種族維持が見ら

れるが、個体維持である「食」だけでなく、種族維持

である「生殖」も自己の有限の生命を次に繋げるため

の行動とすれば、それらは人間の生命の「エントロピ

ー」を低下させる行為と解釈できる。

　次に、人間の生活を「エントロピー」概念で捉え

るとどうなるだろう。家政学の研究対象である生活

概念については佐藤が様々な考察をしている（佐藤　

2016）。佐藤の捉える生活概念を用いて人間の生活を

把握するなら、生活の「エントロピー」を「人という

生命体が生活している環境の汚れの度合い」として解

釈することができる。生活の質を高めるということは

生活の「エントロピー」を低めること、つまり「人間

という生命体が生活している環境の汚れの度合い」を

低めることであり、最も象徴的な行為として掃除が相

当するであろう。整理整頓や清潔の心がけ以外に、家

族円満などの状況なども、生活の「エントロピー」を

低めると考えられる。また、反対に生活の「エントロ

ピー」が増大した状態とは、不規則な生活、家族崩

壊、生活破綻などが当てはまるかもしれない。

　生命を個人、生活を家庭生活と捉えて「エントロピ

ー」の理解を試みたが、生活をさらに社会全体の環境

にまで広げてゆくことも可能である。なぜなら、シュ

レディンガーは次のようにも言っているからである。

life とは「秩序のある規則正しい物質の行動」であり

「あらゆる過程、事象、出来事…自然界で進行してい

るありとあらゆることは、世界の中のそれが進行して

いる部分のエントロピーが増大していることを意味し

ている。」

３．５．「エントロピー」概念の家政学的応用

　貨幣を補足するものとして地域通貨などの試みもあ

る。それらの試みは、本来の経済のあり方や等身大の

現実の（リアルな）生活に目を向けさせ、貨幣一辺倒

の弊害を拡大させない効果をもつが、限定的な使用に

とどまっている。一方、近年急激に普及しつつある仮

想通貨（注６）に至っては、むしろ逆に貨幣一辺倒の

弊害を増幅することが予測される。仮想通貨（virtual 

currency）は、現実の（リアルな）生活を侵食しなが

ら、経済をバーチャルな方向へと加速させる可能性が

ある。

　そのような状況の中で、人間の生命や生活を持続さ

せ、本来の経済の意味に立ち返るためにも、貨幣の一
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つの役割である価値尺度として「エントロピー」概念

を活用してみたい。

　人間の生命や生活にとって、「エントロピー」を低

める事柄には価値があり（正の価値があり）、「エント

ロピー」を高める事柄には害がある（負の価値がある）

との基準を用いる。

　たとえば、軍需産業は貨幣を稼ぐことができるが、

戦争で人間の生命や生活を破壊することは秩序から無

秩序への進行が一気に加速し、「エントロピー」を高

めることになる。また逆に、子どもを産み育てること

や家事労働は、貨幣を稼ぐことはできないが、個人の

生命や生活における「エントロピー」を低めることに

なる。

　これらの場合、貨幣を補足する価値尺度として「エ

ントロピー」概念を利用するなら、貨幣を稼ぐことが

でき同時に「エントロピー」を低める活動は、確実に

価値があると判断できる。貨幣を稼ぐことができて

も「エントロピー」を高める活動はどうなるか、ま

た、貨幣を稼ぐことができなくても「エントロピー」

を低める活動はどうなるか。これまで貨幣のみを価値

尺度としてきた場合の判断とは異なる判断がくだせる

ので、行動や事柄の真価を判断するための材料として

「エントロピー」という概念は有用と考えられる。

４．おわりに

　以上は試論に過ぎず、門外漢として「エントロピ

ー」概念がどこまで正確に把握できたかは心もとな

い。厳密にいえば、理論の飛躍もあり、家政学的「エ

ントロピー」論として精緻化するには、まださらに長

い道のりがある。しかし、家政学（home economics）

の理念ともいえる生活経済学の領域において御船が言

及したように、貨幣を補足する価値尺度として「エン

トロピー」を応用することが、今日の家政学の使命と

いえるかもしれない。

　物理概念である「エントロピー」を社会科学に応用

することの意義を、物理学者である杉本は主張して

いる。「エントロピー」概念は「社会科学と自然科学

との交流を促すものであり、人類の未来を論じるの

に避けて通れない問題に関するもの」である（杉本　

1985）。彼は「エントロピー」概念を応用するのに最

適なのが「エネルギーや資源の関係する経済的問題で

ある」とも言っている。もちろん経済的な価値と「エ

ントロピー」論を直接結びつけることはできないが、

「もっと客観性のある概念で新しい「価値」を定義し、

普通の経済学とは違った側面から、経済現象にアプロ

ーチする」ことが推薦されている。

　「エントロピー」概念については、生物学者の福岡

伸一（2006）や、生命科学者の中村桂子（2013）、宇

宙生物学・文明論における松井孝典（2017）などの言

及がある。いずれの場合も、今日の自然科学や文明の

行き詰まり・限界を痛感し、生物としての人間を捉え

るときに必要な視点を模索している。グローバルな政

治情勢や環境問題に対する危機感を多くの人が共有し

ている今日、「エントロピー」論は未来への希望を託

すための一つのヒントになるかもしれない。

注釈
１．孤立系というのは、外界とエネルギーおよび物質

の交換をしない系のこと。系（system）とは、宇

宙の一部のうち考察の対象として注目している部分

をいう。また、閉鎖系というのは、外界とエネルギ

ーを交換するが、物質を交換しない系のこと。

２．1 ジュール（J）とは「1 ニュートン（N）の力が

その力の方向に物体を 1 メートル（ｍ）動かすとき

の仕事」と国際単位系（SI）において定義されてい

る。

３．1 カロリー（Cal）とは「1 グラム（g）の水の温

度を 1℃上昇させるのに必要な熱量」のこと。国際

単位系としてはジュールが使われる。1 カロリーは

4.184 ジュール。

４．ケルビンは、絶対温度の単位である。1 ケルビン

（K）は− 272.15℃。

５．彼はこの著書のまえがきで、専門領域以外の学問

に踏み込むと明示している。別の著書である『精神

と物質』においては、科学者としての資質を問われ

かねないような冒険的挑戦も試みている。それは、

自然科学という学問を専門にしてきた自身の思想へ

の問いかけ、あるいは自然科学の限界を察知した心

の揺らぎを示すものかもしれない。
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６．仮想通貨（virtual currency）とは、法定通貨に

対して特定の国家による価値の保証を持たない通貨

のこと。ヨーロッパ中央銀行は 2012 年、「未制御だ

が、特殊なバーチャルコミュニティーで受け入れら

れた電子マネー」と定義づけた。電子マネーやソー

シャルゲームとともに発達を遂げており、まだ新し

い概念として流動的側面をもつ。
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１．序

　これまで著者は 1510 年代にトマス・モアの記した

書簡の思想内容を中心に研究を行ってきた。これらの

書簡は、エラスムス『新訳聖書注解』出版などに象徴

される人文主義の台頭の時代に書かれたものであり、

人文主義の興隆に対する批判と反駁を意図した論争書

簡である (1)。この研究を進めるなかで、複数の人文主

義者が交わした諸書簡が共同で形成している談話や論

説や、彼らのネットワーク形成にも注目した考察が不

可欠であると考えるようになった。また、その検討の

ためには、こうした書簡のやり取りを考察するための

理論と方法の確立も必要であることを認識するように

なった。だが、こうした理論や方法の検討はまだ十分

に進んでいるとは言えない状況である。本論稿では、

そうした検討も含めて、人文主義者による諸書簡のや

り取りを探究する。

　人文主義者たちの書簡研究は、他の時代に比べると

十分と言える状況ではない。シュナイダーは『書簡

術の文化』の中で、これまでの書簡研究が 18 世紀中

心であり、また一作家の手紙分析になりがちで、手

紙のやり取りを取りあげた社会学研究はほとんど行

われていないと述べている（Schneider,13)。書簡研

究は、全体としても、原則や体系を備えた学問分野

としてまだ十分に確立されていない (2)。論文集『手紙

作成の手引書と教育』の中でポスターは（Poster & 

Mitchell,1-6)、西洋には手紙を書く伝統がありながら

も、書簡作成術や教育に関する研究は十分なものでは

ないと述べている。そして、この論文集を、学問と

しての書簡研究をまとめる「最初の現代的試み」（the 

first modern attempt）と位置づけている。しかし、

個別の人文主義者の書簡に関するテキスト編纂や内容

分析ではすでに十分な蓄積が積まれている。またシュ

ナイダーは、社会学的な書簡研究の先行として、ウ

ィッガム（Whigham）やマグヌッスン（Magnusson）

の論考があることを指摘している（Schneider,14）。

そして、彼らの研究において取り上げられているの

が、社会学者のゴッフマン（Erving Gofffman）や言

語学者のブラウン＆レヴィンソン（Penelope Brown 

& Stephen C. Levinson）が発展させたポライトネス

理論 politeness theories である。ポライトネス理論と

は、話し手・聴き手の気持ちに重きをおいたコミュニ

ケーション理論である。本論ではこのポライトネス理

論が、人文主義者たちの諸書簡が形成するネットワー

クの理解にどれだけ応用できるのか、それにより何を

明らかにできるのかを、トマス・モアの『ユートピア』

をめぐる書簡を対象に考察する。

森　弘一

A Study of the Humanist Letters Attached to Thomas More’s Utopia
− An Application of the Politeness Theory −

Hirokazu MORI
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２. ポライトネス理論

　ポライトネス理論とは、元は、口頭での言語使用場

面を中心に発展したコミュニケーション理論であり、

ブラウン＆レヴィンソン（以下Ｂ＆Ｌ）により理論的

に発展させられ、定着した考え方である（以下本章の

記述は主にブラウン＆レヴィンソン、宇佐美に拠る）。

人間関係を心地よくするような話し方など、円滑なコ

ミュニケーションを成立させるためのストラテジーの

ことをポライトネスと捉える。この理論では、人間の

相互関係を理解するために、フェイスと呼ばれる基

本概念を用いる。このフェイスとは、各人がもって

いる、対人関係における欲求（want）のことである。

フェイスには二種類あり、“好かれたい、賞賛された

い、他人に近づきたい”というプラス方向への欲求を

ポジティブ・フェイス、“他者に邪魔されたり、立ち

入られたくない”というマイナス方向への欲求をネガ

ティブ・フェイスと定義する。この二つのフェイス・

欲求は、対人コミュニケーションが行われる中で、侵

害される場合も出てくる。そうしたフェイス・欲求を

侵害する行為が「フェイス侵害行為」であり、これを

軽減する言葉遣いや振る舞い（ストラテジー）が、ポ

ライトネスなのである。

　相手に及ぼすフェイス侵害行為の程度は、以下の三

要素の総和として見積もられる。一つは、話し手と聞

き手の社会的距離である。物理的な距離は当然である

が、接触頻度や共にいる時間の長さ等々から、どこま

で親しいかそうでないか決まるだろう。社会的距離が

離れていれば、侵害度が高くなると見積もられる。二

つ目は、聞き手が話し手に対してもつ力である。政治

経済社会的に聞き手が上位であった場合、聞き手の力

が大きいほど侵害度は高くなる。その場合、話し手は

より真剣に何らかのストラテジーを取ろうとする。三

つ目は、特定の文化しだいで、ある行為・行動が聴き

手にかける負荷の重みである。同じ行為でも、文化に

よって相手や聴き手に与える不快度・負荷度は異なる。

ある文化においてある行動の負荷がゼロに近ければ侵

害度も低くなる。別の文化でその行動がかなり好まし

くないことであれば侵害度も高くなる、ということで

ある。国や民族の文化差に限らず、社会階層間の差も

考慮されることを意味するだろう。

　これらの侵害の総和を見積もって、人は行動を選択

する。Ｂ＆Ｌはこれを５つに分類している。その行動

による侵害度が最も低い場合は、それを軽減するポラ

イトネス・ストラテジーは取らず、そのままその行為

のみを行う。逆にその行動による侵害度が最も高い場

合は、それを軽減するポライトネス・ストラテジーは

取らず、その行為自体も行わない。実際にストラテジ

ーが取られるのは中間の３つ分類、ポジティブ・ポラ

イトネス、ネガティブ・ポライトネス、オフ・レコー

ドの場合である。

　Ｂ＆Ｌは、ポジティブ・ポライトネスには、親しい

もの同志の言語行為と近いところがあるとして、「互

いの人格に対し興味をもって賞賛し合ったり、互いの

欲求や知識が共通しているという前提のもとにやりと

りしたり、相互に義理を尽くして互いの欲求を反映す

ることをそれとなく伝え」（133-134）たりすることを

あげている。実際の手段は、「共通基盤を主張する」

「協力者であることを伝える」「欲求を満たす」などに

分けられている。

　侵害度がある程度高くなると、相手が介入されたと

感じるので、その相手への侵害を軽減する言語行動を

行う。ネガティブ・ポライトネスである。相手に敬意

を払うことが中核にある。慣用表現を用いる、距離を

置く、強制しない、相手を侵害したくない意図を伝え

る、相手の別の欲求を満たす、などの手段に分類され

ている。

　侵害度がさらに高くなると、オフ・レコードと呼ば

れる、さらに慎重に侵害を軽減しようとする行動をと

る。明確な伝達として捉えられないよう、ヒントを与

えたり曖昧な表現をしたりして聞き手に推論させ、侵

害責任を回避しようとする行動である。ネガティブ・

ポライトネスと重なる面もある。明確な事例抽出は紙

面を要すると考え、今回は省略する。本論稿が特に参

照するのは最初の 2 つのポライトネス・ストラテジー

となる。

　ポライトネス理論は、さらに細かくストラテジーの

分類と事例の検証を行なっているのだが、細かい分類

の応用は今後の課題であろう。ポライトネス理論を応

用しているウィッガムやマグヌッスンの研究でも、細

かいストラテジー概念ではなく基本概念を用いてい
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る。今回はこれがどう応用できるのかを考検討してい

きたい。また、ポライトネス理論は、言語表現の形式

から文脈を意識した談話レベルまでのコミュニケーシ

ョンを扱っている。今回は書簡とそのやり取りを扱う

という点から、単語や文（慣習的表現）のレベルでは

行わず、長めの文章レベルにおける理論の応用を考察

する。

３．『ユートピア』をめぐる書簡の考察

　ここでは、トマス・モアの代表作『ユートピア』

（1516）に中に含まれている人文主義者たちの書簡を

とりあげる。『ユートピア』を推薦し、著者モアを称

賛する、いわば書物の宣伝・解説文のような意義もあ

る。これらの書簡の内容は直接の受け手だけに向けら

れたものではない。まわし読みされること、コピーさ

れて他の書簡に添えて送信されることもある。そうし

た周囲の利害関係者たちの存在も配慮する中で、諸書

簡のやり取りを考察する必要がある。先にあげたポラ

イトネス・ストラテジーの概念がどのように応用でき

るのかを検討しつつ、こられの書簡が形成するネット

ワークとその内容も検証したい。これらの書簡は時系

列順には掲載されていないが、本論稿ではほぼ執筆の

時系列に従い論稿を進める。４つある初期の版でも書

簡類の数や順番に異動があるので、ここでは校合され

たイェール大学版に基づく (3)。

３．１．モアからヒレス宛書簡

　『ユートピア』に掲載された書簡の中で最初に執筆

されたものは、トマス・モアからピーター・ヒレス宛

ての、1516 年 10 月頃に記された書簡である。完成し

た『ユートピア』の本文原稿と共に、ルーヴァンのマ

ルテンス書店で校閲などを担当していたヒレスのも

とに届けられた。この後ヒレスはエラスムスと共に、

『ユートピア』初版の編集出版の責務を担うことにな

る。著者本人が出版元にあてて書いたこの書簡は、実

質的に序文と言ってよいものである。『ユートピア』

は、架空の旅行者ラファエル・ヒュトロダエウスが、

ユートピア島で見てきたユートピア社会の様子を語

り、モアがそれを聞きとって文章に記した形式を取っ

ている。ユートピア社会が現存し、それを見てきたヒ

ュトロダエウスも実在するという前提は、『ユートピ

ア』を読み解く上で重要な意味を持つ。「どこでもな

いところ」という名前の島とそこで人々が作る社会が

実際に存在しているという前提で、それらについての

見聞語りから現実世界に対する疑問や批判や改善提案

を読み解くことが、読者に期待されている。『ユート

ピア』中のヒュトロダエウスとモアの対談は実際に行

われたのであり、しかもヒレスも、モアと共に対談の

場にいた設定になっている。それゆえモアは、原稿に

添えたこの書簡の中も、この前提や設定こそ事実であ

るかのような記述を行っている。

　書簡は、一月半で送れるはずだった原稿が遅れたこ

とを詫びる文から始まっている。

　　　親愛なるピーター・ヒレスよ、あなたが一月半

のうちにと、疑いもなく期待なさっておられたは

ずの、ユートピア社会政体についてのこの小著

を、ほとんど一年後になってあなたにお送りする

のは、ほとんどはずかしいくらいです。というの

は、私がこの作品のために構想を練る苦労から免

れており、配置について何ら考える必要もなかっ

たこと、なすべきことはただラファエルがあなた

と一緒に話しておられるのを聞いて復誦するだけ

だったことを知っておられたからです。そして修

辞に苦労する必要もありませんでした。（モア ,46

［More,38-39］）

　ラファエルが言ったことを「復誦するだけ」だった

のに、原稿が完成するのに一年以上かけてしまい「は

ずかしい」と「言い訳」している。そして、このよう

な構想や順序や豊かの文章を最初から書くようだった

ら、自分は時間も才能もないので、この仕事はできな

かったと続けている。

　この言葉通りに、ヒュトロダエウスと対談したモア

が、その語りの内容を書きおこしたとするならば、原

稿の遅れはヒレスへの迷惑つまりネガティブ・フェイ

スの侵害ということになる。その場合は、この言い訳

の部分は侵害を軽減しようと意図していると位置づけ

られる。やや過度にへりくだったここでの文面は、モ

アのネガティブ・ポライトネスだと解釈されることに
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なる。もちろん、ネガティブ・ポライトネスとしての

実際の効果は期待されていない。なぜなら、ヒュトロ

ダエウスとの対談は架空の出来事だからである。しか

し、架空設定であるという点を踏まえれば、通常の書

簡部分と同様に、ポライトネス理論の応用検証の対象

とすることに問題ないだろう。

　モアは続けて、ヒレスに対し『ユートピア』原稿中

の誤記や不確実な部分のチェックと確認の依頼を行っ

ている。

　　……、ゆっくりですがようやく『ユートピア』を

完成し、それを、親愛なるピーター、あなたに読

んでいただき、私の聞き落としたことがあれば注

意していただこうと、お送りするはこびになりま

した。なぜなら、その点で、自分自身をまったく

信用しないわけではありませんが、……聞き逃し

たことが皆無でありえないと信じるほどの自信は

もっていないからです。（モア ,48［More,40-41］）

　受け手に負担をかける場合、判断によっては相手が

依頼を受け入れやすくするための文面が必要である。

自分の記憶力に絶対の自信があるわけではないという

謙遜さを示すというネガティブ・ポライトネスを、モ

アはここで取ったことになる。

　そしてここでも、ヒュトロダイウス実在が前提とさ

れている。モアは対談に同席していたヒレスに対し、

ユートピアの首都にかかる橋の長さやユートピア島の

位置、最後にはヒュトロダエウスと連絡をとっての原

稿自体の確認までも依頼する。

　　　それゆえ、親愛なるピーターよ、お願い申しま

す、あなたの都合がつくなら直接会って、また彼

が不在なら手紙でヒュトロダエウスに迫り実現し

て貰いたいのは、私のこの作品に間違いを含んだ

り、真実に欠けているものがたとえわずかなりと

もないようにすることです。……さらにまた、そ

ういうふうにすれば、私がこの作品を書いたこと

を彼が喜んで認めているか不満に思っているかを

あなたに探りだして貰えます。つまり、もし彼が

彼の苦労を自分で文字にすると決めていたら、彼

がおそらく望まないし、また私も望まないのは、

ユートピア人の社会政体全体を私の手で世に周知

させることによって彼の報告から新奇さのもつ華

と魅力を奪い取ることです。（モア ,50［More,42-

43］）

モアの序文書簡では、『ユートピア』がヒュトロダエ

ウスとの対談の書き起し作品であるという前提が一貫

して貫かれている。これを真実として受け入れること

が、『ユートピア』の適切な解読になると彼が考えて

いたからである。この前提を繰り返し言及すること

は、書き手と受け手の間で、目的や価値観の共有を可

能にする共通基盤を形成すること、あるいは共有の確

認をしていることになる。共通基盤の形成は、ポジテ

ィブ・ポライトネスの目的の一つであった。つまり、

ヒュトロダエウスや対談やユートピア島の実在を前提

にした文面は、表向きの意図とは別に、ポジティブ・

ポライトネスのコミュニケーション戦略としても捉え

られるだろう。

　ポライトネス理論のネガティブ・ポジティブ双方の

ポライトネス概念を用いて、まずは序文書簡を検討し

た。『ユートピア』独特の背景事情があるものの、両

概念を軸に書簡が意図したものを抽出するのには、問

題がないものと考える。以下は、この序文書簡あるい

は『ユートピア』原稿に対し、他の諸書簡がどう反応

したのかを見ていく。

３．２．ブスライデンからモア宛書簡

　次に書かれた書簡は、ブルゴーニュ公領のメッヒェ

レン市参事会員で、人文主義者でもあるヒエロニム

ス・ブスライデンが、モアに宛てた形で 1516 年 10 月

頃に書いた書簡である。モアはかねてから『ユートピ

ア』に権勢者による推薦文が付けられることを望み、

ブスライデンを、作品の評価を聴きたかった人物の一

人にあげている (4)。同年 12 月の『ユートピア』初版

に掲載されたということは、この書簡はヒレス宛にも

送られたということである。元々は出版準備にあたっ

ていたヒレスがこの書簡の手配をしたと推測される

（次節参照）。

　書簡はまず、人物としてのモアを讃える。モアが日
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頃から個人レベルだけでなく、公的にも世の中ために

苦労を重ねてきたことに賛同した上で、今回の『ユー

トピア』が、後者の奉仕を「すばらしい仕方、感嘆す

べき仕方で、めでたく達成した」と評価する。そし

て、モアが学識と経験を兼備しており、公共奉仕の方

法を知り、人々からの信用と仕事を実現できるだけの

権威をもって働いていると賛辞する。

　次いで『ユートピア』の読み方と作品の主要なポイ

ントを要約する。社会の理想と生活習慣の完全なモデ

ルがユートピア社会として示しされているので、この

規範に近づくことで社会を善くする方法が学べる、ユ

ートピア社会の基盤は、有能で、賢慮・勇気・節度・

正義等の徳を備えた人間の育成にある、財産共有制の

導入により、ユートピア社会では正義と公平が維持さ

れ、当時のヨーロッパで起こっていた戦争や争いがな

い、などである。

　モアと『ユートピア』の称賛がほとんどを占めるブ

スライデンの書簡は、「評価されたい」「認められたい」

というモアやヒレスのフェイス（want）への侵害を

軽減する、あるいはフェイスを満たそうとするもので

ある。作品の要点を的確に理解している点でも、モア

らを安心させるものと思われる。つまり、この書簡に

おいてブスライデンは、ポジティブ・ポライトネスを

効果的に採用しており、そしてそれによって、ブスラ

イデンとモアらとの間で、理想的人物像や『ユートピ

ア』の読み解きに関する考え方の共有化がなされてい

ると考える。ただしブスライデンは、ヒュトロダエウ

スには一言も言及せず、ヒュトロダエウスとモアとの

対談やユートピア島の実在を前提としたような文面は

書いていない。この点での価値観の共有化には彼は参

加していないことになる。

３．３．ヒレスからブスライデン宛書簡

　次に書かれた書簡は、『ユートピア』初版を準備し

ていたヒレスが、ブスライデンに宛てた、1516 年 11

月 1 日付書簡である。おそらくヒレスは前節で取り上

げたブスライデンの書簡を受け取っていたからであろ

う、冒頭で彼のモア賞賛に同意を示し、また『ユート

ピア』はもっと知られるべき作品であると説く。そし

てすぐに、ヒュトロダエウスとモアの双方に対する賞

賛を始める。初めにヒュトロダエウスの、長年の旅の

経験や見たことを説明する能力を称賛した後に、次の

ように続ける。

　　　しかしながら、対象は同じであってもモアの筆

によって描かれたものを見ておりますと、私はユ

ートピアのさなかに住んでいるのではないかと時

おり感じるほどに深い印象を受けます。まあ、な

んということでしょう。モアの叙述を読んでわか

るだけのものをラファエル（＝ヒュトロダエウ

ス：引用者注）はあそこで五年も暮らしていなが

ら見てこなかったのだと信じたくなるほどです。

モアの叙述のなかでは、非常に多くの驚くべきこ

とがらがあらわれてきて、どれを第一に賞賛すべ

きか、またもっとも多く賞賛すべきか私は迷いま

す。（モア ,29［More,22-23］）

　この後ヒレスは、話を正確に再生する記憶力、社会

悪の根源を見抜いた賢明さ、そしてラテン語と雄弁力

といった、ヒュトロダエウスを上回るモアの才覚を褒

めたたえる。モアを称賛していたブスライデンに対

し、自らも同意見であることを示して親密性を図って

いる点で、ポジティブ・ポライトネスが取られている

ことは明らかである。

　だが他方で、ブスライデンが触れていなかったヒュ

トラダエウス実在を前提にして、ヒレスがヒュトロダ

エウス賛辞を記していることにも注目したい。この前

提は、書簡後半でも引きつがれている。序文書簡にお

いて、ヒレスはモアから、橋の長さ、ユートピア島の

位置、『ユートピア』出版可否等に関して、記憶を思

い起こすなり、ヒュトロダエウスと連絡をとるなりし

て確認してほしいと依頼されていた。これに対しヒレ

スは、対談時には同席者がたまたま大きな咳をしたお

かげで、自分もユートピア島の位置を聞きそこねたと

か、情報を得るために努力するが、ヒュトロダエウス

はすでに死亡した、あるいはユートピア島に帰って行

ったとかの噂があると言ったりして、確認に苦労して

いるかのように答えている。

　このようにヒュトロダエウスの実在を前提に返信し

ているヒレスの書簡は、直接の受け手ではないモアに
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対しても、その意図と見解を理解し共有する姿勢を取

っていると言える。またここからは、ブスライデンや

読者に対し、ヒュトロダエウスの実在前提を想起させ

ようとする意図もうかがえる。このヒレス書簡では、

価値観が共有されうる共通基盤の形成・確認を志向す

るポジティブ・ポライトネスが貫かれていると言えよ

う。

３．４．ジョン・デマレからヒレス宛書簡

　この後に書かれた書簡は、ルーヴァン大学の修辞学

者ジャン・デマレが、ヒレスに宛てた 1516 年 12 月 1

日付の書簡である。この書簡も、ヒレスが事前に働き

かけた結果書かれたものである。デマレも基本的にま

ずモアを称賛する。併せて、モアなど有能な人文主義

者たちを輩出しているイングランドを称賛する。そし

て、学問（人文学）への貢献を賛美し、これに積極的

に関わるべきだと呼びかけている。学問奨励は人文主

義者のだれもが追求し、また第三者から認められたい

と考える活動である。広く共有されている、受容され

るのに負荷がかからない価値観から述べ、円滑な関係

を確立しようとするポジティブ・ポライトネスと捉え

ることができる。

　次いで、デマレは『ユートピア』の意義は、そこに

社会を良く組織するためのものが「鏡をのぞくよう

に」見られるので、ユートピア人からそれを借りて自

分たちの世界にもたらすことが出来る点にあると述べ

る。これは、ブスライデンによる『ユートピア』理解

と共感するものである。また彼は、ユートピア社会の

存在を知らせてくれたヒュトロダエウスにも感謝する

が、それを「巧みにあの島の姿を我々のために描き出

してくれたモア」にさらに大きな恩義があると述べ

る。この言説は、ヒュトロダエウス実在の前提をモア

やヒレスらと共有したことを示唆している。このよう

にデマレ書簡では、複数の受け手に向けた重層的なポ

ジティブ・ポライトネスが行われていると言える。

　だが、デマレ書簡が特徴的なのは、学問繁栄を支え

る権勢者・パトロンへの言及がある点である。「世界

の末端にあるブリタニア人たちのあいだでは王侯の寵

愛と寛大さのおかげで、学問が栄えているというとき

に」（モア ,33［More,26-27］）という言葉でイングラ

ンドを讃え、また次のようにも続けている。

　　……。この戦い（＝学問のための戦い：引用者注）

で打ち破られることは恥ではありません。しかし

勝つことはもっともすばらしいことであります。

諸方からの無数の例は、われわれをこの戦いに参

加するように招いております。われわれをこの戦

いに招いているのは、君主のなかでも最良の君主

で、学徳以上に高く評価賞与するものを知らぬと

いうャルルであり、またすべてのよき企ての無二

の守護者であるブルゴーニュの官房長ジャン・ル・

ソヴァージュであります。（モア,34［More,26-27］）

　デマレが、「ブリタニア人たちのあいだでは王侯の

寵愛と寛大さのおかげで」と述べている時には、モア

の君主であるイングランド王ヘンリ８世が意識されて

いる。また自身の地元ブルゴーニュの領主シャルル

（スペイン王カルロス１世）と、エラスムスのパトロ

ンであるブルゴーニュ官房長ジャン・ル・ソヴァージ

ュの二人の名前を、学問の支援者としてあげている。

　人文主義者はパトロンとの関係を常に配慮してい

た。権勢者である王侯貴族との関係は、思考が近いと

思われる同朋者の関係とは違う。その点をポライトネ

ス理論の侵害程度の見積もりから整理すると次のよう

になるだろう。侵害度の程度を規定する要素である人

文主義者と権勢者の社会的距離は離れている。聞き手

（権勢者）が話し手に対してもつ力は絶大である。宮

廷文化において臣下は慎重で思慮深い行為行動が求め

られおり、支援の内容も権勢者の意向に左右されるも

のである。権勢者は必ずしも学問を第一義とはしな

い。人文主義者の側から、学問に関わる事柄について

言及したり働きかけたりする場合には、権勢者らのネ

ガティブ・フェイス（干渉されたくない欲求）を侵害

しないよう注意しなければならない。そこで、その侵

害程度を軽減するために、相手に敬意を示し、侵害の

意図がないことを伝えたりすることになる。デマレ書

簡における上述のような権勢者への言及は、こうした

ネガティブ・ポライトネスと捉えることができる。

　人文主義者とパトロンの関係は、人文主義者たちの

書簡のやり取りを考察する上での重要な点である。こ
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の関係を、ポライトネス理論に沿って、双方の社会的

距離・力関係や背景としての宮廷政治文化の観点から

検証することが、一つの方法として可能であることが

わかる。特にネガティブ・ポライトネスとしての捉え

ることで、この関係の複雑さ整理するのに効果がある

と考える。

３．５．ギョーム・ビュデからトマス・ラプセット宛

書簡

　1516 年 12 月の『ユートピア』初版刊行後も、人文

主義者たちの書簡のやり取りは続いている。翌 17 年

2 月に、エラスムスは、フランスを代表する人文主義

者ギョーム・ビュデに『ユートピア』講読を薦めて

いる (5)。次の書簡は、そのエラスムスの推薦を受けて

『ユートピア』を読んだビュデが、トマス・ラプセッ

トに宛てた、1517 年 7 月 31 日付けの書簡である (6)。

ラプセットは、モアらの友人であるイングランドの人

文主義者で、この時はパリで『ユートピア』第二版刊

行の準備中だった。この書簡は第二版に初めて掲載さ

れた。

　ビュデは『ユートピア』を送ってくれたラプセット

に感謝を示し、それに続き『ユートピア』からどのよ

うな現実批判が読みとれるのかを解説する。その解説

は他のどの書簡よりも長く詳解である。現在世界で

は、正義や公平を無視し、強奪や詐欺的行為を容認し

助長するような慣習や法制度がまかり通り、性悪な者

たちがこれを巧妙に利用して不相当な権力と富を得て

いる。しかし、こうした現状はキリストとその弟子た

ちが形成したような、財産共有制で単純な法しかない

社会とは正反対である。そしてユートピア社会は、共

有制、平和愛、金銀への蔑みという制度を守り、高

慢・貪欲などを追いやっている。それが我々の世界に

も起こってほしい。そして、書簡を次のように結んで

いる

　　たしかにわれわれの時代もこれに続く時代も、彼

のこの叙述を、洗練されていると同時に有益な諸

制度を育む育成所だと考えることでしょう。そこ

から人々はいろいろな生活風習を借りてきて、そ

れぞれの自分の都市に取り入れ、順応させること

でしょう。（モア ,23［More,14-15］）

　ビュデは、ユートピア社会を一つのモデルとして、

そこから社会改善の手がかりを借りてくるのだという

読み方を示している。賞賛だけではなく作品の的確な

解釈も示すことで、モアや『ユートピア』出版関係者

の「評価されたい」フェイス（want）への配慮を示

した、ポジティブ・ポライトネスと捉えられよう。ブ

スライデン書簡（3.2 参照）にも同様な主旨記述があ

ったが、ビュデのものはその意図がより強く感じられ

る。

　また、ヒュトロダエウスはユートピア社会の存在を

私たちにもたらした人であるが、ユートピアの知識を

私たちがもっているのは、ユートピアの制度をあの文

体と雄弁を用いて優雅さと威厳をそなえた作品に仕上

げたモアのおかげである、と述べている。ビュデはヒ

レスやデマレの書簡で形成された虚構（ヒュトロダエ

ウス実在）を追認して、価値の共通基盤を形成・確認

していると言えよう。

３．６．エラスムスからヨハン・フローベン宛書簡

　時系列に従えば、次の書簡は 1517 年の第二版に初

めて掲載された、モアからヒレス宛の二つ目の書簡で

ある。だが、この書簡には複雑な点もあるので、先に

エラスムスが 1518 年版のために書いた書簡を取りあ

げる。この書簡は 1517 年 8 月 23 日付、エラスムスか

ら、『ユートピア』第三版出版を進めていたフローベ

ン書店のヨハン・フローベンに宛てたものである。

　書簡は、推薦の辞として型通りの簡潔なものであ

る。これまでの書簡にもあったように、モアの賞賛を

繰り返している。学識者たちが声をそろえてモアの才

能を褒め称えるので、自分もそう信じられるようにな

った、もし彼がイタリアへ留学し学芸に専念できてい

ればもっと才能が開花していただろう、家庭や司法公

務や宮廷官吏の仕事もある中でさらに書物を著す時間

があるのは驚くべきことだ等々と、ポジティブ・ポラ

イトネスを用いている。

　次いで、受け手である書店主ヨハン・フローベンに

対しても賛辞を表している。あなたの印刷所で出した

本が後世にまでひろめられることを考えて依頼したこ
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と、あなたの書店評判はあなたのところで出しただけ

で学者たちに認められるほどだとういうことに言及し

ている。ただこちらの賛辞は、ネガティブ・ポライト

ネスと捉えるべきであろう。受け手にかける負荷（編

集と出版の仕事）を軽減するような働きを意図してい

るからである。双方の社会的距離は近く、力関係もほ

ぼ同等、依頼内容も特別な負荷を誘因するものではな

い。従って、権勢者を相手にしている場合に比べて、

侵害の程度は小さいだろう。しかしながら、エラスム

スは侵害を補償する手段を取っている。3.1 で取り上

げた書簡でも、モアがヒレスに対して、同様な弱めの

ネガティブ・ポライトネスを取っていた。この場合は、

こうした軽減行為を行うべきとする共同規範（作法）

にあたるものと考えられる。

　このような考察は、ポライトネス理論を利用するこ

とで、より明示的に行えるようになったと言える。同

じ賞賛の言説でもポジティブとネガティブのポライト

ネスとして区別して捉えられること、侵害程度の見積

もり要因などを用いて各ポライトネス事例を比較考察

できることなども、書簡のやり取りの検証に応用でき

る点と考えられる。

３．７．トマス・モアからピーター・ヒレス宛第二書

簡

　『ユートピア』をめぐる書簡の最後に、時系列では

先に来るべき、モアからヒレス宛の二番目の書簡を取

りあげる。この書簡は 1517 年の第二版にのみ掲載さ

れており、初版刊行以降、1517 年中に書かれたもの

と推測される。

　書簡は、『ユートピア』初版を読んだ読者からある

批評が来たところから始まる。批評は、『ユートピア』

が事実の報告ならば、そこにはなかば不条理ものがあ

る。もし『ユートピア』がフィクションであるなら、

モアの考えには不完全なものがある、というものであ

る。モアは、この批評者に感謝を示す。なぜならこの

批評が「刊行以来これほどまでに率直な」ものであり、

この人がユートピアを熟読してくれたからである。こ

うした文面は、この作品を手に取った受け手の、選択

眼と読解力を認めようとするものであるから、そうし

た読者に対するポジティブ・ポライトネスと捉えられ

よう。

　ただしこの批評者に対しては、これがネガティブ・

ポライトネスとなる。なぜなら、この後批評者への反

論が始まるからである。つまり、反論による相手への

侵害をあらかじめ軽減するために、言い換えれば、こ

の批評者とのコミュニケーション不全を起こさないた

めに、その熟読をまずは称賛したと考えられるからで

ある。ちなみにこの批評者とモアの社会的距離は近く

はないようだが、力関係の差はないようであるし、学

問論争自体も負荷を誘因するものではない。

　従ってこの後でモアは、なぜ彼は自分に慧眼がある

と思っているのか、と率直な物言いでこの批評者への

反論を始める。反論の一つ目は、不条理なものがない

社会が現実にあるだろうか、社会政体の制度案でまっ

たく完全なものがあっただろうか、というものであ

る。これは普通に想定できる反論であり、モアは事実

記録として『ユートピア』を著した姿勢を維持してい

る。

　問題は二つ目の反論である。仮に虚構の話を書くつ

もりであれば、自分は次のようにしていただろうとモ

アは述べている。

　　しかしその（フィクション・虚構の形式：引用者

注）場合、そしてもし大衆の無知を悪用しようと

欲していたら、確かに作品に手を加え、より学識

ある人たちに、われわれの意図を容易に検出させ

られるような少なくとも何らかの標識を冠してお

くべきだったでしょう。そこで私がもし、少なく

とも君主と河と都市と島に、それぞれ「どこにも

ない島」「消え去る都市」「水無し河」「民なき君主」

を、より専門知識のある人々に想起させるような

名前以外につけるものは皆無としておいたら、そ

れは困難なしにできたでしょうし、私がやったこ

とよりはるかに、一層機知あることだったでしょ

う。（モア ,249［More,250-251］）

　しかし、実際にモアは『ユートピア』で、「どこに

もない島」「消え去る都市」「水なし河」の意味にあた

るギリシア語からの造語を用いている。これは、ユー

トピア社会もそこでの見聞を語るヒュトロダエウス
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も、フィクション・虚構であると明確に表現している

ことになる (7)。つまり、この批評者の読み解きは不十

分であり、『ユートピア』が完全な虚構であると承知

して読むべきであるとモアは述べているのである。

　『ユートピア』の的確な理解へのヒントを提示する

ことは、この書簡を読む読者たちのネガティブ・フェ

イスに介入することになるとは思われない。逆に、的

確な理解への読者の欲求を認め、そうした理解力を身

につけた者として迎え入れようとする姿勢が表れてい

ると言える。書簡のやり取りを通じて、適切な作品理

解のための共通基盤形成を図っている点で、ポジティ

ブ・ポライトネスと捉えることができるだろう。

　ただし、モアのこの第二書簡で初めて明示された

『ユートピア』完全虚構の前提は、この反論場面以外

のところでは展開されない。この後、ヒュトロダエウ

スは自分たちだけでなく他の地位ある人々にも話をし

ていたから彼らも証人になるだろう、不確かであるが

ポルトガルからの旅行者から彼が元気でいると聞いた

と続けて、ヒュトロダエウスの実在を前提とした文

面に戻っている。そして、このモアの第二書簡自体、

1517 年第二版には掲載されたが、同年の第三版と翌

18 年の第四版では印刷されなかったのである。

　ここまで書かれてきた諸書簡は、そのやり取りを通

じて、ヒュトロダエウスの実在を前提とする共通価値

基盤を形成・確認し続けていた。他方『ユートピア』

完全虚構というこれと相いれない共通基盤の形成は、

モアのヒレス宛第二書簡で一度は試みられたが、その

後ポジティブ・ポライトネスにより追認されることは

なかった。同一の人的ネットワークによる共通価値基

盤の形成・確認が、常に同じものをもたらすとは限ら

ない。相いれない要素や差異が生じ、そして消えて

いくこともある。そうした変化と差異をポライトネス

の観点から検討することも、一つの有効な方法であろ

う。

４．結

　『ユートピア』めぐる人文主義者たちの書簡のやり

取りをポライトネス理論の観点から検討した場合、最

初に注目したい点は、目的や価値観の共有を可能にす

る共通基盤の形成・確認が、ポジティブ・ポライトネ

スとして捉えられることである。それは、認められた

いとする相手の欲求を視野に入れ、その欲求・目的や

知識の相互共有を前提に、共通の価値観や連帯を主張

する行為である。具体的には、ユートピア島（社会）

の実在、ヒュトロダエウスが語り雄弁なモアがそれを

記したとする設定、トマス・モア（とヒュトロダエウ

ス）の優れた才能、『ユートピア』の読み方（ユート

ピア社会を鏡として規範を借りてくる）等の言説が、

書簡のやり取りの中で形成されていた。そして時に

は、そのダイナミズムの中で、共通価値基盤の相違や

変遷が生じることもあった。

　また、書簡内容を検討し比較考察するための有効な

枠組みとしての可能性があることもわかった。校正者

へのお詫び、版元への依頼、読者への反論提示等の多

様な言説を、ネガティブ・ポライトネスの観点でまと

めて検討できる。またこれらの言説とパトロン・権勢

者への賛辞との間にあるような、ポライトネス間の相

違の考察も行える。そして、こうした検討や考察の際

の観点項目として、語り手と聞き手の社会的距離、彼

らの間の力関係、そしてある行為や言説が特定文化に

おいて受け手にかける負荷という、侵害程度を見積る

ための三要素が有効であると思われる。諸書簡のやり

取りにおいては、一つの言説が異なる受け手に対し異

なるポライトネスを示しうる点も考慮すべきであろ

う。

　これからの課題は、対象となる人文主義書簡の範囲

を広げて、ポライトネス理論が書簡の理解や諸書簡が

形成するネットワークの理解にどれだけ応用できるの

か考察を重ねていくことである。今回は比較的同質な

諸書簡の検討から着手した。今後は、ポジティブ・ポ

ライトネスのより多様な検証を目指すとともに、社会

的距離が遠く力関係の差が大きい状況や、ネガティ

ブ・ポライトネスがさらに必要になる状況で書かれた

書簡の検証に重点を置いていきたい。

注

（１）これらはモア全集第 16 巻におさめられている

もので、この巻のサブ・タイトルは In Defense of 

Humanism「人文主義の擁護」となっている。
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（２）書簡研究には、個別の書簡（群）自体の研究と

書簡論・書簡術の研究がある。書簡術と修辞学の関

係も人文主義書簡研究の課題である。

（３）『ユートピア』初期の版は、1516 年 12 月ルー

ヴァン版（初版）、1517 年パリ版（第二版）、1518

年 3 月バーゼル版（第三）版、1518 年 11 月バーゼ

ル版（第四版）の 4 つである。イェール大学版は

1518 年バーゼル版（第三・四版）を底本としている。

（４）「往復４」（1516 年 2 月 17 日付モアからエラス

ムス宛書簡）で、ブスライデンの性格や教養に敬意

を払っている。有力者からの推薦の件は、1516 年 9

月 20 付モアからエラスムス宛書簡（往復 8 番）、ブ

ルライデンを評者候補にあげている件は、1016 年

10月31日付モアからエラスムス宛書簡（往復11番）

にある。

（５）1517 年 2 月 21 日付書簡で、エラスムスは、当

時フランスを代表する人文主義者であったビュデに

対し、『ユートピア』講読を薦めている（『ユートピ

ア』澤田訳注 ,256）。

（６）モアはこの推薦書簡に対してお礼をしている。

1518 年 9 月 9 日付のビュデからモア宛書簡は、ラ

プセット経由でつがいの犬をお礼に受け取ったこと

を伝えている（More Correspondence, no.66）

（７）ヒュトロダエウスも「ばか話の熟練者」を意味

するギリシア語からの造語である。
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生活習慣病と p53 遺伝子

瀬川　薫（常磐大学人間科学部）

Lifestyle-related diseases and p53 gene

Kaoru Segawa（Faculty of Human Science, Tokiwa University）

1. はじめに

　腫瘍ウイルスによる発がん機構の解明が、ヒトの

がん制圧に大きく寄与することが見込まれ、政府は

1966 年に「がん特別研究」を設け研究を支援した。

p53 遺伝子産物 ( 以下、p53 ) は、DNA 腫瘍ウイルス

のがん遺伝子産物に結合している細胞由来のたんぱく

質として偶然発見された。ほぼ 40 年前のことである。

分子量が 53,000 ダルトンのたんぱく質であることか

ら p53 と名付けられた。筆者は大学院在籍当時から

このテーマに関わっており、いくつかの欧文論文を発

表している。発見の経緯などの詳細は、筆者の邦文論

文に記載しているので参照されたい (1)。

　p53 が生体内でどのように機能しているかを解析す

る研究が精力的に行われ、「p53 は細胞内でさまざま

な遺伝子の転写を抑制したり、活性化したりする転写

因子として機能している」ことが判明した。活性化す

る場合は、「遺伝子の上流に存在する特異的 DNA 塩

基配列を認識し、そこに結合することが必須である」

ことを筆者らは明らかにした (2)。引き続き、上記の特

異的塩基配列を有する遺伝子の探索が進み、「p53 は

細胞周期を停止させ、紫外線・放射線・薬剤・スト

レスなどによって傷ついた DNA の修復に関与してい

る」ことが明らかになった。換言すれば、「傷ついた

DNA によってコードされる変異たんぱく質により惹

起される生体の種々の異常、延いてはがん発生に繋が

る異常を未然に食い止める機能」を有していることで

ある。図１に p53 が関与する生体内反応の経路を概

略した。

図 1. p53 の生理機能の概略図

　細胞が紫外線・放射線・酸化ストレス・多量の炎症性サイトカイン・テロ
メアの短縮などのストレスに暴露されると、p14、p16、ATM 経路のいくつ
かが活性化され、細胞周期が停止する。細胞周期の停止は、Rb が E2Fs と複
合体 (Rb-E2Fs) を形成し E2Fs を不活性状態に保つことによって誘起される。
ATM 経路の下流に存在する p53 は、p21 の発現を誘導し、p21 が E2Fs を活
性型に変換する経路を抑制する。p14 は、p53 を不活性化する HDM2 を不活
性化し p53 の活性化を維持する。p16 は、E2Fs を Rb から遊離させ DNA 合
成を誘導させる CDKs を阻害する。Rb と p53 の機能が破綻すると予期せぬ
DNA 合成が誘起されるため、DNA の変異を未修復のまま細胞増殖が誘起さ
れる。それが繰り返されることで DNA に変異が蓄積し、最終的にがん細胞
へと移行する確率が高くなる。そのため、p53、Rb、p16 はがん抑制遺伝子と
呼ばれている。実際多くのヒトのがんでは、p53、Rb、p16 の機能が破壊され
ていることが報告されている。→は活性化作用、┤は抑制作用を意味する。
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　先の「がん特別研究」は 1994 年発展的解消し、名

称が「がん重点 ( 特定 ) 領域研究」と変更された。さ

らに、もう一度発展的解消がなされ、現在では「新学

術領域研究」の中にがん研究は組み込まれている。こ

の新学術領域研究では、がん制圧よりも生活習慣病や

高齢化に伴う疾病にどのように対処するかが大きな目

標として掲げられており、生活習慣病の予防・治療に

関する研究課題に多くの資金が供出されている。それ

に伴い、がん抑制に特化して研究されてきた p53 の

機能解析が、生活習慣病の基盤病態にどのように関わ

っているかが注目され始めた。本稿では、まず、この

分野を牽引している国内外の研究者の最新成果をまと

める。次に、食品の摂取によって生活習慣病の基盤病

態を抑制することができるかどうかを考察する。

2. 肥満・インスリン抵抗性・糖尿病と p53

　厚生労働省が実施している国民健康・栄養調査

2012 では、糖尿病を強く疑う成人男女は 950 万人、

糖尿病の予備軍は 1,100 万人いると推計している。糖

尿病は、血液中の過剰なグルコース ( 血糖 ) が毛細血

管などを傷つけることにより、その影響が腎臓・心臓・

神経など全身に波及する疾病であり、1 型と 2 型に分

類される。血糖を下げるインスリンが効きにくくなる

インスリン抵抗性がみられ、生活習慣病に分類されて

いるのは 2 型糖尿病である。肥満などの生活習慣病に

よって惹起されるインスリン抵抗性とは、健常人で有

効なインスリン量では、筋肉などに血糖を取り込ませ

ることができなくなる状態をさす。

　内臓脂肪の蓄積は生活習慣病のリスクを増大するこ

とが明らかになって久しい。内臓脂肪面積が 100㎠に

相当する腹囲 ( 男性 85㎝、女性 90㎝ ) 以上が、生活

習慣病の診断基準の必須条件となっている。最近この

基準に必ずしも当てはまらないケースが多く報告され

ており、基準の変更を求める意見が多くあるが、本稿

ではそこには触れないでおく。東京大学循環器内科の

小室のグループは、( ⅰ ) 過剰なカロリー摂取によっ

て肥大した白色脂肪細胞では酸化ストレスが蓄積し、

( ⅱ ) その刺激によって p53 の発現が誘導され、( ⅲ )

これにより白色脂肪細胞でのアディポネクチンなどの

善玉アディポサイトカインの分泌量が減少し、( ⅳ )

TNF- αなど炎症性サイトカイン ( 悪玉アディポサイ

トカイン ) の分泌量が増大することを見いだした (3)。

一方、新潟大学循環器内科の南野のグループは、マク

ロファージを遊走させるセマフォリンファミリーのク

ラス 3 セマフォリン E ( Sema 3E ) とその受容体であ

るプレキシン D1 ( plexin D1 ) の白色脂肪細胞におけ

る発現を、p53 が誘導することを見いだした (4)。Sema 

3E が白色脂肪細胞にマクロファージの遊走・浸潤を

促し、脂肪細胞の炎症を増悪することにより、炎症性

サイトカインの産生量が増大すると説明している。

　また、南野のグループは、血管内皮細胞で p53 の

発現が上昇すると、グルコース輸送体 1 ( Glut1 ) の発

現が抑制され、グルコースの筋肉細胞への取り込みが

減少することを見いだし、これが耐糖能異常を伴うイ

ンスリン抵抗性惹起の分子メカニズムであると報告

している (5)。一方、膵臓ランゲルハンス島β細胞にお

けるインスリンの分泌量の減少にも p53 が関与して

いることが報告されている。イスラエル、ヘブライ

大学医学部のドルのグループは、過剰な血糖によっ

て誘導される酸化ストレスや活性酸素 ( 以下、ROS；

Reactive Oxygen Species) によりランゲルハンス島β

細胞の DNA が切断されると、p53 の発現が上昇し細

胞死 ( 以下、アポトーシス ) が誘導されることを報告

している (6)。

3. 動脈硬化・心不全と p53

　動脈硬化の進展過程を以下に簡潔に述べる。高血圧

などによって血管内皮が障害されると、そこに侵入し

てきた低密度リポたんぱく質 ( 以下、LDL ) が酸化さ

れ内皮細胞を刺激する。その刺激によって、白血球が

遊走しマクロファージに分化し、酸化 LDL を取り込

み泡沫細胞になる。泡沫細胞から産生されたサイトカ

インの刺激により平滑筋細胞が内膜に侵入し、プラー

クが形成される ( プラークの被膜が線維化するとアテ

ロームになる )。プラークが破綻すると血栓が形成さ

れ、生じた部位によって虚血性心疾患・脳梗塞・動脈

瘤・脳出血・クモ膜下出血などが惹起される。

　レニン・アンジオテンシン・アルドステロン系

( RAA 系 ) は、腎臓の傍糸球体細胞で血流量を、尿細

管の緻密斑で Cl イオン濃度を感知することによって
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発動する血圧を上昇させる系である。肝臓で合成され

るアンジオテンシノーゲンは、腎臓から分泌されるレ

ニンによってアンジオテンシンⅠになり、さらに主に

肺に存在するアンジオテンシン変換酵素 ( ACE ) によ

ってアンジオテンシンⅡ ( 以下、AgⅡ) に変換される。

AgⅡは、副腎・末梢細動脈・腎臓・脳に作用し血圧

を上昇させる。前出の小室のグループは、AgⅡが上

述したアテロームから惹起されるアテローム性動脈硬

化症 ( atherosclerosis ) に関係していることを示した
(7)。AgⅡは血管平滑筋細胞を刺激し ROS の産生を増

加させ、細胞老化状態 SASP ( senescence-associated 

phenotype ) を誘導するという。SASP が誘導された

細胞からは、炎症性サイトカイン・増殖因子・細胞外

マトリックス分解酵素などの生理活性物質が多量に分

泌され、アテローム性動脈硬化症が増悪すると報告し

ている。彼らはこの SASP 誘導に、p53 によって発現

が誘導される p21 ( 図 1 参照 ) が関与していることを

示している。

　血管内皮細胞は、一酸化窒素 ( 以下、NO ) を放出

することによって血管の平滑筋細胞を弛緩させ血流を

保っている。前出の南野のグループは、( ⅰ ) 高血圧

や脂質異常症による血管内皮細胞の過剰刺激により発

現が上昇した p53 によって、NO 合成酵素の発現が抑

制され NO 産生が減少すること、( ⅱ ) その結果ミト

コンドリアの生合成が抑制され血管内環境が増悪され

ると報告している (5)。

　心不全の初期には心臓機能が保たれた代償性心肥大

が生じ、そこに高い血圧などの負荷が持続すると心筋

の収縮力が低下し非代償期へ移行する。低酸素状態に

なった心筋からは、低酸素誘導因子 1 ( 以下、Hif-1；

hypoxia-inducible factor 1 ) の発現が誘導され、より

多く酸素を運ぶために血管新生が促進される。しか

し、酸素欠乏状態が継続すると、p53 の発現が誘導さ

れ、逆に Hif-1 の発現が抑制され、血管が新生されな

いため心筋の収縮力がさらに低下することを前出の小

室のグループは報告している (8)。

4. p53 の作用を制御する食品

　アメリカの国立がん研究所 ( NCI；National Cancer 

Institute ) は、1990 年に食品摂取 ( 主に野菜と果物 )

とがん発生の関連を疫学的に調べる「デザイナーフー

ズ計画」を実施してデータを集積した。そのデータに

基づいて、がん発生を予防することが期待される順に

食品を格付けし発表している。これがデザイナーフー

ズ・ピラミッドである ( 図 2 )。あくまでアメリカの

食生活を基準としたデータであるが、上位に位置する

食品ほどがん発生を抑制できる効果が高いとしてい

る。これに基づき、肉食とくに牛肉が中心の食生活を

営んでいた 1990 年代のアメリカでは、ニンニクの積

極的摂取が推奨された。ニンニクは、抗酸化成分以外

にビタミン類も豊富に含んでいることから、我が国で

も頻繁に食されている。しかし、アリシンをはじめと

した含硫黄化合物の独特の臭いのため、口臭が気にな

り敬遠されることも多い。日本でデザイナーフーズ計

画が実施された場合に、ニンニクと同程度の効能があ

る食品が何であるかが注目される。これに対しては、

カロテノイドやビタミン E を多量に含んでいる小松

菜が最有力であるという考えが強い。

図 2.  デザイナーズフード・ピラミッド

　アメリカの国立がん研究所 ( NCI；National Cancer 
Institute ) が 1990 年から始めた食品摂取 ( 主に野菜
と果物 ) とがん発生に関する疫学調査の結果を、が
ん抑制作用が強い順に上から並べたものである。上
位に位置する食品ほど、肉食中心の当時のアメリカ
社会で、がんの発生を防ぐことが期待された。
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　デザイナーフーズ・ピラミッドに掲載された食品に

は、ROS を減少させる抗酸化成分を多く含む食品が

多い。しかし、これらの食品が ROS の軽減のみに関

与しているのか、本稿の主題である p53 の機能制御

まで関与しているのか、そうであるとするならば、ど

の成分に効力があるのかは明らかではない。

　最近 p53 の下流に位置する系が、植物のフィトケミ

カル投与によって制御可能かどうかが精力的に研究さ

れている。植物には種々の栄養素に加えて、我々が食

しても栄養素となり得ない繊維質や天然の化学成分が

含まれている。後者をフィトケミカルという。最も精

力的に研究されているフィトケミカルはポリフェノー

ルである。ポリフェノール属に分類されるフラボノイ

ドは、付着する糖のバリエーションによって 7,000 以

上の構造が知られている。どのフラボノイドにがん抑

制作用があり、かつ毒性が少ないのかを in vitro、in 

vivo 実験によってスクリーニングしたところ、アピ

ゲニンが有力であることが報告されている (9)。アピゲ

ニンの作用機作を分子レベルで解析すると、「がん細

胞にのみ p53 の下流に位置するアポトーシスや自食

作用 ( オートファジー ) が誘導される」ことが明らか

になった。また、マウスを用いた系では、生活習慣病

の病態基盤の一つである炎症や過剰な血管新生をアピ

ゲニンが抑制できることも判明している (9)。

　アメリカ農務省が発表したアピゲニンを多量に含む

食品 ( 野菜・果物類 ) を図 3 に示す。アピゲニンを最

も多量に含むパセリは、先のデザイナーズフーズ・ピ

ラミッドでは記載されていないことは注目に値する。

セロリがかろうじて記載されているのみである。我が

国で食されているどのような食品にアピゲニンが多量

に含まれているか詳細な解析が待たれる。また、その

ような食品を恒常的に摂取することによって、生活習

慣病の発症を防ぐことができるかどうかも注目され

る。多量に摂取した場合アピゲニンには、わずかでは

あるが、毒性があることも報告されていることから、

種々の疫学研究によってアピゲニンの真の有効性を検

証することが大きな課題と考える。

5. おわりに

　以上、p53 が生活習慣病の発症にどのように関わっ

ているかを解析した最新の知見を見てきた。その過程

で、注目に値する論文があった。京都府立医大循環器

内科の的場のグループは、「p53 はパーキンたんぱく

質を介したミトコンドリアのオートファジー ( ミトフ

ァジーと称される ) を抑制するため、機能不全に陥っ

たミトコンドリアが蓄積し心疾患が生じる」と報告し

ている (10)。正常に機能できないミトコンドリアから

は生体のエネルギー代謝を担う ATP が十分産生され

図 3. アピゲニンの構造とその

含有食品 ( 文献 9 を改変 )

　食品 1g あたりのアピゲニン含有
量を食品写真の下に数字で示した。
この量は、2011 年アメリカ農務省が
発表した値である。出典は、
https//  www.  a r s . u sda . gov/
ARUSserFiles/80400525/Data/
Flav/Flav_R03.pdf
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ないことから、生活習慣病の予防にはミトコンドリア

の品質管理も重要な視点であることが示唆される。前

項で見てきたアピゲニンを多く含む食品の機能をミト

コンドリアの品質管理という側面から考察することも

重要になると考える。
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タイ国コーンケーン大学教授学習イノベーション研究所および
ヒンラッドワントール校訪問記

吉江　森男（常磐大学人間科学部）

大河原　清（常磐大学人間科学部）

Memorandum of Visit to the Institute of Learning Teaching Innovation of
 Khon Kaen University and the Hinrad Wang Tor School in Thailand

Morio Yoshie（Faculty of Human Science, Tokiwa Univertsity）

Kiyoshi Ookawara（Faculty of Human Science, Tokiwa Univertsity）

１．タイ国コーンケーン（Khon Kaen）大学訪問の契機

　2017 年 1 月 28 日（土）から 2 月 4 日（土）の間、著者 2 名は、タイ国コーンケーン大学のチャイチャルン・

スマリー博士（Dr. Sumalee Chaijaroen）准教授のお世話で、同大学と近隣の幼・小・中一貫校を訪問する機

会を得た。小論はこの紀行文である。訪問日程をおよそ記す。1 月 28 日にコーンケーン空港に到着しスマリー

先生と大学院教育工学専攻院生の出迎えを受け滞在中の日程を相談した。同 29 日には依頼に応え 2 名から大学

院生に講義を行った。同 30 日にはコーンケーン大学の教授学習イノベーション研究所（Institute of Learning 

Teaching Innovation:ILTI) 関係者との討議と同所見学の機会を頂いた。1 月 31 日には、コーンケーン市郊外の

ヒンラッドワントール校 (Hinrad Wang Tor School) を訪問する機会を頂いた。2 月 1 日には、コーンケーン大学

と常磐大学の教育・研究上の交流の可能性につき意見交換した。2 名のうち 1 名は所用のため 2 月 2 日に帰国し、

もう 1 名は同 2 日・3 日を教育調査にあて 4 日に帰国した。

　チャイチャルン・スマリー博士・准教授は、日本に最初 1 年半は日本政府（文部科学省）奨学金教員研修留学

生として来訪された。その後、筑波大学大学院博士課程に在学し、教育工学分野で 2001 年に博士号を取得して

帰国された。タイトルは「学習メディア利用の有効性に関する研究」（Effective media-utility in learning）である。

実際の授業場面において、学習メディア利用の有効性を分析・解析した。帰国後、コーンケーン大学で大学院教

育工学分野の立ち上げに大きな寄与をされた。大学院生を 50 名以上育成して、タイ国の教育に多大なる貢献を

している。

　筑波大学大学院博士課程での指導教員は渡邊光雄教授であった。思うにスマリー先生はご自分の活躍ぶりを指
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導教員であった渡邊先生に見て頂きたかったのだと思う。渡邊先生はこの時期忙しく今回は訪問できないとのこ

とだった。

　コーンケーン大学大学院教育工学分野の大学院生の話では、大学院博士課程を修了してから、小学校や中学校

へ就職したいという希望者が数名いた。日本だと大学に残りたいと希望する者が多いが、タイでは小・中学校で

活躍したいという院生がいて感動した。またこの教育工学分野の研究室にはラオスからの留学生がいた。学位取

得後は母国に帰り、英語の大学教授になりたいとのことであった。タイはラオスの教員養成に貢献していること

が分かった。タイでもラオス語を理解する教員がいることが分かる。

　訪問したコーンケーン大学は、チェンマイ大学と同時期にタイの第一次開発計画（1961-1966 年）で地方への

高等教育の拡充策として創設された比較的新しい大学である（村田 2007 p.363）。コーンケーン大学の職員規模

は、教員（Faculty）3,000 名、学生（Students）35,000 名、事務職 10,000 名とのことであった。タイの人口は

69,000,000 人で、うち北東部は人口 20,000,000 人で、コーンケーン大学はその中心に位置している。学内は極め

て広大で、敷地の一部をマーケットに提供していた。これは市民サービスの一環であり、地元民芸品、民族衣

装、バナナやマンゴー等の苗木や食品、木材を加工した椅子やテーブル等様々な品物は販売されていた。生きた

ニワトリがかごごと売られていて驚いた。

２．水戸市からタイ国コーンケーン市までの往復の旅程

　タイ国のバンコクまでの往路は成田経由で、復路は羽田経由であった。

　以下は、当初の予定時刻で想像できなかった乗継時間が不足するという注意点を中心に述べる。すなわち、荷

物受取と出入国審査の時間をあまくみてはいけないという注意点である。

　往路について、共著者の一人は常磐大学のある水戸市を出発して、成田空港にてもう一人の著者と合流して

タイ国に向けて出国した。2017 年 1 月 28 日午前 4 時 15 分に、アパートまで予約したタクシーで水戸駅に向か

う。水戸駅南口④番乗り場から、成田空港行き 4 時 39 分発の成田空港線に乗車し、圏央道経由で、6 時 18 分に

成田空港第一ターミナルに到着した。6 時 30 分に合流し、軽く朝食を済ませ、空港内にある千葉某銀行出張所

で、日本円 1 万円をタイ・バーツ 2,600(THB) に両替した。1 バーツ (B) は約 3.3 円である。両替率は、後で帰国

の時に分かったのだが、あまり良くなかった。宿泊先のプールマン・ホテル (Pullman Khon Kaen Raja Orchid 

Hotel) のフロントでの両替は 2,900 バーツであったので、こちらの方が交換率は良かった。なお、出国前から紙

幣は何バーツが良いか迷うところであったが、100 バーツ紙幣にすることは大変使用しやすかった。成田空港で

の合流をバスで 1 便早めたのは、高速バスで万が一の事故のある場合、遅れては支障が出るものと判断したため

だった。

　9 時 45 分発バンコク行きのタイ航空ジェット旅客機に搭乗した。バンコクと成田の定期便である。2 時間の時

差を巻き戻して現地バンコクには、15 時 15 分着予定であった。実際には約 1 時間早く現地時刻 14 時 13 分着で

あった。天候の良さと気流の関係とのことであったが、復路においても約 1 時間早く到着したことは、その後の

次のローカル線への乗りつぎにおいて、なんとか間に合いそうだと確信が持てた。つまり、往路にあっては荷物

受取と入国審査の、復路にあっては同様に荷物受取と出国審査にかなり時間を取られることになったのは、実際

に行ってみてはじめて分かったからであった。

　バンコクからコーンケーン市に向かう。18 時 30 分バンコク発のタイ航空機に乗り、19 時 30 分着予定だったが、

約 10 分前には到着した。搭乗までに、軽く夕食を取り、国際線からローカル線に向かうのだが、この間の移動

距離がバンコク空港内を一方のはしから他方のはしに向かうためか、20 分以上もかかってしまった。急ぎ足だ

った。帰路、この移動が羽田行きの航空機への搭乗までギリギリの時間しかなかったことを思い出させる。出国

審査はもとより、荷物の受取に時間を要したためである。ローカル線会社の荷物運搬がスムースでなかったため
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であると予想する。

　帰路はバンコクから羽田空港であった。2 月 4 日の 15 時 13 分にバンコク発、22 時 12 分羽田に到着した。羽

田空港から東京駅八重洲南口に向かうのだが、往路の経験から 1 時間早く羽田に到着して安心していたが、入国

者数がロビー満杯で、荷物受取と入国審査で時間を取られた。このあと、羽田発 23 時 6 分発の東京モノレール

で浜松町に向かい、東京駅には 23 時 45 分に着いた。八重洲南口 0:00 時発の高速バス・ミッドナイトみと号に

乗車したのは、発車約 10 分前であった。水戸市大工町に 1 時 45 分に到着して、タクシーにて 1 時 52 分にアパ

ートに戻った。

３．タイ国と訪問した学校で特に印象的な出来事について

　タイ国は王権と仏教の国である。

　タイ国は日本と同様に、かつて他国を侵略して領土を奪うことに熱中した、世界が帝国主義時代に入った時期

に、欧米諸国の植民地にされることを、かろうじて免れた歴史的経緯がある。地図で見ると、西側にあるミャン

マー ( ビルマ ) はイギリスの植民地に、東側にあるベトナム、ラオス、カンボジアがフランスの植民地になった

のにもかかわらず、不平等条約を結んだ経緯はあるものの、インドシナ半島で唯一独立を保った国である。

　ハリウッド映画『アンナと王様』のモデルになったといわれるモンクット王は、イギリス人の家庭教師を招聘

して自分の子どもたちに英語教育を行うなど、開明的であった。その子のラーマ 5 世チュラロンコーンは、公教

育の導入をはじめ、身分と関係なく学力検定試験を実施し能力主義で人材を登用するなど、近代的な中央集権国

家の整備に力を注いだ。（桐山・栗原・根本 2003 pp.111-121）

　コーンケーン大学正門には国王の名前を記した看板が掲げられ、大学内の学部棟に入ると、前国王の死を悼む

祭壇が随所に設けられ、訪問したヒンラッドワントール校（Hinrad Wang Tor School）という幼稚園から中学

校一貫学校は、朝礼で国旗と国王の写真に向かっての挨拶が実施されていた。

　子どもたちは訪問者に合掌して挨拶し、この挨拶は大学構内でも院生をはじめ、またホテル内でも掃除婦によ

る合掌の挨拶がなされ、タイに来たのだという印象を強く受けるのだった。飛行機に乗り合わせた若き仏教徒は

流暢な英語を話し、おそらくは市内の仏教日曜学校で仏教を英語で教えているのではないかと思われた。

マラリア対策について

　出発前、マラリア蚊にさされるのではないかという心配があった。このためキンチョールの蚊取り線香と、小

型モータが内臓された噴霧器のようなベープ蚊取りを持参した。しかし、ほとんど蚊にさされる心配はなかっ

た。田舎の訪問したヒンラッドワントール校で、児童生徒たちに蚊にさされたことを聞いても、マラリアに感染

したことは無かったと言う。もちろん大学院生も 20 数年の間で蚊に刺されてマラリアにかかったことは無かっ

たという。

　マラリアに罹らないように，蚊取り線香を用意し、虫よけスプレーを身に着けて行ったが、日本で言われるほ

ど心配はなかった。訪問時期によるのかもしれない。
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４．コーンケーン大学訪問

4.1) 教育工学（Educational Technology）分野

　写真１の左は教員組織を示す。最上段のスマリー准教授は、日本留学から帰国後、教育工学部門を立ち上げて

多くの院生を育てている。タイでは、教授は数名しかいないとのことである。右は所属院生を示す写真である。

4.2) 教授学習イノベーション研究所（Institute of Learning Teaching Innovation :ILTI）訪問

　1 月 30 日（月）の 9:30 から 12:30 の間、コーンケーン大学内の施設・組織である教授学習イノベーション研

究所について説明を受け、同施設を見学する機会を頂いた。

　最初に大学の映像を視聴した。コーンケーン大学は 350 コースにわたる専門分野を持ち、世界水準の設備を備

えた国際研究大学である。学習環境、生涯学習機会、技術創出を提供し、将来に向けた人材育成を行っている。

　ILTI の教職員数は 17 名で、この内 3 名は助教授（Asst. Prof.）で専門は教育工学（Educational Technology）

と科学（Science）であり、14 名は事務・技術職員とのことだった。大学における教授法の普及および教材開

発（Production of Educational Media）の機能を提供している。教授法（How to Teach）の普及に関しては、

革新的教授法（Innovative Pedagogies: Flipped Classrooms, Ubiquitous Tech.), 共同作業スペース（Coworking 

Space: Creative, Collaboraive, Flexible, Enjoyable) 等のキーワードで説明された。教材開発の内容については、

医学教育教材、オープンコースウェア（Open Course Online）、革新的 ICT プロジェクト（Innovative ICT 

Project）（高等教育 13 コース）等が挙げられた。大学の教室視聴覚機器の整備を担当しているか質問したところ、

教室設備は大学が別途に行っており、コンピュータセンターは別にあるとのことだった。

　国内の学校教育にも、23 のハブ学校のもとに 100 校と連絡を持っており、その内容が、教材、大学・学校メ

ンタープロジェクト（U-School Mentoring Project）、科学・数学・英語等大学院（Ph. D Program to Support 

Science、Math、English）等のキーワードで説明された。

写真1　 教育工学分野の教員組織と所属院生

― 74 ―― 74 ―



「人間科学」第 35 巻　第１号（2017 年９月）

　写真 2 は ILTI の入っている建物の外観である。

  

　写真 3 は ILTI の入口である。ILTI は上層階の 2 フロアを使用しており、向かいには学生食堂が見える。

写真2　 ILTI建物外観

写真3　ILTI入口と窓から見た近くの建物
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　写真 4 の左側は創造的教室の入口で、右側は ILTI の概要である。

　写真 5 は共同作業スペースである。科の垣根を越えてアイディアを交換できる教室として準備されている。

 

　米企業の資金を研究に利用できる寄附講座がある。写真 6 は教材の展示である。

写真4　 創造的教室（Creative Classroom）入口およびILTI概要説明図

写真5　共同作業スペース（Coworking Space）

写真6　米企業教材の展示
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　写真 7 の左側はビデオスタジオ風景である（右端は ILTI の教員）。右は音声スタジオのミキサー装置である。

 

　教育工学専攻の教員が担当している学部授業の受講者と撮影した（写真 8）。

５．ヒンラッドワントール校（Hinrad Wang Tor School）訪問

　1 月 31 日（火）8:00 から昼食過ぎまで、コーンケーン市近郊のヒンラッドワントール校を訪問する機会を頂

いた。同校は、幼・小・中一貫校である。著者の訪問時に説明会を行ってくださった。教員 28 人、スタッフ 4

名、児童・生徒 430 人とのことだった。同校につき、教員養成（教育実習生の受け入れ）、活動（Activity）、ウ

ェブサイト（Website）、LINE、Facebook、活動における ICT の使用、ペーパーレス（Paperless）、清掃の評

価（Evaluation of Cleaning）、地域社会との協同（Collaboration to community）、道徳や自治体に関わる人材

の招へい（Invite person for moral & organization）等のキーワードで説明された。カリキュラムにつき、国語

（Language）、算数（Arithmetic, Calculation）、理由づけ（Reasoning）等が説明された。

写真7　ビデオ・音声スタジオ

写真8　コーンケーン大学学部教室
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　写真 9 の左側は、朝の清掃時間の校庭である。日本の 200m のトラックくらいの広さがある。幼稚園児は保護

者が送り迎えする。小・中学生は4～5キロ先から通ってくる。学校の周辺には家屋がほとんどない（写真9右側）。

　写真 10 の左から 2 番目は学校の管理者、右端が校長で、左端のスマリー先生がこの学校を紹介してくれた。

背景の建物は校舎である。右は朝の清掃である。

　写真 11 は教室の様子である。奥に見える窓は半開きの戸になっている。床はスレートで入口には段差がない。

写真10　教員・校舎と朝の清掃

写真11　教室内部

写真9　ヒンラッドワントール校の校庭と周辺の景色

― 78 ―― 78 ―



「人間科学」第 35 巻　第１号（2017 年９月）

　朝礼のために集まってきた児童を上級生が整列させ

ている（写真 12）。

　朝礼ではタイの国旗を掲揚し、タイ国王の写真に向

かって全員で挨拶する（写真 13）。日本の戦前の御真

影を思い出させるが、和やかで緊張感は伴っていない。

　上級生が朝礼の進行をし、下級生は地べたに座って

おとなしく話を聞いている（写真 14）。

　幼稚園児のシュタイナー教育の場面である（写真

15）。

 

写真12　朝礼で整列した児童・生徒

写真13　朝礼における国旗掲揚

写真14　朝礼の様子

写真15　幼稚園におけるシュタイナー教育
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　同上の指導で、数字と実物を対応させている（写真 16）。

　小学校でのタイ語の書き方や数字の書き方は日本と同じような筆順をふまえた指導が見られる（写真 17）。右

は合掌して挨拶をする習慣であり、大学生やホテルの従業員の方も合掌して挨拶してくれる。

  

　この学校は先進校で、先生は電子黒板に内容を提示して説明している（写真 18）。

写真17　タイ文字・数字の書き方の指導

写真18　教室における電子黒板の使用

写真16　シュタイナー教育における数字と実物の対応
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　職業指導の一環で不要になった新聞紙、ラベル、栓を利用して、新たに作品を作っている。右は職員室に飾ら

れた生徒作品である。生徒作品には釈迦や国王を描いたものが多い。

　写真 20 は、中学校の理科授業の様子である。左側の写真の奥に人体模型が見える。

６．まとめ

　タイ王国コーンケーン大学教育学部大学院教育工学（Educational Technology）分野を訪問し、大学・学校教

育における教育工学研究・実践に係り交流を行った。1 月 29 日（日）には依頼に応え、著者 2 名から、同大学

大学院教育工学専攻の大学院生に講義を行った。質疑・討論がなされ教育工学研究上の交流となった。1 月 30

日（月）にはコーンケーン大学の教授学習イノベーション研究所（Institute of Learning Teaching Innovation: 

ILTI）関係者との討議と同所見学の機会を頂いた。ILTI は大学教育に教授法を普及し教材開発等を行う教育工

学実践の組織であり、地域の初等・中等教育機関との連携活動や指導も行っている。ILTI 教員による活動紹介

に続き、著者の日本における経験を交え質疑・討論を行い、次いで同所を見学した。前日に続き教育工学研究・

実践上の交流となった。1 月 31 日（火）には、コーンケーン市近郊にあるヒンラッドワントール校（Hinrad 

Wang Tor School）を訪問する機会を頂いた。管理者であるチャイチャルン・ウイーラポル氏（Mr.Weerapol 

Chaijaroen）始め教職員の応対を頂き学校行事と児童・生徒の活動を参観することができた。行事・授業・生徒

作品等から仏教思想の浸透した教育を強く感じた。チャイチャルン・スマリー博士（Dr. Sumalee Chaijaroen）

准教授とはコンケン大学と常磐大学の教育・研究上の交流の可能性につき意見交換した。以上を通して、大学教

育・初等中等教育における教育工学研究・実践の日本・タイ比較のための事例経験を得ることが出来た。

写真19　生徒による作品

写真20　理科教室と授業の様子
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〉
を

謂
う
。
故
に
其
の
〈
知･

仁
〉
の
〈
性
〉
に
発
す
る
は
、
即
ち
〈
誠
は
天
の
道
35
〉
に
し

て
、能
く
〈
達
道
〉
を
脩
む
る
は
、即
ち
〈
之
れ
を
誠
に
す
る
は
人
の
道
〉
是
れ
な
り
。〈
誠

よ
り
し
て
明
・
明
よ
り
し
て
誠
37
〉
と
、
其
の
帰
は
則
ち
一
な
り
。
而
し
て
其
の
〈
善
を

択
び
て
固
く
執
り
35
〉、
以
て
其
の
〈
親
に
事
う
る
〉
は
、〈
親
に
順
な
る
〉
所
以
な
り
。

〈
誠
の
揜お

お

う
べ
か
ら
ざ
る
21
〉
は
、〈
鬼
神
の
物
を
体
ず
る
〉
が
如
き
に
し
て
、
相
い
感

ぜ
ざ
る
は
莫
し
。
亦
た
上
文
の
〈
父
母
に
順
20
〉、〈
鬼
神
の
盛
徳
21
〉
の
義
と
相
い
発
す
。

【
訳
注
】

（
一
）
孝
弟
は
仁
を
為
す
の
本
：『
論
語
』
学
而
篇
の
句
。
會
澤
の
説
は
20
節
【
訳
注
】（
三
）
参
照
。

（
二
）
聖
人
を
俟
ち
て
…
…
：
章
句
で
は
「〈
百
世
以
て
聖
人
を
俟
ち
て
惑
わ
ず
〉
と
は
、
所
謂

聖
人
復
た
起
こ
る
も
、
吾
が
言
を
易
え
ざ
る
者
な
り
」
と
説
か
れ
る
。
54
節
の
釈
義
に
は
「〈
天･

人
の
道
〉
を
知
れ
ば
、
則
ち
〈
鬼
神
に
質
し
、
聖
人
を
俟
ち
て
疑
惑
無
き
な
り
〉。〈
天
を
知
る
〉

は
、
則
ち
〈
性
〉
の
〈
天
命
〉
に
出
づ
る
を
知
る
な
り
。〈
人
を
知
る
〉
は
、
則
ち
〈
道
〉
の
〈
性

に
率
う
〉
を
知
る
な
り
。
…
…
按
ず
る
に
〈
哀
公
政
を
問
う
〉
章
に
、〈
礼
の
生
ず
る
所
〉
を
言

い
て
、〈
人
を
知
る･

天
を
知
る
〉
に
及
ぶ
。
此
れ
に
又
た
〈
三
重
〉〈
民
従
う
〉
を
言
い
て
〈
天

を
知
る･

人
を
知
る
〉
を
以
て
之
れ
を
承
く
。
其
の
義
相
い
発
す
る
は
、
皆
な
〈
国
を
為
む
る
に

礼
を
以
て
す
〉
の
意
な
り
」
と
説
か
れ
る
。
ま
た
53
節
釈
義
に
は
「〈
鬼
神
に
質
す
〉
は
、〈
鬼
神

は
盛
徳
に
し
て
、
宗
廟
に
之
れ
を
饗
し
、
郊
社
禘
嘗
、
国
を
治
む
る
こ
と
掌
を
示
る
〉
の
類
の
如

く
、〈
鬼
神
に
質
し
て
疑
い
無
き
所
な
り
〉。
以
上
皆
な〈
故
を
温
む
〉所
以
な
り
。〈
故
き
を
温
む
〉

は
、即
ち
〈
百
世
と
雖
も
知
る
べ
き
〉
と
な
り
。
故
に
〈
聖
人
を
俟
ち
て
惑
う
所
無
し
〉、是
れ
〈
新

し
き
を
知
る
〉
所
以
な
り
」
と
説
か
れ
る

（
三
）
天
地
の
貳
な
ら
ざ
る
：
45
節
に
「
天
地
の
道
は
、
一
言
に
し
て
尽
く
す
べ
き
な
り
。
其
の

物
を
為
し
て
貳
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
物
を
生
ず
る
や
測
ら
れ
ず
」
と
あ
り
、
釈
義
に
は
「〈
貳

な
ら
ず
〉
と
は
、
純
一
に
し
て
他
無
き
を
謂
う
な
り
。
天
地
の
大
徳
を
〈
生
〉
と
曰
う
。
故
に
其

の
〈
道
〉
は
〈
物
を
生
ず
る
〉
に
一
な
り
。
一
な
れ
ば
則
ち
〈
息
む
こ
と
無
し
〉。
故
に
万
物
の

資
生
は
測
る
べ
か
ら
ず
。〈
測
ら
れ
ず
〉
と
は
、即
ち
〈
至
誠
は
神
の
如
き
〉
な
り
」
と
説
か
れ
る
。

（
四
）
鬼
神
に
質
し
て
…
…
：
孔
穎
達
疏
に
は
「〈
質
〉
は
正
な
り
。
己
の
行
う
所
の
行
い
、
諸

を
鬼
神
に
正
し
て
、
疑
惑
有
ら
ず
、
是
れ
天
道
を
識
知
す
る
な
り
を
謂
う
な
り
」
と
あ
る
。
會
澤

の
説
は
本
節
【
訳
注
】（
二
）
参
照
。

（
五
）
知
は
人
道
を
知
り
：
30
節
釈
義
に
は
「
上
文
を
承
け
、〈
知
〉
は
以
て
達
道
を
知
り
、〈
仁
〉

は
以
て
知
る
所
を
行
う
を
言
う
。
○
〈
達
道
〉
を
知
る
は
、
中
を
択
ぶ
の
事
な
り
。〈
達
道
〉
を

行
う
は
中
を
守
る
の
事
な
り
」
と
あ
り
、
こ
の
「
人
道
」
は
「
達
道
」
を
指
す
。

28
【
現
代
語
訳
】
下
位
に
在
り
、
上
に
獲
ら
れ
ざ
れ
ば
、
民
得
て
治
む
べ
か
ら
ず
。

《
釈
義
》
衍
文
で
あ
る
。

そ
の
た
め
君
子
は
近
親
者
に
親
し
み
、
賢
人
を
尊
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
を
修
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
自
分
自
身
を
修
め
よ
う
と
思
え
ば
、
仁
の
根
本
で
あ
る
孝
弟
を
実

践
し
、
親
に
従
順
と
な
っ
て
お
仕
え
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
親
に
お
仕
え
し
よ
う
と
思

え
ば
、
人
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
は
父
子･

君
臣･

夫
婦･

昆
弟･

朋
友

の
正
し
い
あ
り
方
で
あ
る
達
道
が
性
の
達
徳
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
人
を
知
ろ
う
と
思
え
ば
、
天
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
性
の
達
徳
で

あ
る
知･

仁･

勇
が
天
命
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

《
釈
義
》
27
節
の
〈
近
親
者
に
親
し
む
〉
を
承
け
て
、〈
親
に
お
仕
え
す
る
〉
根
拠
を
述

べ
て
い
る
。

○
27
節
に
は
〈
近
親
者
に
親
し
み
〉〈
賢
人
を
尊
ぶ
〉
つ
ま
り
仁
義
を
実
践
す
る
こ
と
に
、

〈
礼
〉
が
生
じ
、〈
道
〉
が
あ
る
と
さ
れ
、
前
節
に
は
〈
道
に
よ
っ
て
自
ら
を
修
め
る
〉

と
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
〈
近
親
者
に
親
し
み
〉〈
賢
人
を
尊
ぶ
〉
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

自
身
を
修
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。ま
た
、前
節
に〈
仁
に
よ
っ
て
道
を
修
め
る
〉と
あ
り
、

『
論
語
』
に
は
「
孝
弟
が
仁
の
根
本
だ
」
と
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
〈
親
に
従
順
〉
で
な
く
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義
の
意
味
は
宜
で
あ
る
。
義
は
賢
人
を
尊
ぶ
こ
と
を
大
事
と
す
る
。
ど
の
近
親
者
か
ら
親

し
ん
で
い
く
の
か
、
ど
の
賢
人
か
ら
尊
ん
で
い
く
の
か
、
そ
の
序
列
等
差
に
礼
が
生
じ
る

の
で
あ
る
。

《
釈
義
》
こ
こ
は
〈
自
己
を
成
し
遂
げ
〉
そ
れ
を
推
し
及
ぼ
し
て
〈
物
を
完
成
さ
せ
る
〉

こ
と
で
あ
る
。〈
近
親
者
に
親
し
む
〉
は
〈
親
に
従
順
に
な
る
〉
こ
と
で
あ
り
、〈
賢
人
を

尊
ぶ
〉
は
、
祖
先
の
事
業
を
〈
継
承
〉
し
、
祖
先
の
功
績
を
〈
祖
述
〉
す
る
た
め
の
要
で

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
〈
近
い
も
の
か
ら
遠
い
も
の
へ
と
及
ぼ
し
て
い
く
〉
た
め
の
根
本
で

あ
る
。

○
前
節
で
は
〈
道
は
仁
に
よ
っ
て
脩
め
る
〉
と
あ
り
、
本
節
で
は
〈
仁
は
近
親
者
に
親
し

む
こ
と
を
大
事
と
す
る
〉
と
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
事
例
は
22
節
か
ら
25
節
に
見
ら
れ
る

舜
お
よ
び
文
王･

武
王
と
周
公
の
〈
孝
〉
が
該
当
す
る
。〈
賢
人
〉
を
〈
賢
〉
と
し
て
〈
尊

ぶ
〉
こ
と
は
人
と
し
て
な
す
べ
き
務
め
で
あ
り
、〈
義
〉
で
あ
る
。
そ
の
た
め
〈
義
〉
は
〈
賢

人
を
尊
ぶ
こ
と
を
大
事
と
す
る
〉。
こ
の
〈
仁
〉
と
〈
義
〉
と
を
推
し
広
め
て
秩
序
づ
け

る
こ
と
で〈
礼
が
生
じ
る
〉。〈
礼
〉の
大
綱
は〈
仁
〉〈
義
〉の
二
つ
で
言
い
尽
く
さ
れ
る
。

〈
礼
〉
は
〈
道
〉
に
備
わ
る
の
で
、〈
礼
〉
を
用
い
て
〈
身
を
修
め
れ
〉
ば
、「
君
の
政
策

は
中
極
に
適
い
」、〈
賢
人
を
採
用
す
る
〉
に
も
、
誤
り
が
な
く
な
る
。

◯
考
察
す
る
。〈
政
は
い
か
に
賢
人
を
採
用
す
る
か
に
あ
る
〉
と
の
孔
子
の
言
葉
を
、
子

思
が
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
先
ず
〈
礼
〉
を
述
べ
た
は
、『
論
語
』
為
政
篇
の
「
民
を

徳
に
よ
っ
て
導
き
、礼
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
る
」
の
意
を
汲
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
書

経
』
皐
陶
謨
で
は
先
に
「
有
典
・
有
礼
」
を
述
べ
、
そ
れ
は
「
君
と
臣
が
恭
敬
を
均
し
く

す
る
」
要
で
あ
る
と
し
、そ
の
後
に
「
命･

討
」
を
述
べ
、「
命･

討
」
を
「
政
事
」
と
し
、「
政

事
」
は
「
典
礼
」
を
遵
守
し
て
い
る
者
を
命
じ
て
賞
し
、
違
反
し
て
い
る
者
を
討
つ
に
す

ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
先
の
聖
人
と
後
の
聖
人
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
よ
う
に
し
て
道
を
天

下
に
広
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。『
論
語
』に
い
う「
礼
譲
に
よ
っ
て
国
を
治
め
る
」

も
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

28
【
原
文
】
在
下
位
、
不
獲
乎
上
、
民
不
可
得
而
治
矣
。

《
釈
義
》
衍
文
。

故
君
子
不
可
以
不
脩
身
。
思
脩
身
不
可
以
不
事
親
。
思
事
親
不
可
以
不
知
人
。
思
知
人
不

可
以
不
知
天
。

《
釈
義
》
承
親
親
、
言
所
以
事
親
。

○
親
親
尊
賢
、
禮
之
所
生
、
而
道
之
所
在
。
脩
身
以
道
、
故
不
可
不
以
此
而
脩
其
身
也
。

脩
道
以
仁
、
孝
弟
爲
仁
之
本
、
故
不
可
以
不
順
乎
親
。
事
親
者
不
可
以
不
知
人
道
。
道
者

卽
下
文
達
道
者
五
、
所
謂
俟
聖
人
不
惑
知
人
也
。
而
道
者
率
天
命
之
性
、
卽
踐

（
校
一
）

知
仁
勇

之
徳
、率
斯
性
則
誠
矣
。
如
天
地
之
不
貳
、如
鬼
神
之
體
物
、所
謂
質
鬼
神
無
疑
知
天
也
。

故
下
文
承
之
、
以
生
學
困
三
知
。
知
者
謂
知
人
道
、
知
人
道
之
出
於
天
道
、
則
知
父
子
之

道
天
性
、
可
以
事
親
。
故
其
發
於
知
仁
之
性
、
卽
誠
者
天
之
道
、
而
能
脩
達
道
、
卽
誠
之

者
人
之
道
是
也
。
自
誠
明
、
自
明
誠
、
其
歸
則
一
。
而
其
擇
善
固
執
、
以
事
其
親
、
所
以

順
乎
親
也
。
誠
之
不
可
揜
、
如
鬼
神
體
物
、
莫
不
相
感
焉
。
亦
與
上
文
父
母
順
鬼
神
盛
徳

之
義
相
發
矣
。

【
校
注
】

（
校
一
）「
踐
」
は
會
澤
家
本
、
熱
田
家
本
と
も
に
、
も
と
は
「
踏
」
で
あ
っ
た
が
「
踐
」
に
修

正
し
て
い
る
。

28
【
訓
読
文
】
下
位
に
在
り
、
上
に
獲
ら
れ
ざ
れ
ば
、
民
得
て
治
む
べ
か
ら
ず
。

《
釈
義
》
衍
文
な
り
。

故
に
君
子
は
以
て
身
を
脩
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
身
を
脩
め
ん
と
思
わ
ば
以
て
親
に
事
え
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
親
に
事
え
ん
と
思
わ
ば
以
て
人
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
人
を
知
ら
ん
と

思
わ
ば
以
て
天
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

《
釈
義
》〈
親
を
親
し
む
27
〉
を
承
け
て
、〈
親
に
事
う
る
〉
所
以
を
言
う
。

○〈
親
を
親
し
み
〉〈
賢
を
尊
ぶ
〉は
、〈
礼
の
生
ず
る
所
〉に
し
て
、〈
道
〉の
在
る
所
な
り
。

〈
身
を
脩
む
る
に
は
道
を
以
て
す
る
26
〉
が
、
故
に
此
れ
を
以
て
し
て
其
の
身
を
脩
め
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。〈
道
を
脩
む
る
に
は
仁
を
以
て
し
26
〉「
孝
弟
は
仁
を
為
す
の
本（

一
）」

な
る
が
、
故
に
以
て
〈
親
に
順
な
ら
ざ
る
34
〉
べ
か
ら
ず
。〈
親
に
事
う
る
〉
に
は
〈
以

て
人
道
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
〉。〈
道
〉
と
は
即
ち
下
文
の
〈
達
道
と
は
五
29
〉
に
し
て
、
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右
前
後
す
、〈
五
服
・
五
刑
〉、
是
れ
な
り
。〈
之
れ
を
道
び
く
〉
と
は
躬み

ず
から

行
い
以
て
下
を
率
い
、

教
を
敷
き
以
て
由
る
所
の
路
を
知
ら
し
む
る
な
り
。〈
之
れ
を
斉
う
〉と
は
、之
れ
が
品
節
を
為
し
、

之
れ
を
し
て
斉
整
し
中
を
得
し
む
る
な
り
。〈
徳･

礼
〉は
以
て〈
民
を
軌
物
に
納
る
〉を
本
と
為
す
。

而
し
て
〈
政･

刑
〉
は
二
者
を
活
用
す
る
所
以
の
利
器
に
し
て
、
恃
み
て
以
て
〈
之
れ
を
道
び
き

斉
う
る
〉
を
為
す
所
の
具
に
は
非
ず
。〈
政･

刑
〉
に
非
れ
ば
則
ち
〈
徳･

礼
〉
は
死
物
と
為
り
、

〈
徳･
礼
〉
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
〈
政･

刑
〉
は
虚
器
と
為
る
。
四
者
交
ご
も
相
い
用
を
為
す
、
即

ち
政
を
為
す
は
徳
を
以
て
す
な
り
」
と
説
か
れ
る
。
為
政
は
君
主
が
「
徳
」
を
踏
み
行
い
、「
道
」

を
実
践
し
て
「
礼
」
に
よ
っ
て
人
々
の
秩
序
を
整
え
る
こ
と
を
根
本
と
し
、
そ
れ
を
「
政
・
刑
」

に
よ
っ
て
輔
翼
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
『
書
経
』
皐
陶
謨
を
多
く
引
用
し
て
い
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
注
参
照
。

（
三
）
皐
陶
謨
…
…
：『
書
経
』
皐
陶
謨
に
は
、「
天
、
有
典
を
敍さ

だ

め
、
我
が
五
典
を
勅た

だ

し
、
五
つ

な
が
ら
惇あ

つ

く
せ
し
む
。
天
、有
礼
を
秩せ

い

し
、我
が
五
礼
に
自
り
て
有い

つ

（
五
）
つ
な
が
ら
庸も

ち

い
し
む
。

寅つ
つ
しみ

を
同
じ
く
し
、
恭

う
や
う
やし

さ
を
協あ

わ

せ
、
和
衷
せ
し
む
。
天
、
有
徳
に
命
じ
、
五
服
五
つ
な
が
ら
章

あ
き
ら

か
に
せ
し
む
。
天
、
有
罪
を
討
ち
、
五
刑
五
つ
な
が
ら
用
い
し
む
。
政
事
懋つ

と

め
よ
」
と
あ
る
。
會

澤
の
解
釈
は
１
節
【
訳
注
】（
七
）
参
照
。
そ
こ
で
は
「
有
典
」
は
、
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
長
幼
・

朋
友
の
関
係
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
の
徳
目
で
あ
る
親
・
義
・
別
・
序
・
信
が
「
五
典
」
と

さ
れ
る
。
ま
た
「
五
典
」
に
お
け
る
親
疏
・
尊
卑
・
等
級
・
隆
殺
の
序
列
が
「
有
礼
」
と
さ
れ
、
吉
・

凶
・
軍
・
賓
・
嘉
の
五
礼
に
分
類
さ
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
天
が
〈
典･
礼
〉
を
制
定
し
、
人
が

天
に
代
わ
っ
て
〈
典･

礼
〉
を
用
い
、〈
政･

刑
〉
を
助
け
と
し
て
民
を
治
め
る
と
す
る
。
ま
た
『
典

謨
述
義
』
巻
四
、
皐
陶
謨
の
按
語
に
は
「
古
、
君
の
用
い
て
以
て
民
極
を
建
て
し
所
、
民
の
仰
ぎ

て
以
て
表
準
と
為
す
所
の
者
は
〈
典･

礼
〉
の
み
。〈
典
〉
を
〈
惇
く
〉
し
〈
礼
〉
を
〈
庸
い
〉、

以
て
〈
皇
極
を
建
つ
〉。
君
臣
の
〈
寅
し
み
を
同
じ
く
す
る
〉
所
、〈
恭
し
さ
を
協
せ
る
〉
所
、〈
和

衷
す
る
〉
所
は
、
此
の
二
者
に
出
で
ざ
る
な
り
」
と
、〈
典
・
礼
〉
が
君
臣
の
恭
敬
を
合
致
さ
せ

る
基
準
で
あ
る
と
し
、さ
ら
に
「〈
典･

礼
〉
に
遵
う
者
を
〈
有
徳
〉
と
為
す
。〈
天
の
叙さ

だ

め
秩せ

い

す
る
〉

所
に
遵
え
ば
、
則
ち
命
じ
て
之
れ
を
寵
す
。
是
れ
〈
天
工
〉
な
る
も
、
而
れ
ど
も
人
之
れ
に
代
わ

り
、五
服
を
章
ら
か
に
し
て
以
て
之
れ
を
賞
す
。〈
典･

礼
〉
に
違
う
者
を
〈
有
罪
〉
と
為
す
。〈
天

の
叙
め
秩
す
る
〉
所
に
違
え
ば
、
則
ち
討
ち
て
之
れ
を
辱
し
む
。
是
れ
〈
天
工
〉
な
る
も
、
而
れ

ど
も
人
之
れ
に
代
わ
り
、〈
五
刑
〉
を
用
い
て
以
て
之
れ
を
罸
つ
。
賞
罸
は
、〈
典･

礼
〉
に
左
右

先
後
す
る
所
以
、
能
く
〈
惇
・
庸
〉
の
功
を
済
す
所
以
の
大
権
に
し
て
、
人
心
を
鼓
舞
し
、
滞
廃

を
振
作
し
て
、〈
典･

礼
〉
を
し
て
堕
壊
に
至
ら
ざ
ら
し
む
る
所
以
の
利
器
な
り
。
是
れ
〈
政
事
〉

と
為
す
の
み
」
と
、君
が
天
に
な
り
代
わ
っ
て
〈
典･

礼
〉
に
従
う
者
を
〈
五
服
〉
に
よ
っ
て
賞
し
、

〈
典
礼
〉
に
違
う
者
を
〈
五
刑
〉
に
よ
っ
て
罰
す
る
と
し
、そ
れ
が
〈
政
事
〉
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
四
）
先
聖
後
聖
、
其
の
揆
る
は
一
な
り
：『
孟
子
』
離
婁
下
に
は
「
地
の
相
い
去
る
こ
と
、
千

有
余
里
、
世
の
相
い
後
れ
た
る
こ
と
、
千
有
余
歳
。
志
を
得
て
中
国
に
行
う
は
、
符
節
を
合
わ
せ

る
が
若
し
。
先
聖
後
聖
、其
の
揆は

か

る
は
一
な
り
」
と
あ
り
、集
注
に
は
「〈
志
を
得
て
中
国
に
行
う
〉

は
、
舜
、
天
子
と
為
り
、
文
王
、
方
伯
と
為
り
、
其
の
道
を
天
下
に
行
う
を
得
た
る
を
謂
う
。〈
符

節
〉
は
玉
を
以
て
之
を
為つ

く

り
、文
字
を
篆
刻
し
て
之
を
中
分
し
、彼
れ
此
れ
各
々
其
の
半
を
蔵
し
、

故
有
る
と
き
は
、
則
ち
左
右
相
い
合
わ
せ
て
以
て
信
と
す
る
な
り
。〈
符
節
を
合
わ
せ
る
が
若
し
〉

は
、
其
の
同
じ
き
を
言
う
な
り
」、
ま
た
「〈
揆
〉
は
度
る
な
り
。〈
其
の
揆
る
は
一
な
り
〉
は
、

言
う
こ
こ
ろ
は
、
之
を
度
り
て
其
の
道
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
無
し
」
と
あ
る
。
先
の
聖
人
も
後
の

聖
人
も
土
地
と
時
代
の
違
い
は
あ
る
が
、
道
を
天
下
に
広
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。

（
五
）
礼
譲
を
以
て
国
を
為
む
：『
論
語
』
里
仁
篇
に
は
、「
子
曰
く
、
能
く
礼
譲
を
以
て
国
を
為お

さ

め
ん
。
何
を
か
有
ら
ん
。
礼
譲
を
以
て
国
を
為
む
る
能
わ
ざ
れ
ば
、礼
を
如
何
せ
ん
」
と
あ
り
、『
読

易
日
札
』
巻
一
に
は
「
辞
譲
の
心
は
、
礼
の
端
な
り
。
之
れ
無
き
は
人
に
非
ず
。
人
に
是
の
心
有

れ
ば
、
乃
ち
制
し
て
以
て
礼
を
為
す
。
故
に
曰
く
、
譲
は
礼
の
主
な
り

左
襄
十

二
年

、
と
。
人
の
相
い
争

う
は
、
国
の
治
ま
ら
ざ
る
所
以
な
り
。
礼
有
り
て
以
て
相
い
譲
れ
ば
、
何
ぞ
治
ま
ら
ざ
る
を
患
え

ん
。
若
し
此
れ
を
用
い
て
以
て
国
を
治
め
ざ
れ
ば
、
礼
有
り
と
雖
も
無
用
の
物
と
為
る
な
り
」
と

説
か
れ
る
。

（
欄
外
）「
親
疏
に
隆
殺
有
り
、
尊
卑
に
等
級
有
り
、
皆
な
親
を
親
し
む
自
り
し
て
推
す
。
喪
に

五
服
有
り
、
車
・
服
は
庸よ

う

を
以
て
す
る
が
如
き
に
見
る
べ
し
」
と
読
む
。
喪
に
は
斬
衰
・
斉
衰
・

大
功
・
小
功
・
緦
麻
の
五
服
が
あ
り
、
亡
き
人
と
の
親
疏
に
よ
っ
て
喪
服
と
そ
の
期
間
が
異
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、「
車
服
以
庸
」
は
『
書
経
』
舜
典
を
典
拠
と
し
、
天
子
が
諸
侯
の
功
績
に
従
い

車
と
服
を
与
え
表
章
し
た
こ
と
で
あ
る
。

27【
現
代
語
訳
】仁
の
意
味
は
人
で
あ
る
。
仁
は
近
親
者
に
親
し
む
こ
と
を
大
事
と
す
る
。
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を
修
め
〉
る
に
は
、〈
仁
・
知
・
勇
〉
の
〈
達
徳
〉
に
よ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。〈
仁
〉

す
な
わ
ち
〈
知
・
仁
・
勇
〉
の
達
徳
は
〈
忠
恕
〉
が
至
っ
た
徳
で
あ
り
、〈
自
己
を
成
し

遂
げ
、他
物
を
完
成
さ
せ
る
〉
根
拠
で
あ
り
、ま
さ
し
く
〈
外
と
内
と
を
合
一
に
す
る
道
〉

で
あ
る
。

◯
考
察
す
る
。
前
章
で
は
〈
礼
〉
が
発
生
す
る
根
源
を
論
じ
た
が
、
そ
の
章
に
〈
政4

を
問

う
〉
の
章
を
続
け
た
の
は
、〈
礼
〉
と
〈
政
〉
と
は
相
互
に
作
用
を
及
ぼ
し
て
機
能
し
、

人
を
治
め
る
た
め
の
大
い
な
る
本
体
は
こ
の
二
つ
に
尽
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
本
篇

で
〈
近
い
も
の
か
ら
遠
い
も
の
に
及
ぼ
す
〉
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、〈
礼
〉
と
〈
政
〉

の
二
つ
を
並
べ
挙
げ
る
の
は
、
一
身
を
修
め
る
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

27
【
原
文
】
仁
者
人
也
。
親
親
爲
大
。
義
者
宜
也
。
尊
賢
爲
大
。
親
親
之
殺
、尊
賢
之
等
、

禮
所
生
也
。

《
釈
義
》
推
成
己
者
以
成
物
。
親
親
者
則
順
親
、
而
尊
賢
者
則
所
以
繼
述
之
要
、
自
邇
行

遠
之
本
也
。

○
脩
道
以
仁
、仁
者
親
親
爲
大
、卽
如
舜
及
文
武
周
公
之
孝
是
也
。
賢
賢
而
尊
之
者
義
也
。

故
義
則
尊
賢
爲
大
。
推
仁
與
義
而
品
節
之（

校
一
）、

禮
之
所
生
也
。
禮
之
大
綱
、
兩
言
而
盡
矣
。

禮
者
道
之
所
在
、
故
用
之
以
修
身
、
則
皇
極
建
矣
、
而
其
取
人
、
亦
可
以
無
繆
挙
也
。

◯
按
爲
政
在
人
、
而
子
思
解
之
、
先
言
禮
、
蓋
道
之
以
德
、
齊
之
以
禮
之
意
。
皐
陶
謨
、

先
言
典
禮
、
以
爲
所
同
寅
協
恭
之
要
、
而
後
乃
言
命
討
、
命
討
爲
政
事
、
政
事
者
命
討
遵

典
禮
者
與
違
之
者
而
已
。
先
聖
後
聖
、
其
揆
一
矣
。

所
謂
以
禮
譲
爲
國
者
是
也
。

27
【
訓
読
文
】
仁
は
人
な
り
。
親
を
親
し
む
を
大
と
為
す
。
義
は
宜
な
り
。
賢
を
尊
ぶ
を

大
と
為
す
。
親
を
親
し
む
の
殺
、
賢
を
尊
ぶ
の
等
は
、
礼
の
生
ず
る
所
な
り
。

《
釈
義
》〈
己
を
成
す
42
〉
者
を
推
し
て
以
て
〈
物
を
成
す
〉
な
り
。〈
親
を
親
し
む
〉
は

則
ち
〈
親
に
順
な
る
34
〉
に
し
て
、
而
し
て
〈
賢
を
尊
ぶ
〉
は
則
ち
〈
継･

述
25
〉
す
る

所
以
の
要
、〈
邇
き
よ
り
遠
き
に
行
く
20
〉
の
本
な
り
。

○
〈
道
を
脩
む
る
に
は
仁
を
以
て
す
26
〉、〈
仁
は
親
を
親
し
む
を
大
と
為
す
〉
は
、
即
ち

舜
及
び
文
・
武
・
周
公
の
孝
の
如
き
是
れ
な
り
。
賢
を
賢
と
し
て
之
れ
を
尊
ぶ
は
〈
義
〉

な
り
。
故
に
〈
義
〉
は
則
ち
〈
賢
を
尊
ぶ
を
大
と
為
す
〉。〈
仁
〉
と
〈
義
〉
と
を
推
し
て

之
れ
を
品
節
す
る
は
、〈
礼
の
生
ず
る
所
な
り
〉。〈
礼
〉
の
大
綱
は
、
両
言
に
し
て
尽
き

た
り
。〈
礼
〉は〈
道
〉の
在
る
所
な
る
が
、故
に
之
れ
を
用
い
て
以
て〈
身
を
修
む
れ
〉ば
、

則
ち
「
皇き

み

極
を
建
て（

一
）」、

其
の
〈
人
を
取
る
26
〉
に
も
、
亦
た
以
て
無
繆
に
挙
ぐ
る
べ
し
。

◯
按
ず
る
に
〈
政
を
為
す
は
人
に
在
り
26
〉
と
い
う
も
、子
思
之
れ
を
解
く
に
、先
に
〈
礼
〉

を
言
う
は
、
蓋
し
「
之
れ
を
道
び
く
に
徳
を
以
て
し
、
之
れ
を
斉と

と
のう

る
に
礼
を
以
て
す（

二
）」

の
意
な
り
。
皐
陶
謨（

三
）は

先
に
「
典･

礼
」
を
言
い
、
以
て
「
寅つ

つ
しみ

を
同
じ
く
し
、
恭

う
や
う
やし

さ

を
協あ

わ

せ
る
」
の
要
と
す
る
所
と
為
し
、
而
る
後
に
乃
ち
「
命･

討
」
を
言
い
、「
命･

討
」

を
「
政
事
」
と
為
し
、「
政
事
」
は
「
典･

礼
」
に
遵し

た
がう

者
と
之
れ
に
違
う
者
と
を
「
命
・

討
」
す
る
の
み
と
す
。
先
聖
後
聖
、
其
の
揆
る
は
一
な
り（

四
）。

則
ち
所
謂
「
礼
譲
を
以
て
国

を
為お

さ

む（
五
）」

は
是
れ
な
り
。

【
校
注
】

（
校
一
）
曾
澤
家
本
に
は
「
之
」
の
下
に
「
△
」
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
欄
外
）
曾
澤
家
本
に
は
、
欄
外
に
「
△
親
疏
有
隆
殺
、
尊
卑
有
等
級
、
皆
自
親
親
尊
賢

而
推
焉
、
如
喪
有
五
服
車
服
以
庸
可
見
」
と
あ
る
。

【
訳
注
】

（
一
）
皇
極
を
建
て
：『
書
経
』
洪
範
に
は
「
洪
範
九
疇
」
が
示
さ
れ
、そ
の
五
つ
目
に
「
五
に
皇
極
。

皇き
み

は
其
の
有
極
を
建
て
」
と
記
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
４
節
【
訳
注
】（
十
四
）、お
よ
び
前
節
（
補
説
）

参
照
。

（
二
）
之
れ
を
道
び
く
に
徳
を
以
て
し
、
之
れ
を
斉
う
る
に
礼
を
以
て
す
：『
論
語
』
為
政
篇
に

は
「
之
れ
を
道
び
く
に
政
を
以
て
し
、之
れ
を
斉
う
る
に
刑
を
以
て
す
れ
ば
、民
免
れ
て
恥
無
し
。

之
れ
を
道
び
く
に
徳
を
以
て
し
、
之
れ
を
斉と

と
のう

に
礼
を
以
て
す
れ
ば
、
恥
あ
り
て
且
つ
格た

だ

し
」
と

あ
る
。『
読
論
日
札
』
巻
一
に
は
「〈
徳･

礼･

政･

刑
〉
は
一
も
廃
す
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
其

の
本
末
先
後
は
、以
て
審
ら
か
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。〈
政
を
為
す
は
徳
を
以
て
す
〉と
、〈
徳･

礼
〉

を
以
て
民
の
極
と
為
す
は
、〈
五
典･

五
礼
〉、
是
れ
な
り
。
而
し
て
〈
政･

刑
〉
以
て
之
れ
に
左
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35
〉
な
り
。〈
誠
〉
な
る
が
故
に
其
の
〈
謨
は
明
ら
か
〉
と
は
、即
ち
〈
誠
よ
り
し
て
明
37
〉
な
り
。

〈
弼
る
は
諧
う
〉
と
は
〈
発
し
て
節
に
中
る
４
〉
な
り
。〈
厥
の
身
を
慎
む
〉
と
は
、〈
戒
慎
恐
懼
３
〉

な
り
。〈
修
〉
も
亦
た
〈
道
を
修
む
１
〉
な
り
。〈
永
き
を
思
う
〉
と
は
〈
息
む
こ
と
無
き
43
〉
な
り
。

〈
族
を
叙
す
〉
と
は
、〈
父
子
兄
弟
の
達
道
29
〉、即
ち
〈
和
な
る
者
は
天
下
達
道
４
〉
の
一
二
な
り
。

〈
庶
明
励
翼
〉
と
は
、〈
人
存
す
れ
ば
政
挙
が
る
26
〉
に
し
て
、
君
臣
の
道
は
此
れ
に
存
す
る
な

り
。〈
邇
き
よ
り
遠
く
す
べ
し
〉
と
は
、〈
遠
く
に
行
く
に
邇
き
よ
り
し
、
高
き
に
登
る
に
卑
き
よ

り
す
る
20
〉
な
り
。
聖
人
の
〈
徳
を
迪
む
〉
は
、
皆
な
実
事
に
在
り
」
と
。
ま
た
、
そ
の
案
語
に

は
「
此
の
章
、皐
陶
、先
に
言
を
発
す
る
に
、首
に
人
君
の
己
を
修
め
、人
を
治
む
る
の
道
を
述
ぶ
。

〈
允
〉
は
至
誠
な
り
。〈
迪
〉
は
躬
ら
之
れ
を
踏
み
行
い
、
之
れ
を
実
事
に
施
す
な
り
。
仁
人
の

人
に
忍
び
ざ
る
の
心
を
有
す
る
は
徳
な
り
。
斯
の
徳
を
有
し
て
則
ち
踏
み
て
之
れ
を
実
に
し
、
以

て
人
に
忍
び
ざ
る
の
政
を
行
う
は
、〈
厥
の
徳
を
迪
む
〉な
り
。
…
…
故
に
踏
み
て
之
れ
を
行
う
は
、

己
を
修
む
る
所
以
な
り
。
政
は
固
よ
り
民
に
行
う
。
…
…
苟
も
能
く
己
の
徳
を
踏
み
て
之
れ
を
実

に
し
、
之
れ
を
行
う
に
至
誠
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
利
害
得
失
、
因
循
苟
且
の
説
は
、
得
て
之
れ

を
聞
く
こ
と
莫
し
。
国
是
定
ま
り
て
趨
舎
明
ら
か
に
、
上
下
の
論
、
一
塗
に
出
で
て
、
多
岐
に
眩ま

ど

わ
ず
。
所
謂
、
政
を
為
す
に
徳
を
以
て
す
れ
ば
、
衆
星
之
れ
を
共
に
す
る
者
に
し
て
、
皇き

み

極き
よ
くを

建

て
り
。〈
謨
〉
る
所
は
極
に
帰
し
て
、
多
端
に
擾み

だ

る
る
所
と
為
ら
ず
。
故
に
〈
明
〉
な
り
。〈
弼
く

る
〉
所
は
極
に
会
し
て
、
妄
り
に
同
異
を
生
じ
て
築ち

く

室し
つ

道ど
う

謀ぼ
う

（
原
文
に
「
謀
」
字
は
な
い
。
意
を

も
っ
て
補
っ
た
）
の
患
い
を
致
す
こ
と
無
し
。
故
に
〈
諧
〉
な
り
。
…
…
皐
陶
曰
く
、
其
の
身
を

慎
み
て
之
れ
を
修
め
よ
…
…
其
の
思
念
す
る
所
は
、
宜
し
く
永
遠
に
存
す
べ
く
し
て
、
一
朝
に
苟

且
す
べ
か
ら
ず
。
九
族
は
則
ち
恩
義
を
惇
く
し
て
、
倫
理
を
叙た

だ

せ
ば
、
群
哲
則
ち
之
れ
に
振
る
い

起
ち
て
、
奮
励
輔
翼
す
。
是
れ
〈
徳
を
迪
む
〉
の
実
事
な
り
。
朝
議
一
た
び
〈
徳
を
迪
む
〉
よ
り

出
づ
れ
ば
、
趨
向
す
る
所
は
、
直
切
昭
著
に
し
て
、
謀
謨
す
る
所
は
、
昭
昭
明
明
…
…
輔
弼
す
る

所
の
者
は
、
心
を
同
じ
く
し
力
を
一
に
し
、
亦
た
皆
な
徳
を
迪
む
の
一
事
を
佐
け
て
、
…
…
肝
胆

を
吐
露
し
、
四
体
を
展
布
し
、
以
て
邦
を
治
む
る
を
佐
く
…
…
」
と
説
い
て
い
る
。
皐
陶
謨
を
こ

れ
に
従
い
意
訳
す
る
と
、「
君
子
が
誠
信
の
心
で
天
命
の
性
で
あ
る
智･

仁･

勇
の
達
徳
に
従
い
、

天
下
の
達
道
で
あ
る
君
臣･

父
子･

夫
婦･

昆
弟･

朋
友
の
交
わ
り
を
や
む
こ
と
な
く
実
践
し
、

戒
慎
恐
懼
し
て
身
を
修
め
、
家
族
の
倫
理
秩
序
を
正
し
く
し
恩
義
を
厚
く
し
家
を
斉
え
る
。
そ
う

す
れ
ば
、君
の
誠
に
感
化
さ
れ
臣
下
も
誠
の
心
で
政
に
臨
み
、忌
憚
な
く
各
自
の
意
見
を
表
明
し
、

そ
れ
ら
が
調
和
さ
れ
よ
ど
み
な
く
国
策
が
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
国
策
は
中
極
に
適
っ
た
も
の
で
あ

り
、
明
る
く
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
迷
う
こ
と
な
く
そ
の
政
策
は
実
行
さ
れ
実
現

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
な
る
。
政
治
に
お
け
る
君
主
の
役
割
は
徳
を
履
み
行
い
身
を
修
め
る
こ

と
で
あ
り
、
政
策
の
立
案
か
ら
実
行
に
至
る
政
治
の
実
務
は
君
主
の
誠
に
感
化
さ
れ
た
臣
下
の
務

め
と
さ
れ
た
。
政
策
は
臣
下
が
自
ら
の
意
見
を
率
直
に
出
し
合
い
、
そ
れ
ら
を
調
和
し
決
定
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
そ
の
政
策
は
両
端
を
執
り
、
中
極
を
得
た
も
の
と
な
り
、
確
実
に
実
現

さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
本
節
の
「
政
を
為
す
は
人
に
在
り
、
人
を
取
る
に
は
身
を
以
て
し
、

身
を
脩
む
る
に
は
道
を
以
て
し
、
道
を
脩
む
る
に
は
仁
を
以
て
す
」
も
、
皐
陶
謨
と
同
様
に
理
解

さ
れ
て
い
る
。

26
【
現
代
語
訳
】
哀
公
が
政
治
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
先
生
は
言
わ
れ
た
。
文
王
・
武
王
の

政
治
は
、
書
物
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
人
が
生
き
て
い
る
間
は
、
そ
の
政
治
の
成

果
は
挙
が
り
、
そ
の
人
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
政
治
は
停
滞
し
た
。
人
道
は
政
治
に
す
み

や
か
で
あ
り
、
地
道
は
樹
木
の
成
長
に
す
み
や
か
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
政
治
と
は
成
長
の

は
や
い
蒲
廬
と
同
じ
で
あ
り
、
賢
人
が
い
れ
ば
す
ぐ
に
成
果
が
上
が
る
。
そ
の
た
め
い
か

に
よ
い
政
治
を
為
す
か
は
賢
人
を
い
か
に
採
用
す
る
か
に
あ
る
。
賢
人
を
採
用
す
る
に

は
、
君
自
身
が
い
か
に
身
を
修
め
て
い
る
か
に
よ
る
。
身
を
修
め
る
に
は
、
君
臣･

父
子

･

夫
婦･

昆
弟･

朋
友
の
交
わ
り
と
い
う
天
下
の
達
道
に
よ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
天
下
の

達
道
を
修
め
る
に
は
、
仁
す
な
わ
ち
知
・
仁
・
勇
の
性
の
達
徳
に
よ
る
の
だ
。

《
釈
義
》
前
節
で
は
喪
祭
の
礼
は
、〈
親
に
従
順
な
る
〉
心
よ
り
発
し
た
行
為
に
よ
っ
て

起
き
る
こ
と
を
述
べ
た
。
以
下
は
す
べ
て
〈
礼
〉
の
大
綱
と
〈
政
〉
の
大
本
と
を
述
べ
て

お
り
、
こ
の
節
は
〈
物
を
完
成
さ
せ
る
〉
根
本
は
、〈
自
己
を
成
し
遂
げ
る
〉
に
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

○
〈
文
武
の
政
〉
は
、
は
っ
き
り
と
証
拠
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
政
治
の
〈
成
果
が

挙
が
っ
た
り
〉〈
停
滞
し
た
り
〉
す
る
の
は
、〈
い
か
に
賢
臣
を
採
用
す
る
か
〉
に
関
わ
っ

て
い
た
。
も
し
賢
臣
を
採
用
で
き
れ
ば
、〈
政
治
を
行
う
〉
こ
と
は
難
し
く
は
な
い
。
そ

し
て
、〈
賢
臣
を
採
用
す
る
〉
の
は
、
人
君
が
い
か
に
身
を
修
め
て
い
る
か
に
関
わ
っ
て

い
る
。〈
身
を
修
め
る
〉
に
は
、〈
性
に
率
う
〉〈
道
〉
に
よ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。〈
道

― 89（五十八） ―
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○
文
武
之
政
、
歷
歷
可
徵
、
而
其
擧
息
在
人
。
苟
得
其
人
、
則
爲
政
不
難
。
而
取
人
用
之

者
、
則
在
人
君
之
一
身
。
脩
身
者
則
當
由
率
性
之
道
。
脩
道
者
則
當
依
於
仁
。
仁
者
忠
恕

之
至
、
所
以
成
己
成
物
、
卽
合
外
内
之
道
也
。

◯
按
、
前
論
禮
之
所
由
起
、
接
之
以
問
政
章
、
禮
之
與
政
、
二
者
相
須
而
相
爲
用
、
所
以

治
人
之
大
體
盡
於
此
。而
本
篇
論
自
近
及
遠
、竝
擧
此
二
者
、其
意
非
止
於
脩
一
身
可
見
矣
。

26
【
訓
読
文
】
哀
公
政
ま
つ
り
ご
と

を
問
う
。
子
曰
く
、
文
武
の
政
は
、
布
い
て
方
策
に
在
り
。
其

の
人
存
す
れ
ば
則
ち
其
の
政
挙
が
り
、
其
の
人
亡
ず
れ
ば
則
ち
其
の
政
息や

む
。
人
道
は
政

に
敏
や
か
に
、
地
道
は
樹
に
敏
や
か
な
り
。
夫
れ
政
な
る
者
は
蒲
盧（
一
）な
り
。
故
に
政
を
為

す
は
人
に
在
り
。
人
を
取
る
に
は
身
を
以
て
し
、
身
を
脩
む
る
に
は
道
を
以
て
し
、
道
を

脩
む
る
に
は
仁
を
以
て
す
。

《
釈
義
》
前
に
喪
祭
の
礼
は
、〈
親
に
順
な
る
34
〉
に
由
り
て
起
く
る
を
言
う
。
此
れ
以

下
は
、
凡
そ
〈
礼
〉
の
大
綱
と
〈
政
〉
の
大
本
と
を
言
い
、
此
の
節
は
〈
物
を
成
す
42
〉

の
本
は
〈
己
を
成
す
〉
に
在
る
を
言
う
。

○
〈
文
武
の
政
〉
は
、
歴
歴
と
徴
す
べ
く
し
て
、
其
の
〈
挙･

息
〉
は
〈
人
に
在
り
〉。

苟
し
く
も
其
の
人
を
得
れ
ば
、則
ち
〈
政
を
為
す
〉
は
難
か
ら
ず（

二
）。

而
し
て
〈
人
を
取
り
〉

之
れ
を
用
う
る
は
、
則
ち
人
君
の
一
身
に
在
り
。〈
身
を
脩
む
る
〉
は
則
ち
当
に
〈
性
に

率
う
の
道
１
〉
に
由
る
べ
し
。〈
道
を
脩
む
る
〉
は
則
ち
当
に
〈
仁
〉（

三
）に

依
る
べ
し
。〈
仁
〉

は
〈
忠
恕
16
〉
の
至
り
、〈
己
を
成
し
・
物
を
成
す
42
〉
所
以
に
し
て
、
即
ち
〈
外
内
を

合
す
る
の
道
42
〉
な
り
。

◯
按
ず
る
に
、前
は〈
礼
〉の
由
り
て
起
く
る
所
を
論
じ
、之
れ
に
接
す
る
に〈
政
を
問
う
〉

の
章
を
以
て
す
る
は
、〈
礼
〉
と
之
れ
〈
政
〉
と
は
、
二
者
相
い
須ま

ち
て
相
い
用
を
為
し
、

人
を
治
む
る
所
以
の
大
体
は
此
れ
に
尽
く
れ
ば
な
り
。
而
し
て
本
篇
に
〈
近
き
よ
り
遠
き

に
及
ぼ
す
20
〉
を
論
ず
る
に
、
並
び
に
此
の
二
者
を
挙
ぐ
る
は
、
其
の
意
、
一
身
を
脩
む

る
に
止
ま
る
に
非
ざ
る
を
見
る
べ
し
。

【
訳
注
】

（
一
）
蒲
廬
：
鄭
玄
注
は
「
蒲
廬
は
蜾
蠃
、
土
蜂
を
謂
う
な
り
」
と
あ
る
が
、
章
句
で
は
「
蒲
廬

は
沈
括
以
て
蒲
葦
と
為
す
は
、
是
な
り
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
朱
熹
に
従
う
。

（
二
）
人
を
得
れ
ば
、
則
ち
政
を
為
す
は
難
か
ら
ず
：
人
を
採
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
書
経
』

皐
陶
謨
に
は
「
皐
陶
曰
く
、
都あ

あ
、
人
を
知
る
に
在
り
、
民
を
安
ん
ず
る
に
在
り
。
…
…
亦
た
行

い
に
九
徳
有
り
。
乃
ち
言
い
て
采こ

と

采ご
と

を
載お

こ
なう

と
曰
え
、
と
。
禹
曰
く
、
何
ぞ
や
、
と
。
皐
陶
曰
く
、

寛
に
し
て
栗
、
柔
に
し
て
立
、
愿
に
し
て
恭
、
乱
に
し
て
敬
、
擾
に
し
て
毅
、
直
に
し
て
温
、
簡

に
し
て
廉
、
剛
に
し
て
塞
、
強
に
し
て
義
、
厥そ

の
常
あ
る
を
彰
ら
か
に
す
れ
ば
吉
な
る
か
な
」
と

あ
り
、
こ
の
九
徳
に
よ
っ
て
、
人
を
把
握
し
採
用
す
る
と
し
て
い
る
。
會
澤
は
『
典
謨
述
義
』
巻

四
の
当
該
箇
所
の
按
語
に
「
皐
陶
遂
に
九
徳
の
目
を
誉
め
、
謂
え
ら
く
、
此
れ
を
以
て
権
衡
と
為

し
て
、
行
う
所
の
事
を
観
、
之
れ
を
試
み
る
に
歳
月
を
以
て
し
、
其
れ
常
有
り
て
変
わ
ら
ざ
る
こ

と
、
所
謂
、
三
月
仁
に
違
わ
ざ
る
、
が
如
く
し
て
、
然
る
後
に
某
行
を
某
徳
と
為
す
を
審
ら
か
に

知
り
、
彰
ら
か
に
し
て
之
れ
を
用
う
。
此
の
如
く
す
れ
ば
則
ち
人
を
知
る
の
難
き
と
雖
も
、
而
れ

ど
も
亦
た
人
を
得
て
能
く
其
の
吉
を
致
す
な
り
」
と
説
き
、
九
徳
を
判
断
の
基
準
と
し
て
、
人
の

行
動
を
長
期
に
渉
っ
て
観
察
し
、
常
に
変
わ
ら
な
い
行
動
で
あ
る
と
確
認
し
た
上
で
、
九
徳
の
何

に
当
て
は
ま
る
の
か
を
判
断
し
、
そ
の
徳
に
見
合
っ
た
部
署
で
用
い
れ
ば
、
政
治
は
機
能
す
る
と

す
る
。

（
三
）
仁
：
29
節
釈
義
に
「
達
徳
と
は
、
道
を
修
む
る
に
は
仁
を
以
て
す
、
の
徳
な
り
。
前
の
仁

を
言
う
は
、
仁
の
一
字
も
て
知
・
勇
を
該
ね
た
り
。
此
れ
に
至
り
て
乃
ち
分
け
て
之
れ
を
言
え
り
」

と
あ
り
、
こ
こ
の
「
仁
」
は
知
・
勇
を
兼
ね
た
「
達
徳
」
と
み
る
。

（
補
説
）
會
澤
は
経
書
の
様
々
な
個
所
で
述
べ
ら
れ
る
政
治
論
を
統
一
的
に
解
釈
し
て
己
の
見
解

を
示
し
て
お
り
、『
中
庸
』
解
釈
だ
け
で
彼
の
政
治
論
を
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。
こ
こ
で
は
本

節
の
理
解
を
深
め
る
た
め
『
書
経
』
皐
陶
謨
の
彼
の
解
釈
を
紹
介
し
て
お
く
。『
典
謨
述
義
』
巻

四
に
よ
る
と
『
書
経
』
皐
陶
謨
は
「
允ま

こ
と

に
厥そ

の
徳
を
迪ふ

め
ば
、
謨

は
か
り
ご
とは

明
ら
か
に
弼

た
す
く
るは

諧か
な

う
。
禹

曰
く
、
俞し

か

り
、如
何
と
。
臯
陶
曰
く
、都あ

あ
、厥
の
身
を
慎
し
み
て
修
め
、永
か
ら
ん
こ
と
を
思
い
、

惇あ
つ

く
九
族
を
叙た

だ

せ
ば
、
庶
明
は
勵は

げ

み
翼た

す

く
。
邇ち

か

き
よ
り
遠
く
に
す
べ
き
は
茲こ

れ
に
在
り
。 

禹
、
昌

言
を
拝
し
て
曰
く
、
俞
り
、
と
」
と
読
む
。
彼
は
蔡
伝
を
基
本
と
し
、
所
々
を
孔
伝
を
利
用
し
て

説
い
て
い
る
が
、さ
ら
に
彼
は
皐
陶
謨
の
こ
の
句
を
『
中
庸
』
に
重
ね
合
わ
せ
次
の
よ
う
に
説
く
。

「
今
又
た
『
中
庸
』
の
義
を
以
て
之
れ
を
推
せ
ば
、〈
厥
の
徳
〉
と
は
則
ち
〈
天
命
の
性
１
〉
な
り
、〈
智

仁
勇
の
達
徳
29
〉
な
り
。〈
允
に
迪
む
〉
と
は
〈
性
に
率
い
、道
を
脩
む
る
１
〉
な
り
。〈
允
〉
は
〈
誠
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っ
た
。
同
じ
気
が
感
応
し
て
い
る
所
は
、
そ
の
祖
霊
は
〈
満
ち
あ
ふ
れ
流
動
し
、
そ
こ
に

い
る
か
の
よ
う
に
な
る
〉。
そ
の
た
め
、〈
先
王
が
生
き
て
い
る
時
と
同
じ
よ
う
に
〉、〈
先

王
が
親
し
み
尊
ん
だ
も
の
を
同
じ
く
敬
い
愛
し
た
〉。
こ
れ
は
先
祖
を〈
継
承
〉し〈
祖
述
〉

す
る
彼
ら
の
意
志
が
〈
至
誠
〉
か
ら
出
て
い
る
た
め
で
あ
り
、〈
親
に
従
順
〉
な
こ
と
の

極
致
で
あ
る
。

天
地
の
祭
祀
で
あ
る
郊
社
の
礼
は
、
天
の
上
帝
と
地
の
后
土
に
お
仕
え
す
る
た
め
、
宗
廟

の
礼
は
、
そ
の
先
祖
を
祭
る
た
め
で
あ
る
。
天
地
と
祖
先
へ
の
祭
祀
で
あ
る
郊
社
禘
嘗
の

礼
と
そ
の
義
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
国
を
治
め
る
こ
と
は
、
掌
に
視
る
か
の
よ
う
に
た
や

す
く
な
る
の
だ
。

《
釈
義
》
以
上
は
す
べ
て
〈
親
に
従
順
〉
な
心
を
推
し
広
め
、
そ
の
心
を
発
し
〈
礼
〉
を

制
定
し
、こ
の〈
礼
〉を
用
い
て〈
自
己
と
他
物
と
を
完
成
さ
せ
る
〉こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

◯
〈
礼
〉
と
言
い
〈
義
〉
と
言
う
の
は
、
互
文
で
あ
る
。「
万
物
は
天
を
根
本
と
し
、
人

は
祖
を
根
本
と
し
て
お
り
」、〈
天
〉
と
〈
祖
〉、
そ
の
神
は
満
ち
あ
ふ
れ
流
動
し
あ
た
か

も
そ
こ
に
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
の
で
、も
と
よ
り
〈
上
帝
に
仕
え
〉〈
先
祖
を
祀
り
〉、「
根

本
に
報
い
始
め
に
反
ら
」
な
く
て
は
な
ら
な
い
。〈
鬼
神
は
あ
ま
ね
く
物
を
生
み
出
す
〉

の
で
、
人
・
物
が
生
ま
れ
れ
ば
、
体
を
父
祖
か
ら
、
気
を
天
地
か
ら
受
け
な
い
も
の
は
な

い
。
人
び
と
の
気
と
体
は
、
ま
さ
し
く
天
地
と
父
祖
の
気
と
体
で
あ
り
、
人
が
そ
れ
ら
に

相
互
に
感
応
す
る
の
は
、
も
と
よ
り
人
と
天
地
・
父
祖
と
は
自
然
の
割
り
符
だ
か
ら
で
あ

る
。そ
の
た
め
人
は
情
と
し
て
天
地･

父
祖
に
対
し
て
、敬
畏
追
念
し
な
い
も
の
は
な
い
。

そ
の
た
め
王
者
が
〈
上
帝
に
仕
え
〉〈
先
祖
を
祀
り
〉、
ま
ず
は
自
ら
が
そ
の
誠
敬
を
尽
く

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
民
衆
に
ま
で
推
し
及
ぼ
し
て
、
彼
ら
の
敬
畏
追
念
の
気
持
ち

を
も
伸
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
人
々
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
等
し

く
天
地･

鬼
神
に
お
仕
え
す
る
。
こ
う
し
て
集
ま
っ
た
億
兆
の
人
々
の
精
誠
は
、
神
を
感

応
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
り
、
神
と
人
と
が
和
合
し
た
様
は
、
ま
た
億
兆
の
人
々
の
心
を
服

従
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
『
礼
記
』
祭
義
に
「
人
や
物
の
精
霊
に

因
ん
で
、
そ
れ
を
最
も
尊
ぶ
べ
き
も
の
と
規
定
し
、
鬼
神
と
名
づ
け
て
、
民
の
法
則
と
し

た
。
人
々
は
そ
れ
を
畏
れ
服
従
し
た
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
王
者

が
民
心
の
敬
畏
追
念
す
る
神
々
の
祭
祀
の
主
と
な
っ
て
、
万
民
に
臨
め
ば
、
民
は
王
者
を

天
の
よ
う
に
視
、
後
王
を
先
王
の
よ
う
に
視
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
民
に
治
教
を
施

せ
ば
、
民
は
歓
喜
し
て
王
の
命
令
を
聞
か
な
い
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
が
国
を
容
易
に
治
め

ら
れ
る
と
す
る
理
由
で
あ
る
。〈
上
帝
に
仕
え
〉〈
先
祖
を
祀
る
〉
こ
と
は
、
礼
の
最
も
重

要
な
部
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
子
思
は
こ
れ
を
述
べ
て
礼
の
根
本
を
明
ら
か
に
し
た
の

で
あ
る
。

◯
考
察
す
る
。
前
章
で
は
〈
近
い
所
か
ら
遠
い
所
へ
と
及
ぼ
し
て
い
く
〉
こ
と
の
意
義
を

論
じ
、22
節
の
〈
舜
は
大
孝
〉
以
下
は
〈
遠
い
所
に
及
ぼ
す
〉
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。〈
遠

い
所
に
及
ぼ
す
〉
と
は
、〈
天
下
国
家
を
治
め
る
〉
こ
と
で
あ
り
、
い
た
ず
ら
に
高
遠
難

行
の
事
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
本
篇
の
意
は
、
42
節
の
〈
自
己
を
成
し
遂
げ
、
他

物
を
完
成
さ
せ
る
〉
に
あ
り
、
た
だ
〈
自
己
を
成
し
遂
げ
る
〉
だ
け
で
終
わ
り
で
は
な
い

と
み
な
い
と
い
け
な
い
。

◯
16
節
の
〈
道
は
人
に
遠
か
ら
ず
〉
か
ら
、こ
こ
ま
で
は
、15
節
の
〈
端
緒
を
な
し
〉
て
、

〈
そ
の
極
致
に
及
ぶ
〉、
42
節
の
〈
自
己
を
成
し
遂
げ
〉
て
〈
他
物
を
完
成
さ
せ
る
〉、
そ

の
過
程
に
礼
が
生
じ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
以
下
は
、
あ
る
い
は
〈
他
物

を
完
成
さ
せ
る
〉
根
本
は
〈
自
己
を
成
し
遂
げ
る
〉
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
、あ
る
い
は
〈
自

己
を
成
し
遂
げ
〉
そ
れ
を
推
し
て
〈
他
物
を
完
成
さ
せ
る
〉
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
ら
を
繰

り
返
し
て
〈
外
と
内
と
を
合
一
に
す
る
〉
根
拠
を
申
べ
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

〈
道
を
修
め
る
〉
こ
と
で
あ
る
。

　
右
は
礼
の
由
来
を
論
じ
て
い
る

五
．
論
政
之
所
以
立

26
【
原
文
】
哀
公
問
政
。
子
曰
、
文
武
之
政
、
布
在
方
策
。
其
人
存
則
其
政
擧
、
其
人
亡

則
其
政
息
。
人
道
敏
政
、
地
道
敏
樹
。
夫
政
也
者
蒲
盧
也
。
故
爲
政
在
人
。
取
人
以
身
、

脩
身
以
道
、
脩
道
以
仁
。

《
釈
義
》
前
言
喪
祭
之
禮
、
由
順
親
而
起
。
此
以
下
、
言
凡
禮
之
大
綱
與
政
之
大
本
、
此

節
言
成
物
之
本
在
成
己
。
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と
は
な
く
、
水
戸
藩
で
は
実
際
に
儒
教
に
よ
る
葬
祭
が
奨
励
さ
れ
、
弘
道
館
聖
域
に
は
鹿
島
神
社

が
建
立
さ
れ
、
常
陸
国
一
の
宮
で
あ
る
鹿
島
神
宮
の
祭
神
、
建
御
雷
神
が
分
祀
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
水
戸
藩
で
は
現
実
的
に
祭
祀
に
よ
る
統
一
国
家
の
基
礎
が
築
か
れ
つ
つ
あ
っ

た
の
で
あ
る
。      

（
八
）
本
に
報
い
始
め
に
反
る
：
本
節
【
訳
注
】（
七
）
参
照
。

（
九
）
物
の
精
に
因
り
て
、
制
し
て
之
れ
が
極
を
為
し
、
鬼
神
と
明
び
命
じ
て
…
…
：『
礼
記
』

祭
義
の
句
。
鄭
玄
注
に
は
「
明
命
は
猶
お
尊
名
の
ご
と
き
な
り
。
尊
き
こ
と
は
鬼
神
に
極
ま
り
、

復
た
加
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
黔
首
と
は
民
を
謂
う
な
り
。
則
は
法
な
り
。
民
の
為
に
法
を
作
り
、

民
を
し
て
亦
た
其
の
祖
禰
に
事
え
し
む
。
鬼
神
は
民
の
畏
れ
服
す
る
所
な
り
」と
あ
り
、疏
に
は「
聖

人
、
人
と
物
と
の
死
の
精
霊
に
因
み
、
遂
に
造
制
し
て
之
れ
が
尊
極
の
称
と
為
す
。
…
…
人
及
び

万
物
の
精
を
尊
び
名
づ
け
て
鬼
神
と
謂
い
、
以
て
万
民
の
法
則
と
為
す
な
り
」
と
あ
る
。
人
お
よ

び
万
物
の
死
後
の
精
霊
を
尊
ん
で
鬼
神
と
名
づ
け
て
、
万
民
の
法
則
と
し
た
と
す
る
。
こ
こ
か
ら

も
會
澤
が
「
鬼
神
」
を
祖
霊
と
み
な
し
、
祖
霊
に
対
す
る
行
動
を
政
治
の
根
本
と
み
な
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。 

25
【
現
代
語
訳
】
先
生
は
言
わ
れ
た
。
武
王
・
周
公
は
孝
の
心
を
推
し
て
礼
を
制
定
し
、

そ
の
礼
を
時
代
を
超
え
世
界
中
の
人
々
に
ま
で
通
じ
達
せ
し
め
た
。
彼
ら
の
孝
は
達
孝
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

《
釈
義
》
武
王
・
周
公
は
親
に
順
な
る
孝
の
心
を
備
え
て
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
礼
を

制
定
し
、
上
は
父
祖
の
意
志
と
事
業
を
継
述
し
、
下
は
そ
の
礼
を
時
代
を
超
え
世
界
中
の

人
々
に
施
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
孝
は
世
界
中
に
通
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

○
〈
孝
〉
に
つ
い
て
は
〈
達
孝
〉
と
言
い
、〈
道
〉
に
つ
い
て
は
〈
達
道
〉
と
言
い
、
万

民
に
通
じ
達
す
る
〈
孝
〉〈
道
〉
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
自
分
だ
け
を
善
に
し
た
だ
け
で

終
わ
り
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
孝
は
、
祖
先
の
意
志
を
継
承
し
、
祖
先
の
事
業
を
祖
述
す
る
こ
と
で
あ
る
。

《
釈
義
》
武
王
と
周
公
が
祖
先
の
意
志
を
〈
継
承
〉
し
事
業
を
〈
祖
述
〉
し
た
か
ら
こ
そ
、

孔
子
は
彼
ら
を
〈
達
孝
〉
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
行
為
は
ま
さ
し
く
24
節
の
〈
こ
の

礼
は
諸
侯･

大
夫
に
達
し
士
庶
人
に
ま
で
及
ん
だ
〉、
お
よ
び
本
節
下
文
の
〈
上
帝
に
お

仕
え
し
、
祖
先
を
祀
り
、
国
を
掌
に
視
る
か
の
よ
う
に
容
易
に
治
め
た
〉
な
ど
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、い
ず
れ
も
〈
自
己
を
成
し
遂
げ
て
、他
物
を
完
成
さ
せ
る
〉
こ
と
で
あ
っ
た
。

武
王
・
周
公
は
、
祖
先
の
徳
を
述
べ
明
ら
か
に
し
、
そ
の
徳
を
時
代
を
超
え
世
界
中
の
人
々

に
ま
で
広
め
た
。
そ
の
た
め
に
孔
子
は
〈
達
孝
〉
と
し
た
の
で
あ
る
。

季
節
ご
と
の
祖
先
祭
祀
の
時
に
は
祖
廟
を
修
理
掃
除
し
、
祭
器
を
陳
列
し
、
祖
先
の
衣
服

を
祖
先
の
名
代
に
着
せ
、
季
節
ご
と
の
食
事
を
祖
先
に
お
供
え
す
る
。

《
釈
義
》
聖
人
は
〈
親
に
従
順
な
る
〉
心
に
よ
っ
て
、
祖
先
祭
祀
の
礼
を
制
定
し
て
現
実

に
施
行
し
た
。〈
祖
先
の
廟
を
修
理
掃
除
し
〉
神
主
を
安
置
し
、〈
祭
器
を
陳
列
し
て
祖
先

の
衣
服
を
名
代
に
着
せ
〉、〈
祖
霊
が
そ
こ
に
い
る
か
の
よ
う
に
〉
敬
意
を
尽
く
し
、〈
食

事
を
お
供
え
し
て
〉
先
祖
を
祀
っ
た
。
心
と
事
と
、
内
と
外
と
交
ご
も
修
ま
っ
て
、〈
外

と
内
と
が
合
致
す
〉
る
、
こ
れ
こ
そ
が
〈
誠
〉
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
と
神
と
が
と

も
に
感
応
す
る
。
こ
う
し
て
〈
親
に
従
順
な
る
〉
義
が
、
天
下
後
世
に
ま
で
通
達
し
た
の

で
あ
る
。

宗
廟
で
の
祖
先
祭
祀
の
儀
礼
に
は
様
々
な
秩
序
が
教
示
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
祖
先
の
神
主

を
昭
班
と
穆
班
に
分
け
て
世
代
ご
と
に
配
列
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
族
の
秩
序
が
教

示
さ
れ
る
。
王
者
の
宗
廟
祀
に
は
諸
侯
も
参
列
し
、
そ
の
席
次
は
爵
位
に
従
う
が
、
そ
れ

に
よ
っ
て
身
分
の
貴
賤
が
教
示
さ
れ
る
。
祭
祀
の
役
目
は
そ
の
人
の
能
力
に
従
っ
て
あ
て

が
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
賢
不
肖
が
教
示
さ
れ
る
。
祭
祀
が
終
わ
り
宴
会
の
席
で
杯

を
酌
み
交
わ
す
際
、
身
分
の
下
の
者
が
先
ず
飲
む
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
下
の
者
に
も
恩
恵

を
及
ぼ
す
こ
と
が
教
示
さ
れ
る
。
祭
祀
後
の
親
族
だ
け
の
宴
の
際
に
は
、
毛
髪
の
色
で
席

次
が
設
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
年
齢
に
よ
る
序
列
が
教
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

《
釈
義
》〈
礼
〉
を
実
行
し
て
秩
序
を
も
た
せ
て
、
そ
こ
に
こ
れ
ら
五
つ
の
義
を
寓
意
さ

せ
る
。
こ
の
礼
を
実
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
を
教
育
し
よ
う
と
す
る
聖
人
の
意
図
が

達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
〈
礼
〉
が
〈
教
〉
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

先
王
の
位
を
践
み
、
先
王
の
礼
を
行
い
、
先
王
の
楽
を
奏
で
、
先
王
が
尊
ん
だ
も
の
を
敬

い
、
先
王
が
親
し
ん
だ
も
の
を
愛
し
、
生
者
に
仕
え
る
よ
う
に
死
者
に
お
仕
え
し
、
在
り

し
日
と
同
じ
よ
う
に
亡
き
人
に
お
仕
え
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が
最
上
の
孝
で
あ
る
。

《
釈
義
》
武
王
・
周
公
は
、
先
王
の
遺
さ
れ
た
体
に
よ
っ
て
、
先
王
の
興
し
た
事
業
を
行
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は
な
く
、
大
祭
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
朱
熹
が
依
拠
し
、
徂
徠
が
批
判
し
た
『
論

語
』
八
佾
は
「
或
人
、
禘
の
説
を
問
う
。
子
曰
く
、
知
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
説
を
知
る
者
の
天
下

に
於
け
る
や
、
其
れ
諸
を
斯
こ
に
示
る
が
如
き
か
、
と
。
其
の
掌
を
指
さ
す
」
と
、
本
節
と
同
様

の
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、
會
澤
は
『
読
論
日
札
』
巻
一
、
禘
之
説
で
「
中
庸
に
郊
社
の
礼
は
上
帝

に
事
う
る
所
以
な
り
。
宗
廟
の
礼
は
、
其
の
先
を
祀
る
所
以
な
り
。
郊
社
の
礼
・
禘
嘗
の
義
に
明

ら
か
な
れ
ば
、
国
を
治
る
こ
と
其
れ
諸
を
掌
に
示
る
が
ご
と
き
か
、
と
。
万
物
は
天
に
本
づ
き
、

人
は
祖
に
本
づ
く
。
故
に
人
情
と
し
て
天
を
畏
れ
祖
を
念
は
ざ
る
莫
し
。
天
を
祭
り
て
其
の
祖
を

配
す
れ
ば
、
民
、
王
者
の
祖
は
天
と
一
な
る
を
知
る
。
其
の
祖
の
自
り
出
づ
る
所
を
祭
り
祖
を
以

て
之
れ
に
配
す
れ
ば
、
民
、
時
王
も
亦
た
曩
祖
と
一
気
な
る
を
知
る
。
既
に
天
と
一
に
し
て
、
又

た
祖
と
一
な
れ
ば
、
時
王
を
仰
ぐ
こ
と
天
と
祖
の
如
し
。
孝
敬
の
心
、
天
下
に
達
し
、
下
観
て
化

し
、
孚

ま
こ
と

有
り
て
顒

ぎ
よ
う

若じ
や
くた

り
。
本
に
報
い
始
め
に
反
り
、
億
兆
心
を
一
つ
に
し
、
異
物
に
遷
ら
ず
。

天
堂
地
獄
等
説
有
り
と
雖
も
、豈
に
之
れ
に
移
る
を
得
ん
や
。
民
の
志
一
定
に
し
て
不
変
な
れ
ば
、

国
を
治
め
天
下
を
治
む
る
こ
と
諸
を
掌
に
示
る
が
如
き
と
は
、
蓋
し
此
れ
を
以
て
な
り
。
孝
経
の

郊
祀･

宗
祀
し
四
海
其
の
職
を
以
て
来
た
り
祭
る
を
、
夫
子
以
て
聖
人
の
孝
と
為
す
も
、
又
た
此

れ
と
同
じ
。」
と
あ
り
、『
論
語
』
と
『
中
庸
』
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て
説
い
て
お
り
、『
論
語
』
と
『
中

庸
』
の
禘
祭
は
同
一
の
祭
祀
と
み
て
い
る
。

（
七
）
万
物
は
天
に
本
づ
き
、人
は
祖
に
本
づ
く
：『
礼
記
』「
郊
特
牲
」
に
「
万
物
は
天
を
本
と
し
、

人
は
祖
を
本
と
す
。
此
れ
上
帝
に
配
す
る
所
以
な
り
。
郊
の
祭
や
、
大
い
に
本
に
報
い
始
め
に
反

る
」
と
あ
る
。
儒
教
で
は
根
本
に
報
い
始
め
に
反
る
こ
と
を
政
治
の
基
盤
と
し
、
そ
れ
を
体
現
し

た
の
が
皇
帝
の
行
う
郊
祭
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
郊
祭
は
万
物
の
根
本
と
し
て
の
天
に
、
自
ら

の
根
本
で
あ
る
祖
を
配
し
て
祭
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
報
本
反
始
」
の
義
を
人
々
に
教
示
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
會
澤
の
『
中
庸
』
解
釈
は
そ
の
理
念
を
い
か
に
日
本
の
政
治
に
実
現
す
る
か
に
焦

点
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
も
重
大
な
理
念
が
こ
の
「
報
本
反
始
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
示
さ

れ
て
い
る
の
が
本
節
の
「
郊
社
禘
嘗
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
節
【
訳
注
】（
六
）
で
も
確
認
し

た
よ
う
に
、
日
本
で
「
報
本
反
始
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
祭
祀
が
、
神
武
天
皇
が
鳥と

見み

で
皇
祖
天

神
を
祭
っ
た
こ
と
を
起
源
と
す
る
大
嘗
祭
で
あ
っ
た
。
大
嘗
祭
に
天
と
祖
に
対
す
る「
報
本
反
始
」

の
義
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
み
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
来
、
万
物
の
根
本
と
し
て
の
天
の

祭
祀
が
最
も
重
大
で
あ
り
、
祖
先
祭
祀
は
そ
れ
に
次
ぐ
祭
祀
で
あ
っ
た
。
易
姓
革
命
の
あ
る
中
国

歴
代
王
朝
で
は
、
天
は
不
変
の
祭
祀
の
対
象
で
あ
っ
た
が
、
祀
ら
れ
る
祖
先
は
王
朝
ご
と
に
当
然

異
な
っ
て
い
た
。
會
澤
は
郊
社
禘
嘗
の
機
能
を
大
嘗
祭
に
包
括
す
る
が
、
そ
れ
は
大
嘗
祭
に
お
け

る
祭
祀
の
対
象
を
、
天
と
祖
が
一
体
化
し
た
天
祖
、
天
照
大
神
と
し
、
天
照
大
神
が
万
物
の
本
と

し
て
の
天
で
あ
り
、
人
（
皇
室
）
の
本
と
し
て
の
祖
で
あ
る
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
易
姓

革
命
が
な
か
っ
た
日
本
で
の
み
可
能
な
論
理
で
あ
り
、
會
澤
は
そ
こ
に
日
本
の
優
位
性
を
認
め
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
嘗
祭
は
會
澤
に
と
っ
て
最
重
要
な
儀
礼
で
あ
り
、
具
体
的
な
礼
に
つ

い
て
も
『
下
学
邇
言
』
な
ど
に
細
か
く
示
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
礼
に
つ
い
て
最
も
重
要
な
の
は
、

そ
こ
に
天
孫
降
臨
の
様
子
が
再
現
さ
れ
、「
報
本
反
始
」
の
意
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
天
皇
が
大
嘗
祭
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
王
者
、
民
心
の
敬
畏
追
念
す

る
所
の
主
と
為
り
て
、
以
て
万
民
に
臨
め
ば
、
民
、
王
者
を
視
る
こ
と
、
天
の
如
く
、
後
王
を
視

る
こ
と
先
王
の
如
し
。
治
教
を
之
れ
施
せ
ば
、
歓
欣
し
て
命
を
聴
か
ざ
る
は
莫
し
。
是
れ
国
を
治

む
る
こ
と
の
易
易
と
す
る
所
以
な
り
」
と
、
万
民
が
現
天
皇
を
天
照
大
神
と
同
一
視
し
、
歓
喜
し

て
天
皇
の
命
を
聞
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
皇
の
下
の
統
一
国
家
の
実
現
が
可
能
に
な

る
と
説
く
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
説
は
彼
の
思
想
の
根
幹
を
形
成
し
て
お
り
、『
新
論
』
国
体
上
で

も
「
夫
れ
万
物
は
天
に
原
づ
き
、
人
は
祖
に
本
づ
き
て
、
体
を
父
祖
に
承
け
、
気
を
天
地
に
稟
く
。

故
に
言
、
苟
も
天
地
鬼
神
に
及
べ
ば
愚
夫
愚
婦
と
雖
も
、
其
の
心
を
悚
動
す
る
こ
と
無
き
能
わ
ず

し
て
、
政
教
・
禁
令
、
一
に
天
を
奉
じ
祖
に
報
ゆ
る
の
義
に
出
づ
れ
ば
、
則
ち
民
心
安
ん
ぞ
一
な

ら
ざ
る
を
得
ん
や
」
な
ど
と
同
様
の
論
調
で
天
皇
の
祭
祀
に
よ
る
統
一
国
家
の
実
現
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
會
澤
は
天
皇
の
祭
祀
に
よ
る
民
心
の
統
一
を
図
る
が
、
た
だ
そ
れ
は
14
節

「
夫
婦
の
愚
・
不
肖
」、15
節
「
君
子
の
道
は
、端
を
夫
婦
に
造
す
」、16
節
「
道
は
人
に
遠
か
ら
ず
」、

20
節
「
君
子
の
道
は
、
辟た

と

う
れ
ば
遠
き
に
行
く
に
必
ず
邇ち

か

き
よ
り
す
る
が
如
し
」
な
ど
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
ま
ず
は
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
「
報
本
反
始
」
の
理
念
を
実
現
さ
せ
、
祖
に
対
す

る
意
識
・
行
動
を
身
に
付
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
各
家
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
は
、

彼
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
祭
祀
で
あ
り
、
21
節
に
見
ら
れ
る
「
鬼
神
」
は
會
澤
に
と
っ
て
祖
霊

で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
會
澤
は
各
家
で
祖
先
祭
祀
を
行
い
、
祖
に
対
す
る
共
通

の
思
い
、
行
動
を
構
築
し
、
次
い
で
各
地
域
で
天
照
大
神
に
仕
え
た
そ
の
土
地
の
神
を
祀
り
、
最

終
的
に
大
嘗
祭
に
よ
っ
て
天
皇
が
天
照
大
神
を
祀
る
。
こ
う
し
て
「
報
本
反
始
」
の
理
念
を
推
し

及
ぼ
す
こ
と
で
民
心
の
統
一
が
可
能
と
な
る
と
み
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
理
念
の
み
で
終
わ
る
こ
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會澤正志齋『中庸釋義』訳注稿（七）

出
典
と
し
て
は
『
礼
記
』
郊
特
牲
お
よ
び
祭
義
の
「
春
は
禘
し
て
秋
は
嘗
す
」、
王
制
の
「
天
子

諸
侯
宗
廟
の
祭
、
春
は
礿
と
曰
い
、
夏
は
禘
と
曰
い
、
秋
は
嘗
と
曰
い
、
冬
は
烝
と
曰
う
」、
祭

統
の
「
凡
そ
祭
に
四
時
有
り
。
春
祭
を
礿
と
曰
い
、
夏
祭
を
禘
と
曰
い
、
秋
祭
を
嘗
と
曰
い
、
冬

祭
を
烝
と
曰
う
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
嘗
祭
は
い
ず
れ
も
秋
の
祭
祀
と
さ
れ
る
が
、
禘
祭
は
春

祭
と
す
る
説
と
夏
祭
と
す
る
説
が
あ
る
。
鄭
玄
は
『
公
羊
伝
』
桓
公
八
年
の
「
烝
と
は
何
ぞ
や
。

冬
祭
な
り
。
春
は
祠
と
曰
い
、
夏
は
礿
と
曰
い
、
秋
は
嘗
と
曰
い
、
冬
は
烝
と
曰
う
」
に
従
っ
て
、

王
制
に
「
此
れ
蓋
し
夏
殷
の
祭
名
な
り
。
周
は
則
ち
之
れ
を
改
め
、
春
は
祠
と
曰
い
、
夏
は
礿
と

曰
い
、
禘
を
以
て
殷
祭
と
為
す
。
詩
小
雅
に
曰
く
、
礿
祠
烝
嘗
、
公･

先
王
に
、
と
。
此
れ
周
の

四
時
に
宗
廟
に
祭
る
の
名
な
り
」
と
注
し
、
夏
殷
で
は
春
夏
秋
冬
の
祭
祀
は
、
そ
れ
ぞ
れ
礿･

禘

･

嘗･

烝
で
あ
っ
た
が
、
周
代
に
は
祠･

礿･

嘗･

烝
に
改
め
ら
れ
た
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
郊

特
牲
で
は
「
此
の
禘
は
皆
な
禴
に
為
る
べ
し
」
と
注
し
、「
春
禘
」
は
夏
殷
の
春
祭
で
あ
っ
た
「
禴

（
礿
）」
の
誤
り
で
あ
る
と
み
な
し
、
祭
義
で
も
「
春
禘
と
は
夏
殷
の
礼
な
り
。
周
は
禘
を
以
て

殷
祭
と
為
し
、
春
祭
を
更
め
名
づ
け
て
祠
と
曰
う
」
と
注
を
つ
け
る
。
鄭
玄
は
中
庸
の
注
で
は
詳

述
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
は
周
制
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
禘
は
大
祭
と
し
て
の
禘
、
お

そ
ら
く
宗
廟
の
大
祭
と
み
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
朱
熹
は
章
句
で
「
禘
は
天
子
の

宗
廟
の
大
祭
な
り
。
太
祖
の
自
り
て
出
づ
る
所
を
太
廟
に
追
祭
し
、
太
祖
を
以
て
之
れ
に
配
す
る

な
り
。
嘗
は
秋
祭
な
り
。
四
時
皆
祭
り
、
其
の
一
を
挙
ぐ
る
の
み
。
…
…
是
れ
論
語
の
文
と
大
同

小
異
な
り
」
と
し
、
禘
は
天
子
の
宗
廟
の
大
祭
と
し
、
嘗
は
秋
祭
で
あ
り
、
季
節
ご
と
の
祭
祀
を

代
表
し
て
挙
げ
た
も
の
と
す
る
。
ち
な
み
に
朱
熹
は
禘
祭
は
宗
廟
の
大
祭
に
限
定
し
て
と
ら
え
、

王
肅
的
な
解
釈
を
す
る
が
、
こ
こ
で
は
踏
み
込
ま
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
鄭
玄
・
朱
熹
は
「
禘

嘗
」
を
宗
廟
の
大
祭
と
季
節
祭
祀
と
捉
え
て
い
た
。
一
方
、伊
藤
仁
斎
は
『
中
庸
発
揮
』
に
て
「
四

時
の
祭
は
、夏
を
禘
と
曰
い
、秋
を
嘗
と
曰
う
。禘
は
陽
の
盛
な
る
な
り
。嘗
は
陰
の
盛
な
る
な
り
。

故
に
郊
社
を
言
え
ば
、則
ち
禘
嘗
を
以
て
之
れ
を
対
す
る
は
、亦
た
其
の
盛
な
る
を
挙
ぐ
る
な
り
。

礼
に
曰
く
、
禘
嘗
よ
り
重
き
は
莫
し
、
と
は
、
是
れ
な
り
。
論
語
の
禘
を
以
て
王
者
の
大
祭
と
為

す
に
は
依
る
べ
か
ら
ず
」
と
し
、
鄭
玄
・
朱
熹
の
説
を
否
定
し
、「
禘
嘗
」
を
季
節
の
祭
祀
と
み

な
す
。
荻
生
徂
徠
は
『
中
庸
解
』
に
て
「
春
に
は
禘
と
曰
い
、
夏
に
は
禴
と
曰
い
、
秋
に
は
嘗
と

曰
い
、
冬
に
は
烝
と
曰
う
。
郊
特
牲
・
公
羊
伝
に
見
ゆ
。
而
し
て
祭
統
の
文
と
は
錯
す
。
此
れ
特

だ
春
秋
を
言
い
、
下
文
に
禘
嘗
と
言
う
は
、
啻
だ
互
文
の
み
な
ら
ず
。
蓋
し
禘
嘗
の
礼
は
隆
ん
に

し
て
、
禴
烝
の
礼
は
殺
げ
ば
な
り
。
祭
統
に
曰
く
、
禘
嘗
よ
り
重
き
は
莫
し
、
と
…
…
禘
は
春
祭

な
り
。
朱
熹
の
禘
祫
の
禘
を
引
く
は
、
非
な
り
」
と
し
、
季
節
の
祭
祀
と
し
て
禘
嘗
を
と
ら
え
る

が
、郊
特
牲
に
従
っ
て
禘
を
春
祭
と
す
る
と
こ
ろ
に
独
自
性
が
あ
る
。
大
田
錦
城
も
『
中
庸
原
解
』

に
て
「
禘
嘗
の
禘
は
、
四
時
の
常
祭
な
り
。
…
…
中
庸
の
此
の
章
は
、
始
め
に
春
秋
と
曰
い
、
終

わ
り
に
禘
嘗
と
曰
え
ば
、則
ち
郊
特
牲･

祭
義
に
据
り
て
、禘
を
以
て
宗
廟
の
春
祭
と
為
す
」
と
、

徂
徠
の
説
を
採
っ
て
い
る
。
會
澤
は
釈
義
で
は
禘
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
は

多
く
の
所
で
こ
の
禘
は
大
祭
と
し
て
の
禘
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。『
下
学
邇
言
』
巻
三
、
論
礼

第
三
之
三
で
は
「
礼
は
祀
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
万
物
は
天
に
本
づ
き
、
人
は
祖
に
本
づ
く
。
其

の
本
に
報
い
其
の
始
め
に
反
る
は
、人
道
の
大
な
る
者
な
り
。
…
…
太
祖
の
中
州
を
定
め
し
と
き
、

位
を
橿
原
に
正
し
、
皇
祖
の
天
神
を
鳥と

見み

に
祀
り
、
以
て
大
孝
を
申
す
。
而
し
て
天
に
報
い
祖
に

報
ゆ
る
の
義
、
兼
ね
て
存
し
両
つ
な
が
ら
全
し
」
と
し
、
自
注
に
「
書
紀
に
云
う
、
詔
し
て
天
神

を
郊
祀
し
、
用
て
大
孝
を
申
す
。
乃
ち
霊

ま
つ
り
の
に
わ

畤
を
鳥
見
の
山
中
に
立
て
、
皇
祖
の
天
神
を
祭
る
、
と
。

謹
ん
で
按
ず
る
に
、
郊
祀
は
特
だ
郊
に
祀
る
を
言
う
の
み
。
漢
土
の
謂
う
所
の
郊
祀
な
る
者
と
は

同
じ
か
ら
ず
。
天
朝
の
践
祚
の
大
嘗
は
天
に
事
え
先
を
祀
る
。
蓋
し
太
祖
の
鳥
見
に
孝
を
申
ば
す

に
淵
源
し
、
神
世
の
新
嘗
と
合
し
て
一
祀
と
為
り
て
両
義
並
び
存
し
、
易
簡
に
し
て
本
に
報
ゆ
る

の
義
、
尽
く
す
」
と
述
べ
る
。
太
祖
す
な
わ
ち
神
武
天
皇
が
橿
原
の
宮
に
即
位
し
、
四
年
に
皇
祖

の
天
神
を
鳥
見
に
祀
っ
た
と
『
日
本
書
紀
』
に
は
記
さ
れ
、
そ
の
祭
祀
に
天
に
報
い
祖
に
報
い
る

義
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
し
、
さ
ら
に
神
代
上
に
は
天
照
大
神
の
「
新
嘗
」
が
記
さ
れ
る
が
、
そ

れ
ら
の
祭
祀
が
天
皇
の
即
位
の
際
に
行
わ
れ
る
大
嘗
祭
の
淵
源
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
彼
に
と

っ
て
は
こ
の
大
嘗
祭
が
『
中
庸
』
の
「
郊
社･

禘
嘗
」
に
重
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
『
下
学

邇
言
』
同
上
で
「
古
は
天
に
事
え
先
を
祀
る
の
義
、
大
嘗
の
一
祀
に
し
て
、
兼
ね
て
尽
く
し
全
て

備
わ
り
、
必
ず
し
も
郊
社
と
禘
嘗
と
に
分
け
て
以
て
二
と
為
さ
ず
。
易
簡
の
善
、
盖
し
亦
た
風
土

の
宜
し
き
に
出
ず
」
と
述
べ
、
日
本
に
お
い
て
は
大
嘗
祭
に
天
と
祖
を
祭
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い

た
と
捉
え
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
中
国
古
典
に
記
さ
れ
た
儀
礼
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
捉
え
理
解
し

よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
礼
に
込
め
ら
れ
た
意
義
を
把
握
し
、
そ
れ
が
い
か
に
日
本
の
歴

史
の
中
で
実
現
さ
れ
て
い
た
の
か
を
捕
捉
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
彼
は
『
中
庸
』
の
郊
社
・
禘
嘗

の
意
義
を
「
天
に
報
い
祖
を
祀
り
、
本
に
報
い
始
め
に
反
る
」
と
捉
え
、
そ
れ
が
日
本
で
実
現
さ

れ
て
い
た
の
が
践
祚
の
大
嘗
祭
で
あ
る
と
し
た
。
従
っ
て
、
彼
は
こ
こ
の
禘
祭
は
四
時
の
常
祭
で
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し
た
。
宗
廟
で
何
世
代
の
祖
先
を
ど
の
よ
う
に
配
列
し
て
祀
る
の
か
、
そ
の
際
の
生
者
の
席
次
な

ど
に
、
家
族
の
秩
序
が
示
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
実
行
は
重
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
示
す

経
書
の
記
載
に
矛
盾
が
あ
り
、
ま
た
様
々
に
解
釈
可
能
な
た
め
、
中
国
で
は
漢
代
以
来
様
々
な
議

論
が
な
さ
れ
た
上
で
宗
廟
の
礼
は
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
有
史
以
来
、
宗
廟
の
礼
・

昭
穆
制
は
ほ
ぼ
実
行
さ
れ
ず
、
そ
れ
ら
が
現
実
の
礼
制
上
問
題
と
な
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
水
戸
藩
で
は
二
代
藩
主
徳
川
光
圀
が
父
頼
房
の
葬
儀
を
朱
熹
の
『
家
礼
』
に

従
っ
て
行
っ
て
以
降
、儒
葬
が
行
わ
れ
、あ
わ
せ
て
祖
先
祭
祀
も
儒
式
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

宗
廟
の
礼
が
現
実
の
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
光
圀
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
朱
舜
水
も
こ
の
問
題
に

対
し
て
意
見
を
提
示
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
実
体
は
不
明
で
あ
る
。
実
際
、
水
戸
の
宗

廟
は
『
家
礼
』
お
よ
び
中
国
の
礼
制
に
準
拠
し
つ
つ
、『
礼
記
』
王
制
お
よ
び
祭
法
を
根
拠
と
し
て
、

始
祖
の
威
公
（
頼
房
）、
二
代
義
公
（
光
圀
）
を
不
遷
の
主
（
世
代
を
重
ね
て
も
宗
廟
に
祀
り
続

け
る
祖
先
）
と
し
、
間
近
の
四
世
代
の
祖
を
祀
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
じ
宗
廟
で
部
屋
を
異

に
し
て
（
同
堂
異
室
）
祀
る
制
度
が
採
用
さ
れ
、
水
戸
城
二
の
丸
に
宗
廟
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の

経
緯
は
吾
妻
重
二
氏
「
水
戸
徳
川
家
と
儒
教
儀
礼

　
―
―
祭
礼
を
中
心
に
―
―
」（『
ア
ジ
ア
文
化

交
流
研
究
』
第
三
号
、2008

）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
會
澤
に
と
っ
て
宗
廟
の
礼
は
、
現
実
の
問

題
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
が
い
か
に
宗
廟
の
礼
を
解
釈
し
そ
れ
が
現
実
と
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
解
決
す
べ
き
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

（
五
）
先
王
の
遺
体
を
以
て
し
て
、
先
王
の
事
を
行
う
：
本
節
【
訳
注
】（
六
）
に
も
示
す
が
、

會
澤
は
郊
社
禘
嘗
の
祭
祀
は
、
日
本
で
は
大
嘗
祭
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と
み
た
。『
下
学
邇
言
』

巻
三
、
論
礼
第
三
之
二
に
は
、
大
嘗
祭
で
新
天
皇
が
天
祖
で
あ
る
天
照
大
神
を
祭
る
様
子
が
次
の

よ
う
に
示
さ
れ
る
。「
太
祖
の
中
州
を
定
め
て
、
位
を
橿
原
に
正
し
、
皇
祖
天
神
を
鳥と

見み

に
祀
り
、

以
て
大
孝
を
申
べ
て
、天
に
報
い
祖
に
報
ゆ
る
の
義
、兼
ね
て
存
し
両
つ
な
が
ら
全
し
。〈
自
注
略
〉

列
聖
相
承
け
、
祀
典
を
崇
び
誠
敬
を
致
す
。
而
し
て
践
祚
の
大
嘗
を
尤
も
重
し
と
為
す
。
称
す
る

所
の
大
祀
と
は
、
唯
だ
此
の
祭
有
る
の
み
。
…
…
日
胤
、
天
祖
の
遺
体
を
以
て
し
て
、
誠
を
尽
く

し
敬
を
尽
く
す
に
、
其
の
物
は
則
ち
依
然
と
し
て
神
世
の
遺
な
り
。
盥
し
薦
め
陳
べ
設
く
、
其
の

礼
は
則
ち
歴
然
と
し
て
天
上
の
儀
な
り
。
峻そ

び

え
奔
り
供
し
奉
ず
る
、
其
の
人
は
則
ち
儼
然
と
し
て

神
明
の
冑し

そ
んな

り
。
今
日
は
即
ち
上
古
、
上
古
は
即
ち
今
日
、
子
孫
の
祖
先
に
与お

け

る
は
異
体
に
し
て

同
気
な
り
。
至
尊
、
既
に
遺
体
を
以
て
事
を
敬
い
誠
を
尽
く
し
、
天
祖
の
左
右
に
在
る
が
如
し
。

群
臣
の
供
奉
も
、
亦
た
皆
な
祖
先
の
遺
体
を
以
て
、
祖
先
の
事
を
行
う
。
以
て
黎
元
に
至
る
も
、

亦
た
天
祖
の
余
沢
を
衣
食
し
、
其
の
力
を
献
じ
て
米
穀
百
物
を
供
し
、
以
て
其
の
誠
信
を
輸
す
る

も
、
亦
た
皆
な
面
と
し
て
天
祖
に
奉
承
す
る
が
若
き
に
な
ら
ざ
る
は
莫
し
。
祭
政
維
れ
一
、億
兆

心
を
一
つ
に
し
、衆
誠
の
感
ず
る
所
、神
明
洋
々
と
し
て
、左
右
に
在
る
が
如
く
、人
神
以
て
和
し
、

四
海
大
同
し
、
異
物
に
遷
ら
ず
、
本
に
報
い
始
め
に
反
る
の
義
、
亦
た
大
且
つ
盛
な
ら
ざ
ら
ん
や
」

と
、
神
武
帝
が
即
位
四
年
に
皇
祖
天
神
を
鳥
見
に
祀
っ
た
こ
と
を
大
嘗
祭
の
起
源
と
し
、
そ
の
儀

礼
は
神
代
の
天
孫
降
臨
の
際
の
儀
礼
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
参
列
者
も
そ
の

子
孫
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
祖
先
の
職
務
を
奉
じ
て
祭
礼
に
携
わ
っ
た
と
さ
れ
、そ
の
儀
礼
が
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
と
み
る
。
そ
れ
が
「
先
王
の
遺
体
を
以
し
て
、
先
王
の
事
を
行
う
」
と
い
う

大
嘗
祭
で
あ
り
、
こ
の
會
澤
の
大
嘗
祭
観
は
『
中
庸
』
本
節
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
六
）郊
社
の
礼
・
禘
嘗
の
義
：「
郊
社
」は
章
句
に「
郊
は
天
を
祀
る
な
り
。
社
は
地
を
祭
る
な
り
」

と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
天
と
地
の
祭
祀
。
禘
は
、
大
祭
と
し
て
の
禘
祭
と
、
季
節
ご
と
の
宗
廟
祀

と
し
て
の
禘
祭
が
あ
る
。
大
祭
と
解
釈
す
る
出
典
と
し
て
は
、『
礼
記
』
喪
服
小
記
お
よ
び
大
伝

の
「
王
者
其
の
祖
の
自
り
て
出
ず
る
所
を
禘
し
て
、
其
の
祖
を
以
て
之
れ
に
配
す
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
喪
服
小
記
の
鄭
玄
注
に
は
「
禘
は
大
祭
な
り
。
始
祖
は
天
の
神
霊
に
感
じ
て
生
ま
る
。
天
を

祭
る
に
は
則
ち
祖
を
以
て
之
れ
に
配
す
」
と
さ
れ
、
孔
穎
達
疏
に
は
「
禘
は
大
祭
な
り
。
夏
正
の

郊
天
を
謂
う
。
自
は
従
な
り
。
王
者
夏
正
に
其
の
先
祖
の
従
り
て
出
ず
る
所
の
天
を
禘
祭
す
。
周

の
先
祖
の
若
き
は
霊
威
仰
に
自
り
出
ず
る
な
り
。
其
の
祖
を
以
て
之
れ
に
配
す
と
は
、
其
の
先
祖

を
以
て
出
ず
る
所
の
天
に
配
し
祭
る
」
と
あ
り
、
ま
た
、
大
伝
の
鄭
玄
注
に
は
「
凡
そ
大
祭
を
禘

と
曰
う
。
自
は
由
な
り
。
其
の
先
祖
の
由
り
て
生
ず
る
所
を
大
祭
す
。
天
を
郊
祀
す
る
を
謂
う
。

…
…
皆
な
正
歳
の
正
月
を
用
い
、
之
れ
を
郊
祭
す
。
蓋
し
特
尊
な
り
。
孝
経
に
曰
く
、
后
稷
を
郊

祀
す
る
に
以
て
天
に
配
す
と
は
、
霊
威
仰
に
配
す
る
な
り
。
文
王
を
明
堂
に
宗
祀
す
る
に
以
て
上

帝
に
配
す
と
は
汎
そ
五
帝
に
配
す
る
な
り
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
王
者
が
祖
を
天
に
配
し
て
祭
る

大
祭
は
禘
祭
と
さ
れ
、
祖
を
天
に
配
し
て
祭
る
郊
祀
と
明
堂
に
於
け
る
宗
祀
は
い
ず
れ
も
そ
れ
に

該
当
す
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、『
周
礼
』
春
官･

大
司
楽
に
は
「
冬
の
日
至
、
地
上
の
圜
丘
に
之

を
奏
す
。
…
…
夏
の
日
至
、沢
中
の
方
丘
に
之
を
奏
す
。
…
…
宗
廟
の
中
に
之
を
奏
す
」
と
あ
り
、

鄭
玄
は
「
此
の
三
者
は
、
皆
な
禘
の
大
祭
な
り
」
と
、
天
神
・
地
示
・
人
鬼
に
対
す
る
祭
祀
は
、

い
ず
れ
も
大
祭
で
あ
れ
ば
禘
祭
だ
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
季
節
の
祭
祀
と
し
て
の
禘
祭
の
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る
な
り
。〈
鬼
神
は
之
れ
物
を
体し

よ
う

じ
て
遺
さ
ざ
21
〉
れ
ば
、
凡
そ
人･

物
の
生
ず
る
は
、

体
を
父
祖
よ
り
、
気
を
天
地
よ
り
受
け
ざ
る
は
莫
し
。
生
民
の
気･

体
は
、
即
ち
天
地･

父
祖
の
気･

体
に
し
て
、
其
の
相
い
感
ず
る
所
以
は
、
固
よ
り
自
然
の
符
な
れ
ば
な
り
。

故
に
人
情
と
し
て
天
地･

父
祖
に
、
敬
畏
追
念
せ
ざ
る
は
莫
し
。
而
し
て
王
者
の
〈
帝
に

事
え
〉〈
先
を
祀
り
〉、
既
に
其
の
誠
敬
を
尽
く
し
て
、
推
し
て
之
れ
を
人
に
達
し
て
、
亦

た
皆
な
其
の
敬
畏
追
念
の
心
を
伸
ば
す
を
得
し
む
。
衆
心
一
斉
に
、
同
じ
く
天
地･

鬼
神

に
事
え
、
億
兆
の
精
誠
の
萃
む
る
所
、
以
て
神
を
感
ぜ
し
む
る
に
足
り
、
神･

人
の
和
合

も
、
亦
た
以
て
億
兆
の
心
を
服
せ
し
む
る
に
足
る
。
即
ち
祭
義
に
云
う
「
物
の
精
に
因
り

て
、
制
し
て
之
れ
が
極
を
為
し
、
鬼
神
と
明と

う
とび

命な

づ
け
て
、
以
て
黔け

ん

首し
ゆ

の
則の

り

と
為
し
、
百

衆
以
て
畏
れ
、
万
民
以
て
服
す（

九
）」

と
は
、
是
れ
な
り
。
而
し
て
王
者
、
民
心
の
敬
畏
追
念

す
る
所
の
主
と
為
り
て
、
以
て
万
民
に
臨
め
ば
、
民
、
王
者
を
視
る
こ
と
天
の
如
く
、
後

王
を
視
る
こ
と
先
王
の
如
し
。治
教
を
之
れ
施
せ
ば
、歓
欣
し
て
命
を
聴
か
ざ
る
は
莫
し
。

是
れ
国
を
治
む
る
こ
と
の
易
易
と
す
る
所
以
な
り
。〈
帝
に
事
え
〉〈
先
を
祀
る
〉
は
、
礼

の
最
も
重
き
所
な
り
。
故
に
子
思
、此
れ
を
言
い
、以
て
礼
の
本
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。

◯
按
ず
る
に
、
前
章
〈
近
き
よ
り
遠
き
に
及
ぼ
す
20
〉
の
義
を
論
ず
。〈
舜
は
大
孝
22
〉

以
下
は
、
乃
ち
〈
遠
き
に
及
ぼ
す
〉
の
事
な
り
。〈
遠
き
に
及
ぼ
す
〉
と
は
〈
天
下
国
家

を
治
む
る
〉
を
謂
い
、
徒
ら
に
高
遠
難
行
の
事
を
謂
う
に
非
ず
。
本
篇
の
意
は
、〈
己
を

成
し
、
物
を
成
す
〉
に
在
り
て
、
徒
ら
に
〈
己
を
成
し
〉
て
止
む
に
非
ざ
る
を
見
る
べ
き

な
り
。

◯
〈
道
は
人
に
遠
か
ら
ず
16
〉
よ
り
此
れ
に
至
る
は
、〈
端
を
造
し
15
〉
以
て
〈
其
の
至

れ
る
に
及
び
15
〉、〈
己
を
成
し
〉
以
て
〈
物
を
成
す
〉
は
、
礼
の
由
り
て
起
く
る
所
な
る

を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
此
れ
以
下
は
或
い
は
〈
物
を
成
す
〉
の
本
は
〈
己
を
成
す
〉
に

在
る
を
言
い
、
或
い
は
〈
己
を
成
す
〉
者
を
推
し
て
以
て
〈
物
を
成
し
〉、
一
反
一
復
す

る
を
言
い
、以
て〈
外
内
を
合
す
る
〉所
以
を
申
明
す
。
皆
な〈
道
を
修
む
る
〉の
事
な
り
。

　
右
、
礼
の
由
り
て
起
く
る
所
を
論
ず

【
訳
注
】

（
一
）
斯
の
心
を
有
し
て
斯
の
礼
を
制
す
：「
斯
の
心
」「
斯
の
礼
」
は
24
節
の
釈
義
を
受
け
て
お

り
、
こ
の
礼
は
親
に
順
な
る
心
を
実
現
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
喪
祭
礼
の
こ
と
で
あ
り
、
武
王
・

周
公
は
こ
の
礼
を
制
定
し
人
々
に
実
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
に
親
に
順
な
る
心
を
実
現

さ
せ
た
と
す
る
。

（
二
）
其
の
孝
は
通
達
せ
ざ
る
莫
し
：
経
文
の
「
達
」
に
つ
い
て
、
章
句
で
は
「
達
は
通
な
り
。

…
…
武
王
・
周
公
の
孝
は
、
乃
ち
天
下
の
人
通
じ
て
之
れ
を
孝
と
言
う
」
と
、
武
王
・
周
公
の
行

っ
た
孝
行
を
、天
下
の
人
は
通
じ
て
孝
と
言
っ
た
と
す
る
が
、伊
藤
仁
斎
は
『
中
庸
発
揮
』
に
て
「
達

は
通
な
り
。
此
こ
に
言
う
武
王
・
周
公
の
孝
は
、
天
下
万
世
に
通
ず
る
大
孝
に
し
て
、
止
だ
一
身

の
孝
を
為
す
の
み
に
非
ざ
る
な
り
」
と
し
、
武
王
・
周
公
の
孝
は
天
下
万
世
の
人
々
に
ま
で
通
じ

る
孝
で
あ
る
と
す
る
。
同
様
に
荻
生
徂
徠
も『
中
庸
解
』に
て「
武
王
・
周
公
は
喪
祭
の
礼
を
定
め
、

諸
を
天
下
に
達
す
。
是
れ
其
の
孝
を
天
下
に
広
む
る
な
り
。
故
に
之
れ
を
達
孝
と
謂
う
。
朱
熹
の

天
下
の
人
、
通
じ
て
之
れ
を
孝
と
謂
う
と
す
る
は
、
非
な
り
」
と
す
る
。
會
澤
も
伊
藤
・
荻
生
の

説
に
従
っ
て
い
る
。

（
三
）
聿
べ
脩
め
：『
孝
経
』
開
宗
明
義
第
一
（『
孝
経
考
』
一
章
）
に
「
身
体
髪
膚
、
之
れ
を
父

母
に
受
く
。
敢
え
て
毀
傷
せ
ざ
る
は
孝
の
始
め
な
り
。
身
を
立
て
道
を
行
い
、名
を
後
世
に
揚
げ
、

以
て
父
母
を
顕
わ
す
は
、
孝
の
終
り
な
り
。
夫
れ
孝
は
親
に
事
う
る
に
始
ま
り
、
君
に
事
う
る
に

中
し
、
身
を
立
つ
る
に
終
わ
る
。
大
雅
に
云
う
、
爾
の
祖
を
念
う
こ
と
な
か
ら
ん
や
。
厥
の
徳
を

聿の

べ
脩お

さ

む
」
と
あ
る
。
大
雅
は
『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
篇
。
會
澤
は
『
孝
経
考
』
で
「
既
に
親
を

顕
す
を
謂
い
、
此
れ
に
至
り
て
乃
ち
其
の
祖
を
顕
す
を
言
う
。
身
は
親
の
枝
為
り
、
故
に
又
た
其

の
源
に
泝

さ
か
の
ぼり

て
、
遠
く
其
の
祖
を
念
い
、
其
の
行
う
所
の
徳
を
述
べ
て
之
れ
を
脩
め
、
以
て
其
の

祖
を
顕
す
。
其
の
親
を
顕
す
に
止
ま
ら
ず
」
と
説
く
。
孝
は
、
自
ら
の
身
体
を
傷
つ
け
な
い
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
名
を
立
て
父
母
の
名
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
終
わ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
祖
先

の
徳
を
述
べ
修
め
て
、
祖
先
を
顕
彰
す
る
意
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
実
践
し
た
の
が
、
武
王
・

周
公
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
宗
廟
の
礼
は
、
昭
穆
を
序
す
る
所
以
な
り
：
祖
先
を
祀
る
場
で
あ
る
宗
廟
に
お
け
る
礼
は
、

祖
先
を
含
め
た
家
族
の
秩
序
を
示
す
た
め
に
機
能
し
た
が
、
家
族
秩
序
は
国
家
秩
序
の
根
本
で
あ

る
た
め
、
宗
廟
の
礼
で
家
族
の
位
次
を
示
す
こ
と
は
国
家
の
礼
制
に
と
っ
て
も
重
大
な
課
題
で
あ

っ
た
。
昭
穆
と
は
、
父
が
昭
班
な
ら
ば
子
は
穆
班
、
そ
の
子
は
昭
班
と
世
代
の
秩
序
を
示
す
た
め

の
制
度
で
あ
り
、
宗
廟
で
は
祖
先
を
昭
班
と
穆
班
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
世
代
に
従
っ
て
配
列
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之
精
、
制
爲
之
極
、
明
命
鬼
神
、
以
爲
黙
首
則
、
百
衆
以
畏
、
萬
民
以
服
者
、
是
也
。
而

王
者
爲
民
心
所
敬
畏
追
念
之
主
、
而
以
臨
萬
民
、
民
視
王
者
如
天
、
視
後
王
如
先
王
。
治

教
之
施
、
莫
不
歡
欣
聽
命
。
是
治
國
之
所
以
易
易
也
。
事
帝
祀
先
、
禮
之
所
最
重
。
故
子

思
言
此
、
以
明
禮
之
本
也
。

◯
按
、前
章
論
自
近
及
遠
之
義
。
舜
大
孝
以
下
、乃
及
遠
之
事
。
及
遠
者
謂
治
天
下
國
家
、

非
徒
謂
高
遠
難
行
之
事
。
可
見
本
篇
之
意
、
在
於
成
己
成
物
、
非
徒
成
己
而
止
也
。

◯
自
道
不
遠
人
至
此
、
明
造
端
以
及
其
至
、
成
己
以
成
物
、
禮
之
所
由
起
也
。
此
以
下
或

言
成
物
之
本
在
成
己
、
或
言
推
成
己
者
以
成
物
、
一
反
一
復

（
校
四
）、

以
申
明
所
以
合
外
内
者
。

皆
修
道
之
事
也
。

　
右
論
禮
之

（
校
五
）所
由
起

【
校
注
】

（
校
一
）
會
澤
家
本
、
熱
田
家
本
と
も
に
も
と
は
「
天
下
」
で
あ
っ
た
が
「
四
海
施
於
」
に
修
正

さ
れ
て
い
る
。

（
校
二
）
會
澤
家
本
、
熱
田
家
本
と
も
に
「
而
其
」
の
文
字
上
に
「
○
」
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
校
三
）
會
澤
家
本
、
熱
田
家
本
と
も
に
「
意
達
」
の
間
に
「
於
是
乎
」
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

（
校
四
）
會
澤
家
本
、
熱
田
家
本
と
も
に
「
一
反
一
復
」
の
二
つ
の
「
一
」
の
上
に
「
○
」
記
号

が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
校
五
）
會
澤
家
本
、
熱
田
家
本
と
も
に
「
之
」
の
文
字
上
に
「
○
」
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。

25
【
訓
読
文
】
子
曰
く
、
武
王
周
公
は
、
其
れ
達
孝
な
る
か
。

《
釈
義
》
斯
の
心
を
有
し
て
則
ち
斯
の
礼
を
制（

一
）す

。
上
は
父
祖
を
〈
継･

述
〉
し
、
下
は

天
下
後
世
に
施
す
。
其
の
孝
は
通
達
せ
ざ
る
莫
し（

二
）。

○
〈
孝
〉
を
言
い
て
則
ち
〈
達
孝
〉
と
し
、〈
道
〉
を
言
い
て
則
ち
〈
達
道
4
〉
と
す
。

亦
た
独
り
其
の
身
を
善
に
し
て
止
む
る
に
非
ざ
る
な
り
。

夫
れ
孝
は
、
善
く
人
の
志
を
継
ぎ
、
善
く
人
の
事
を
述
ぶ
る
者
な
り
。

《
釈
義
》〈
継･

述
〉す
る
は
即
ち〈
達
孝
〉と
為
す
所
以
な
り
。
即
ち
上
文
の〈
斯
の
礼
や
、

諸
侯･

大
夫
に
達
し
士
庶
人
に
及
ぶ
24
〉、
及
び
下
文
の
〈
帝
に
事
え
先
を
祀
り
国
を
治

む
る
こ
と
掌
に
示
る
〉
の
類
が
如
き
は
、
皆
な
〈
己
を
成
し
以
て
物
を
成
す
42
〉
な
り
。

祖
の
徳
を
聿の

べ
脩お

さ

め（
三
）、

之
を
四
海
に
広
め
万
世
に
施
す
。
故
に
〈
達
孝
〉
と
為
す
な
り
。

春
秋
に
其
の
祖
廟
を
脩
め
、其
の
宗
器
を
陳
ね
、其
の
裳
衣
を
設
け
、其
の
時
食
を
薦
む
。

《
釈
義
》
聖
人
〈
親
に
順
な
る
34
〉
の
心
も
て
、
制
し
て
斯
の
礼
を
為
し
、
以
て
実
事
に

施
す
。〈
廟
を
脩
め
〉
以
て
神
を
安
ん
じ
、〈
器
を
陳
べ･

衣
を
設
け
〉、
以
て
〈
在
る
が

如
き
21
〉
の
敬
を
致
し
、〈
食
を
薦
め
〉
以
て
之
れ
を
享ま

つ

る
。
心
と
事
と
、
内
外
交
ご
も

修
ま
り
、〈
外
内
合
す
〉
れ
ば
、
則
ち
是
れ
〈
誠
〉
な
り
。
人･

神
の
両
つ
な
が
ら
相
い

感
ず
る
所
以
な
り
。
而
し
て
〈
親
に
順
な
る
〉
の
義
、
天
下
後
世
に
達
す
べ
き
な
り
。

宗
廟
の
礼
は
、昭
穆
を
序
す
る
所
以
な
り（
四
）。

爵
を
序
す
る
は
、貴
賤
を
辨
ず
る
所
以
な
り
。

事
を
序
す
る
は
、
賢
を
辨
ず
る
所
以
な
り
。
旅
酬
に
下
の
上
の
為
に
す
る
は
、
賤
に
逮お
よ

ぼ

す
所
以
な
り
。
燕
毛
は
、
歯よ
わ
い

を
序
す
る
所
以
な
り
。

《
釈
義
》〈
礼
〉
を
行
い
て
品
節
を
有
せ
し
め
て
、
五
者
の
義
寓
す
。
而
し
て
其
の
人
に

教
う
る
の
意
是
れ
に
於
い
て
か
達
す
。〈
礼
〉
の
〈
教
〉
と
為
す
所
以
な
り
。

其
の
位
を
踐
み
、
其
の
礼
を
行
い
、
其
の
楽
を
奏
で
、
其
の
尊
ぶ
所
を
敬
い
、
其
の
親
し

む
所
を
愛
し
、
死
に
事
う
る
こ
と
生
に
事
う
る
が
如
く
、
亡
に
事
う
る
こ
と
存
に
事
う
る

が
如
き
は
、
孝
の
至
り
な
り
。

《
釈
義
》
先
王
の
遺
体
を
以
て
し
て
、先
王
の
事
を
行
う（

五
）。

同
気
感
ず
る
所
、其
の
神
〈
洋

洋
と
し
て
在
る
が
如
し
21
〉。
故
に
〈
其
の
尊
び
親
し
む
所
〉
は
、
則
ち
亦
た
之
れ
を
〈
敬

い
愛
す
〉
る
こ
と
、〈
生
に
事
え
存
に
事
う
る
が
如
し
〉。
是
れ
〈
継･

述
〉
の
〈
至
誠
〉

に
出
づ
る
者
に
し
て
、〈
親
に
順
な
る
〉
の
至
り
な
り
。

郊
社
の
礼
は
、
上
帝
に
事
う
る
所
以
な
り
。
宗
廟
の
礼
は
、
其
の
先
を
祀
る
所
以
な
り
。

郊
社
の
礼･

禘
嘗
の
義（

六
）に

明
ら
か
な
れ
ば
、
国
を
治
む
る
こ
と
其
れ
諸
を
掌
に
示み

る
が
如

き
か
。

《
釈
義
》
以
上
、
皆
な
〈
親
に
順
な
る
〉
の
心
を
推
し
て
、
発
し
て
礼
を
為
し
、
用
い
て

以
て
己
と
物
と
を
成
す
を
言
う
な
り
。

◯
〈
礼
〉
と
曰
い
〈
義
〉
と
曰
う
は
、
互
文
な
り
。「
万
物
は
天
に
本
づ
き
、
人
は
祖
に

本
づ
き
て（

七
）

」、〈
天
〉
と
〈
祖
〉
と
、
其
の
神
〈
洋
洋
と
し
て
在
る
が
如
く
ん
ば
〉、
則
ち

固
よ
り
〈
帝
に
事
え
〉〈
先
を
祀
り
〉、
以
て
「
本
に
報
い
始
め
に
反
ら（

八
）」

ざ
る
べ
か
ら
ざ
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25
【
原
文
】
子
曰
、
武
王
周
公
、
其
達
孝
矣
乎
。

《
釈
義
》
有
斯
心
則
制
斯
禮
。
上
繼
述
於
父
祖
、
下
施
於
天
下
後
世
。
其
孝
莫
不
通
達
。

○
言
孝
則
達
孝
、
言
道
則
達
道
。
亦
非
獨
善
其
身
而
止
也
。

夫
孝
者
、
善
繼
人
之
志
、
善
述
人
之
事
者
也
。

《
釈
義
》
繼
述
卽
所
以
爲
達
孝
。
卽
如
上
文
斯
禮
也
達
乎
諸
侯
大
夫
及
士
庶
人
、
及
下
文

事
帝
祀
先
治
國
示
掌
之
類
、
皆
成
己
以
成
物
。
聿
脩
祖
徳
、
廣
之
四
海
施
於

（
校
一
）萬

世
。
故
爲

達
孝
也
。

春
秋
脩
其
祖
廟
、
陳
其
宗
器
、
設
其
裳
衣
、
薦
其
時
食
。

《
釈
義
》
聖
人
順
親
之
心
、
制
爲
斯
禮
、
以
施
於
實
事
。
脩
廟
以
安
神
、
陳
器
設
衣
、
以

致
如
在
之
敬
、
薦
食
以
享
之
。
心
與
事
、
内
外
交
修
、
外
内
合
、
則
是
誠
矣
。
人
神
所
以

兩
相
感
。
而
順
親
之
義
、
可
達
於
天
下
後
世
也
。

宗
廟
之
禮
、
所
以
序
昭
穆
也
。
序
爵
、
所
以
辨
貴
賤
也
。
序
事
、
所
以
辨
賢
也
。
旅
酬
下

爲
上
、
所
以
逮
賤
也
。
燕
毛
、
所
以
序
齒
也
。

《
釈
義
》
行
禮
有
品
節
、
而
五
者
之
義
寓
焉
。
而
其

（
校
二
）教

人
之
意
於
是
乎
達

（
校
三
）矣

。
禮
之
所
以

爲
教
也
。

踐
其
位
、
行
其
禮
、
奏
其
樂
、
敬
其
所
尊
、
愛
其
所
親
、
事
死
如
事
生
、
事
亡
如
事
存
、

孝
之
至
也
。

《
釈
義
》
以
先
王
之
遺
體
、
而
行
先
王
之
事
。
同
氣
所
感
、
其
神
洋
洋
如
在
。
故
其
所
尊

親
、
則
亦
敬
愛
之
、
如
事
生
事
存
。
是
繼
述
之
出
於
至
誠
者
、
順
親
之
至
也
。

郊
社
之
禮
、
所
以
事
上
帝
也
。
宗
廟
之
禮
、
所
以
祀
乎
其
先
也
。
明
乎
郊
社
之
禮
、
禘
嘗

之
義
、
治
國
其
如
示
諸
掌
乎
。

《
釈
義
》
以
上
皆
言
推
順
親
之
心
、
發
而
爲
禮
、
用
以
成
己
與
物
也
。

◯
曰
禮
曰
義
者
、
互
文
也
。
萬
物
本
乎
天
、
人
本
乎
祖
、
而
天
與
祖
、
其
神
洋
洋
如
在
、

則
固
不
可
不
事
帝
祀
先
、
以
報
本
反
始
也
。
鬼
神
之
體
物
不
遺
、
凡
人
物
之
生
、
莫
不
受

體
於
父
祖
、
氣
於
天
地
。
生
民
之
氣
體
、
卽
天
地
父
祖
之
氣
體
、
其
所
以
相
感
者
、
固
自

然
之
符
也
。
故
人
情
於
天
地
父
祖
、
莫
不
敬
畏
追
念
焉
。
而
王
者
之
事
帝
祀
先
、
既
盡
其

誠
敬
、推
而
達
之
人
、使
亦
得
皆
伸
其
敬
畏
追
念
之
心
焉
。
衆
心
一
齊
、同
事
天
地
鬼
神
、

億
兆
精
誠
之
所
萃
、
足
以
感
神
、
神
人
和
合
、
亦
足
以
服
億
兆
之
心
。
卽
祭
義
云
、
因
物

訳　　注

松﨑　哲之（常磐大学人間科学部）

Translation with notes on Aizawa Seishisai’s “Tyuuyou Syakugi”（7）

Tetsuyuki Matsuzaki（Faculty of Human Science, Tokiwa University）

會澤正志齋『中庸釋義』訳注稿（七）
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（
29
）
同
書
六
二
頁

（
30
）
大
正
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
、
当
時
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
訓

導
で
あ
っ
た
五
味
義
武
の
「
綴
方
教
授
に
於
け
る
語
句
の
指
導
」（
１
）
～
（
９
）

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
写
生
」、「
み
る
こ
と
」・「
描
く
こ
と
」
に
関
わ
る
ま
と

ま
っ
た
論
文
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
論
文
に
関
す
る
考
察
は
別
の
機
会
と
す
る
。
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物
の
考
え
を
読
者
に
伝
え
ら
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
比
喩
を
使
っ
た
ら
、
事
象
を
見
事
に

言
い
表
せ
る
か
、
そ
う
い
っ
た
学
習
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
大
正
七
年
の
第
二
号
（
二
月
号
）
の
段
階
で
、
観
察
の
重
要
性
、
ま
た
対
象
の
特
徴
を

と
ら
え
て
描
写
し
て
い
く
重
要
性
に
言
及
し
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。

九
、
お
わ
り
に

　『
国
語
教
育
』
大
正
五
年
創
刊
号
か
ら
大
正
七
年
ま
で
に
限
定
し
、
綴
り
方
教
授
の
よ

り
良
い
あ
り
方
を
実
践
的
に
提
唱
し
て
い
る
論
文
の
中
か
ら
、
特
に
写
生
な
ど
「
描
写
」

と
「
み
る
こ
と
」・「
描
く
こ
と
」
に
着
目
し
た
七
名
の
論
文
を
取
り
上
げ
考
察
を
行
っ
て

き
た）

11
（

。

　
国
語
科
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
「
綴

り
方
」「
作
文
」「
書
く
こ
と
」
の
教
科
や
領
域
で
行
わ
れ
て
き
た
指
導
の
方
法
と
考
え
方

を
丁
寧
に
た
ど
り
直
す
過
程
が
重
要
と
な
る
。
今
回
、
こ
の
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
「
み
る
」
眼
を
育
て
る
た
め
に
、「
観
察
」
力
を
養
う
た
め
に
、「
観
照
」

の
態
度
を
育
て
る
た
め
に
、
手
を
抜
か
ず
時
間
を
か
け
、
よ
り
良
い
方
法
を
求
め
る
指
導

者
の
真
摯
な
思
い
に
触
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
正
・
昭
和
時
代
の
指
導
の
中
で
埋
没
し

て
い
る
重
要
な
指
導
の
観
点
、
教
師
の
持
つ
べ
き
ま
な
ざ
し
、
思
い
を
拾
い
直
す
作
業
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

　注（
１
）
渡
邊
洋
子
「
尋
常
小
學
讀
本
に
お
け
る
描
写
表
現
の
位
相
」『
常
磐
大
学
人
間
科

学
部
紀
要

　
人
間
科
学
』
第
三
一
巻
第
一
号
三
五
～
五
七
頁

（
２
）復
刻
版『
国
語
教
育
』第
一
巻
第
一
号

　
監
修

　
石
井
庄
司

　
倉
沢
栄
吉（
一
九
九
三

年
一
〇
月

　
大
空
社
）
五
六
・
五
七
頁

（
３
）
同
書

　
五
七
・
五
八
頁

（
４
）復
刻
版『
国
語
教
育
』第
一
巻
第
六
号

　
監
修

　
石
井
庄
司

　
倉
沢
栄
吉（
一
九
九
三

年
一
〇
月

　
大
空
社
）
六
二
・
六
三
頁

（
５
）復
刻
版『
国
語
教
育
』第
一
巻
第
八
号

　
監
修

　
石
井
庄
司

　
倉
沢
栄
吉（
一
九
九
三

年
一
〇
月

　
大
空
社
）
五
五
頁

（
６
）
同
書
五
六
・
五
七
頁

（
７
）
同
書
五
七
頁

（
８
）
同
書
五
七
頁

（
９
）復
刻
版『
国
語
教
育
』第
二
巻
第
三
号

　
監
修

　
石
井
庄
司

　
倉
沢
栄
吉（
一
九
九
三

年
一
〇
月

　
大
空
社
）
一
四
頁

（
10
）
同
書
一
四
頁

（
11
）
同
書
一
四
・
一
五
頁

（
12
）
同
書
一
五
頁

（
13
）復
刻
版『
国
語
教
育
』第
二
巻
第
五
号

　
監
修

　
石
井
庄
司

　
倉
沢
栄
吉（
一
九
九
三

年
一
〇
月

　
大
空
社
）
五
〇
頁

（
14
）
同
書
五
〇
頁

（
15
）
同
書
五
〇
頁

（
16
）
同
書
五
〇
・
五
一
頁

（
17
）
同
書
五
一
頁

（
18
）
同
書
五
二
頁

（
19
）
同
書
五
四
頁

（
20
）
同
書
五
四
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
21
）
同
書
五
四
・
五
五
頁

（
22
）
同
書
五
五
頁

（
23
）
同
書
五
六
～
五
八
頁

（
24
）
同
書
六
〇
頁

（
25
）復
刻
版『
国
語
教
育
』第
三
巻
第
二
号

　
監
修

　
石
井
庄
司

　
倉
沢
栄
吉（
一
九
九
三

年
一
〇
月

　
大
空
社
）
五
二
頁

（
26
）
同
書
五
二
頁

（
27
）
同
書
五
三
頁

（
28
）
同
書
六
二
頁
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や
か
な
認
識
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
論
文
は
絵
画
の
利
、
弊
と
い
う
こ
と
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
大
正
七
年
に
お

い
て
、
対
象
を
こ
の
よ
う
に
細
や
か
に
見
る
こ
と
、
感
じ
と
る
こ
と
、
聞
き
逃
さ
な
い
指

導
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
語
ら
れ
て
い
る
文
章
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
書

く
こ
と
が
す
べ
て
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
書
く
こ
と
」
の
指
導
で
十
分
行
わ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
事
項
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
現
在
、
ど
こ
に
立
ち
返
り
、
指

導
を
や
り
直
し
た
ら
よ
い
の
か
、
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　八
、
岡
部
嘉
一
「
作
文
教
授
と
独
創
的
精
神
の
涵
養
」

　
大
阪
府
立
市
岡
中
学
校
教
諭
で
あ
っ
た
岡
部
は
「
作
文
教
授
と
独
創
的
精
神
の
涵
養
」

の
中
で
「
一

　
写
生
文
の
奨
励
」「
二

　
叙
事
文
の
練
習
」「
三

　
議
論
分
の
指
導
」
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で「
一

　
写
生
文
の
奨
励
」は「
イ

　
観
念
よ
り
直
に
文
章
へ
」

「
ロ

　
観
察
の
賜
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
特
に
関
わ
り
が
深
い
部
分
を
次
に
見

て
い
き
た
い）

11
（

。

　　
イ

　（
略
）

　
　
勿
論
或
る
程
度
ま
で
は
独
創
の
準
備
と
し
て
の
模
倣
が
必
要
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

文
章
を
学
ぶ
第
一
階
段
に
於
て
、
自
分
自
身
の
思
想
感
情
を
自
分
自
身
の
言
葉
で
発

表
す
る
習
慣
を
養
ふ
必
要
が
あ
る
。
其
れ
で
無
い
と
讀
本
等
の
文
句
に
煩
は
さ
れ

て
、
思
は
ず
知
ら
ず
虚
偽
を
語
つ
た
り
、
誇
張
に
陥
つ
た
り
す
る
様
に
な
る
。

　
　
此
の
二
点
か
ら
考
へ
て
、
真
の
文
章
に
入
る
に
は
、
必
ず
写
生
文
よ
り
す
る
こ
と

の
当
を
得
て
ゐ
る
事
が
解
る
、
自
然
は
一
言
も
発
せ
ず
、
一
字
も
示
さ
な
い
。
斯
く

の
如
き
自
然
に
接
し
て
得
た
る
零
細
な
る
思
想
観
察
は
、
是
生
徒
自
身
が
、
自
分
の

耳
目
と
頭
脳
と
を
働
か
し
て
得
た
者マ

マ

で
あ
る
。

　
　
即
ち
彼
等
の
独
創
で
あ
る
。
假
令
其
の
獲
物
が
少
か
ら
う
と
も
其
の
価
値
は
決
し

て
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
誠
に
尊
い
宝
玉
に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
生
徒
の
所

謂
「
書
く
事
の
無
い
」
中
か
ら
、
こ
の
宝
玉
を
得
来
る
や
う
に
努
め
る
の
が
吾
人
の

任
務
で
あ
る
。

　　
岡
部
は
こ
の
よ
う
に
「
文
章
を
学
ぶ
第
一
階
段
に
於
て
、
自
分
自
身
の
思
想
感
情
を
自

分
自
身
の
言
葉
で
発
表
す
る
習
慣
を
養
ふ
必
要
が
あ
る
。
其
れ
で
無
い
と
讀
本
等
の
文
句

に
煩
は
さ
れ
て
、思
は
ず
知
ら
ず
虚
偽
を
語
つ
た
り
、誇
張
に
陥
つ
た
り
す
る
様
に
な
る
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
に
見
て
き
た
中
原
、
橋
本
の
主
張
と
も
合
い
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
如
何
に
自
分
の
見
え
て
い
る
、
感
じ
て
い
る
そ
の
も
の
を
言
葉
に
す
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
、
指
導
の
主
眼
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
丁
寧
に
子
ど
も
の
発
達
を
見
守
っ
て
い
る
教
師
も
多
く
い
る
が
、
残
念
な
が

ら
中
に
は
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
、
作
品
を
仕
上
げ
て
提
出
す
る
こ
と
に
力
点
を
お
い
て
い

る
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
も
う
一
つ
、
こ
の
部
分
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
大
正
時
代
に
も
す
で
に
「
書
く
こ
と
が

無
い
」
と
い
う
訴
え
に
指
導
者
が
悩
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
へ
き
て
「
書
く
こ
と

が
無
い
」
と
言
わ
れ
な
い
作
文
の
指
導
が
一
般
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
一
歩

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　 

岡
部
は
「
ロ

　
観
察
の
賜
」
と
し
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る）

11
（

。

　　
　
緻
密
な
る
観
察
に
よ
つ
て
写
生
文
を
作
る
こ
と
は
、
初
学
者
に
取
つ
て
最
も
必
須

な
る
事
で
あ
る
け
れ
ど
、
斯
く
の
如
き
は
決
し
て
作
文
の
最
後
で
は
な
い
。
観
た
処

を
悉
く
書
く
の
が
文
章
の
上
乗
で
は
な
い
。
其
処
に
材
料
の
取
捨
選
択
が
必
要
で
あ

る
。
繁
簡
其
の
宜
し
き
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
が
為
に
は
、
一
事
一
物
を
描
く

に
も
、
其
の
特
長
を
捉
へ
て
、
一
言
一
句
に
活
躍
せ
し
む
る
機
微
な
る
点
を
見
出
さ

な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
即
ち
単
純
化
と
い
ふ
事
が
大
切
で
あ
る
。
而
し
て
如
何
な
る
点

を
省
き
、
如
何
な
る
点
を
取
る
か
に
、
作
者
の
個
性
が
具
現
す
る
の
で
あ
る
。

　　
岡
部
の
こ
の
指
摘
は
、
昭
和
四
三
年
度
の
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
作
成
さ
れ
た
中
学

校
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
描
写
の
入
っ
た
文
章
を
書
こ
う
と
す
る

時
、
目
に
見
え
る
も
の
、
肌
で
感
じ
る
も
の
、
全
て
を
端
か
ら
描
写
し
て
い
け
ば
よ
い
わ

け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
描
写
表
現
を
活
か
す
た
め
に
も
如
何
に
端
的
に
特
徴
を
つ
か
み

一
言
で
対
象
を
言
い
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
か
、「
会
話
」
表
現
で
ど
れ
く
ら
い
そ
の
人
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触
覚
に
よ
り
て
感
ぜ
ら
る
ゝ
方
面
に
よ
つ
て
起
つ
て
来
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
　
夏
の
集
会
よ
り
起
る
汗
の
臭
ひ
、
病
院
に
於
け
る
薬
の
に
ほ
ひ
、
火
葬
場
よ
り
送

ら
る
ゝ
一
種
の
臭
ひ
、
婦
人
席
よ
り
流
る
ゝ
香
水
の
匂
ひ
等
之
等
に
対
す
る
情
調
を

起
さ
せ
る
の
に
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
特
徴
で
あ
る
。
事
新
ら
し
く
感
覚
修
練
の
必
要
を

論
ず
る
様
な
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
が
、
要
す
る
に
新
ら
し
き
文
章
等
い
は
れ
て

ゐ
る
も
の
ゝ
特
徴
と
し
て
は
感
覚
的
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
て
、
そ
の
今
更
感
覚
的
と

い
ふ
意
味
に
は
特
に
従
来
第
二
感
官
と
か
下
級
感
官
と
か
見
ら
れ
て
ゐ
た
所
の
嗅
味

触
等
の
方
面
を
強
く
重
ん
じ
よ
う
と
す
る
心
が
あ
る
。

　　
絵
画
を
用
い
た
場
合
に
は
、
視
覚
に
訴
え
る
も
の
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
外
の
四
感
を

忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
鮮
や
か
な
写
真
を
見
な
が

ら
文
章
を
書
く
の
で
あ
れ
ば
、
具
体
的
に
触
れ
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
、
ど
の
よ
う
な
薫
り

に
包
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
ど
の
よ
う
な
音
が
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
こ
と
を

経
験
か
ら
た
ど
る
こ
と
も
練
習
の
一
つ
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
生
ま
れ
て
く
る

の
が
、
次
の
指
摘
で
あ
る）

11
（

。

　　
　
な
ほ
其
の
個
性
な
る
も
の
は
同
一
物
象
に
就
い
て
は
時
間
と
空
間
と
を
問
は
ず
常

に
不
変
と
い
ふ
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
同
一
の
菜
の
花
の
色
で
も
咲
き
初
め
た
頃

と
萎
み
か
け
た
時
は
異
つ
て
来
る
し
、
或
は
朝
の
色
と
日
盛
り
の
色
と
は
変
つ
て
来

る
。
土
蔵
の
壁
が
白
色
だ
と
思
つ
て
ゐ
て
も
夕
陽
の
西
山
に
隠
れ
は
じ
め
た
頃
は
黄

色
を
帯
び
、
太
陽
が
も
つ
と
沈
め
ば
次
第
に
紫
色
に
変
つ
て
行
く
。
日
向
の
紅
葉
と

日
陰
の
そ
れ
と
は
色
を
異
に
し
、
石
を
投
げ
て
も
水
の
深
さ
で
音
が
ち
が
ふ
。
之
等

の
個
性
、
し
か
も
時
と
所
に
依
り
て
ま
で
異
る
個
性
は
、
そ
の
物
象
の
唯
一
の
特
徴

で
あ
つ
て
其
の
も
の
ゝ
存
在
は
是
れ
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
故
に
真
に
其
の

物
象
の
実
相
を
写
さ
う
と
す
る
に
は
其
の
時
其
の
場
の
個
性
を
捕
へ
な
け
れ
ば
完
全

で
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
個
性
を
取
り
除
い
た
残
り
、
即
ち
其
の
同
類
全
体
に
共
通
な
る
方
面
は
所
謂
属
性

で
あ
る
。
此
の
類
性
は
所
謂
概
念
で
あ
つ
て
、
之
れ
を
列
挙
す
る
こ
と
に
依
つ
て
は

其
の
時
其
の
場
の
実
相
は
先
ず
表
は
れ
て
来
な
い
。
併
し
吾
々
の
同
一
物
象
を
時
を

変
へ
所
を
異
に
し
て
幾
回
幾
十
回
と
経
験
し
て
行
く
中
に
は
其
の
物
象
中
常
に
共
通

不
変
の
部
分
即
ち
類
性
を
深
く
印
象
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
其
の
強
さ
は
遙
に

其
の
個
性
の
上
に
あ
る
。
従
つ
て
吾
々
は
其
の
物
の
属
性
と
し
て
は
最
も
早
く
強
く

鮮
に
其
の
類
性
を
想
起
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
山
は
青
く
、
桜
の
花
は
淡
紅
く
、
犬
は
ワ
ン
〳
〵
と
吠
へ
、
太
鼓
は
ド
ン
〳
〵
と

鳴
る
。
水
は
つ
め
た
い
、
石
は
重
い
。
こ
れ
は
類
性
の
発
表
で
あ
る
。
こ
れ
で
丁
度

好
い
事
も
あ
る
が
、
常
に
此
の
筆
法
で
文
章
を
綴
つ
て
ゐ
た
ら
到
底
物
の
実
相
と
い

ふ
も
の
は
写
さ
れ
な
い
。

　
　
と
こ
ろ
が
児
童
に
は
此
の
傾
向
が
多
い
。
読
物
の
影
響
、
語
彙
の
不
足
と
い
ふ
様

な
こ
と
も
幾
分
原
因
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
が
其
の
最
大
原
因
は
観
察
の
精
緻
を
缺
く

と
い
ふ
こ
と
ゝ
、不
完
全
な
る
絵
画
を
使
用
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
依
る
と
思
ふ
。（
略
）

　
　
犬
が
口
を
開
い
て
ゐ
る
。
ワ
ン
と
吠
え
て
ゐ
る
だ
ら
う
。
太
鼓
が
あ
る
。
叩
い
た

ら
ド
ン
〳
〵
と
な
る
だ
ら
う
と
考
へ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
か
。
過
去
の
経
験
を
も
つ

て
此
の
新
材
料
に
押
し
当
て
ゝ
問
に
合
せ
て
行
け
る
活
用
の
才
よ
り
も
、
新
し
く
聞

い
た
犬
の
声
、
特
に
叩
い
て
聞
い
た
太
鼓
の
音
、
そ
れ
を
其
の
音
さ
な
が
ら
に
或
は

最
も
そ
れ
に
近
く
書
き
表
は
す
工
夫
苦
心
其
の
も
の
が
遙
に
大
切
で
は
あ
る
ま
い

か
。（
勿
論
直
観
記
述
が
目
的
の
場
合
と
し
て
）
つ
ま
り
経
験
か
ら
割
り
出
し
て
所

謂
適
当
に
音
や
嗅
等
も
書
き
添
へ
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
は
、
矢
張
り
不
知
不
識
の
裡

に
類
性
の
印
象
を
強
め
て
、
個
性
の
闡
明
と
い
ふ
こ
と
に
遠
ざ
か
ら
せ
る
こ
と
に
な

る
で
は
な
か
ら
う
か
。

（
略
は
渡
邊
に
よ
る
。）

　　
対
象
物
を
描
く
と
い
う
こ
と
が
如
何
な
る
こ
と
で
あ
る
か
を
明
確
に
示
し
た
内
容
で
あ

る
。
観
察
力
を
育
て
る
と
一
言
で
言
う
が
、
橋
本
が
細
や
か
な
色
の
違
い
、
見
え
方
の
違

い
、
音
の
違
い
を
指
摘
す
る
度
に
こ
れ
ま
で
見
逃
し
、
聞
き
逃
し
て
き
た
も
の
が
如
何
に

多
い
か
を
気
づ
か
さ
れ
る
。
小
学
校
低
学
年
か
ら
の
観
察
の
際
に
、
こ
の
よ
う
な
違
い
を

発
見
さ
せ
ら
れ
る
指
導
者
に
出
会
え
た
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
、
細
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作
品
例
も
平
板
で
あ
り
、「
こ
れ
は
い
つ
た
べ
ま
す
か
。」「
お
ひ
る
に
た
べ
ま
す
。」
あ
た

り
は
、
中
原
が
「
聞
い
た
こ
と
」
と
し
て
あ
げ
る
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
疑
問
が
残
る

部
分
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
苦
労
が
ま
さ
し
く
作
文
の
初
期
段
階
の
課
題
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　（
甲
）
の
一
、
二
、
三
は
教
師
が
サ
ン
プ
ル
を
提
示
し
て
い
る
指
導
で
あ
り
、
乙
の
一
、

二
は
児
童
の
作
品
で
学
び
合
う
指
導
過
程
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
作
品
が
サ
ン
プ

ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
か
は
一
概
に
言
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
特
別
な
意
図
が
あ

る
場
合
を
除
い
て
は
、何
も
見
本
が
な
い
状
態
で
書
か
せ
る
よ
り
、サ
ン
プ
ル
を
提
示
し
、

こ
ん
な
風
に
書
け
ば
良
い
ん
だ
と
、
書
こ
う
と
す
る
子
ど
も
が
安
心
で
き
る
状
況
で
指
導

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

　（
丙
）
の
中
か
ら
特
筆
す
べ
き
指
摘
を
次
に
挙
げ
る）

11
（

。

　　
　
想
像
句
記
述
。
は
貴
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
を
小
學
児
童
に
奨
励
す
る
こ

と
は
断
じ
て
良
く
な
い
と
信
ず
る
。
著
実
な
る
描
写
で
苦
労
し
ぬ
い
た
者
な
ら
想
像

し
て
も
真
を
う
が
つ
で
あ
ら
う
。

　
　
想
像
の
文
を
か
く
前
に
眼
前
の
描
写
で
苦
労
さ
せ
ね
ば
真
の
想
像
が
で
き
る
も
の

で
は
な
い
と
思
ふ
。
且
空
理
空
想
を
綴
つ
た
り
虚
偽
を
綴
つ
た
り
す
る
様
に
な
り
易

い
。
真
面
目
に
考
へ
る
こ
と
を
し
な
く
な
つ
た
り
、
虚
偽
を
か
い
た
り
す
る
様
に
な

る
こ
と
は
綴
り
方
と
し
て
も
危
険
が
多
い
ば
か
り
か
、
人
と
し
て
も
よ
く
な
い
。
ま

づ
著
実
な
描
写
に
力
を
注
が
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
予
告
も
注
意
も
し
な
い
で
突
然
「
こ
の
時
間
に
は
秋
げ
し
き
と
い
ふ
題
で
綴
れ
」

な
ど
と
や
る
と
宜
い
加
減
の
出
ま
か
せ
を
想
像
に
ま
か
せ
て
綴
る
様
に
な
る
。
不
断

の
注
意
を
さ
せ
る
こ
と
、
文
題
の
適
当
な
る
予
告
を
な
す
こ
と
、
観
察
し
つ
ゝ
記
述

さ
せ
る
こ
と
等
適
当
の
取
扱
を
要
す
る
こ
と
と
思
ふ
。

　　
中
原
は
小
学
児
童
の
初
期
段
階
で
は
想
像
し
て
書
く
こ
と
よ
り
、
観
察
し
な
が
ら
記
述

す
る
指
導
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
指
導
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
書
く
こ

と
の
予
告
、
取
材
の
時
間
の
確
保
も
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
そ
う
い
っ
た
指

導
の
配
慮
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

七
、
橋
本
留
吉
「
綴
り
方
に
於
け
る
絵
画
材
料
の
利
弊
」

　
当
時
、
広
島
高
等
師
範
学
校
訓
導
で
あ
っ
た
橋
本
留
吉
は
、『
国
語
教
育
』
大
正
七
年

第
二
号
に
お
い
て
「
綴
り
方
に
於
け
る
絵
画
材
料
の
利
弊
」
と
題
す
る
論
文
を
掲
載
し
て

い
る
。
綴
り
方
の
授
業
に
お
い
て
使
わ
れ
る
絵
画
材
料
に
つ
い
て
次
の
一
～
六
の
指
摘
を

行
っ
て
い
る）

11
（

。

　　
一
、
材
料
の
不
変
動
な
る
こ
と
（
利
の
一
）

　
二
、
注
文
通
り
の
材
料
（
利
の
二
）

　
三
、
記
憶
想
像
の
補
助
材
料
（
利
の
三
）

　
四
、
感
官
の
練
習
材
料
と
し
て
不
完
全
（
弊
の
一
）

　
五
、
物
象
の
個
性
を
看
過
し
易
い
（
弊
の
二
）

　
六
、
真
の
情
調
が
起
ら
ぬ
（
弊
の
三
）

　　
こ
の
中
か
ら
、
本
研
究
と
関
わ
る
四
と
五
に
つ
い
て
以
下
で
取
り
上
げ
た
い
と
考
え

る）
11
（

。
　　

　
視
覚
の
み
よ
り
認
識
せ
ら
る
ゝ
方
面
は
、
事
象
の
客
観
性
の
一
部
分
に
過
ぎ
な

い
、
こ
の
認
識
よ
り
来
る
発
表
は
事
象
を
し
て
読
者
の
眼
前
に
髣
髴
た
ら
し
む
為
に

は
随
分
不
完
全
な
企
て
ゞ
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
一
部
属
性
を
捕
へ
て
全
体
を
察
せ
し

め
よ
う
と
い
ふ
わ
け
で
あ
る
か
ら
無
理
な
注
文
た
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
殊
に
事

物
現
象
の
総
和
よ
り
醸
さ
れ
る
一
種
の
気
分
な
ど
い
ふ
も
の
は
な
る
べ
く
多
く
の
感

官
を
刺
激
せ
ら
る
ゝ
こ
と
に
よ
つ
て
味
は
ゝ
れ
る
。
例
へ
ば
森
林
に
這
入
つ
て
の
気

分
と
い
ふ
も
の
は
、
単
に
木
の
太
さ
高
さ
多
いマ

マ

さ
等
主
と
し
て
視
覚
よ
り
認
め
ら

る
ゝ
も
の
だ
け
で
は
十
分
起
つ
て
来
な
い
、
そ
れ
等
の
こ
と
も
必
要
に
は
ち
が
ひ
な

い
が
此
の
上
に
淙
々
と
し
て
流
る
ゝ
谷
川
の
音
、
樹
間
に
叫
ぶ
猿
の
声
、
は
て
は
朽

葉
や
苔
な
ど
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
一
種
の
匂
ひ
、
或
は
ヒ
ヤ
リ
と
襲
ふ
冷
気
等
聴
嗅
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　「
其
三
、
真
の
指
導
の
具
体
的
方
案
」
で
は
、「
第
一
、
文
に
対
す
る
態
度
の
確
立
」
と

し
て
「
一
、
そ
の
必
要
、
文
に
対
す
る
態
度
の
確
立
は
極
め
て
重
要
の
事
で
あ
る
。」
と

述
べ
て
い
る
。

　「
二
、
文
に
対
す
る
態
度
と
は
何
を
い
ふ
や
。」
で
は
以
下
の
様
に
指
摘
し
て
い
る）

11
（

。

　　
　
文
に
対
す
る
態
度
と
は
児
童
が
文
に
対
し
て
の
考
で
あ
る
。「
自
己
の
思
想
感
情

を
自
己
の
言
葉
で
表
出
（
文
字
に
）
し
た
も
の
が
文
で
あ
る
。」
と
い
ふ
こ
の
考
で

あ
る
。
自
分
の
見
た
こ
と
、
自
分
の
聞
い
た
こ
と
、
自
分
の
行
つ
た
こ
と
、
自
分
の

思
つ
た
こ
と
を
自
己
の
所
有
し
て
ゐ
る
言
葉
で
文
字
に
表
出
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば

真
の
文
で
は
な
い
と
い
ふ
考
を
文
に
対
す
る
良
い
態
度
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　　「
三
、
如
何
に
し
て
文
に
対
す
る
態
度
を
作
る
か
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
甲
～
丁
ま

で
の
四
つ
の
指
導
方
法
を
提
示
し
て
い
る）

11
（

。

　　
　
文
に
対
す
る
態
度
を
養
ふ
に
は
（
甲
）
教
師
自
身
が
先
づ
自
己
の
思
想
を
児
童
に

表
示
し
て
以
て
自
己
の
想
と
い
ふ
も
の
は
か
か
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
自
覚

さ
せ
る
方
法
と
又
（
乙
）
児
童
各
自
を
し
て
自
己
の
想
を
言
表
せ
し
む
る
様
な
立
場

に
あ
ら
し
め
て
ど
ん
〳
〵
と
表
出
せ
し
め
て
以
て
自
己
の
想
と
は
か
ゝ
る
も
の
を
い

ふ
の
で
あ
る
と
自
認
さ
せ
る
方
法
と
の
二
が
あ
る
。

　
　
養
は
れ
た
文
に
対
す
る
態
度
を
確
立
さ
せ
る
に
は
（
丙
）
文
に
対
す
る
態
度
を
破

壊
す
る
様
な
態
度
を
避
け
る
こ
と
ゝ
（
丁
）
態
度
の
わ
る
い
文
が
出
て
来
た
度
毎
に

厳
評
を
加
へ
て
反
省
し
む
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。（
略
）

　
　（
甲
）
教
師
の
想
を
表
示
し
て
児
童
各
自
の
想
を
覚
ら
し
む
る
作
業

　
　
一
、
児
童
眼
前
の
出
来
事
。
を
文
に
表
し
て
見
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
即
児
童
の
前
に
突
発
的
に
起
り
た
る
そ
の
事
柄
を
教
師
が
文
と
な
し
て
児
童
に

示
す
の
で
あ
る
（
略
）

　
　
二
、
児
童
と
共
に
な
せ
る
行
動
。
を
文
に
表
し
て
見
せ
る
の
も
有
力
で
あ
る
。
綴

り
方
の
前
の
休
憩
時
間
に
て
も
そ
の
学
級
の
子
供
を
相
手
に
鬼
ご
と
で
も
し
て

お
い
て
そ
の
事
柄
を
文
に
見
せ
る
な
ど
は
良
い
こ
と
に
思
ふ
。（
略
）

　
　
三
、
児
童
に
想
像
し
得
る
教
師
の
想
。
も
や
は
り
児
童
に
見
せ
て
効
が
多
い
。
し

か
し
な
る
べ
く
児
童
に
共
鳴
す
る
こ
と
の
大
な
る
教
師
の
想
を
と
ら
ね
ば
価
値

が
少
い
様
に
思
ふ
。（
略
）

　
　（
乙
）
児
童
各
自
に
自
己
の
想
を
言
表
せ
し
め
て
自
己
の
想
を
覚
ら
し
む
る
作
業

　
　
　
　
こ
の
作
業
は
児
童
を
し
て
言
表
せ
し
め
易
き
状
態
に
置
く
が
大
な
る
苦
心
の

存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
動
作
、
対
話
、
絵
画
等
を
利
用
し
之
を
直

観
描
写
せ
し
む
る
が
最
も
有
効
で
あ
る
様
に
思
ふ
。

　
　
一
、
動
作
の
直
観
描
写
。
教
師
動
作
、
児
童
の
動
作
を
児
童
の
眼
前
に
示
し
て
そ

の
見
た
ま
ゝ
を
児
童
各
自
に
言
表
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
り
て
自
己
の
想
を
覚
ら

し
む
る
が
こ
の
作
業
の
目
的
で
あ
る
。（
略
）

　
　
二
、
対
話
の
直
観
描
写
、
も
亦
文
に
対
す
る
考
を
具
体
的
に
了
得
せ
し
む
る
に
都

合
よ
い
材
料
で
あ
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
お
べ
ん
た
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
尋
二

　
　
　
金
子

　
勇

　
　
　
　
せ
ん
せ
い
が
「
こ
れ
は
ど
な
た
の
で
す
か
」
と
い
ひ
ま
し
た
。

　
　
　
　
わ
た
ぬ
き
さ
ん
が
「
こ
れ
は
わ
た
く
し
の
で
す
」
と
い
ひ
ま
し
た
。

　
　
　
　
せ
ん
せ
い
が
「
こ
れ
は
ど
な
た
が
こ
し
ら
へ
て
く
れ
ま
し
た
か
。」
と
い
ひ

ま
し
た
。 

　
　
　
　
わ
た
ぬ
き
さ
ん
が
「
そ
れ
は
お
か
あ
さ
ん
が
こ
し
ら
へ
て
く
れ
ま
し
た
。」

と
い
ひ
ま
し
た
。

　
　
　
　
せ
ん
せ
い
が
「
こ
れ
は
い
つ
た
べ
ま
す
か
。」
と
い
ひ
ま
し
た
。

　
　
　
　
わ
た
ぬ
き
さ
ん
が
「
お
ひ
る
に
た
べ
ま
す
。」
と
い
ひ
ま
し
た
。

　
　
三
、
絵
画
の
直
観
描
写
。
も
文
に
対
す
る
態
度
を
築
く
に
有
力
な
作
業
で
あ
る
と

思
ふ
。（
略
）

（
略
は
渡
邊
に
よ
る
。）

　　
こ
こ
に
は
駒
村
の
よ
う
な
細
や
か
な
指
導
の
具
体
が
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
。
対
話
の
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中
原
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
悪
い
見
本
と
し
て
一
つ
の
生
徒
作
品
を
掲
載
し
て

い
る
。
描
写
表
現
を
取
り
上
げ
る
場
合
に
、
表
現
の
過
剰
や
指
導
の
行
き
過
ぎ
、
勘
違
い

と
い
う
問
題
は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
そ

の
作
品
を
載
せ
、
中
原
の
指
摘
を
検
討
し
た
い）

11
（

。

　　
　
　
　
　
　
　
　
秋

　
の

　
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
二

　
　
某

　
女

　
児

　
　
　
夏
も
何
時
し
か
過
ぎ
て
初
秋
の
時
節
に
な
つ
た
。
あ
た
り
は
し
ん
と
し
て
何
と

な
く
恐
ろ
し
い
。
空
に
は
一
つ
の
星
も
見
え
ざ
る
夜
の
寝
静
ま
り
た
る
時
八
畳

の
小
窓
に
向
ひ
、
一
人
淋
し
く
机
に
向
ひ
て
悲
し
み
喜
び
恐
れ
を
思
ひ
て
一
人

茫
然
と
し
て
勉
学
に
心
を
寄
せ
ず
。
か
す
か
に
聞
ゆ
る
谷
の
流
れ
を
耳
に
し
、

ほ
の
か
に
見
ゆ
る
月
か
げ
を
見
て
は
古
人
の
菅
原
道
真
を
思
ひ
て
眠
る
と
も
な

く
目
を
つ
ぶ
つ
て
し
ま
つ
た
。

　
　
　
枕
時
計
の
十
一
時
が
チ
ン
〳
〵
と
な
つ
た
の
で
思
は
ず
目
を
さ
ま
し
た
。
が
何

と
な
く
恐
し
さ
が
万
感
交
々
至
つ
て
筆
を
と
る
事
が
出
来
な
か
つ
た
。

　
　
　
は
て
は
と
思
つ
て
外
出
せ
し
に
空
は
一
帯
の
暗
黒
に
し
て
た
ゞ
月
の
ほ
と
り
だ

に
薄
光
た
り
こ
の
有
様
を
絵
画
に
描
け
る
も
の
多
し
。

　
　
　
あ
た
り
は
夕
靄
に
お
ほ
わ
れ
て
或
は
白
と
な
り
紅
と
な
り
或
は
黄
に
紫
に
幾
多

の
色
彩
を
呈
し
つ
ゝ
次
第
次
第
に
消
ゆ
る
様
の
う
つ
く
し
さ
。

　
　
こ
ん
な
類
の
文
を
綴
る
様
に
仕
立
て
る
指
導
で
は
全
く
指
導
せ
ぬ
方
が
罪
が
浅
い

と
思
ふ
。
文
に
対
す
る
態
度
の
す
つ
か
り
破
壊
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
讀
本
に

あ
る
語
句
を
継
ぎ
は
ぎ
し
た
様
な
も
の
で
少
し
も
文
に
統
一
が
な
い
。
何
時
の
け
し

き
や
ら
時
刻
の
判
明
せ
ぬ
も
の
ど
ん
な
景
色
や
ら
明
瞭
で
な
い
も
の
で
あ
る
。
多
感

の
様
で
あ
る
が
そ
の
感
じ
が
少
し
も
読
者
に
共
鳴
せ
ぬ
文
で
あ
る
。
美
文
ら
し
き
形

骸
の
み
を
有
し
て
を
る
文
を
か
く
様
に
す
る
こ
と
が
真
の
指
導
で
あ
ら
う
か
決
し
て

さ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
然
ら
ば
ど
ん
な
事
を
如
何
に
す
る
の
が
真
の
指
導
で
あ
る

か
。
こ
れ
が
考
慮
を
要
す
る
一
大
問
題
で
あ
る
。

　

　
中
原
の
指
摘
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
文
に
統
一
の
な
い
と
こ
ろ
が
大
変
気
に
な
る
。
ま

た
、
書
き
手
が
言
葉
の
雰
囲
気
に
酔
い
し
れ
溺
れ
て
い
る
感
じ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
や
は

り
、
描
写
表
現
と
言
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
私
た
ち
の
目
指
す
文
章
で
は
な
い
と

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
ひ
ど
く
は
な
く
と
も
、
比
較
的
書
く
こ

と
を
厭
わ
な
い
児
童
生
徒
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
す
る
子
ど
も
も
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
小
学
校
で
は
昨
年
度
か
ら
、
中
学
校
で
は
本
年
度
か
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て

作
成
さ
れ
た
教
科
書
に
よ
る
学
習
が
始
ま
っ
て
い
る
。「
描
写
表
現
」
を
入
れ
た
生
徒
作

品
が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
、
ど
の
よ
う
に
教
員
に
よ
り
評
価
さ
れ
て
い
る
か
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
は
こ
の
時
代
に
比
べ
、
先
生
が
指
導
し
て
書
か
せ
た
生
徒
作
品
に

つ
い
て
、
良
く
な
い
点
を
あ
か
ら
さ
ま
に
他
の
先
生
方
が
指
摘
す
る
機
会
が
ず
い
ぶ
ん
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
児
童
生
徒
の
作
品
は
、
仕
上
が
れ
ば
ま
ず
は
指
導
が
行
き
届
い

た
も
の
で
あ
る
と
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
実
際
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
も
し
今
の
中
学
三
年
生
が
こ
こ
に
載
せ
ら
れ
た
作
品
を
書
い
た
と
し
た
ら
、
目
標
準

拠
の
評
価
を
Ａ
と
判
断
す
る
先
生
方
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
意
味
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
指
導
を
た
ど
り
、
何
の
た

め
に
書
く
指
導
を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
書
く
指
導
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
、
教
員

が
目
を
養
う
必
要
が
あ
る
。

　
中
原
は
標
題
に
も
な
っ
て
い
る
「
真
の
指
導
」
に
つ
い
て
「
其
二
、
真
の
指
導
」
の
中

で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

1（
（

。

　　
　
真
の
指
導
は
真
の
文
を
綴
り
得
る
様
に
導
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
ふ
他
に
何
も
あ
る
ま
い
と
思

ふ
。
処
で
真
の
文
と
は
如
何
な
る
も
の
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
余
は
思
ふ
。
自
己
の

0

0

0

思
想
感
情
を
自
己
の
言
葉
で
表
出
（
文
字
に
）
し
た
も
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
。
し
て
見
れ
ば

「
自
己
の
思
想
感
情
を
そ
の
ま
ゝ
そ
つ
く
り
即
見
た
ま
ゝ
聞
い
た
ま
ゝ
感
じ
た
ま
ゝ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
他
人
に
伝
達
し
て
自
己
と
同
様
の
共
鳴
を
さ
せ
る
様
の
表
出
が
出
来
る
様
に
導
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

作
案

0

0

」
が
真
の
指
導
で
あ
る
と
思
ふ
。

　（
ル
ビ
0

0

は
筆
者
に
よ
る
。）
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力
を
つ
け
る
た
め
に
、
ま
ず
類
似
し
た
対
象
物
の
比
較
か
ら
入
り
、
わ
ず
か
な
差
異
を
も

発
見
す
る
喜
び
を
大
切
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
指
導
法
と
し
て
は
大
胆
に
感
じ

る
が
、
実
際
の
指
導
と
し
て
優
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
駒
村
は
本
論
文
の
後
半
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

（1
（

。

　　
　
事
物
を
観
察
し
て
之
を
写
真
的
に
書
き
表
は
す
練
習
は
や
が
て
尋
常
の
第
四
、五

学
年
の
頃
に
す
す
む
と
、
そ
れ
が
一
面
は
景
色
等
の
写
生
の
記
述
に
入
り
、
一
面
は

説
明
の
記
述
に
進
む
土
台
を
な
す
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
つ
も
り
で
尋
常
の
第
二
学

年
の
指
導
を
心
掛
け
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
又
、
対
話
の
記
述
は
事
件
の
写
生
の
土

台
を
な
す
と
共
に
純
然
た
る
対
話
体
の
文
章
に
よ
る
写
生
に
進
み
人
情
を
映
し
出
す

方
面
に
入
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
か
や
う
に
し
て
先
々
の
事
を
考
へ
て
教
授
に
心
掛
け
よ
う
と
は
系
統
案
を
も
つ
教

授
の
特
徴
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
時
だ
け
何
と
か
ま
と
ま
れ
ば
よ
い
と
い
ふ
間
に
合

せ
の
教
授
と
趣
を
異
に
す
る
主
要
な
る
事
項
で
あ
り
ま
す
。
現
在
し
て
居
る
仕
事
が

後
々
ど
う
い
ふ
方
面
の
能
力
に
関
係
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
を
明
に
知
つ
て
ゐ
て
教
授

に
あ
た
る
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
年
々
の
や
う
に
受
持
が
変
つ

た
り
転
任
が
あ
つ
た
り
す
る
と
勢
ひ
こ
の
将
来
を
考
へ
る
方
面
が
お
ろ
そ
か
に
な
つ

て
現
在
の
仕
事
と
そ
の
直
接
の
結
果
と
を
の
み
重
ん
ず
る
様
に
な
つ
て
参
り
ま
す
か

ら
各
学
校
に
於
て
は
そ
の
弊
を
救
ふ
為
め
に
も
、
必
ず
詳
し
い
教
授
系
統
案
を
も
つ

て
、
後
々
を
ま
で
考
慮
し
て
の
教
授
を
行
ふ
や
う
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま

す
。

　　
系
統
案
の
作
成
は
現
在
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
こ
の
駒
村
の
こ
と
ば

か
ら
学
べ
る
こ
と
は
「
将
来
に
わ
た
り
、
子
ど
も
に
つ
け
た
い
能
力
を
教
員
が
明
確
に
子

ど
も
の
姿
と
し
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
現
在
し

て
居
る
仕
事
が
後
々
ど
う
い
ふ
方
面
の
能
力
に
関
係
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
を
明
に
知
つ
て

ゐ
て
教
授
に
あ
た
る
」
と
述
べ
て
い
る
、
ま
さ
に
そ
の
部
分
で
あ
る
。
同
じ
く
系
統
案
に

沿
っ
て
授
業
は
行
っ
て
い
て
も
、「
ど
の
よ
う
な
力
を
こ
こ
で
つ
け
た
い
か
ら
こ
の
授
業

を
行
う
の
か
」
は
っ
き
り
自
覚
し
て
教
え
て
い
る
教
員
と
、
計
画
に
書
い
て
あ
る
か
ら
と

に
か
く
こ
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
教
員
で
は
、
子
ど
も
へ
の
言
葉
の
か
け
方
一
つ

か
ら
全
く
違
っ
て
き
て
し
ま
う
。「
五
年
生
に
な
っ
た
時
、
こ
う
い
う
学
習
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
か
ら
、
今
二
年
の
段
階
で
こ
う
い
う
学
習
の
仕
方
で
力
を
つ
け

て
お
く
の
だ
」
と
、
明
確
に
子
ど
も
の
そ
の
時
々
の
学
習
状
況
を
一
人
ひ
と
り
の
教
員
が

肌
で
感
じ
と
り
な
が
ら
指
導
で
き
る
系
統
案
の
活
用
の
仕
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
も
駒
村

は
暗
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
学
習
計
画
表
は
作
る
こ
と
が
重
要
で
、
実
際
に
提
出
用
の
資
料
と
し
て
作
成
し
て
し
ま

う
と
安
心
し
て
、
後
は
試
験
の
時
と
学
期
の
始
め
と
終
わ
り
に
確
認
す
れ
ば
良
い
方
で
あ

る
と
い
う
現
実
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。誰
の
た
め
の
、何
の
た
め
の
学
習
計
画
表
な
の
か
、

ノ
ル
マ
を
果
た
す
た
め
、
保
護
者
や
教
育
委
員
会
に
進
度
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す

る
た
め
の
道
具
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
見
直
す
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
。

六
、
中
原
英
壽
「
綴
り
方
教
授
に
於
け
る
真
の
指
導
」

　
中
原
英
壽
は
当
時
埼
玉
県
女
子
師
範
学
校
訓
導
の
職
に
就
い
て
い
た
人
物
で
あ
る
。『
国

語
教
育
』
大
正
六
年
五
号
に
「
綴
り
方
教
授
に
於
け
る
真
の
指
導
」
と
い
う
論
文
を
寄
せ

て
い
る
。
こ
の
論
文
の
冒
頭
で
中
原
は
「
綴
り
方
教
授
に
つ
い
て
二
つ
の
迷
路
が
あ
る
。

放
任
的
随
意
選
題
と
見
当
違
ひ
の
指
導
こ
れ
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
見
当
違
い
の
指
導
に

つ
い
て
、
特
に
紙
面
を
割
い
て
説
明
を
し
て
い
る）

（1
（

。

　　
　
今
一
つ
の
迷
路
は
見
当
違
い
の
指
導
の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
行
は
れ
て
ゐ
た
綴
り

方
教
授
は
不
適
当
な
文
題
を
不
意
に
提
供
し
て
思
想
整
理
と
い
ふ
名
の
下
に
記
述
事

項
を
画
一
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
が
果
た
し
て
真
の
指
導
で
あ
る
か
ど
う

か
。
又
、
児
童
に
な
り
代
つ
て
綴
つ
た
範
文
を
よ
ん
で
き
か
せ
た
り
う
つ
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
が
指
導
で
あ
る
か
ど
う
か
。
美
し
い
言
葉
や
児
童
の
知
ら
な
い
言
葉
遣
い

を
知
ら
せ
る
の
が
、
指
導
で
あ
る
か
ど
う
か
。
誠
に
疑
は
し
いマ

マ

指
導
を
し
た
つ
も
り

で
真
の
指
導
に
な
つ
て
ゐ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
真
の
文
に
対
す
る
考
を
破
壊
す
る
様

な
、
悪
結
果
を
醸
し
つ
ゝ
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
。
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こ
と
、「
必
ず
二
つ
の
類
似
し
た
物
を
比
較
さ
せ
て
、
其
異
同
の
点
を
出
来
る
だ
け
挙
げ

て
発
表
す
る
こ
と
を
つ
と
め
さ
せ
ま
す
」
と
い
う
言
葉
に
明
確
な
指
導
意
図
が
表
れ
て
い

る
。
ま
た
、「
な
る
べ
く
多
く
の
材
料
に
つ
い
て
な
る
べ
く
多
く
の
観
察
を
せ
し
め
、
な

る
べ
く
多
く
の
児
童
に
発
表
の
練
習
を
せ
し
め
た
い
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
」
と
い
う
部
分
に

も
こ
の
時
期
は
と
に
か
く
一
回
で
も
多
く
繰
り
返
し
そ
の
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
有
効
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　
二
年
生
に
向
け
て
、
対
象
物
は
難
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
「
簡
短
」
な
も
の
に
す
る
配

慮
を
行
っ
て
い
る
。
言
語
発
表
の
練
習
と
は
如
何
な
る
も
の
か
と
不
明
だ
っ
た
が
、
授
業

中
に
、
実
際
目
の
前
に
置
か
れ
た
対
象
物
を
観
察
し
、
そ
の
内
容
を
述
べ
て
い
く
も
の
で

あ
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
。
し
か
も
、「
必
ず
二
つ
の
類
似
し
た
物
を
比
較
さ

せ
て
、
其
異
同
の
点
を
出
来
る
だ
け
挙
げ
て
発
表
す
る
」
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
具
体
例
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
ど
の
よ
う
な
物
を
比
較
し
、

発
表
さ
せ
て
い
た
の
か
詳
し
く
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
小
学
校
二
年
生
へ
の
要
求
と
し
て
は
決
し
て
簡
単
な
課
題
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、

１
の
「
清
書
速
書
の
練
習

8

8

8

8

8

8

8

」
か
ら
２
の
「
観
察
発
表
練
習

8

8

8

8

8

8

」
へ
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
授
業
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
観
察
に
よ

っ
て
発
見
す
る
こ
と
を
、
ま
た
、
比
較
し
て
違
い
を
説
明
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
、
力
を

つ
け
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
３
の
「
語
句
使
用
の
練
習
」
で
は
「
読
み
方
と
連
絡
し
て
共
々
に
語
句
の
正
確
な
使
用

を
な
さ
し
め
、
且
そ
の
使
用
に
習
熟
せ
し
め
る
と
共
に
、
語
彙
を
多
く
し
た
い
為
に
す
る

こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
よ
り
よ
い
綴
方
に
導
く
た
め
に
、
低
学
年
か
ら
多
く
の

こ
と
に
配
慮
し
て
授
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
一
学
期
に
は
さ
ら
に
、「
右

の
三
つ
の
仕
事
に
わ
た
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
五
六
時
間
位
づ
ゝ
を
一
単
元
と
し
て
、
各
種
類

を
連
関
せ
し
め
つ
つ
効
果
の
多
い
進
行
を
し
て
行
き
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
つ
ま
り
清

書
速
書
の
練
習
が
始
め
に
五
六
時
間
つ
ゞ
い
て
、
そ
の
次
に
語
句
使
用
の
練
習
が
又
五
六

時
間
入
り
、
次
に
観
察
発
表
練
習
が
五
六
時
間
加
は
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

次
に
は
又
清
書
速
書
の
練
習
に
も
ど
つ
て
、
一
段
一
段
と
進
歩
し
た
階
段
に
進
み
た
い
と

考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
、
螺
旋
型
に
徐
々
に
力
を
つ
け
て
い
っ
た
こ
と
が
こ

の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
に
実
際
使
え
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
、

時
間
を
お
い
て
何
度
も
練
習
を
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
部
分

で
も
あ
る
。
こ
の
方
向
性
は
、
二
学
期
以
降
の
授
業
の
方
針
に
も
表
れ
て
い
る）

（1
（

。

　　
　
第
二
学
期
以
降
も
教
材
の
内
容
に
於
て
は
そ
の
程
度
を
進
め
ま
す
け
れ
ど
も
、
大

体
の
種
類
に
於
て
第
一
学
期
と
大
差
な
く
、
た
ゞ
時
々
自
由
作
を
加
へ
て
児
童
の
遠

慮
の
な
い
発
表
を
さ
せ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。（
略
）

　
　
尚
変
つ
て
行
く
こ
と
を
申
し
ま
す
と
、
観
察
発
表
の
練
習
に
於
い
て
、
内
容
が
複

雑
に
進
む
と
共
に
、
筆
述
を
多
く
し
て
口
述
を
順
次
減
じ
て
行
く
こ
と
ゝ
、
第
二
学

期
の
終
り
頃
か
ら
比
較
体
の
記
述
で
な
し
に
、
単
一
の
物
や
絵
画
の
上
に
於
て
の
観

察
記
述
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
清
書
速
書
の
練
習
が
進
む
に
つ
れ
て
、
児
童

の
記
述
能
力
は
自
然
と
筆
写
を
好
む
や
う
に
向
き
ま
す
か
ら
そ
の
傾
向
を
捉
へ
て
十

分
に
書
き
表
は
さ
せ
る
や
う
に
進
め
る
の
で
あ
り
ま
す
。

（
以
下
略
。
略
は
渡
邊
に
よ
る
。）

　　
一
学
期
だ
け
で
な
く
二
学
期
も
同
様
の
指
導
を
積
み
重
ね
て
い
る
こ
と
が
こ
の
部
分
か

ら
う
か
が
え
る
。
そ
の
螺
旋
の
中
で
、「
観
察
発
表
の
練
習
に
於
い
て
、
内
容
が
複
雑
に

進
む
と
共
に
、
筆
述
を
多
く
し
て
口
述
を
順
次
減
じ
て
行
く
こ
と
」、「
第
二
学
期
の
終
り

頃
か
ら
比
較
体
の
記
述
で
な
し
に
、
単
一
の
物
や
絵
画
の
上
に
於
て
の
観
察
記
述
を
さ
せ

る
こ
と
」、「
児
童
の
記
述
能
力
は
自
然
と
筆
写
を
好
む
や
う
に
向
き
ま
す
か
ら
そ
の
傾
向

を
捉
へ
て
十
分
に
書
き
表
は
さ
せ
る
や
う
に
進
め
る
」
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
子
ど
も
の
発
達
の
時
期
を
み
て
口
述
か
ら
筆
述
へ
、
同
じ
く
、
対
象
物
も
比
較
で
き

る
二
つ
の
物
か
ら
単
一
の
対
象
物
へ
と
変
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
観
察
す
る
学
習
は
、
一

般
的
に
は
一
つ
の
物
を
じ
っ
く
り
観
る
こ
と
か
ら
始
め
、
観
察
に
な
れ
て
き
た
ら
次
第
に

対
象
物
を
増
や
し
て
い
く
の
が
指
導
の
常
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
つ
の
物
を
観
て
い
る

だ
け
で
は
子
ど
も
自
身
に
は
気
づ
け
な
い
点
が
多
く
、
教
員
の
指
導
言
が
増
え
、
子
ど
も

自
身
に
よ
る
発
見
が
減
る
こ
と
が
駒
村
に
は
見
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
観
察
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に
注
目
し
指
導
を
行
っ
た
の
か
、
こ
こ
で
た
ど
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
一
学
期
に
三
つ
の
段
階
を
踏
ん
で
い
る）

（1
（

。

　　
１
、
清
書
速
書
の
練
習

8

8

8

8

8

8

8

　
２
、
観
察
発
表
練
習

8

8

8

8

8

8

　
３
、
語
句
使
用
の
練
習

8

8

8

8

8

8

8

（
ル
ビ

8

8

は
著
者
に
よ
る
。）

　で
あ
る
。
ま
た
、
二
学
期
以
降
の
指
導
の
変
化
も
見
通
し
を
述
べ
て
い
る）

（1
（

。

　　
１
、
清
書
速
書
の
練
習

　
　

8

8

8

8

8

8

8

全
時
数
の
約
三
分
の
一

　
　
こ
の
仕
事
は
以
前
か
ら
重
要
視
し
て
来
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
回
は
特
に
少
々

無
趣
味
と
思
は
れ
る
材
料
か
ら
採
つ
て
行
つ
て
見
た
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。
昔
話

や
お
伽
草
子
を
記
さ
せ
て
そ
れ
で
清
書
速
書
を
倦
き
さ
せ
ず
に
行
ふ
こ
と
は
何
回
も

経
験
し
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
方
面
を
か
へ
て
観
察
を
そ
の
ま
ゝ
記
述
し
た
文
章
、
き
ま

り
き
つ
た
対
話
を
そ
の
ま
ゝ
に
表
は
し
た
文
章
等
の
中
か
ら
、
な
る
べ
く
そ
の
学
年

に
於
て
練
習
さ
せ
よ
う
と
す
る
文
章
に
類
似
し
た
種
類
の
も
の
を
集
め
て
置
い
て
、

之
を
程
度
に
応
じ
て
順
序
を
立
て
逐
次
練
習
さ
せ
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

　
　
そ
し
て
一
時
限
内
の
練
習
方
法
と
し
て
は
始マ

マ

め
の
間
は
な
る
べ
く
視
写
を
多
く
し

て
讀
本
中
の
文
章
の
適
当
な
も
の
、
文
例
と
し
て
特
に
選
ん
だ
文
章
を
謄
写
版
等
に

印
刷
し
た
も
の
、
文
例
を
板
書
し
た
も
の
等
を
視
て
写
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
少

し
進
ん
で
か
ら
は
こ
の
視
写
の
か
た
は
ら
に
聴
写
を
加
へ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
そ
の

場
合
に
は
文
章
に
な
つ
た
絵
画
な
り
実
物
な
り
を
必
ず
児
童
の
眼
前
に
置
い
て
筆
写

の
練
習
を
す
る
か
た
は
ら
、
観
察
の
指
導
を
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

（
以
下
略
。
略
は
渡
邊
に
よ
る
。
ル
ビ
8

8

は
著
者
に
よ
る
。）

　　
以
上
の
部
分
か
ら
、い
く
つ
か
の
こ
と
が
分
か
る
。
先
ず
、視
写
す
る
教
材
と
し
て
「
観

察
を
そ
の
ま
ゝ
記
述
し
た
文
章
、
き
ま
り
き
つ
た
対
話
を
そ
の
ま
ゝ
に
表
は
し
た
文
章
等

の
中
か
ら
な
る
べ
く
そ
の
学
年
に
於
て
練
習
さ
せ
よ
う
と
す
る
文
章
に
類
似
し
た
種
類
の

も
の
を
集
め
て
置
い
て
、
之
を
程
度
に
応
じ
て
順
序
を
立
て
逐
次
練
習
さ
せ
て
行
く
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。綴
方
と
言
っ
て
も
最
初
は
視
写
か
ら
入
る
が
、そ
の
時
に
す
で
に
後
々

の
観
察
力
の
育
成
を
考
え
て
、
教
材
と
し
て
観
察
中
心
の
も
の
、
対
話
を
そ
の
ま
ま
表
わ

し
た
文
章
を
視
写
さ
せ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
視
写
に
聴
写
を
入
れ
な
が
ら
、「
文
章
に
な
つ
た
絵
画
な
り
実
物
な
り
を
必

ず
児
童
の
眼
前
に
置
い
て
筆
写
の
練
習
を
す
る
か
た
は
ら
、
観
察
の
指
導
を
」
行
っ
て
い

く
点
で
あ
る
。
子
ど
も
は
、
文
字
を
写
し
な
が
ら
、
ま
た
、
聞
き
書
き
を
し
な
が
ら
膨
ら

ま
せ
た
自
分
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
絵
画
や
実
際
の
対
象
物
と
見
比
べ
、
こ
と
ば
で
対
象

物
を
と
ら
え
る
時
の
と
ら
え
か
た
、
視
る
力
の
基
本
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
自
然
と

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
後
「
観
察
発
表
練
習
」
の
段
階
に
入
る
。
そ
の
ス
テ
ッ
プ
が
子
ど
も
に
と
っ
て
無

理
の
な
い
流
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
次
か
ら
も
読
み
取
れ
る）

（1
（

。

　　
２
、
観
察
発
表
練
習

8

8

8

8

8

8

　
　（
口
頭
の
発
表
を
主
と
す
る
。）
全
時
数
の
約
三
分
の
一

　
　
こ
れ
は
観
察
の
練
習
と
言
語
発
表
の
練
習
と
を
併
せ
て
行
ふ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

時
々
は
筆
述
も
行
ひ
ま
す
が
主
と
す
る
所
は
口
語
に
よ
つ
て
発
表
さ
せ
る
つ
も
り
で

あ
り
ま
す
。

　
　
簡
短
な
実
物
を
主
と
し
て
取
扱
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
そ
し
て
必
ず
二
つ
の
類
似

し
た
物
を
比
較
さ
せ
て
、
其
異
同
の
点
を
出
来
る
だ
け
挙
げ
て
発
表
す
る
こ
と
を
つ

と
め
さ
せ
ま
す
。（
略
）

　
　
な
る
べ
く
多
く
の
材
料
に
つ
い
て
な
る
べ
く
多
く
の
観
察
を
せ
し
め
、
な
る
べ
く

多
く
の
児
童
に
発
表
の
練
習
を
せ
し
め
た
い
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
。

（
以
下
略
。
略
は
渡
邊
に
よ
る
。
ル
ビ
8

8

は
著
者
に
よ
る
。）

　　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
観
察
が
中
心
的
な
指
導
内
容
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
比
較
を
基

本
と
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　「
簡
短
な
実
物
を
主
と
し
て
」、「
観
察
の
練
習
と
言
語
発
表
の
練
習
と
を
併
せ
て
行
ふ
」
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が
少
し
く
深
く
立
ち
入
れ
ば
、
観
察
と
同
時
に
、
そ
の
観
照
し
た
事
物
事
件
等
は
心

の
内
部
に
於
て
、
段
々
に
言
語
に
化
せ
ら
れ
て
行
き
ま
す
、
こ
れ
を
内
部
発
表
と
い

ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
故
に
児
童
は
、
不
断
に
こ
の
内
部
発
表
を
行
う
て
ゐ
る
の
で
あ

り
ま
す
。
以
上
を
約
言
し
ま
す
れ
ば
、
綴
り
方
の
作
業
は
決
し
て
一
時
間(

割
り
あ

て
ら
れ
た
る
課
業
の
時
間
）
の
こ
と
で
は
な
く
て
、
児
童
の
全
生
活
に
於
て
、
不
断

に
啓
発
練
習
さ
れ
る
作
業
で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
、
実
に
、
こ
の
観
照
及
び

内
部
発
表
の
態
度
を
、
指
導
作
成
す
る
こ
と
が
、
綴
文
能
力
を
造
る
上
の
根
本
要
因

で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　　「
物
を
離
れ
て
視
る
」
観
照
の
重
要
性
を
説
き
、
し
か
も
、「
観
照
の
態
度
」
を
養
う
こ

と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。
竹
村
は
「
態
度
」
と
い
う
言
葉
を
使

っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
常
に
そ
の
態
度
で
周
囲
に
向
か
え
る
よ
う
に
習
慣
化
さ
せ
る
こ

と
ま
で
含
ん
だ
言
い
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
く
視
る
こ
と
、
そ
れ
も
「
対
象

を
実
利
と
か
、
自
己
に
何
等
か
の
関
係
あ
る
ご
と
く
見
ず
に
、
対
象
そ
の
ま
ゝ
の
存
在
を

自
由
に
活
動
せ
し
め
て
、
ど
こ
迄
も
注
意
深
く
、
十
分
に
視
る
」
こ
と
が
観
照
で
あ
り
、

そ
れ
を
習
慣
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、「
観
照
の
態
度
が
少
し
く
深
く
立
ち
入
れ
ば
、
観

察
と
同
時
に
、
そ
の
観
照
し
た
事
物
事
件
等
は
心
の
内
部
に
於
て
、
段
々
に
言
語
に
化
せ

ら
れ
て
行
き
ま
す
」
と
、
観
察
が
内
部
の
言
語
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

み
る
こ
と
の
重
要
性
、
そ
れ
も
た
だ
み
る
の
で
は
な
く
「
観
照
」
の
態
度
で
「
ど
こ
迄
も

注
意
深
く
、十
分
に
視
る
」
こ
と
、日
常
生
活
全
体
が
そ
の
態
度
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

「
こ
の
観
照
及
び
内
部
発
表
の
態
度
を
、
指
導
作
成
す
る
こ
と
が
、
綴
文
能
力
を
造
る
上

の
根
本
要
因
で
あ
る
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
視
し
た
い
。
竹
村
の
明
解
な
言

葉
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
み
る
力
・
観
察
す
る
力
」
を
耕
す
時
間
を
惜
し
む
現
在
の
描
写

表
現
指
導
が
抱
え
る
問
題
の
大
き
さ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　
竹
村
は
（
Ⅳ
）
と
し
て
外
部
発
表
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る）

（1
（

。

　　
　
　
　
　
　
　（
Ⅳ
）
外
部
発
表

　
　
言
語
化
さ
れ
た
る
も
の
は
、
文
字
に
記
述
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
ま
すマ

マこ
れ
を
外
部

発
表
と
い
ひ
ま
す
、
こ
の
外
部
発
表
の
た
め
に
は
、
視
写
聴
写
等
の
記
述
練
習
や
、

言
語
発
表
の
練
習
や
、
言
語
文
章
の
完
全
な
る
収
得
や
、
修
辞
構
篇
に
関
す
る
知
識

や
、
そ
れ
ら
の
も
の
が
、
練
習
さ
れ
収
得
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
し
ま
す
、
け
れ
ど

も
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
性
質
上
附
属
的
の
も
の
で
あ
り
ま
す
、
綴
文
力
の
根
底
と

な
る
べ
き
も
の
は
、
実
に
物
の
描
写
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に
は
前
述
の
態
度
が
最
も
大

切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　　
注
目
し
た
い
の
は
、
竹
村
が
こ
こ
で
、
描
写
さ
れ
た
文
章
の
良
さ
を
語
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
描
写
を
し
よ
う
と
す
る
子
ど
も
の
視
る
力
に
着
目
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
描
写
表
現
指
導
が
授
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
重
要
な
指
針
が

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

五
、
駒
村
徳
壽
「
尋
常
小
學
第
二
学
年
の
綴
方
教
授
」

　
駒
村
徳
壽
は
当
時
広
島
高
等
師
範
学
校
訓
導
の
職
に
就
い
て
い
た
人
物
で
あ
る
。『
国

語
教
育
』
大
正
六
年
第
五
号
に
「
尋
常
小
學
第
二
学
年
の
綴
方
教
授
」
と
い
う
論
文
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
の
冒
頭
で
駒
村
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

（1
（

。

　　
　
な
ぜ
尋
常
科
の
第
二
学
年
が
さ
う
研
究
上
必
要
問
題
と
な
る
か
と
申
し
ま
す
と
、

私
の
今
日
迄
の
経
験
で
は
こ
の
学
年
の
教
授
の
如
何
が
児
童
の
綴
方
発
表
に
於
け
る

最
も
大
切
な
根
本
能
力
を
つ
く
る
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　　
駒
村
は
こ
の
前
年
、
同
じ
く
二
年
生
を
担
当
し
た
が
、
綴
方
の
授
業
の
み
の
担
当
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
発
表
や
対
話
と
綴
方
を
組
み
合
わ
せ
る
授
業
が
思
う
よ
う
に
行

え
な
か
っ
た
こ
と
、
今
年
度
は
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
観
察
発
表
の
指
導
の
研
究
に

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
を
断
っ
て
い
る
。

　
小
学
校
低
学
年
に
お
い
て
、
観
察
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
は
言
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
国
語
科
だ
け
で
な
く
生
活
科
に
広
げ
て
考
え

て
み
て
も
、
十
分
な
観
察
力
が
身
に
つ
い
て
き
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
駒
村
が
ど
こ
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題
」
の
中
で
「
七

　
綴
り
方
指
導
に
於
け
る
根
本
要
点
」
と
し
て
四
点
ま
と
め
て
い
る
。

一
つ
目
は
「（
Ⅰ
）
綴
り
方
に
於
け
る
知
的
説
明
文
と
全
的
観
照
文
と
の
区
別
」
で
あ
る
。

そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

９
）。

　　
　
綴
り
方
と
し
て
、指
導
に
力
の
要
る
は
、か
ゝ
る
知
的
説
明
文
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、

即
ち
、
第
二
に
述
べ
ん
と
す
る
全
的
観
照
文
こ
れ
で
あ
り
ま
す
、
唯
今
如
何
な
る
人

も
疑
を
入
れ
ぬ
処
の
文
章
を
作
る
は
写
生
よ
り
入
り
、
先
づ
描
写
を
せ
よ
写
生
を
せ

よ
と
い
ふ
の
は
、即
ち
こ
の
全
的
観
照
文
を
作
れ
、全
的
観
照
文
の
創
作
に
よ
つ
て
、

綴
文
力
を
穫
得
せ
よ
と
い
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

　　
こ
の
文
章
か
ら
、
竹
村
定
一
は
綴
文
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
全
的
観
照
力
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
描
写
と
写
生
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　
ま
た
、「
写
生
文
創
作
に
於
け
る
根
本
的
態
度
」
と
し
て
、
写
生
文
を
書
く
こ
と
に
よ

っ
て
い
つ
も
観
照
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
こ
と
を
説

い
て
い
る）

（1
（

。

　　
　
　
　
　
　
　(

Ⅱ
）
写
生
文
創
作
に
於
け
る
根
本
的
態
度

　
　
近
代
文
学
の
根
本
で
あ
る
視
聴
が
、
自
然
主
義
で
あ
る
に
せ
よ
印
象
主
義
で
あ
る

に
せ
よ
、
其
の
他
何
々
で
あ
る
に
せ
よ
、
文
学
創
作
の
根
底
た
る
も
の
は
人
生
の
観

照
で
あ
つ
て
、
創
作
は
そ
の
観
照
の
表
現
で
あ
り
ま
す
。
又
近
代
の
文
学
作
品
の
実

際
に
見
て
も
、
新
文
章
作
成
の
理
論
に
之
を
見
て
も
、
盡
く
文
章
練
習
の
第
一
歩
は

写
生
文
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
写
生
に
於

て
は
写
生
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
事
物
を
表
現
す
る
こ
と
、
従
つ
て
自
己
の
思
想
を

表
現
す
る
こ
と
の
能
力
を
穫
得
す
る
事
が
出
来
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
、
而
し
て
、
こ

の
写
生
に
於
て
、
第
一
の
根
本
要
件
と
な
る
こ
と
は
綴
る
態
度
8

8

で
あ
り
ま
す
、
そ
の

綴
る
態
度
と
い
ふ
の
は
、
次
に
述
べ
ん
と
す
る
観
照
の
態
度
及
び
常
住
の
内
部
発
表

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

の
態
度

8

8

8

で
あ
り
ま
す
。

（
傍
点
ル
ビ
著
者
に
よ
る
。）

　　
こ
の
文
章
に
お
い
て
、
ま
ず
は
「
盡
く
文
章
練
習
の
第
一
歩
は
写
生
文
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、
写
生
文
で
文
章
練
習
の
第
一
歩
を
始
め

る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、次
の
文
に
お
い
て「
み
る
こ
と
」

と
の
関
わ
り
を
明
確
に
述
べ
て
い
る）

（（
（

。

　　
　
　
　
　
　
　（
Ⅲ
）
観
照
の
態
度
及
内
的
発
表

　
　
観
照
の
態
度
と
云
ふ
の
は
、
物
を
離
れ
て
視
る
態
度
で
あ
り
ま
す
、
静
感
と
訳
す

る
事
も
あ
り
ま
す
、
即
ち
、
事
物
に
対
し
、
実
行
的
態
度
を
捨
て
ゝ
、
一
向
に
観
察

す
る
の
で
あ
り
ま
す
、
対
象
を
感
覚
的
直
感
的
に
把
住
し
、
心
の
ど
か
に
観
察
す
る

の
で
あ
り
ま
す
、
カ
ン
ト
の
所
謂
不
関
心
態
度
、
シ
ョ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
没
意
志
的

認
識
の
態
度
で
あ
り
ま
す
、
対
象
を
実
利
と
か
、
自
己
に
何
等
か
の
関
係
あ
る
ご
と

く
見
ず
に
、
対
象
そ
の
ま
ゝ
の
存
在
を
自
由
に
活
動
せ
し
め
て
、
ど
こ
迄
も
注
意
深

く
、十
分
に
視
る
の
で
あ
り
ま
す
、其
の
初
め
は
単
な
る
観
察
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
、

自
分
が
事
件
の
中
に
没
頭
せ
ず
に
、
自
己
自
身
及
び
自
己
の
周
囲
全
体
を
、
詳
し
く

観
察
す
る
態
度
で
あ
り
ま
す
。
物
を
よ
く
見
る
態
度
が
出
来
て
ゐ
ず
に
、
ど
う
し
て

文
章
が
作
れ
ま
せ
う
、
藤
村
氏
の
か
い
た
本
の
中
に
、「
物
を
書
く
こ
と
は
も
の
を

視
る
こ
と
だ
そ
し
て
も
の
を
記
憶
す
る
こ
と
だ
」
と
い
ふ
意
味
の
こ
と
が
あ
る
、
文

章
の
大
家
で
あ
る
だ
け
に
、
さ
す
が
真
蹄
を
穿
つ
た
言
で
あ
る
と
思
は
れ
ま
す
、
綴

り
方
は
決
し
て
、
特
設
し
た
「
綴
り
方
」
と
云
ふ
時
間
だ
け
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
常
住
座
臥
、
日
常
の
生
活
、
そ
の
時
は
皆
綴
方
の
時
間
で
あ
り
ま
す
、
児
童
に
、

こ
の
観
照
の
態
度
が
出
来
て
、
学
校
に
ゐ
て
も
、
道
を
歩
い
て
ゐ
て
も
、
自
家
で
遊

ん
で
居
つ
て
も
、
そ
の
周
囲
や
自
己
を
、
よ
く
観
察
す
る
事
さ
へ
出
来
れ
ば
、
如
何

な
る
立
派
な
文
章
で
も
書
け
ま
す
、
発
表
す
る
言
葉
な
ど
は
た
と
ひ
少
し
は
貧
弱
で

あ
つ
て
も
、
大
い
に
よ
い
文
が
か
け
る
の
で
あ
り
ま
す
、
さ
う
し
て
、
自
己
の
見
る

と
こ
ろ
、
思
ふ
と
こ
ろ
、
盡
く
筆
に
上
し
得
な
い
事
は
な
い
様
に
な
つ
た
後
、
修
辞

構
想
等
所
謂
美
的
文
章
を
書
く
様
指
導
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
ま
す
。
観
照
の
態
度
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が
ど
こ
に
も
溢
れ
て
ゐ
る
。」「
教
員
室
の
横
の
櫻
の
木
の
上
で
小
鳥
が
一
羽
楽
し
さ
う
に

囀
つ
て
ゐ
る
。
ど
こ
か
ら
か
白
い
蝶
が
一
つ
、
ヒ
ラ
〳
〵
飛
ん
で
き
て
向
ふ
の
く
し
け
づ

つ
た
や
う
な
柳
の
上
に
止
つ
た
。名
も
知
ら
ぬ
花
が
一
片
二
片
チ
ラ
〳
〵
と
散
つ
た
。」「
今

ま
で
あ
た
り
の
景
色
を
眺
め
て
ゐ
た
小
使
さ
ん
が
に
や
り
と
笑
つ
て
ゐ
る
。」
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
ど
の
よ
う
な
指
導
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
描
写
表
現
の
作
品
が
誕
生
し
て
い
る
の
か
、
更

に
詳
し
く
追
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
池
田
が
練
習
の
最
後
に
掲
げ
て
い
る
奈
良
の
旅
籠
屋
の
作
品
を
続
け
て
見
て
い
き
た

い（
７
）。

　　
　
　
　
○
奈
良
の
旅
籠
屋

　
高
男

　
石
田
貴
重
郎

　
　
三
角
帽
子
を
か
む
つ
た
や
う
な
瓦
斯
燈
が
淋
し
い
光
を
辺
に
投
げ
て
ゐ
る
。
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
た
、「
印
判
屋
」
と
云
ふ
看
板
の
三
文
字
が
ぼ
か
さ
れ
た
や
う
に
浮
か

び
つ
ゝ
、
静
か
に
東
側
の
壁
に
身
を
も
た
せ
か
け
て
ゐ
る
。

　
　
中
を
覗
く
と
大
き
な
火
鉢
を
囲
ん
で
、
番
頭
と
若
い
男
と
が
何
か
頻
り
に
話
合
つ

て
ゐ
る
。

　
　
一
間
へ
だ
て
ゝ
此
家
の
主
人
と
も
思
は
れ
る
人
が
算
盤
を
は
じ
い
て
は
帳
面
に
筆

を
走
ら
せ
て
ゐ
る
。
そ
の
横
に
坐
つ
て
ゐ
た
お
か
み
さ
ん
ら
し
い
人
が
、
今
下
女
に

何
か
い
ひ
つ
け
る
と
、下
女
は「
ハ
イ
」と
返
事
を
し
な
が
ら
奥
の
間
の
方
へ
い
つ
た
。

　
　
あ
が
り
口
に
は
二
三
足
正
し
く
並
ん
だ
下
駄
が
目
立
つ
て
見
え
る
。

　
　
お
り
し
も
生
暖
か
い
春
の
夕
の
静
け
さ
を
破
つ
て
汽
笛
が
長
く
弱
く
辺
の
空
気
を

振
動
さ
せ
たマ

マ

今
ま
で
話
に
夢
中
に
な
つ
て
ゐ
た
若
い
男
が
、
驚
い
た
様
な
眼
つ
き
を

し
な
が
ら
、
大
き
な
柱
時
計
を
見
て
番
頭
と
何
事
か
二
言
三
言
声
高
く
い
ひ
か
は
し

な
が
ら
、
紫
地
に
白
い
三
文
字
「
印
判
屋
」
と
染
め
ぬ
い
た
旗
を
手
に
、
飛
ぶ
や
う

に
西
の
方
へ
去
つ
た
。

　
　
た
ぶ
ん
団
体
旅
客
で
も
奈
良
駅
へ
迎
ひ
に
行
く
の
で
あ
ら
う
。

　　
こ
れ
ら
の
作
品
に
対
し
、
池
田
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る（

８
）。

　　
　
以
上
の
如
く
記
事
文
の
修
練
は
実
景
実
地
を
観
察
せ
し
め
て
、
範
囲
の
小
な
る
処

よ
り
漸
次
大
な
る
処
に
、
静
的
描
写
よ
り
漸
次
動
的
描
写
に
移
り
、
こ
れ
に
よ
り
て

根
本
的
、
綴
方
と
い
ふ
も
の
ゝ
陶
冶
を
築
き
な
ほ
し
、
そ
の
堅
実
な
る
基
礎
の
上
に

叙
事
文
に
あ
れ
、
説
明
文
に
あ
れ
評
論
に
あ
れ
建
設
し
行
く
べ
き
で
あ
ら
う
と
思

ふ
。
徒
ら
に
各
校
に
制
定
さ
れ
て
ゐ
る
固
定
的
な
る
綴
方
細
目
に
盲
従
し
綴
方
教
授

の
出
発
点
を
誤
る
時
に
は
、
砂
上
楼
を
築
く
と
等
し
く
、
顚
覆
、
又
顚
覆
、
遂
に
悲

観
せ
ざ
る
を
得
な
い
境
地
に
陥
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　　
こ
の
文
章
に
お
い
て
着
目
し
た
い
点
は
二
カ
所
で
あ
る
。
一
つ
目
は
「
記
事
文
の
修
練

は
実
景
実
地
を
観
察
せ
し
め
て
、
範
囲
の
小
な
る
処
よ
り
漸
次
大
な
る
処
に
、
静
的
描
写

よ
り
漸
次
動
的
描
写
に
移
り
、
こ
れ
に
よ
り
て
根
本
的
、
綴
方
と
い
ふ
も
の
ゝ
陶
冶
を
築

き
な
ほ
し
、
そ
の
堅
実
な
る
基
礎
の
上
に
叙
事
文
に
あ
れ
、
説
明
文
に
あ
れ
評
論
に
あ
れ

建
設
し
行
く
べ
き
で
あ
ら
う
と
思
ふ
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
描
写
を
叙
事
文
や
説
明
文

よ
り
先
に
取
り
上
げ
、
先
ず
描
写
文
で
基
礎
を
固
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ

の
考
え
方
は
、
現
在
殆
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
文
章
を
書
く
初
歩
の
段
階
で
の
観

察
の
大
切
さ
は
多
く
の
指
摘
が
あ
る
が
、
描
写
表
現
を
い
う
も
の
は
こ
れ
ま
で
見
あ
た
ら

な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
学
年
の
上
の
生
徒
に
は
、
こ
の
方
法
は
有
効
で
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
今
後
、
研
究
を
進
め
る
上
で
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
価
値
の
あ
る
指
摘
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
「
徒
ら
に
各
校
に
制
定
さ
れ
て
ゐ
る
固
定
的
な
る
綴
方
細
目
に
盲
従
し
綴
方

教
授
の
出
発
点
を
誤
る
時
に
は
、
砂
上
楼
を
築
く
と
等
し
く
、
顚
覆
、
又
顚
覆
、
遂
に
悲

観
せ
ざ
る
を
得
な
い
境
地
に
陥
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
」
と
い
う
最
後
の
部
分
で
あ
る
。
こ

の
指
摘
が
す
べ
て
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
べ
き
重
要
な
指
摘

で
あ
る
。

四
、
竹
村
定
一
「
綴
方
に
於
け
る
発
表
の
心
理
過
程
及
根
本
問
題
」

　
竹
村
定
一
は
当
時
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
訓
導
だ
っ
た
人
物
で
あ
る
。『
国
語
教
育
』

大
正
六
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
綴
り
方
に
於
け
る
発
表
の
心
理
過
程
及
び
根
本
問

― 112（三十五） ―
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三
、
池
田
彌
一
郎
「
高
等
小
學
に
於
け
る
綴
方
教
授
実
際
上
の
諸
問
題
」

　
池
田
彌
一
郎
は
当
時
奈
良
県
師
範
学
校
の
訓
導
を
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。『
国
語
教

育
』
の
大
正
五
年
八
号
に
「
高
等
小
學
に
於
け
る
綴
方
教
授
実
際
上
の
問
題
」
と
い
う
論

文
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

５
）。

　　（
一
）
余
が
試
み
て
得
た
る
文
題

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　
　
　（
い
）
自
然
界

0

0

0

0

　
　
　
春
の
猿
澤
池

　
春
雨
の
日

　
春
の
一
日

　
春
日
山
巡
り

　
野
遊
び

　
春
の
田
舎

　

辷
り
坂
よ
り
の
見
お
ろ
し

　
春
の
夕

　
野
辺
に
遊
べ
ば

　
春
の
写
生

　
町
の
夕

暮
　
お
ぼ
ろ
月

　
春
の
暁
等

　
　
　（
ろ
）
生
活
（
及
所
感

0

0

0

）

　
　
　
わ
が
家
の
屋
敷
の
周
囲

　
高
等
一
学
年
に
な
つ
て
の
昼
の
最
初
の
遊
歩

　
机
よ

り
　
高
等
一
年
に
な
つ
て
の
感
じ

　
わ
が
学
校
の
我
等

　
高
等
一
年
の
任
務
等

　
　
　（
は
）
思
ひ
出

0

0

0

　
　
　
雪
景
色
の
思
い
出

　
夢

　
奈
良
に
来
て
か
ら
一
箇
年
四
月
一
日
に
学
校
で
の
思

（
尋
一
入
学
の
時
の
思
出
）
等

　
　
　（
に
）
書
簡
文

0

0

0

　
　
　
友
の
中
学
入
学
を
祝
す

　
退
学
せ
し
友
に
等

　（
二
）
作
品
よ
り
得
た
る
教
訓

4

4

4

4

4

4

4

4

4

　
　
　
１
記
事
文
（
特
に
写
生
文
）
多
き
こ
と
。

　
　
　
但
し
作
者
の
位
置
明
瞭
な
ら
ず
、
所
謂
据
り
の
わ
る
い
文
章
多
し
、
指
導
を
要

す
。

　
　
　
２
綴
方
の
よ
い
文
と
い
へ
ば
景
色
を
写
生
す
る
も
の
ゝ
や
う
に
思
へ
る
こ
と
。

　
　
　
３
着
眼
点
が
囚
は
れ
て
ゐ
る
。
人
事
方
面
、
生
活
方
面
に
対
す
る
機
微
な
る
着

眼
に
乏
し
、
観
察
の
指
導
を
要
す
。

　（
三
）
随
意
選
題
よ
り
て
得
た
る
教
訓
に
よ
り
写
生
文
の
練
習

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
―
出
発
点
の
決
定

4

4

4

4

4

4

。

　（
四
）
練
習
順
序

0

0

0

0

・
・
春
の
校
庭
―
春
の
猿
澤
池
ー
奈
良
の
旅
籠
屋

　
　
　
１
春
の
校
庭

　
　
　
第
一
次
＝
児
童
を
校
庭
に
引
率
、「
春
ら
し
い
気
分
の
す
る
」
も
の
を
雑
記
帳

に
書
取
ら
し
む

　
　
・
・
・
批
評
。

　
　
　
第
二
次
＝
前
時
に
摘
書
せ
る
雑
記
帳
を
（
な
る
べ
く
多
く
）
読
ま
し
め
、
模
範

的
の
も
の
を
選
び
板
書
、
項
目
の
順
序
＝
布
置
に
つ
き
問
答
・
・
各
自
に
綴
ら

し
む
。

　
　
　
第
三
次
＝
得
た
る
作
品
よ
り
作
者
の
位
置
の
移
動
せ
る
も
の
、
固
定
せ
る
も

の
ゝ
模
範
的
な
る
も
の
を
選
び
、
玩
味
せ
し
め
各
自
に
作
者
の
位
置
の
不
明
若

く
は
据
り
悪
き
文
章
を
自
己
訂
正
せ
し
む
。（

ル
ビ
0

0

、
ル
ビ

4

4

は
著
者
に
よ
る
。）

　　
こ
の
後
に
子
ど
も
の
作
品
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
１
春
の
校
庭
の
作
品
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
最
初
の
文
章
を
次
に
取
り
上
げ
た
い（

６
）。

　

　　
　
　
　
○
春
の
校
庭

　
高

　
男

　
　
貴

　
田

　
三

　
男

　
　
空
は
名
残
り
な
く
晴
れ
て
暖
い
日
光
が
学
園
一
ぱ
い
に
、
長
閑
な
春
の
気
が
ど
こ

に
も
溢
れ
て
ゐ
る
。

　
　
教
員
室
の
横
の
櫻
の
木
の
上
で
小
鳥
が
一
羽
楽
し
さ
う
に
囀
つ
て
ゐ
る
。
ど
こ
か

ら
か
白
い
蝶
が
一
つ
、
ヒ
ラ
〳
〵
飛
ん
で
き
て
向
ふ
の
く
し
け
づ
つ
た
や
う
な
柳
の

上
に
止
つ
た
。
名
も
知
ら
ぬ
花
が
一
片
二
片
チ
ラ
〳
〵
と
散
つ
た
。

　
　
蝶
は
驚
い
て
飛
び
上
つ
た
が
又
可
愛
ら
し
い
羽
で
静
か
に
舞
下
つ
た
。

　
　
さ
き
の
小
鳥
は
ま
だ
面
白
さ
う
に
櫻
の
木
の
下
で
囀
り
続
け
て
ゐ
る
。

　
　
今
ま
で
あ
た
り
の
景
色
を
眺
め
て
ゐ
た
小
使
さ
ん
が
に
や
り
と
笑
つ
て
ゐ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
た

ぶ
ん
春
の
学
園
の
景
色
に
み
と
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。（

ル
ビ
4

4

は
著
者
に
よ
る
。）

　　
や
や
作
り
す
ぎ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
が
、
作
品
か
ら
は
、
目
で
見
た
も
の
を
書
き
留

め
る
こ
と
、
観
察
し
た
こ
と
を
書
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
描
写
的
な
表

現
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
取
り
出
す
と
「
暖
い
日
光
が
学
園
一
ぱ
い
に
、
長
閑
な
春
の
気

― 113（三十四） ―
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私
は
綴
り
方
教
授
の
心
理
的
根
柢
－
綴
文
能
力
と
し
て
次
の
や
う
な
こ
と
を
考
へ
て

ゐ
ま
す
。

　
　
綴
文
上
、
心
理
的
過
程
の
第
一
歩
と
し
て
尊
重
す
べ
き
も
の
は
、
限
定
力
の
修
練

で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
即
ち
自
己
の
表
は
さ
ん
と
す
る
思
想
感
情
と
、
他
の
思
想

感
情
と
を
限
定
し
区
別
す
る
の
心
の
動
き
を
さ
す
の
で
あ
り
ま
す
。
よ
く
低
学
年
に

於
け
る
綴
り
方
の
入
門
と
し
て
、
書
く
べ
き
想
を
持
つ
て
居
る
と
い
ふ
自
覚
を
さ
せ

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
唱
へ
ら
れ
ま
す
が
、
全
く
自
己
の
表
彰
せ
ん
と
す
る
思
想

感
情
を
、
他
の
思
想
感
情
と
区
別
す
る
力
―
―
限
定
力
に
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

　
　
な
ほ
描
写
に
よ
つ
て
こ
の
限
定
力
を
修
練
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
主
と
し
て

観
察
力
が
働
き
ま
す
る
し
、
叙
述
に
よ
つ
て
こ
の
限
定
力
を
修
練
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、
主
と
し
て
直
観
判
断
力
が
働
き
ま
す
。

　
　
第
二
歩
と
し
て
特
に
修
練
す
べ
き
能
力
は
、
分
解
力
で
あ
り
ま
し
て
、
初
歩
に
於

て
は
、
属
性
に
分
解
す
る
こ
と
や
、
二
物
を
比
較
し
て
記
述
す
る
こ
と
な
ど
で
こ
の

能
力
は
練
ら
れ
ま
す
が
、
漸
次
深
み
の
あ
る
文
、
奥
行
き
の
あ
る
文
を
綴
ら
し
め
や

う
と
す
る
に
は
、
こ
の
能
力
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
分
解
力
の
修
練

は
や
が
て
選
択
力
の
練
習
を
必
要
と
す
る
や
う
に
立
ち
至
り
ま
す
、
即
ち
分
解
し
得

た
結
果
は
多
く
の
属
性
乃
至
要
素
、
又
は
事
件
に
な
る
で
あ
り
ま
せ
う
、
こ
れ
を
あ

る
一
定
の
条
件
に
よ
つ
て
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
つ
ぎ
に
其
の
選
択
を
得
た
も
の
を
適
当
に
按
排
す
る
力
、
排
列
す
る
働
き
即
ち
組

織
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
勿
論
こ
の
間
に
は
、
記
憶
力
だ
の
思
考
力
、
推
理
力
、
判

断
力
等
の
修
練
も
出
来
る
し
、
又
こ
れ
等
の
力
の
働
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
せ
う

け
れ
ど
も
、
綴
文
上
、
直
接
修
練
す
べ
き
綴
文
能
力
の
標
的
と
し
て
は
稍
々
そ
の
軽

き
を
覚
ゆ
る
や
う
で
あ
り
ま
す
。
最
後
に
最
も
肝
要
な
の
は
綜
合
力
の
修
練
で
あ
り

ま
す
、
一
篇
と
し
て
中
心
点
に
む
か
つ
て
の
ま
と
ま
り
、
統
一
点
に
向
つ
て
一
つ
の

纏
つ
た
一
文
章
を
し
て
の
見
か
た
を
知
ら
し
む
る
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

　
　
よ
く
綴
り
方
で
、
作
者
の
態
度
が
動
揺
す
る
と
申
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て

限
定
力
が
修
練
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
、
又
深
み
の
な
い
、
う
す
つ
ぺ
ら

な
結
論
倒
れ
の
文
を
か
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
分
解
力
に
欠
く
る
所
が
あ
る

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
ず
る
〴
〵
べ
つ
た
り
な
、
の
べ
つ
幕
な
し
に
片
つ
ぱ
し
か
ら
書

き
な
ぐ
つ
て
行
く
も
の
、
所
謂
精
叙
略
叙
の
出
来
な
い
も
の
は
、
主
と
し
て
選
択
力

が
働
か
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
と
が
ら
が
前
後
し
た
り
お
ち
た
り
す
る
の
は
主

と
し
て
組
織
力
が
練
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
主
想
と
客
想
と
の
関
係
が
密

着
で
な
か
つ
た
り
、
統
一
を
害
す
る
や
う
な
矛
盾
の
意
味
を
持
つ
た
り
す
る
段
落
が

あ
つ
て
も
推
敲
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
や
う
な
も
の
は
主
と
し
て
綜
合
力
に
欠
く
る

と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
や
う
に
考
へ
ま
す
と
、
綴
り
方
教
授
の
本
質
と
し
て
心
理
的
の
仮
定
を
思
は

ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
、（
後
略
）

（
中
略
・
後
略
と
も
に
渡
邊
に
よ
る
。）

　　「
綴
文
上
、
心
理
的
過
程
の
第
一
歩
と
し
て
尊
重
す
べ
き
も
の
は
、
限
定
力
の
修
練
で

あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
即
ち
自
己
の
表
は
さ
ん
と
す
る
思
想
感
情
と
、
他
の
思
想
感
情
と

を
限
定
し
区
別
す
る
の
心
の
動
き
を
さ
す
の
で
あ
り
ま
す
。
よ
く
低
学
年
に
於
け
る
綴
り

方
の
入
門
と
し
て
、
書
く
べ
き
想
を
持
つ
て
居
る
と
い
ふ
自
覚
を
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
と
唱
へ
ら
れ
ま
す
が
、
全
く
自
己
の
表
彰
せ
ん
と
す
る
思
想
感
情
を
、
他
の
思
想
感

情
と
区
別
す
る
力
―
―
限
定
力
に
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
な
ほ
描
写
に
よ
つ
て
こ
の
限
定
力

を
修
練
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
主
と
し
て
観
察
力
が
働
き
ま
す
る
し
、
叙
述
に
よ
つ

て
こ
の
限
定
力
を
修
練
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
主
と
し
て
直
観
判
断
力
が
働
き
ま

す
」
と
い
う
、
花
田
に
よ
る
指
摘
は
現
代
に
も
通
ず
る
大
き
な
示
唆
で
あ
る
。
特
に
、
描

写
に
関
わ
る
力
と
し
て
観
察
力
や
分
析
力
や
総
合
力
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま

で
あ
た
っ
て
き
た
文
献
の
中
で
も
見
ら
れ
た
が
、
限
定
力
が
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
は
こ
の
文
章
が
初
め
て
で
あ
る
。
今
回
の
作
文
は
こ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
、
こ
の
気
持

ち
を
書
く
の
で
、
他
の
気
持
ち
は
混
ぜ
な
い
、
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
限
定
力
、

ま
た
、
特
に
描
写
に
関
わ
っ
て
は
、
鋭
く
観
察
し
、
そ
の
対
象
の
特
徴
や
、
他
の
も
の
と

の
違
い
を
見
極
め
、
限
定
す
る
力
の
必
要
性
の
指
摘
は
、
重
要
で
あ
る
。
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綴
っ
て
い
く
よ
う
導
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
児
童
の
観
察
に
関
し
て
花
田
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
十
一
の
綴
り
方
技
能
修

練
段
階
を
掲
げ
て
い
る（

３
）。

　　
　
一
、一
つ
の
も
の
に
つ
き
て
の
個
々
の
経
験

　
　
二
、
異
な
り
た
る
時
に
於
け
る
、
一
つ
の
者

（
マ
マ
）に

つ
き
て
の
個
々
の
経
験
。

　
　
三
、二
つ
の
も
の
の
関
係
、
又
は
比
較
。

　
　
四
、一
群
と
し
て
の
物
の
存
在
。
前
段
ま
で
は
一
つ
〳
〵
を
、
又
は
そ
れ
等
を
比

較
し
て
観
察
し
表
出
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
眼
は
写
真
版
の
や
う
な
も
の
で

あ
る
、
一
つ
の
物
の
み
で
は
な
く
其
の
辺
り
の
物
を
も
見
取
る
も
の
で
あ
る
、

そ
れ
で
こ
の
段
と
し
て
は
、
全
体
と
し
て
、
多
く
の
も
の
、
一
群
と
し
て
の
表

出
を
修
練
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
　
五
、
種
々
の
見
地
よ
り
観
察
し
た
る
一
群
。

　
　
　
前
段
で
は
写
真
屋
が
景
色
を
写
し
た
や
う
な
体
裁
で
記
述
す
る
の
で
あ
る
が
、

今
度
は
見
地
（
場
所
）
を
異
に
し
一
群
中
の
主
な
る
も
の
を
違
つ
た
所
よ
り
観

察
す
る
。

　
　
　
こ
の
記
述
に
は
左
の
二
つ
の
異
つ
た
も
の
が
出
来
る
。

　
　
　
１
，
纏
つ
た
一
群
。

　
　
　
２
，
一
群
の
特
質
。

　
　
六
、
種
々
の
時
よ
り
見
た
る
一
群
。

　
　
　
こ
の
記
述
に
は
左
の
三
段
が
あ
る
。

　
　
　
１
，
現
在
と
し
て
見
た
る
一
群
。

　
　
　
２
，
過
去
と
し
て
見
た
る
一
群
。

　
　
　
３
，
将
来
と
し
て
見
た
る
一
群
。

　
　
七
、
話
す
景
色
、
又
は
一
群
。

　
　
　
こ
れ
は
一
寸
わ
か
り
に
く
い
言
葉
で
あ
る
が
少
し
く
説
明
を
要
す
る
が
、
画
家

が
あ
る
画
を
作
ら
ん
と
す
る
場
合
に
、
其
の
或
る
画
に
よ
つ
て
或
る
思
想
を
現

は
さ
ん
と
す
る
、
例
へ
ば
、
春
の
景
色
を
現
は
さ
ん
と
す
る
場
合
に
、
春
と
い

ふ
気
分
の
最
も
よ
く
現
は
れ
て
ゐ
る
所
を
捉
へ
て
来
て
其
の
特
徴
を
最
も
鮮
明

に
す
る
と
同
じ
や
う
に
、
綴
り
方
で
も
、
是
ま
で
は
自
然
物
を
其
の
ま
ゝ
表
出

す
る
こ
と
を
教
へ
た
の
で
あ
る
が
、
今
度
か
ら
は
、
こ
の
景
色
又
は
表
は
さ
れ

た
る
一
群
を
一
人
が
見
て
、
其
の
何
を
表
は
さ
ん
と
し
て
ゐ
る
か
を
よ
く
分
る

や
う
に
す
る
、
即
ち
文
章
に
統
一
点
を
求
め
て
、
そ
の
点
に
力
を
入
れ
る
の
で

あ
る
。

　
　
八
、
多
く
の
も
の
を
結
び
つ
け
る
こ
と
、
即
ち
物
語
。（
中
略
）

　
　
九
、
二
つ
の
纏
り
た
る
も
の
の
関
係
。（
中
略
）

　
　
十
、
特
性
。（
中
略
）

　
　
十
一
、
意
見
を
発
表
さ
せ
る
、
即
ち
論
文
で
あ
る
。（
後
略
）

（
中
略
・
後
略
、
渡
邊
に
よ
る
。）

　　
綴
り
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
一
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
け
る
よ

う
に
す
る
。
そ
れ
が
出
来
た
ら
、
も
う
一
つ
の
も
の
と
比
較
さ
せ
る
。
次
に
一
つ
の
物
に

つ
い
て
、異
な
る
視
点
か
ら
観
察
し
て
書
く
。異
な
る
視
点
か
ら
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
つ
の
物
を
多
角
的
に
纏
ま
っ
た
も
の
と
し
て
書
く
練
習
を
す
る
と
い
う
指
摘
は
分
か
り

や
す
い
が
、
一
群
の
特
質
を
二
つ
目
に
上
げ
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。
描
写
表
現
の
指

導
を
行
う
場
合
、
こ
の
観
点
は
重
要
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
細
か
に
一
つ
ひ
と
つ
を
描
き

出
し
て
い
く
こ
と
は
描
写
の
得
意
と
す
る
表
現
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
対
象
を
描
き

き
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
対
象
の
特
質
や
特
徴
、
核
心
を
つ
か
ん
で
そ
の
部
分
を
描
き
と

る
こ
と
で
対
象
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
指
導
が
こ
の
段
階

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
た
い
。
六
で
は
時
制
を
変
え
て
み
る
段
階
の
訓

練
を
す
る
。
こ
の
練
習
に
、
描
写
で
行
う
歴
史
的
現
在
の
用
法
が
入
っ
て
い
る
の
か
明
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
つ
の
も
の
を
現
在
の
視
点
で
、
ま
た
、
過
去
や
未
来
の
視
点
か
ら

書
い
て
み
る
指
導
は
、
実
際
の
児
童
生
徒
の
作
文
で
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
た
の

か
、
確
認
し
た
い
部
分
で
あ
る
。

　
花
田
は
大
正
五
年
第
六
号
に
掲
載
し
た
「
シ
ユ
ミ
ー
ダ
ー
氏
の
説
に
よ
る
新
綴
方
教
授

法
（
五
）」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
描
写
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る（

４
）。
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に
す
る
こ
と
が
、
や
が
て
綴
り
方
教
授
の
方
法
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
意

味
の
こ
と
を
述
べ
ま
し
て
、
更
に
次
の
や
う
な
意
味
の
こ
と
を
掲
げ
て
ゐ
ま
す
。

　
　
　
　
図
画
教
授
で
は
、
最
初
に
極
め
て
簡
単
な
も
の
を
描
く
こ
と
か
ら
初
め
て
ゐ

る
、
例
へ
ば
簡
単
な
木
の
葉
を
描
か
し
む
る
に
し
て
も
児
童
は
描
き
方
を
始
め

る
前
に
、
そ
の
葉
を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
即
ち
児
童
は
形
と
色
と
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
観
察
の
後
描
く
こ
と
に
よ
つ
て
こ
れ
を
表
出
す
る
こ
と
が

行
は
れ
る
、
そ
の
描
き
方
で
は
、
初
め
に
形
が
描
か
れ
、
そ
れ
か
ら
色
彩
が
施

さ
れ
、
最
後
に
陰
影
に
よ
つ
て
、
其
の
質
が
示
さ
れ
る
、
綴
り
方
教
授
も
、
丁

度
こ
れ
と
同
じ
や
う
な
経
路
を
ふ
む
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
教
師
が
木
の
葉
を
教
室
に
持
ち
来
り
こ
れ
を
児
童
に
観
察
さ
せ
る
、
教
師
の

指
導
に
よ
つ
て
其
の
葉
か
ら
、
形
と
色
と
質
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ

と
が
分
る
。
葉
の
観
察
に
よ
つ
て
児
童
の
想
念
が
あ
る
中
核
に
よ
つ
て
ま
と
ま

つ
た
。
併
し
何
の
為
に
此
の
思
想
を
書
き
現
は
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ

綴
り
方
の
目
的
は
分
ら
な
い
。
そ
こ
で
他
の
人
に
自
分
と
同
じ
考
へ
を
有
た
せ

る
た
め
に
は
之
を
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
人
が
こ
れ
を
読
ん
で
、
自
分
と
同

一
の
観
念
を
浮
べ
る
や
う
に
文
に
綴
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
図
画
の
出
来
ば
え
は
、
も
し
こ
れ
を
よ
く
描
い
た
場
合
に
は
、
悦
ば
し
い
形

を
現
出
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
綴
り
方
の
結
果
は
、
そ
れ
自
身
で
美
な
る
も
の

で
は
な
く
、
児
童
に
対
し
て
殆
ん
ど
外
部
的
に
は
興
味
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
綴
り
方
で
は
学
ん
だ
結
果
の
み
で
な
く
、
児
童
自
ら
経
験
し
た
こ
と

を
綴
ら
せ
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
こ
の
や
う
に
図
画
と
綴
り
方
と
は
、
其
の
趣
を
同
う
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
又
綴
り
方
で
は
、
物
に
つ
い
て
の
経
験
を
表
出
し
、
外
部
的
属
性

等
に
跼
蹐
す
る
こ
と
な
く
、
其
の
経
験
を
な
す
に
つ
い
て
の
行
為
を
も
其
の
中

に
入
れ
て
一
つ
の
纏
つ
た
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
実
物
の
観
察
及
び

思
想
の
纏
め
方
に
つ
い
て
は
適
切
な
指
導
を
加
へ
、
基
礎
的
―
本
質
的
修
練
を

加
ふ
る
と
共
に
児
童
を
し
て
全
く
自
分
一
人
で
経
験
し
た
こ
と
を
、
ひ
と
り
で

に
書
く
や
う
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
以
上
は
、
氏
の
著
綴
り
方
教
授
の
序
文
中
の
一
節
に
あ
る
主
張
の
一
端
で
あ
り
ま

す
が
、我
が
綴
り
方
教
授
の
現
状
に
鑑
み
、大
に
顧
る
所
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
下
省
略
、
渡
邊
に
よ
る
。）

　　
明
治
時
代
よ
り
、
描
写
表
現
は
絵
を
描
く
と
き
と
比
較
さ
れ
な
が
ら
そ
の
共
通
性
を
説

明
さ
れ
て
来
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
図
画
教
授
で
は
、
最
初
に
極
め
て
簡
単
な
も
の
を
描

く
こ
と
か
ら
初
め
て
ゐ
る
、
例
へ
ば
簡
単
な
木
の
葉
を
描
か
し
む
る
に
し
て
も
児
童
は
描

き
方
を
始
め
る
前
に
、
そ
の
葉
を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
即
ち
児
童
は
形
と
色
と

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
観
察
の
後
描
く
こ
と
に
よ
つ
て
こ
れ
を
表
出
す
る
こ
と
が
行
は
れ

る
、
そ
の
描
き
方
で
は
、
初
め
に
形
が
描
か
れ
、
そ
れ
か
ら
色
彩
が
施
さ
れ
、
最
後
に
陰

影
に
よ
つ
て
、
其
の
質
が
示
さ
れ
る
、
綴
り
方
教
授
も
、
丁
度
こ
れ
と
同
じ
や
う
な
経
路

を
ふ
む
べ
き
で
あ
る
」
と
図
画
と
の
比
較
を
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
述
べ
て
い
る
。
そ

れ
に
加
え
、「
図
画
の
出
来
ば
え
は
、
も
し
こ
れ
を
よ
く
描
い
た
場
合
に
は
、
悦
ば
し
い

形
を
現
出
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
綴
り
方
の
結
果
は
、
そ
れ
自
身
で
美
な
る
も
の
で
は
な

く
、
児
童
に
対
し
て
殆
ん
ど
外
部
的
に
は
興
味
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
綴
り
方

で
は
学
ん
だ
結
果
の
み
で
な
く
、
児
童
自
ら
経
験
し
た
こ
と
を
綴
ら
せ
る
や
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
指
示
を
行
い
、
更
に
「
こ
の
や
う
に
図
画
と
綴
り
方
と
は
、
其
の

趣
を
同
う
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
又
綴
り
方
で
は
、
物
に
つ
い
て
の
経
験
を

表
出
し
、
外
部
的
属
性
等
に
跼
蹐
す
る
こ
と
な
く
、
其
の
経
験
を
な
す
に
つ
い
て
の
行
為

を
も
其
の
中
に
入
れ
て
一
つ
の
纏
つ
た
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
実
物
の
観
察
及

び
思
想
の
纏
め
方
に
つ
い
て
は
適
切
な
指
導
を
加
へ
、
基
礎
的
ー
本
質
的
修
練
を
加
ふ
る

と
共
に
児
童
を
し
て
全
く
自
分
一
人
で
経
験
し
た
こ
と
を
、
ひ
と
り
で
に
書
く
や
う
に
導

か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
、
述
べ
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。

　
綴
り
方
の
場
合
は
図
画
を
美
し
く
仕
上
げ
た
と
き
の
よ
う
な
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
は
出

来
ず
、
む
し
ろ
、「
興
味
の
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
言
い
、「
そ
れ
故
に
綴
り
方
で
は
学
ん

だ
結
果
の
み
で
な
く
、
児
童
自
ら
経
験
し
た
こ
と
を
綴
ら
せ
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
」
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る
。
図
画
と
ち
が
い
綴
方
に
お
い
て
は
、
対
象
を
描
く
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
対
象
に
向
け
た
行
為
を
も
含
め
て
、
お
そ
れ
ず
に
経
過
を
経
験
と
し
て

― 116（三十一） ―



「人間科学」第 35 巻　第１号（2017 年９月）

一
、
研
究
の
目
的

　
こ
れ
ま
で
文
部
省
『
小
學
入
門
乙
號
』、
田
中
義
廉
『
小
學
讀
本
』、
榊
原
芳
野
『
小
學

讀
本
』、
若
林
虎
三
郎
『
小
學
讀
本
』、『
尋
常
小
學
讀
本
』、『
国
定
国
語
教
科
書
』（
第
一

期
～
第
五
期
）、『
小
學
国
語
讀
本
』
な
ど
、
明
治
期
か
ら
昭
和
ま
で
の
読
み
方
指
導
の
教

科
書
で
あ
る
讀
本
や
国
語
教
科
書
に
お
け
る
描
写
表
現
の
変
遷
を
辿
っ
て
き
て
い
る（

１
）。

　
国
語
科
、
特
に
「
書
く
こ
と
」
領
域
に
お
け
る
「
描
写
」
表
現
指
導
は
、
描
写
表
現
の

文
章
が
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
表
現
上
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
如
何
に
外
界
を

認
識
す
る
か
と
い
う
「
み
る
こ
と
」「
感
じ
取
る
こ
と
」
の
学
習
―
洞
察
・
分
析
・
想
像
・

特
徴
を
端
的
に
つ
か
む
こ
と
・
自
分
の
認
識
の
仕
方
の
特
徴
に
気
づ
く
こ
と
―
な
ど
、
非

常
に
多
く
の
学
習
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
包
含
し
て
い
る
学
習
内
容
が
多
い
だ

け
に
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導

者
の
技
量
に
任
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
明
治
期
に
「
描
写
」
を
含
む
修
辞
法
が
教
育
界
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、『
第
三
期
国
定

国
語
教
科
書
』（『
尋
常
小
學
国
語
讀
本
』（
白
表
紙
本
））
に
お
け
る
「
陶
工
柿
右
衛
門
」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
讀
本
で
は
完
成
度
の
高
い
描
写
表
現
の
入
っ
た
文
章
が
掲
載
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
読
み
方
教
授
で
は
描
写
表
現
か
ら
心
情
を
つ
か
む
な

ど
、
現
在
の
読
解
に
つ
な
が
る
よ
う
な
指
導
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
綴
り
方
教
授
に
お
い
て
は
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て

い
た
い
わ
ゆ
る
候
文
指
導
へ
の
見
直
し
が
図
ら
れ
、
子
ど
も
の
生
活
に
根
ざ
し
た
文
章
表

現
指
導
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
動
き
と
重
な
る
よ
う
に
、
俳
句
に
端
を
発
し

た
「
写
生
」
の
態
度
は
、
五
味
義
武
・
駒
村
徳
壽
に
よ
る
『
写
生
を
主
と
し
た
る
綴
方
新

教
授
細
案
』、
鈴
木
三
重
吉
『
赤
い
鳥
』
刊
行
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
教
育
界
に
影
響
を
与

え
て
い
く
。

　
大
正
期
の
綴
り
方
教
授
の
理
念
や
方
法
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
蘆
田
惠
之
助
研
究
、

鈴
木
三
重
吉
研
究
、『
赤
い
鳥
』
研
究
な
ど
、
多
く
の
先
行
研
究
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、『
国
語
教
育
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
時
代
を
代
表
す
る
思
想
家

の
考
え
・
理
念
が
実
際
の
教
室
で
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
、
工
夫
さ
れ
て
子
ど
も
た
ち
に

指
導
さ
れ
て
行
っ
た
か
、
検
証
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
先
行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
中
央
の
個
人
の
際
だ
っ
た
思

想
・
指
導
だ
け
で
な
く
、
綴
り
方
教
育
の
全
国
的
な
実
際
の
状
況
、
ま
た
指
導
の
工
夫
が

明
ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　『
国
語
教
育
』
は
大
正
五
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
昭
和
一
六
年
三
月
ま
で
続
い
た
国
語
教

育
の
月
刊
誌
で
あ
る
。主
幹
は
保
科
孝
一
が
務
め
て
い
る
。寄
稿
さ
れ
た
論
文
を
見
る
と
、

執
筆
者
の
中
に
著
名
な
文
学
士
、研
究
者
も
見
ら
れ
る
が
、各
都
道
府
県
の
大
学
附
属
小
・

中
学
校
、
尋
常
小
学
校
勤
務
の
教
諭
、
訓
導
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
国

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
小
学
生
・
中
学
生
へ
の
指
導
の
実
際
の
様
子
が
論
文
か
ら
伝
わ
っ
て

く
る
、
研
究
資
料
と
し
て
の
価
値
の
高
い
月
刊
誌
と
な
っ
て
い
る
。

　
月
刊
誌
一
ヶ
月
分
一
冊
に
収
録
さ
れ
る
論
文
数
は
月
に
よ
り
若
干
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る

が
、
大
凡
三
〇
本
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
集
号
以
外
は
、
毎
月
、
読
み
方
指
導
に
関
す
る
論
文
、
教
科
書
教
材
の
分
析
、
語
句

指
導
、
話
し
方
指
導
、
綴
り
方
指
導
、
子
ど
も
の
作
品
な
ど
、
国
語
科
に
関
す
る
幅
広
い

内
容
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
創
刊
さ
れ
た
大
正
五
年
、
綴
り
方
指
導
に
関
わ
る
論
文
は
五
七
本
、
大
正
六
年
は
三
〇

本
、大
正
七
年
は
二
二
本
あ
る
。
そ
の
中
で
、本
論
文
の
目
的
に
関
わ
る
「
写
生
」「
描
写
」

「
み
る
こ
と
」
の
指
導
に
触
れ
て
い
る
論
文
を
以
下
に
取
り
上
げ
、
そ
の
到
達
点
を
明
ら

か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　二
、
花
田
甚
五
郎
「
シ
ユ
ミ
ー
ダ
ー
の
説
に
基
き
た
る
新
綴
方
教
授
法
」

　
花
田
甚
五
郎
は
当
時
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
の
訓
導
を
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。『
国

語
教
育
』第
一
巻
第
一
号
に
お
い
て「
シ
ユ
ミ
ー
ダ
ー
の
説
に
基
き
た
る
新
綴
方
教
授
法
」

と
題
し
た
論
文
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
花
田
は
シ
ユ
ミ
ー
ダ
ー
の
説
を
引

用
し
な
が
ら
描
写
表
現
指
導
に
関
し
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
図
画
と
比
較
し
な
が

ら
綴
方
に
お
け
る
描
き
方
に
つ
い
て
下
記
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

２
）。

　　
つ
ぎ
に
綴
り
方
教
授
を
図
画
教
授
と
比
較
し
、
綴
り
方
と
図
画
と
は
、
共
に
人
の
精

神
内
容
を
表
出
す
る
方
便
で
あ
る
、
そ
れ
で
あ
る
か
ら
図
画
教
授
の
如
何
を
明
ら
か
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研究論文

『国語教育』誌における描写表現指導に関する考察
～大正五年（創刊号）から大正七年～

渡邊　洋子（常磐大学人間科学部）

The methods of teaching descriptive writing in composition class in "Kokugo kyouiku".
～ Taisho 5 (1916) (The first volume of "Kokugo kyouiku") to Taisho 7 (1918) ～

Watanabe, Yoko（Faculty of Human Science, Tokiwa University）

  When we teach descriptive writing to students in composition lessons in Japanese class in elementary 
school or junior high school, we often mark only how the students wrote their descriptions. However, to write 
descriptions, they must use their eyes, ears, nose, touch etc. So, when our students write descriptions, they 
have a chance to sharpen their abilities for observation and analysis, and also develop insight. In order to write 
descriptively, one must recognize his or her surroundings. If we had clarified their abilities which came from 
descriptive writing, the study methods of composition lessons would be different now. However, these abilities 
have not been clarified yet in the field. 
  This study examines how the teachers of Tsudurikata (the composition class of Taisho period) thought about 
the abilities－such as observation, analysis, and insight－of students to write Shasei (a description that directly 
describes its target). This study seeks to clarify the thought of teachers and their methods. Specifically, it 
examines seven teachers of Tudurikata: Hanada Jingoro, Ikeda Yaichiro, Takemura Teiichi, Komamura Norihisa, 
Nakahara Hidetosi, Hashimoto Tomekichi and Okabe Kaichi. From this study, we understand that these seven 
teachers taught many more hours and steps in the learning process to students to have abilites greater than 
now.
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で
あ
る
が
、
無
名
の
俳
人
が
遺
し
た
稿
本
が
貴
重
な
第
一
次
資
料
と
な
り
得
る
の
は
、
諸

派
の
垣
根
が
な
く
全
国
的
に
広
範
な
交
流
が
展
開
さ
れ
た
化
政
期
俳
諧
の
特
質
が
背
景
に

あ
る
。

〔
付
記
〕

　
二
松
学
舎
大
学
客
員
教
授
矢
羽
勝
幸
氏
に
は
『
薮
鶯
』（
上
、
下
）
の
翻
刻
に
際
し
ま

し
て
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

― 119（二十八） ―



須田柿麿編『薮鶯』 ― 化政期著名俳人の作品集（下）

　
一
茶
が
上
五
に
「
先
以
」
を
詠
む
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
先
以
朝
の
柳
や
こ
ろ
も
が
へ

　
一
茶

　『
七
番
日
記
』（
文
化
九
年

　
三
月
）

　
　
先
以
麦
も
息
才（

災
）梅

の
花

　
　
　
　
　
　『
七
番
日
記
』（
文
化
十
五
年

　
二
月
）

　
　
先
以
別
条
は
な
し
け
さ
の
春

　
　
　
　『
文
政
句
帖
』（
文
政
五
年
）

　「
先
以
」は
、「
と
に
も
か
く
に
も
」と
い
っ
た
意
味
だ
が
、『
お
ら
が
春
』に
収
録
す
る「
と

も
か
く
も
あ
な
た
任
せ
の
年
の
暮
」
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
新
出
句
が
一
茶
の
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
と
照
合
す
れ
ば
動
か
な
い
。

　
文
化
十
二
年
の
秋
、
一
茶
は
故
郷
柏
原
に
い
た
。
新
出
句
は
、
作
品
と
し
て
は
平
凡
で

あ
る
が
、
前
年
の
四
月
に
五
十
二
歳
で
妻
菊
を
迎
え
、
一
茶
の
生
涯
の
中
で
も
最
も
平
穏

で
幸
福
な
時
期
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
十
二
年
八
月
十
五
日
、
一
茶
は
柏
原
に

お
り
、
前
日
の
十
四
日
に
大
磯
の
遠
藤
雉
啄
が
来
訪
し
て
い
る
の
で
、
雉
啄
と
と
も
に
月

見
を
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
新
出
句
を
、
常
陸
潮
来
の
須
田
柿
麿
が
書
き
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
か
。

　『
七
番
日
記
』
は
一
茶
の
自
筆
句
日
記
で
あ
る
が
、『
薮
鶯
』
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
も
の

と
異
同
が
あ
る
部
分
に
は
傍
線
部
を
施
し
、「

　
」
に
異
同
内
容
を
示
し
た
。
一
見
し
て

わ
か
る
違
い
は
、「
更
科
山
」「
木
曽
」「
江
戸
の
重
郎
次
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
薮
鶯
』
に

筆
写
さ
れ
て
い
る
内
容
の
方
が
、『
七
番
日
記
』
よ
り
も
具
体
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
柿
麿
は
、
一
茶
が
『
七
番
日
記
』
に
こ
れ
ら
の
句
を
ま
と
め
る
以
前
の

草
稿
か
ら
一
茶
作
品
を
筆
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
柿
麿
が
こ
れ
ら
の
一
茶
発
句
を
ど
う
い

う
経
緯
で
筆
写
で
き
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
可
能
性
と
し
て
は
下
総
小
南
の
青
野
太
笻

か
ら
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
太
笻
に
つ
い
て
は
『
一
茶
大
辞
典
』（
矢
羽
勝
幸
編
著

　
大
修
館
書
店
）
に
詳
し
い
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
太
笻
は
千
葉
県
香
取
郡
東
庄
町
小
南
の
人
。
青
野
慶
次
郎
。
一
茶
の
親

友
で
太
笻
宛
て
の
一
茶
書
簡
に
は
歯
に
衣
き
せ
な
い
俳
人
の
悪
口
な
ど
が
か
か
れ
て
い
て

珍
重
す
べ
き
も
の
が
多
い
。
小
南
の
名
主
（
酒
造
家
、
豪
農
）
に
生
ま
れ
た
が
、
俳
諧
を

今
泉
恒
丸
に
学
び
、江
戸（
芝
片
門
前
一
丁
目
、浜
松
町
二
丁
目
新
道
）に
一
家
を
構
え
た
。

一
茶
と
は
文
化
二
年
八
月
二
十
七
日
、
成
美
宅
で
初
め
て
対
面
、
親
し
く
な
り
同
年
十
二

月
九
日
、
江
戸
の
太
笻
宅
に
泊
っ
て
い
る
。
一
茶
は
小
南
の
家
に
三
回
（
文
化
七
年
、
同

八
年
、
同
十
四
年
）、
江
戸
の
家
に
三
回
（
文
化
二
年
、
同
十
二
年
、
同
十
三
年
）
泊
っ

て
い
る
。
特
に
小
南
の
泊
数
は
三
回
で
十
八
泊
で
あ
る
か
ら
か
な
り
親
し
い
間
柄
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
文
化
八
年
の
年
越
し
は
小
南
の
太
笻
宅
に
予
定
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ

た
（
我
春
集
）。
一
方
、
太
笻
も
文
政
四
年
七
月
と
同
六
年
七
月
の
二
度
柏
原
の
一
茶
宅

を
訪
問
、
宿
泊
し
て
い
る
。
文
政
六
年
以
後
、
越
後
長
岡
地
方
に
多
く
の
門
人
が
で
き
、

江
戸
と
長
岡
千
手
町
に
半
年
ず
つ
住
ん
だ
こ
と
か
ら
半
年
庵
と
称
し
た
。
文
政
十
一
年
八

月
十
八
日
、
長
岡
の
半
年
庵
で
没
、
六
十
五
歳
。

　
太
笻
は
今
泉
恒
丸
門
の
筆
頭
で
あ
り
、柿
麿
に
と
っ
て
は
偉
大
な
兄
弟
子
で
あ
る
。『
薮

鶯
』
に
は
百
八
句
の
作
品
が
入
集
し
て
お
り
、
柿
麿
と
も
親
密
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　『
俳
諧
発
句
題
叢
』（
文
政
三
年

　
太
笻
編
）
は
、
化
政
期
を
代
表
す
る
類
題
句
集
で
、

作
家
数
は
二
千
七
十
二
名
、
発
句
を
約
一
万
二
千
七
百
句
収
録
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
俳

諧
発
句
題
叢
続
編
』（
文
政
六
年

　
太
笻
編
）
は
作
家
約
百
五
十
人
、
約
四
千
七
百
句
を

収
め
て
い
る
。
小
南
と
潮
来
は
ほ
ど
近
く
、
柿
麿
が
太
笻
か
ら
受
け
た
影
響
は
相
当
大
き

い
た
ろ
う
。

　
一
茶
と
柿
麿
に
面
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
、
直
接
的
な
交
渉

は
見
出
せ
な
い
。
一
茶
が
潮
来
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
は
文
化
十
四
年
五

月
二
十
六
日
の
み
で
あ
る
が
、
柿
麿
宅
の
世
話
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
俵
屋
に
百
五
十
文

を
支
払
っ
て
宿
泊
し
て
い
る
。

　
　
板
久
（
潮
来
）
俵
屋
泊
、
百
五
十
文
（『
七
番
日
記
』）

一
茶
が
潮
来
を
詠
ん
だ
句
が
あ
る
。

　
　
三
弦
で
鴫
を
立
た
す
る
潮
来
哉

　
一
茶
（
文
政
四
年

　
句
帖
）

こ
の
句
は
一
茶
が
信
州
に
定
住
し
て
か
ら
の
作
品
で
あ
り
、
一
茶
が
潮
来
で
詠
ん
だ
も
の

で
は
な
い
。

　
　
　
む
す
び

　『
薮
鶯
』
は
、
化
政
期
の
著
名
俳
人
た
ち
の
文
化
期
に
お
け
る
新
出
作
品
を
多
数
収
録

し
た
発
句
集
で
あ
る
。
編
者
の
柿
麿
は
常
陸
潮
来
（
茨
城
県
潮
来
市
）
に
住
む
地
方
俳
人
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①
紋
所
（
家
紋
）
の
一
つ

　
②
子
女
の
弄
ぶ
折
紙
の
一
つ

　
③
江
戸
末
期
の
女
の
髪
型

　
④
女
性
の
着
物
の
帯
の
結
び
方

　
⑤
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
出
現
す
る
蛾

蓼
松
が
詠
ん
だ
「
も
の
く
さ
き
脹
雀
」
は
、
④
の
帯
の
こ
と
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
紅

梅
が
春
季
で
あ
る
か
ら
、
脹
雀
は
季
題
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
は
山
本
健

吉
氏
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

　
だ
が
、
山
本
氏
は
「
寒
雀
」
と
「
脹
雀
」
を
同
種
の
も
の
と
し
て
歳
時
記
に
紹
介
し
て

い
る
が
、
一
茶
は
冬
季
の
「
寒
雀
」
と
「
脹
雀
」
を
区
別
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
茶

が
「
寒
雀
」
を
詠
ん
だ
句
は
二
句
、「
脹
雀
」
を
詠
ん
だ
句
は
四
句
確
認
で
き
る
。

　
　
脇
へ
行
く
な
鬼
が
見
る
ぞ
よ
寒
雀

　
一
茶
『
八
番
日
記
』（
文
政
三
年
）

　
　
米
蒔
を
本
ン
と
思
ふ
か
寒
雀

　
　
　
　
　
『
文
政
句
帖
』（
文
政
七
年
）

　
　
菜
畠
の
ふ
く
ら
雀
も
か
す
み
哉

　
　
　
　
『
文
化
句
帖
』（
文
化
三
年
）

　
　
灌
仏
や
ふ
く
ら
雀
も
親
連
て

　
　
　
　
　
『
文
化
句
帖
』（
文
化
三
年
）

　
　
茶
を
こ
く
や
ふ
く
ら
雀
の
顔
へ
迄

　
　
　
『
文
化
句
帖
』（
文
化
四
年
）

　
　
庵い

お

の
蚤
ふ
く
ら
雀
に
ひ
ろ
は
れ
な

　
　
　
『
七
番
日
記
』（
文
化
十
年
）

　「
寒
雀
」
は
冬
季
で
あ
る
が
、「
脹
雀
」
を
詠
み
込
ん
だ
三
句
目
か
ら
六
句
目
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
霞
（
春
季
）」、「
灌
仏
（
夏
季
）、「
茶
摘
み
（
春
季
）、」「
蚤
（
夏
季
）」
と
い

っ
た
季
語
が
存
在
し
て
い
る
。
一
茶
が
作
品
に
詠
み
込
む
「
脹
雀
」
は
小
動
物
を
詠
ん
で

い
る
が
、蛾
の
一
種
で
は
な
く
鳥
類
の
「
ふ
っ
く
ら
と
し
た
雀
」
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
小
動
物
詠
は
一
茶
発
句
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

六
句
目
は
、
自
身
の
庵
に
同
居
す
る
蚤
を
気
遣
っ
た
句
で
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
雀
（
豊
か

な
家
）
が
蚤
の
住
ま
い
の
転
居
先
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
蚤
を
詠
ん
だ
作
品
と
し

て
次
の
句
も
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　
庵
の
蚤
か
は
い
や
我
と
い（

寝
）ぬ

る
也

　
一
茶
『
七
番
日
記
』（
文
化
九
年
）

一
茶
は
、
蚤
を
添
い
寝
す
る
同
居
人
と
し
て
親
近
感
を
抱
い
て
い
る
。
一
茶
が
句
に
詠
む

「
脹
雀
」
は
、
春
、
夏
の
季
節
に
お
い
て
、
ふ
く
よ
か
さ
、
豊
か
さ
を
示
す
存
在
と
し
て

登
場
す
る
。

　「
脹
雀
」
は
語
彙
が
多
岐
に
わ
た
る
が
、
近
世
発
句
を
地
道
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
３
）
一
茶
の
新
出
句

　『
薮
鶯
』
に
は
、
一
茶
の
句
が
合
計
四
十
一
句
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
四
十
句

は
他
書
等
で
も
確
認
で
き
る
が
、
次
の
一
句
は
一
茶
の
新
出
作
品
で
あ
る
。

　
　
先ま

ず

以も
っ
て

御
安
全
ぞ
よ
秋
の
月

　
　
　
　
　
一
茶

　
こ
の
新
出
句
は
文
化
十
二
年
秋
に
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
新
出
句
（
Ｐ

１
２
７
）
と
ま
と
め
て
筆
写
さ
れ
て
い
る
他
の
九
句
が
、
全
て
『
七
番
日
記
』
の
文
化

十
二
年
三
月
～
九
月
の
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
句
と
重
複
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下

に
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　
　
聖
霊
の
立
振
舞
の
月
夜
か
な

　
　
　
　『
七
番
日
記
』（
文
化
十
二
年

　
七
月
）「
生
」

　
　
人
の
世
の
銭
に
さ
れ
け
り
苔
清
水

　
　『
七
番
日
記
』（
文
化
十
二
年

　
五
月
）

　
　
門
脇
や
粟
つ
く
だ
け
の
木
下
闇

　
　
　『
七
番
日
記
』（
文
化
十
二
年

　
六
月
）「
麦
」

　
　
草
の
葉
に
願
ひ
通
り
の
暑
か
な

　
　
　『
七
番
日
記
』（
文
化
十
二
年

　
三
月
）「
稲
」

　
　
丸
い
露
何
の
苦
も
な
く
居
直
り
ぬ

　
　『
七
番
日
記
』（
文
化
十
二
年

　
九
月
）

　
　
　
　
更
級
山
（『
七
番
日
記
』
に
は
前
書
な
し
）

　
　
捨
ら
れ
し
姥
が
日
じ
や
や
ら
露
時
雨

　『
七
番
日
記
』（
文
化
十
二
年

　
八
月
）「
村
」

　
　
膝
頭
木
曽
の
夜
寒
に
古
び
け
り

　
　
　『
七
番
日
記
』（
文
化
十
二
年

　
八
月
）「
山
」

　
　
先
以
御
安
全
ぞ
よ
秋
の
月

　
　
　
　
　
　
新
出
句

　
　
　
　
江
戸
の
重
郎
次
に
（
憐
江
戸
隠
士
）

　
　
掃
溜
を
山
と
見
な
し
て
秋
の
月

　
　
　『
七
番
日
記
』（
文
化
十
二
年

　
六
月
）

　
新
出
句
は
、
お
そ
ら
く
次
の
句
の
初
案
で
あ
ろ
う
。

　
　
名
月
や
あ
な
た
も
先
は
御
安
全

　
　
　『
七
番
日
記
』（
文
化
十
二
年

　
七
月
部
）

右
の
句
は
『
七
番
日
記
』
の
文
化
十
二
年
十
二
月
の
後
に
補
遺
と
し
て
筆
写
さ
れ
て
い
る

作
品
の
中
に
含
ま
れ
る
。
新
出
句
の
下
五
の
よ
う
な
「
秋
の
月
」
と
い
う
表
現
も
一
茶
は

し
ば
し
ば
用
い
て
い
る
。
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三
と
せ
病
て
五
と
せ
ぶ
り
に
て
古
郷
の
盆
會
を
務
む

　
　
我
箸
も
荢
殻
に
筭
え
紛
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｐ
１
３
２
）

　
名
古
屋
の
井
上
士
朗
が
『
薮
鶯
』（
下
）
で
入
集
数
が
減
っ
た
の
は
、
文
化
九
年
に
没

し
た
か
ら
で
あ
る
。
士
朗
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
入
集
数
が
増
え
て
い
る
の
は
、
士
朗
の

高
弟
竹
内
竹
有
で
あ
る
。
竹
有
は
名
古
屋
の
人
で
、
の
ち
に
塊
翁
と
改
号
す
る
。
文
政

十
二
年
（
一
八
二
九
）
十
月
十
七
日
没
、
六
十
六
歳
。

葛
三

　
　
　
　
九
句

　
　
古
杉
、
坡
双
、
鳥
旦
、
秋
香
庵
を
先
達
に
し
て
、
三
た
り
四
人
筥
根
路
を
ふ
み
け
る

を
り
、
秋
暮
亭
を
泊
り
に
定
む
。
日
こ
と
に
高
く
、
雨
面
白
か
り
け
れ
ば
、
足
静
か

に
洗
ひ
、
鬢
か
き
あ
げ
な
ど
し
、
お
の
く
あ
が
家
の
思
ひ
を
な
す
と
い
え
ど
も
、
あ

ろ
じ
葛
三
、
例
の
筆
草
と
り
に
出
た
る
と
て
な
し
。
童
曰
、「
礒
に
袖
笠
し
た
る
人

の
見
へ
ば
必
そ
な
ら
ん
」

で
ゝ
虫
の
ふ
た
つ
過
ま
で
窓
に
顔
（『
蔦
本
集
』）

（
２
）「
脹ふ

く
ら

雀す
ず
め

」
の
句
に
つ
い
て

　
巒み

ね

寥り
ょ
う

松し
ょ
う

は
江
戸
の
人
で
、『
薮
鶯
』（
上
）
に
一
句
、（
下
）
に
四
句
入
集
す
る
。
寥
松

別
号
八
朶
園
、
米
隣
翁
、
氷
黒
井
、
氷
黒
庵
、
太
年
廬
、
鉢
華
居
士
。
大
島
蓼
太
門
。
文

政
期
江
戸
俳
壇
の
重
鎮
で
、
吉
原
大
文
字
屋
の
妓
ひ
と
も
と
を
身
請
け
し
て
妻
と
し
た
。

検
校
の
株
を
保
持
し
裕
福
な
生
活
を
送
っ
た
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
閏
十
一
月
十
七

日
、
七
十
三
歳
。

　
寥
松
が
潮
来
の
柿
麿
宅
を
訪
問
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
鹿
島
神
宮
参
詣
の
際
に

通
っ
て
い
る
こ
と
は
、『
八
朶
園
句
纂
』（
寥
松
句
集
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
か
し
ま
に
詣
で
け
る
日
、
息
栖
（
茨
城
県
神
栖
市
息
栖
）
に
て
は
や
果
暮
ぬ
。

船
守
が
家
を
た
づ
ね
せ
ち
に
た
の
み
て
津
の
宮
（
香
取
市
津
宮
）
の
し
る
べ
の

も
と
を
心
ざ
し
乗
け
る
が
、
あ
ら
ぬ
か
た
に
漕
よ
せ
た
れ
ば
、
道
も
わ
か
ぬ
ば

か
り
か
や
の
乱
れ
枯
れ
し
処
へ
己
を
欺
き
あ
げ
て
、
舩
を
ぱ
つ
と
さ
し
出
し
常

陸
声
に
小
唄
う
た
ひ
つ
ゝ
漕
去
る
。
い
と
心
に
く
き
し
わ
ざ
な
れ
ば
、

　
　
舩
か
へ
せ
こ
ゝ
は
千
鳥
も
月
も
な
し

　
　
　
　
寥
松
『
八
朶
園
句
纂
』

　
『
薮
鶯
』（
下
）
に
入
集
す
る
寥
松
の
作
品
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
脹
雀
」
を
詠
ん
だ

句
で
あ
る
。

　
　
紅
梅
や
ふ
く
ら
雀
の
も
の
く
さ
き

　
　
　
　
　
寥
松

　
芳
し
く
香
る
紅
梅
と
「
も
の
き
さ
き
（
何
と
な
く
臭
い
）」
脹
雀
を
取
り
合
わ
せ
た
作

品
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
寥
松
が
詠
ん
で
い
る
「
脹
雀
」
は
具
体
的
に
何
を
さ
す
の
で
あ
ろ

う
か
。「
脹
雀
」
は
、「
福
来
雀
」
ま
た
は
「
福
良
雀
」
と
も
書
き
、
富
、
繁
栄
、
豊
作
へ

の
願
い
を
込
め
た
家
紋
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
句
で
は
鳥
類
の
雀
で
も
家
紋

で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　『
基
本
季
語
五
〇
〇
選
』（
山
本
健
吉

　
一
九
八
九

　
講
談
社
学
術
文
庫
）
の
「
寒
雀
」

の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　（
寒
雀
、
ふ
く
ら
雀
は
）
江
戸
時
代
の
季
寄
類
に
は
見
当
ら
ず
、
わ
ず
か

　
　
に
「
脇
へ
行
く
な
鬼
が
見
る
ぞ
よ
寒
雀
」
一
茶
（『
八
番
日
記
』）
の
外
に
は
、「
冬
雀
」

と
し
て
、「
朝
茶
の
む
う
ち
は
居
よ
か
し
冬
雀
」
乙
二
（『
を
の
の
え
草
稿
』）
の
作

例
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。「
脹(

ふ
く
ら)

雀
」
は
謡
曲
『
放
下
僧
』
に
「
ふ
く
ら
雀

は
竹
に
揉
ま
る
る
」
と
見
え
、
ま
た
紋
所
の
一
つ
と
し
て
図
案
化
さ
れ
、
子
女
の
弄

ぶ
折
紙
の
一
つ
に
脹
雀
が
あ
り
、
さ
ら
に
江
戸
末
期
の
女
の
髪
型
に
、
中
央
を
締
め

左
右
に
髻(

た
ぶ
さ)

を
二
つ
作
る
結
い
方
が
あ
り
、
紋
所
の
脹
雀
に
似
て
い
る
の

で
名
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
若
い
女
の
帯
の
結
び
方
に
も
脹
雀
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の

が
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
、
大
型
の
ス
ズ
メ
ガ
の
一
種
に
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
成
虫

が
出
現
す
る
フ
ク
ラ
ス
ズ
メ
と
い
う
蛾
が
あ
る
。
句
作
例
も
「
蝶
は
散
て
ふ
く
ら
雀

か
木
の
枝
に
」鬼
貫（『
鬼
貫
句
選
』）、「
神
無
月
ふ
く
ら
雀
ぞ
ま
づ
寒
き
」（
其
角（『
五

元
集
』）
な
ど
と
あ
る
が
、
季
語
と
し
て
意
識
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
明
治
に
な
っ
て
、『
春
夏
秋
冬
』
冬
の
部
に
「
寒
雀
」
の
題
を
掲
げ
、「
寒
雀
盥
落

し
を
覗
き
け
り
」
梧
月
の
作
例
が
一
句
出
て
い
る
。
中
谷
無
涯
の
『
新
修
歳
時
記
』

冬
の
部
に
、
や
は
り
こ
の
一
句
を
掲
げ
て
、
題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
が
、
歳
時
記

類
と
し
て
は
最
初
だ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
、「
脹
雀
」
に
は
鳥
類
の
雀
以
外
に
も
以
下
の
も
の
を
さ
す
可
能
性
が
あ
る
。
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対
竹
は
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
「
鶯
笠
」、文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
「
鳳
朗
」

と
改
号
し
て
い
る
。『
薮
鶯
』に
は
対
竹
の
句
が
八
十
一
句
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、「
対
竹
」

号
で
八
十
句
、「
鶯
笠
」
号
で
は
入
集
な
し
、「
鳳
朗
」
号
で
一
句
が
入
集
す
る
。
鳳
朗
号

で
の
一
句
は
末
尾
に
付
加
さ
れ
た
六
十
句
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
天
保
期
の
作
品
で
あ
ろ

う
。

　「
対
竹
」
号
を
名
乗
っ
て
い
た
文
化
十
三
年
以
前
の
作
品
が
『
薮
鶯
』
に
は
八
十
句
も

あ
り
、『
藪
鶯
』
が
主
と
し
て
文
化
三
年
か
ら
文
化
十
二
年
頃
ま
で
の
諸
家
の
作
品
を
収

録
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
京
都
の
成
田
蒼
虬
は
関
西
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
た
め
か
、『
薮
鶯
』
へ
の
入
集
は

二
十
八
句
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　
梅
室
、
鳳
朗
、
蒼
虬
は
天
保
三
大
家
と
称
さ
れ
る
著
名
俳
人
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
文
化

期
に
お
け
る
作
品
を
確
認
す
る
際
に
も
、『
薮
鶯
』
は
格
好
の
資
料
と
な
る
。

　
本
稿
（
上
）
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
、『
薮
鶯
』
に
最
も
多
く
の
句
を
収
録
し
て
い
る

の
は
編
者
の
柿
麿
で
あ
る
。（
上
）
に
は
菊
雅
号
で
約
１
３
０
句
、（
下
）
に
は
柿
麿
号
で

約
４
６
０
句
も
あ
る
。「
菊
雅
」
号
の
修
学
期
を
終
え
、「
柿
麿
」
と
改
号
し
て
か
ら
は
、

自
身
の
作
品
を
多
数
記
す
よ
う
に
な
り
、
文
政
期
以
降
の
諸
家
の
作
品
を
筆
写
す
る
割
合

は
激
減
し
て
い
る
。

　『
薮
鶯
』
の
巻
末
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
嘉
永
七
□

（
年
カ
）の

秋
日

　
　
　
　
須
田
氏
柿
麿

　
　
柿
麿
は
じ
め
菊
雅
と
い
へ
り
。後
去
来
、先
師
を
し
た
ふ
て
今
の
号
に
あ
ら
た
め
し
。

　
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
は
安
政
元
年
と
改
元
さ
れ
る
年
で
、
柿
麿
は
七
十
一
歳
で
あ

る
。
こ
の
記
述
に
よ
り
柿
麿
号
の
由
来
が
わ
か
る
。

　
柿
麿
の
「
柿
」
は
向
井
去
来
の
庵
号
「
落
柿
舎
」
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、
麿
は
最
初
の

師
で
あ
る
今
泉
恒
丸
の
一
文
字
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。恒
丸
は
自
筆
の
書
簡
に「
恒

麿
」
と
記
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、「
丸
」
と
「
麿
」
の
使
い
分
け
を
明
確
に
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
（
上
）
で
述
べ
た
通
り
、
鈴
木
道
彦
は
菊
雅
（
柿
麿
）
の
新
た
な

号
と
し
て
「
然
麿
」
を
提
案
し
た
が
、
菊
雅
（
柿
麿
）
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。

「
然
麿
」
で
あ
れ
「
柿
麿
」
で
あ
れ
、
恒
丸
の
「
丸
（
麿
）」
を
継
承
す
る
こ
と
は
決
心

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　『
薮
鶯
』（
下
）
で
入
集
句
数
が
増
え
て
存
在
感
を
示
し
て
い
る
の
は
、
当
時
の
陸
奥
俳

壇
を
代
表
す
る
岩
間
乙
二
で
あ
る
（
六
十
九
句
入
集
）。
乙
二
は
陸
奥
白
石
（
宮
城
県
白

石
市
）
亘
理
山
千
住
院
権
大
僧
都
の
子
で
あ
る
。
成
美
、
道
彦
、
一
茶
、
巣
兆
ら
と
も
交

流
し
、一
具
、布
席
、多
代
女
な
ど
、知
名
度
の
高
い
門
人
も
い
る
。文
政
六
年（
一
八
二
三
）

七
月
九
日
没
、
六
十
九
歳
。

　
乙
二
と
柿
麿
は
面
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
Ｐ
１
４
１
）
に
は
、
乙
二

と
娘
（
き
よ
女
で
あ
ろ
う
）
の
句
を
筆
写
し
て
い
る
。

　
　
山
の
月
霰
こ
ぼ
せ
し
皃
も
せ
ず

　
　
　
　
　
　
乙
二

　
　
我
宿
と
野
鼠
名
の
れ
萩
ち
る
夜

　
　
　
　
乙
二
の
娘

　
　
満
月
や
心
の
上
を
風
わ
た
る

　
　
　
　
山
家
に
と
ま
り
て

　
　
槿
や
岩
も
優
し
き
数
と
な
る

　
　
烟
る
な
よ
花
の
遠
山
見
へ
ず
な
る

　
乙
二
の
長
女
き
よ
は
俳
諧
を
嗜
み
、
乙
二
の
三
回
忌
に
追
善
集
『
わ
す
れ
ず
山
』
を
編

集
し
て
い
る
。
乙
二
の
次
子
の
十
竹
も
俳
人
で
あ
る
。
俳
書
か
ら
作
品
を
拾
っ
た
の
で
あ

れ
ば
、
お
そ
ら
く
柿
麿
は
「
乙
二
の
娘
」
な
ど
と
表
記
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、「
山

家
に
と
ま
り
て
」
の
前
書
か
ら
、
乙
二
と
娘
の
二
人
が
、
共
に
旅
を
し
て
い
た
折
の
作
品

だ
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　
乙
二
の
三
回
忌
追
善
集
『
九
日
』（
文
政
八
年

　
夢
南
編
）
に
は
柿
麿
の
句
が
入
集
し

て
お
り
、
両
者
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

　
　
霞
ぞ
と
見
れ
ば
鶸
鳴
垣
穂
か
な

　
　
　
　
柿
丸

　『
薮
鶯
』（
下
）
に
は
旅
先
で
乙
二
が
詠
ん
だ
句
も
幾
つ
か
収
録
し
て
お
り
、
乙
二
の
足

跡
を
追
う
上
で
、
手
が
か
り
と
な
る
作
品
も
あ
る
。

　
　
　
酒
田
に
て
（
山
形
県
酒
田
市
）

古
里
を
お
も
は
ぬ
ふ
り
ぞ
ち
ま
き
と
く

　
　
　
乙
二
（
Ｐ
１
３
３
）

　
　
　
久
の
は
ま
（
福
島
県
い
わ
き
市
）
に
て

　
扇
だ
け
よ
け
て
も
涛
は
来
ざ
り
け
り

　
　
　
　
　
　（
Ｐ
１
３
２
）
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須田柿麿編『薮鶯』 ― 化政期著名俳人の作品集（下）

　『
薮
鶯
』
は
、
編
者
で
あ
る
柿
麿
の
自
筆
稿
本
だ
が
、
柿
麿
が
こ
の
冊
子
を
積
極
的
に

公
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
末
尾
の
文
言
か
ら
わ
か
る
。

　
　
　
文
化
よ
り
天
保
年
中
迄
蕉
風
盛
の
節
諸
国
の
集
よ
ミ
ぬ
き
書
也
。
其
年
間
俳
諧
の

盛
な
る
此
書
を
見
て
味
ふ
べ
し
。

　
俳
諧
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
化
政
期
諸
家
の
作
品
を
多
数
収
集
し
た
こ
と
に
、
少
な
か
ら

ぬ
自
負
心
が
窺
え
る
。
だ
が
、
実
際
に
柿
麿
の
言
葉
通
り
に
『
薮
鶯
』
が
「
文
化
よ
り
天

保
年
中
迄
」
の
時
期
の
作
品
を
満
遍
な
く
収
集
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な

い
。
結
論
か
ら
い
え
ば
『
藪
鶯
』
に
お
け
る
収
録
作
品
は
、
文
化
期
（
文
化
三
年
～
十
四

年
）
に
詠
ま
れ
た
諸
家
の
句
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
修
学
期
（
文
化
期
）
を
終

え
た
柿
麿
が
、
文
政
期
以
降
は
自
身
の
作
品
を
多
数
書
き
記
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
結
果
的
に
『
薮
鶯
』
は
、
化
政
期
著
名
俳
人
の
文
化
期
に
お
け
る
作
句
年
代
を
考
察

す
る
上
で
、
格
好
の
資
料
と
な
り
得
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
本
稿
に
お
い
て
『
薮
鶯
』
に
収
録
さ
れ
た
化
政
期
俳
人
の
句
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、

編
者
の
柿
麿
が
菊
雅
号
を
名
乗
っ
て
い
た
頃
ま
で
の（
上
）と
、柿
麿
号
に
改
号
後
の（
下
）

の
二
回
に
分
割
し
た
。
つ
ま
り
、『
薮
鶯
』（
上
）
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
～
文
化
九

年
（
一
八
一
二
）
に
詠
ま
れ
た
作
品
を
収
録
し
、（
下
）
は
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
～

文
化
十
二
年（
一
八
一
五
）頃
ま
で
の
作
品
が
、概
ね
時
系
列
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。（
下
）

の
末
尾
に
は
文
政
期
、
天
保
期
の
作
品
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
数
は
六
十
句
程
度
（
十
数

名
）
で
あ
る
。

　『
薮
鶯
』
が
文
化
期
に
お
け
る
著
名
俳
人
の
作
品
を
時
系
列
に
収
録
し
た
資
料
で
あ
る

こ
と
を
推
定
で
き
る
根
拠
は
、
恒
丸
、
成
美
、
巣
兆
、
道
彦
、
一
茶
ら
の
作
品
の
俳
書
入

集
年
代
を
確
認
す
る
と
、
そ
れ
が
概
ね
年
代
順
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら

で
あ
る
。
特
に
（
下
）
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
～
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
頃

ま
で
の
作
品
が
比
較
的
正
確
な
作
句
年
代
順
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
入
集
句
数
の
上
位
者
を
挙
げ
た
表
に
は
、
参
考
と
し
て
各
作
家
の
没
年
を
示
し
た
。
そ

の
中
で
、
網
掛
け
に
な
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
没
年
と
、『
薮
鶯
』
に
お
け
る
最

終
収
録
作
品
の
箇
所
が
、
時
系
列
に
な
っ
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。『
薮
鶯
』（
下
）

に
お
け
る
作
品
収
録
の
最
終
は
、
士
朗
（
Ｐ
１
４
０
）
巣
兆
（
Ｐ
１
３
４
）
樗
堂
（
Ｐ

１
３
３
）
で
あ
る
。
樗
堂
は
巣
兆
よ
り
も
三
ヶ
月
早
く
没
し
て
お
り
順
番
が
逆
に
は
な
っ

て
い
る
が
、
巣
兆
が
江
戸
の
人
で
、
樗
堂
が
伊
予
（
愛
媛
県
）
の
俳
人
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
、
最
終
の
句
を
拾
う
機
会
が
前
後
す
る
こ
と
は
起
こ
り
得
る
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
で
『
薮
鶯
』（
上
）
を
見
直
す
と
、
京
都
の
著
名
俳
人
岸
丈
左
の
没

年
は
こ
れ
ま
で
未
詳
で
あ
っ
た
が
、『
薮
鶯
』（
上
）
に
発
句
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
期

か
ら
推
定
し
て
、
文
化
四
、五
年
頃
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
俳
人
の
改
号
の
時
期
に
も
着
目
し
て
み
よ
う
。『
梅
室
翁
記
念
録
』（
嘉
永
六
年

　
山
本

春
松
編
）
に
よ
れ
ば
、「
梅
室
」
の
号
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
富
小
路
通
錦
小
路

上
ル
へ
の
転
居
時
か
ら
使
用
し
た
と
い
う
が
、
鳳
朗
（
対
竹
、
鶯
笠
）
や
柿
麿
（
菊
雅
）

の
よ
う
に
明
確
に
区
切
る
こ
と
は
で
き
ず
、
文
化
期
に
は
「
雪
雄
」
号
も
用
い
て
い
る
。

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）、
普
川
に
雪
雄
号
を
譲
る
ま
で
は
、
雪
雄
と
梅
室
の
号
を
併

用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
薮
鶯
』で
は
、雪
雄
で
六
十
一
句
、梅
室
で
九
句
入
集
す
る
。

　
実
は
原
本
の
『
薮
鶯
』
に
は
、（
Ｐ
１
２
７
）
の
「
雪
雄
」
で
入
集
す
る
十
四
句
と
、「
梅

室
」
で
入
集
す
る
一
句
の
間
に
は
、
柿
麿
の
作
品
が
七
十
四
句
も
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
基
本
的
に
柿
麿
の
句
は
省
略
し
た
が
、年
代
の
特
定
で
き
る
次
の
作
品
は
別
書
体（
教

科
書
体
で
）
掲
載
し
た
。

　
　
　
　
文
政
六
未
年
病
中
五
句

　
　
㡡
釣
て
け
ふ
も
又
見
る
筑
波
哉

　
　
　
　
　
柿
麿

　
　
葭
の
筒
に
薬
飲
ん
で
も
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
夏
書
セ
ん
積
り
く
し
薬
帋

　
　
毛
を
か
ゆ
る
雲
雀
と
聞
け
バ
我
身
哉

　
　
起
臥
の
か
る
き
枕
や
わ
か
楓

　
　
　
　
天
保
六
未
と
し
七
月
十
七
日
、
三
男
順
吉
が
身
ま
か
り
け
る
に

　
　
う
な
り
止
む
床
に
か
ら
り
と
桐
一
葉

　
　
　
柿
麿

　
つ
ま
り
、（
Ｐ
１
２
７
）
の
雪
雄
号
に
よ
る
発
句
ま
で
は
文
化
期
の
作
品
集
と
な
て
お

り
、
梅
室
号
の
作
品
か
ら
は
天
保
期
を
中
心
と
し
た
諸
家
の
作
品
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。

　『
俳
文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店
）
の
「
鳳
朗
」
の
項
（
加
藤
定
彦
氏
執
筆
）
に
よ
れ
ば
、
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朝
き
じ
や
夕
き
じ
ハ
と
雄
ば
か
り

初
空
や
不
二
の
い
た
ゞ
き
見
へ
か
ゝ
る 

大
梅

覗
き
込
薮
に
梅
な
き
匂
ひ
か
な 

久
臧

日
の
さ
し
て
よ
く
ハ
見
へ
ね
ど
岡
の
梅 

一
具

若
草
に
は
や
遊
び
し
よ
鳥
の
糞 

護
物

凧
き
れ
て
暮
行
門
の
さ
ハ
ぎ
哉 

蒼
虬

梅
咲
く
や
□
か
け
様
と
な
る
股
に 

梅
室

初
雲
雀
鳴
や
茶
の
木
の
少
し
上 

卓
池

梅
が
香
や
籾
と
の
あ
れ
と
俵
数 

沙
鴎

梅
の
花
た
ん
と
咲
け
り
垣
の
外 

大
梅

元
の
岸
へ
舟
に
別
れ
て
行
蛙
ゝ

ゑ
の
こ
ろ
を
追
ふ
母
鶏
や
桃
の
花

不
意
な
気
に
蝶
の
告
行
垣
根
哉

約
束
の
空
に
な
り
け
り
時
鳥 

田
喜

江
戸
橋
へ
セ
り
こ
む
舩
や
更
衣

夜
仕
事
を
庭
へ
持
出
す
蚊
遣
哉 

田
喜

蕨
野
の
葉
か
げ
も
爰
に
う
つ
り
け
り 

田
喜

菜
大
根
ハ
花
で
す
か
れ
つ
初
茄
子

　
　
四
海
安
堵
の
聖
恩
目
前
に
あ
り

美
く
し
う
鶯
老
ぬ
麦
の
伸

思
ふ
花
に
手
の
と
ゞ
か
ぬ
や
か
き
つ
ば
た

鴨
取
た
狐
迯
け
り
冬
の
月

舮
の
声
に
こ
が
れ
て
寒
し
鴈
ひ
と
つ 

卓
郎

関
家
ま
で
ハ
ま
だ
静
ら
ず
花
ご
ゝ
ろ

き
か
さ
じ
と
す
る
初
声
か
ほ
ゝ
と
ぎ
す 

嵐
外

早
乙
女
の
河
辺
も
あ
る
や
都
ぶ
り 

鳳
朗

揚
汐
に
な
る
か
す
ゞ
し
き
鶴
の
声 

一
具

せ
ま
い
道
行
う
ち
一
の
余
寒
哉 

月
底

春
雨
や
家
こ
ミ
の
中
の
細
な
が
れ 

梅
間

街
道
ハ
皆
麓
な
り
ふ
じ
の
山 

卓
池

銭
ほ
ど
な
葉
の
ち
ら
ほ
ら
と
蕗
の
塔 

白
居

春
雨
や
何
所
ふ
ミ
行
む
砂
川
原 

沙
鴎

文
化
よ
り
天
保
年
中
迄
蕉
風
盛
の
節
諸
国
の
集
よ
ミ
ぬ
き
書
也
。

其
年
間
俳
諧
の
盛
な
る
此
書
を
見
て
味
ふ
べ
し
。

　
嘉
永
七
□

（
年
カ
）

の
秋
日

　
　
　
　
須
田
氏
柿
麿

　
　
柿
麿
は
じ
め
菊
雅
と
い
へ
り
。後
去
来
、先
師
を
し
た
ふ
て
今
の
号
に
あ
ら
た
め
し
。

二
、『
薮
鶯
』（
上
、
下
）
考
察

（
１
）
化
政
期
著
名
俳
人
の
入
集
状
況

俳
号
（
別
号
）

没
年
（
西
暦
）

（
上
）

（
下
）

合
計

道
彦
（
金
令
）　

文
政

　
２
（
１
８
１
９
）

９
３

９
２

１
８
５

太
笻

文
政
１
１
（
１
８
２
８
）

３
５

７
３

１
０
８

蕉
雨

文
政
１
２
（
１
８
２
９
）

８
５

１
５

１
０
０

乙
二

文
政

　
６
（
１
８
２
３
）

２
５

６
９

９
４

恒
丸

文
化

　
７
（
１
８
１
０
）

９
０

０

９
０

成
美

文
化
１
３
（
１
８
１
６
）

５
６

３
２

８
８

対
竹
（
鳳
朗
）

弘
化

　
２
（
１
８
４
５
）

５
１

３
０

８
１

湖
中

天
保

　
２
（
１
８
３
１
）

３
６

３
７

７
３

樗
堂

文
化
１
１
（
１
８
１
４
）

６
６

６

７
２

雪
雄
（
梅
室
）

嘉
永

　
５
（
１
８
５
２
）

１
０

６
１

７
１

巣
兆

文
化
１
１
（
１
８
１
４
）

３
５

２
１

５
６

護
物
（
田
喜
）

弘
化

　
元
（
１
８
４
４
）

１
８

３
２

５
０

一
茶

文
政
１
０
（
１
８
２
７
）

２
８

１
３

４
１

士
朗

文
化

　
９
（
１
８
１
２
）

２
２

１
０

３
２

竹
有
（
塊
翁
）

文
政
１
２
（
１
８
２
９
）

８

２
２

３
０

蒼
虬

天
保
１
３
（
１
８
４
２
）

１
３

１
５

２
８

丈
左

文
化
４
、
５
年
頃
か

２
５

０

２
５
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宮
守
ハ
淋
し
け
れ
ど
も
茂
り
か
な

落
し
水
曲
る
處
は
曲
り
行

身
を
よ
け
て
通
る
斗
の
萩
見
哉

き
つ
ゝ
き
の
腹
ふ
く
れ
け
ん
空
詠
め

菊
の
香
を
こ
ぼ
す
斗
に
月
今
宵

な
く
鹿
や
盛
の
ひ
と
つ
火
立
ふ
さ
ぎ

ど
の
山
へ
帰
る
夜
道
ぞ
鹿
の
声

む
か
で
這
ふ
音
す
さ
ま
じ
や
帋
衾

桐
の
実
を
な
ら
す
斗
に
来
る
千
鳥

た
そ
が
れ
て
入
る
山
遠
し
冬
の
月

草
庵
や
鶯
飛
ん
で
不
尽
の
山

二
日
に
ハ
筑
波
に
か
ゝ
る
霞
か
な

　
　
文
政
六
未
年
病
中
五
句

㡡
釣
て
け
ふ
も
又
見
る
筑
波
哉
　
　
　
　
　
　
　
柿
麿

葭
の
筒
に
薬
飲
ん
で
も
ほ
と
ゝ
ぎ
す

夏
書
セ
ん
積
り
く
し
薬
帋

毛
を
か
ゆ
る
雲
雀
と
聞
け
バ
我
身
哉

起
臥
の
か
る
き
枕
や
わ
か
楓

　
　
天
保
六
未
と
し
七
月
十
七
日
、
三
男
順
吉
が
身
ま
か
り
け
る
に

う
な
り
止
む
床
に
か
ら
り
と
桐
一
葉
　
　
　
　
　
柿
麿

小
庭
に
も
遠
近
の
あ
り
む
し
の
声 

梅
室

は
れ
物
に
さ
ハ
る
や
霜
の
き
り
ぐ
す

し
づ
か
さ
ハ
昼
の
法
坐
よ
菊
の
花 

一
具

御
言
葉
を
取
次
庭
や
菊
作
り

な
さ
〳
〵
と
穂
に
出
て
下
る
田
面
哉

萩
の
花
長
押
に
さ
し
て
一
な
が
め

む
く
げ
咲
町
や
城
下
の
割
あ
ま
り

埼
あ
は
ひ
の
月
に
気
の
つ
く
今
宵
哉

澤
山
に
見
て
を
け
月
ハ
ま
れ
な
も
の

居
眠
り
も
う
ま
し
柳
も
見
に
出
た
し 

梅
室

一
夜
か
る
宿
も
廣
か
れ
春
の
月

鶯
や
ほ
う
と
啼
ね
バ
な
ら
ぬ
皃

山
影
の
田
も
乾
た
か
き
じ
の
声

倒
れ
木
に
添
ふ
て
め
ぐ
る
や
春
の
水

甘
さ
う
に
見
ゆ
る
や
花
の
下
流
れ

ふ
り
あ
げ
る
杵
す
れ
〳
〵
の
柳
哉

は
し
銭
を
袂
に
な
ら
す
袷
哉

子
規
啼
や
屏
風
の
寒
山
寺

赤
壁
の
前
で
も
白
し
け
し
の
花

高
取
の
城
に
ふ
た
す
る
若
葉
哉

芋
の
葉
に
た
め
て
ハ
こ
ぼ
す
夕
立
哉

乳
を
か
く
す
泥
手
わ
り
な
き
田
植
哉

松
の
根
を
か
さ
〳
〵
踊
る
山
家
哉

玉
棚
や
終
の
な
じ
み
の
臺
處

松
葉
搔
扇
に
す
が
る
い
と
ゞ
か
な

咲
が
ち
の
菜
畠
の
垣
の
木
槿
哉

神
の
守
る
や
う
で
折
れ
ぬ
野
梅
か
な

鳴
蛙
足
の
二
葉
に
さ
し
向
ひ

鶯
の
を
ど
ろ
く
に
町
の
時
斗
哉

春
雨
や
野
に
な
り
そ
ふ
な
遠
干
潟

見
を
ろ
し
て
柳
見
上
る
と
ま
り
哉

桃
咲
や
野
の
末
ひ
ろ
き
山
の
隈

梅
の
花
見
た
ら
ぬ
か
し
て
人
の
折
る 

蕉
雨

春
の
月
鶴
行
間
〳
〵
哉
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万
歳
の
す
ぐ
に
舞
け
り
舟
あ
が
り 

秋
挙

振
舞
の
二
の
膳
ひ
け
て
柳
か
な

春
雨
や
柄
杓
の
こ
け
る
雨
の
音

春
雨
の
畳
に
つ
ゞ
く
山
路
か
な 

三
津
人

朝
陰
や
余
寒
の
は
ぢ
く
笹
の
露 

呉
老

珠
数
提
て
出
れ
バ
桜
も
咲
に
け
り

煤
掃
に
艸
の
中
道
曇
り
け
り 

星
譜

厂
鳴
て
春
の
夜
ご
ゝ
ろ
ま
た
長
き

鶯
の
ま
は
り
て
来
た
り
池
の
雨 

雪
雄

よ
き
鳥
よ
鶯
き
か
ぬ
春
は
な
し 

月
居

茶
の
花
の
下
に
実
を
も
つ
小
草
哉 

玄
蛙

声
を
餌
に
旅
人
つ
る
や
ほ
と
ゝ
ぎ
す 

曰
人

莚
帆
の
つ
れ
バ
霞
ハ
セ
ざ
り
け
り

あ
り
明
や
朧
が
ま
し
き
西
近
江 

祥
禾

塵
ひ
ぢ
の
上
に
一
へ
ら
山
ざ
く
ら

上
野
よ
り
か
ざ
し
は
じ
め
て
扇
か
な 

秋
挙

花
に
蛍
今
朝
を
お
も
へ
バ
日
の
永
し

欠
伸
し
て
声
の
出
け
り
田
草
取 

若
人

短
夜
を
か
た
よ
り
て
寝
る
獨
哉

雨
に
馴
て
静
に
出
た
り
夏
の
月

鳰
の
巣
や
馬
に
い
と
ま
を
爰
で
や
る 
東
陽

稲
妻
や
我
身
に
も
来
る
桐
の
風

尻
き
れ
に
な
る
や
余
寒
の
水
煙
り 

玄
蛙

よ
〳
〵
に
さ
く
や
う
に
も
見
へ
ず
梅
の
花

聖
霊
の
立
振
舞
の
月
夜
か
な
（『
七
番
』
化
十
二
「
生
」） 

一
茶

人
の
世
の
銭
に
さ
れ
け
り
苔
清
水
（『
七
番
』
化
十
二
）

門
脇
や
粟
つ
く
だ
け
の
木
下
闇
（『
句
稿
消
息
』　『
七
番
日
記
』
化
十
二

　「
麦
」）

草
の
葉
に
願
ひ
通
り
の
暑
か
な
（『
句
稿
消
息
』　『
七
番
日
記
』
化
十
二

　「
稲
」）

扇
だ
け
よ
け
て
も
波
ハ
来
ざ
り
け
り
乙
二

不
足
ぞ
と
思
ふ
朝
な
し
麻
の
露

丸
い
露
何
の
苦
も
な
く
居
直
り
ぬ
（『
七
番
』
化
十
二
） 

一
茶

　
　
更
級
山

捨
ら
れ
し
姥
が
日
じ
や
や
ら
露
時
雨
（『
七
番
』
化
十
二
「
村
」）

膝
頭
木
曽
の
夜
寒
に
古
び
け
り
（『
七
番
』
化
十
二
「
山
」）

先
以
御
安
全
ぞ
よ
秋
の
月
○

山
の
辺
や
ま
う
す
ま
も
な
く
初
時
雨 

寥
松

　
　
江
戸
の
重
郎
次
に

掃
溜
を
山
と
見
な
し
て
秋
の
月
（『
七
番
』
化
十
二
「
憐
江
戸
隠
士
」） 

一
茶

ふ
ぢ
ば
か
ま
香
の
を
と
な
し
く
時
雨
ふ
る 

寥
松

一
日
の
事
や
衾
を
か
ぶ
る
ま
で

朝
皃
に
取
ま
か
れ
け
り
槙
の
嶌 

雪
雄

折
て
ゆ
く
萩
に
も
へ
る
や
夕
明
り

行
燈
で
小
道
見
せ
る
や
萩
の
声

秋
風
や
筑
波
を
さ
し
て
亀
の
道

犬
起
て
鳥
も
居
さ
セ
ず
露
す
ゞ
し

六
月
や
蝶
の
白
き
も
目
に
あ
ま
る 

三
津
人

朝
が
ほ
や
ま
ち
得
し
秋
の
福
寿
草

鴫
た
つ
や
あ
つ
燗
に
し
て
の
ミ
心

山
茶
花
の
垣
に
つ
き
さ
す
柄
杓
か
な
（『
七
番
』
化
十
二
「
杓
子
」） 

一
茶

を
し
鳥
や
人
の
短
気
を
見
ぬ
や
う
に
（『
七
番
』
化
十
二
「
見
（
ぬ
）
ふ
り
に
」）

木
の
葉
に
て
辷
る
も
淋
し
菴
の
口 

蕉
雨

紙
衣
着
て
身
は
簑
虫
の
位
か
な

朝
が
ほ
の
花
よ
り
深
き
頭
巾
哉

木
が
ら
し
や
鳶
が
豆
ふ
を
取
様
に

鶯
や
二
声
め
に
ハ
見
た
く
な
る 

雪
雄

爺
が
田
は
四
角
も
な
く
て
梅
の
花
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梅
が
ゝ
や
抹
立
て
来
る
潮
が
し
ら
千
阿

町
〳
〵
の
女
の
礼
や
お
ぼ
ろ
月

　
　
崎
陽
光
永
精
舎
に
て

入
相
の
鐘
や
心
の
鬼
や
ら
ひ

大
名
の
か
ほ
を
並
べ
る
牡
丹
哉

ひ
と
り
見
る
柳
や
夜
の
つ
く
ば
山 

杉
長

深
山
路
の
月
や
網
代
も
守
ら
な
く
に

冬
の
月
い
つ
見
る
空
も
十
五
日

山
寺
は
ま
だ
見
ぬ
と
い
ふ
蕨
か
な 

葛
三

初
桜
よ
ろ
こ
ぶ
人
に
出
逢
け
り

松
千
本
子
の
日
の
心
迷
ひ
か
な 

菊
也

心
に
も
言
葉
に
も
あ
ま
る
ほ
と
ゝ
ぎ
す

夏
の
夜
や
軒
に
つ
か
へ
る
不
二
の
山 

漫
々

風
鈴
の
筋
や
蛍
の
見
へ
か
ゝ
る 

奇
渕

咲
牡
丹
葎
の
花
に
し
て
置
ず 

井
眉

道
〳
〵
も
桜
見
て
来
て
あ
ら
し
山 

蒼
虬

花
守
は
し
の
ぶ
賣
る
也
遅
桜 

雪
雄

け
し
の
花
茶
の
ふ
く
た
び
に
動
き
け
り 

其
成

蛍
ひ
と
つ
今
宵
は
空
に
野
風
吹 

万
和

閑
古
鳥
心
長
く
も
鳴
こ
と
よ 

幽
嘯

　
　
仏
生
会

も
の
と
は
ぬ
う
ち
に
手
も
出
す
仏
か
な

波
か
け
て
見
せ
う
旭
の
枯
尾
花 

梅
間

門
の
戸
の
鳴
子
も
雪
の
来
る
ひ
と
つ

炭
の
手
を
洗
ふ
筧
も
来
ざ
り
け
り

を
し
と
き
く
は
じ
め
や
鴈
の
霞
む
声 

万
和

猫
の
恋
竹
の
御
門
の
夜
は
深
き

半
日
ハ
暮
ぬ
葛
葉
の
下
清
水

六
月
や
蔦
の
沼
に
な
く
烏

朝
が
ほ
と
露
と
朝
〳
〵
賑
し
き

鳴
て
こ
そ
来
る
鳥
と
し
れ
み
そ
さ
ゞ
ゐ

気
に
入
た
桜
の
陰
も
な
か
り
け
り
（『
三
韓
人
』） 

一
茶

竹
に
い
ざ
梅
に
い
ざ
と
や
親
雀
（『
七
番
』）

今
朝
ま
で
も
雲
は
降
け
り
遠
霞 

葵
亭

い
と
ふ
し
う
世
の
ふ
り
に
ふ
る
桜
か
な 

双
烏

散
る
花
の
一
木
に
せ
ま
る
深
山
か
な

柊
さ
し
て
寝
よ
げ
に
見
ゆ
れ
妹
が
門 

耒
耜

小
松
野
の
月
や
碪
の
家
見
ゆ
る 

春
人

人
の
家
の
ち
い
さ
く
見
ゆ
れ
冬
の
月

青
虫
の
蝶
と
も
ぬ
け
し
小
壁
哉 

大
阜

厂
の
糞
帰
る
時
や
う
青
く
さ
し

た
ゝ
ぬ
鴫
は
哀
れ
に
も
あ
ら
で
鴫
の
春

茶
の
花
は
美
人
の
し
ら
ぬ
匂
ひ
哉

咲
ま
で
は
忘
果
た
り
女
郎
花 

梅
價

夕
暮
ハ
松
に
も
た
る
ゝ
芒
か
な

鶯
の
古
女
房
も
あ
り
ぬ
べ
し 

素
郷

春
の
宵
白
き
扇
も
よ
き
も
の
ぞ

涅
槃
の
日
魚
の
眼
の
我
を
見
る

蘭
白
し
蜘
の
ふ
る
ま
ひ
に
く
け
れ
ど 

乙
二

そ
こ
ら
う
ち
い
ひ
合
て
や
飛
い
な
ご

く
す
ミ
ゐ
る
庭
の
木
ど
も
に
春
の
月 

寥
松

土
器
に
も
る
ほ
ど
梅
の
ひ
ら
き
け
り

　
　
鳩
い
け
ん
し
て
い
は
く

梟
よ
つ
ら
く
せ
直
せ
春
の
雨
（『
七
番
』
化
二
「
も
」） 

一
茶

実
方
は
雀
喜
撰
は
鶯
歟 

鶴
老

門
松
に
我
長
袖
も
ふ
る
世
か
な
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わ
す
れ
て
も
菊
ハ
折
ま
じ
草
ま
く
ら

青
空
や
芒
に
寒
い
く
セ
が
つ
く

さ
む
し
ろ
や
秋
の
戸
口
の
日
な
た
か
な

松
葉
ち
る
竹
筒
は
酒
の
お
や
す
ゝ
き

五
月
雨
の
す
ゝ
き
む
ら
〳
〵
夜
萌
る 

乙
二

旅
ご
ろ
も
な
す
野
の
い
ち
ご
こ
ぼ
れ
け
り

時
鳥
な
く
や
こ
ゝ
に
も
山
の
露

青
柳
の
中
よ
り
見
た
り
朝
ぼ
ら
け

雨
の
鳴
尾
長
も
こ
れ
や
は
る
の
鳥

梅
の
花
こ
れ
や
小
家
は
絵
に
も
か
く

梅
咲
バ
茶
の
実
植
る
と
き
く
日
哉

正
月
や
わ
す
れ
て
あ
れ
バ
袖
の
月

黄
鳥
や
老
て
も
今
に
つ
か
は
る
ゝ 

太
笻

僧
が
妻
夏
蕣
を
咲
セ
け
る

秋
来
し
と
し
つ
た
様
子
や
水
際
虫

幮
提
げ
て
し
ば
し
心
の
山
に
入

ひ
と
も
と
の
稗
も
た
て
ね
ど
秋
日
和 

芝
山

い
ひ
の
こ
す
詞
の
は
し
も
露
の
暮

茶
の
花
や
名
を
た
の
ま
ね
の
静
な
る 

太
笻

は
つ
空
や
開
く
扉
も
先
白
し

猫
ふ
た
つ
軒
端
の
梅
の
香
に
さ
ハ
ぐ

山
遠
し
蝶
に
は
じ
め
て
あ
ふ
處

春
の
雨
ふ
る
き
都
を
来
て
見
れ
ば

つ
む
雪
や
き
の
ふ
ひ
さ
し
き
春
心

鶯
に
素
通
さ
れ
つ
松
高
し 

芝
山

梅
が
香
に
よ
ぶ
霜
を
れ
る
日
僻（

カ
）か

な

朝
凪
や
鴻
の
空
も
春
け
だ
つ

膝
着
も
ほ
し
き
峠
を
花
の
波

い
づ
れ
軽
き
我
世
と
今
朝
の
春
風
と

寝
た
人
の
伸
は
が
し
け
り
春
の
草

鶯
に
つ
れ
な
き
桐
の
す
ハ
え
か
な

見
て
居
ね
バ
そ
こ
ら
さ
は
が
し
露
明
り 

雪
雄

朝
皃
に
取
て
ハ
暑
し
稲
の
風

来
る
秋
や
し
た
し
き
隣
も
人
心 

蒼
虬

山
伏
の
螺
に
し
づ
ま
る
す
ゝ
き
哉

手
戻
り
の
す
る
よ
朝
〳
〵
萩
の
花 

三
津
人

昨
日
け
ふ
名
の
つ
い
た
れ
ど
秋
の
風

虫
の
音
や
玉
に
な
り
行
草
の
上 

岳
輅

ひ
と
つ
葉
の
露
の
中
迄
け
ふ
の
月 

千
影

稲
妻
の
片
時
あ
れ
よ
薮
の
雲 

万
和

朝
が
ほ
の
と
り
つ
く
も
の
も
草
の
花 

若
人

子
規
鳴
た
空
也
見
て
お
か
ん

壁
の
蚊
の
と
ま
り
直
し
て
初
時
雨 

井
眉

初
雪
や
尉
の
面
を
い
ざ
か
け
ん 

素
郷

た
の
ふ
た
る
宿
の
さ
ふ
ら
ふ
初
時
雨 

葛
三

時
雨
ね
バ
い
よ
〳
〵
松
を
あ
る
じ
哉

人
く
さ
き
夜
風
が
吹
て
梅
の
花 

丘
高

命
ほ
ど
宝
ハ
あ
ら
じ
は
つ
桜 

鞍
風

鶯
の
奇
妙
や
雨
の
と
り
捌

八
重
芥
子
の
散
る
に
も
か
は
る
料
理
哉 

幽
嘯

　
　
田
上
寺
に
て

昼
皃
や
田
上
の
尼
も
瓜
の
蔓

鷦
鷯
飛
や
一
尺
五
六
寸 

寉
老

富
士
な
ら
い
三
國
一
の
時
雨
哉

菊
火
た
け
忘
れ
ぬ
程
の
雪
の
降 

奇
渕

鉢
叩
霜
ふ
む
青
は
別
に
有
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花
に
声
あ
れ
と
ぞ
思
ふ
夜
の
山

春
し
ま
ぬ
夜
や

ア
チ
ム
ラ

の
耳
ざ
は
り

あ
れ
ば
に
や
蕪
も
花
の
春
ハ
し
る

斧
う
け
る
大
樹
の
ゆ
れ
や
霞
む
空
（『
続
蔦
本
』） 

道
彦

七
草
も
草
に
落
る
や
初
ざ
く
ら
○

宿
端
に
桜
處
あ
り
香
取
様
○

春
の
水
猫
の
飛
越
し
得
ざ
り
け
り 

對
竹

梅
白
し
我
に
や
も
の
ゝ
去
年
今
年

鶯
と
互
ひ
の
ぞ
き
の
小
窓
哉

梅
が
香
や
ひ
そ
〳
〵
燭
の
片
な
が
れ

紅
梅
や
ふ
く
ら
雀
の
も
の
く
さ
き 

蓼
松

十
人
と
ま
た
見
も
と
め
し
初
ざ
く
ら

　
　
花
の
静
は
寺
〳
〵
に
し
く
ハ
な
し

如
月
や
あ
ぐ
ら
は
じ
め
る
仏
達

お
と
ゝ
し
の
事
ハ
覚
ず
梅
の
花

明
る
よ
り
扇
さ
す
日
や
春
の
山 

乙
二

是
が
咲
是
が
咲
た
く
梅
の
花 

旦
々

冬
ぎ
ぬ
の
妻
な
き
袖
ぞ
思
ひ
や
る 

魯
隠

旅
人
と
お
な
じ
物
喰
ふ
霞
か
な 

月
哉

花
椿
口
費
し
の
は
じ
め
か
な 
三
津
人

ゆ
か
し
さ
に
落
葉
か
ぶ
り
し
仏
達

中
に
ひ
と
り
咄
し
喰
あ
り
春
の
雨

風
か
何
か
蚕
帋
と
あ
ふ
つ
梅
寒
し 

護
物

初
空
を
わ
が
も
の
皃
や
沼
太
良

朝
東
風
や
瀧
よ
り
上
の
小
笹
原

　
　
鴫
た
つ
に
葛
叟
（
葛
三
）
を
と
ふ

咲
て
見
す
る
こ
な
た
も
片
枝
ざ
く
ら
哉
○ 

金
令

　
　
筥
根
湯
も
と

ミ
せ
る
も
の
ミ
な
鶺
鴒
に
て
あ
り
つ
○

　
　
筥
根

雨
に
う
ん
じ
て
ま
事
の
身
□
か
い
ろ
黒
○

山
路
ふ
め
さ
く
ら
の
事
を
な
き
た
く
ば
○

不
二
い
よ
く
新
た
に
ふ
る
ハ
事
跡
の
筥
根
杉
○

筥
王
が
袖
も
な
つ
か
し
花
い
ち
ご
○

　
　
三
嶌

山
吹
や
三
し
ま
ハ
ひ
ら
け
過
て
あ
る
（『
続
蔦
本
』）

斧
う
け
る
大
樹
の
ゆ
れ
や
霞
む
空
（『
続
蔦
本
』）

調
布
の
垣
根
も
芽
ば
れ
高
笑
○

卯
の
花
の
日
和
に
光
る
布
子
哉 

梅
室

鵜
舟
見
て
も
ど
れ
バ
蚤
の
や
ど
や
哉

夏
や
せ
の
床
に
も
つ
か
ず
藤
か
づ
ら

拾
ひ
子
は
男
な
り
け
り
ほ
と
ゝ
ぎ
す

を
し
げ
な
く
浪
の
か
げ
な
り
鴈
の
跡 

乙
二

尻
す
り
に
鴨
見
て
入
り
ぬ
門
の
口

月
越
し
の
松
風
ぬ
ら
す
し
ぐ
れ
哉

ま
て
バ
来
る
き
ゞ
す
の
外
は
松
の
風

そ
こ
ら
か
ら
出
る
と
ハ
ま
こ
と
山
の
月

月
ハ
い
つ
こ
す
ぞ
薄
の
く
ぼ
た
ま
り

行
か
た
へ
ゆ
け
バ
鴈
に
ぞ
逢
れ
け
る

し
ぐ
れ
ほ
ど
淋
し
く
嬉
し
苔
清
水

立
琴
や
家
の
四
隅
に
風
の
吹

川
稲
の
花
お
さ
ま
り
し
月
夜
か
な

と
ん
ぼ
う
や
片
足
あ
げ
し
鷺
の
上

冬
三
月
折
角
あ
そ
べ
濱
千
鳥

ふ
す
ま
着
よ
〳
〵
と
や
ミ
ね
の
松

秋
こ
れ
よ
り
つ
く
ば
ね
に
さ
へ
別
れ
け
り
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春
の
空
須
广
の
哀
れ
を
片
づ
け
て 

湖
中

鯛
に
手
を
さ
ゝ
れ
に
け
り
な
外
が
濱 

乙
二

高
き
木
に
花
も
あ
れ
か
し
星
の
恋

ま
じ
の
ふ
て
蚯
蚓
鳴
せ
ず
庵
の
僧

涼
し
さ
や
朝
の
糸
の
吹
た
ま
る

ま
ん
じ
ゆ
さ
げ
遊
ぶ
鳥
さ
へ
持
ぬ
也

お
ど
け
る
か
山
吹
の
添
ふ
を
く
れ
梅
○ 

金
令

思
ふ
事
な
げ
な
り
水
に
う
く
蛙
（
発
句
）（『
ゑ
ほ
う
が
さ
』
化
十
二
治
泉
『
続
蔦
本
』）

　
お
と
ゝ
ゐ
か
ら
の
霞
置
く
空
（
脇
） 

関
叟

薮
の
霞
け
だ
し
け
ぶ
り
も
交
る
べ
し
○ 

金
令

寉
の
舞
ふ
か
げ
も
余
さ
ず
花
の
空
（「
武
陵
宛
道
彦
書
簡
」
化
十
三
『
続
蔦
本
』）

駒
鳥
鳴
や
春
の
青
葉
の
高
梢 

護
物

一
日
の
月
ほ
ど
ハ
な
け
ほ
と
ゝ
ぎ
す
○ 

道
彦

さ
ほ
姫
の

の
跡
木
や
杜
若
（「
武
陵
宛
道
彦
書
簡
」
化
十
三
「
箔
」「
着
」）

桐
の
芽
の
遅
し
一
葉
の
秋
に
似
ず
（『
美
佐
古
鮓
』
化
十
三
士
由
『
続
蔦
本
』）

鶯
も
土
に
居
り
立
ツ
子
の
日
哉
○ 

成
美

か
げ
ろ
ふ
や
山
吹
の
瀬
を
と
ま
り
哉
○

鳴
蛙
青
砥
が
銭
も
雪
通
し
○

出
た
く
な
し
と
日
た
ゞ
鳴
也
閑
古
鳥
○

な
ぐ
さ
ミ
や
門
よ
り
内
の
け
し
の
花
○

苗
代
の
夜
水
朝
水
親
の
手
か
（「
武
陵
宛
道
彦
書
簡
」
化
十
三
『
続
蔦
本
』） 
道
彦

門
先
の
枯
木
も
霞
む
こ
ゝ
ろ
哉
（『
随
斎
翁
家
集
』） 
成
美

な
く
雀
海
苔
や
く
さ
へ
も
春
の
朝
（『
株
番
』
化
十
一

　
一
茶
「
は
」）

鳴
わ
び
て
も
ど
る
も
見
ゆ
る
水
鶏
哉
（『
随
斎
翁
家
集
』）

い
て
も
ど
れ
大
津
車
に
か
た
つ
む
り
（『
株
番
』
化
十
一
一
茶
）

淡
雪
や
節
も
な
ご
り
の
屑
牛
房
（「
武
陵
宛
道
彦
書
簡
」
化
十
三
「
せ
ち
」「
旁
」『
続
蔦
本
』） 

道
彦

関
守
の
は
り
付
に
ふ
る
し
ぐ
れ
哉 

卓
池

寒
空
や
木
兔
は
鳥
屋
の
店
さ
ら
し

花
あ
り
と
見
や
る
ば
か
り
ぞ
篠
の
を
く

い
ざ
よ
ふ
や
月
の
光
り
を
三
よ
さ
ぶ
り

植
ず
と
も
事
た
る
も
の
を
き
く
の
花

行
先
を
目
あ
て
や
菊
に
か
り
羽
織 

秋
挙

雨
風
の
宵
あ
れ
過
て
け
ふ
の
月

よ
き
事
を
見
習
ふ
花
の
莚
哉

元
朝
や
き
の
ふ
の
雲
は
去
年
の
空 

塊
翁

鶯
の
目
ば
り
の
よ
さ
や
小
菜
畠
ケ

鴈
の
尻
ま
ろ
く
な
れ
と
や
秋
の
風 

一
瓢

小
町
な
ら
直（

ね
だ
ん
）段

が
よ
い
ぞ
露
の
玉

松
茸
に
く
ら
べ
て
も
見
ん
酒
ぶ
と
り

枯
草
や
遊
ぶ
心
も
つ
く
り
も
の 

太
笻

里
寒
く
な
る
や
案
山
子
の
崩
れ
様

ち
る
に
さ
へ
誇
り
の
ミ
ゆ
る
落
葉
か
な

を
か
し
や
と
い
ふ
間
ぞ
時
雨
つ
の
り
け
る

　
　
こ
と
ば
書
あ
り
畧

朝
が
ほ
も
う
つ
ほ
栄
花
と
う
つ
る
也

旅
ご
ゝ
ろ
つ
く
や
や
い
と
の
花
見
て
も

萩
の
鹿
竹
の
雀
も
け
ふ
の
月

明
月
や
袖
の
陰
り
の
飛
騨
信
濃

老
た
り
な
水
鶏
の
あ
て
に
な
る
や
う
に

昼
皃
の
華
や
ひ
ま
な
る
草
の
中

　
　
寅
ど
し

さ
く
も
の
に
し
て
あ
り
な
が
ら
梅
の
春

春
の
鳥
鴛
の
こ
ゝ
ろ
ハ
常
な
ら
め

朧
月
紙
魚
の
心
を
し
の
ぶ
時

山
鳥
の
夢
に
も
そ
ふ
や
春
の
月

花
に
を
く
心
ゆ
る
ミ
や
浪
の
空
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当
辛
子
に
秋
や
来
に
け
ん
寝
驚

　
　
新
涼

欲
な
事
い
ふ
な
あ
つ
さ
も
露
ま
じ
り

七
夕
の
宵
も
し
ば
し
は
秋
の
月

世
の
中
を
是
で
紛
ら
す
蚊
遣
り
哉
（『
随
斎
翁
家
集
』） 

成
美

五
月
雨
や
椎
が
下
葉
も
頼
ミ
な
し
（『
こ
よ
り
籠
』
化
十
二
）

た
ち
花
や
昔
し
小
袖
の
賣
に
出
る
（『
随
斎
翁
家
集
』）

青
柳
や
日
の
本
は
是
か
な
の
國 

太
笻

　
　
黄
昏
畔
道
を
た
ど
り
て

袂
か
ら
落
し
た
様
に
飛
蛙 

九
十
二
翁

　
十
楽

ひ
ら
〳
〵
と
七
夕
竹
の
暑
さ
哉

蛍
火
や
草
の
中
行
水
明
り

鶯
の
老
に
く
ら
ぶ
る
老
も
な
し 

乙
二

　
　
久
の
は
ま
に
て

扇
だ
け
よ
け
て
も
涛
は
来
ざ
り
け
り

　
　
三
と
せ
病
て
五
と
せ
ぶ
り
に
て
古
郷
の
盆
會
を
務
む

我
箸
も
荢
殻
に
筭
え
紛
け
り

一
声
は
分
取
に
せ
ん
ほ
と
ゝ
ぎ
す
（『
冥
々
道
人
句
集
』「
た
ゞ
一
声
」） 

冥
々

煎
蛎
や
は
じ
め
て
窓
の
梅
月
夜 

椿
堂

猿
曳
と
入
替
り
た
る
乙
鳥
か
な

も
の
い
は
ぬ
人
と
つ
れ
立
初
ざ
く
ら

川
中
へ
く
づ
れ
出
し
た
る
さ
く
ら
哉

鳩
な
く
や
野
山
の
い
ろ
も
更
衣

暁
を
は
づ
れ
て
き
た
り
ほ
と
ゝ
ぎ
す

朝
が
ほ
や
小
刀
つ
か
ふ
せ
話
も
な
く 

對
竹

み
そ
さ
ゞ
ゐ
六
浦
の
塩
家
か
ぞ
へ
た
か
（『
続
蔦
本
』） 

金
令

御
代
の
煤
新
長
谷
寺
も
か
く
古
ぬ
（『
て
き
ろ
く
』
化
十
三

　
守
三
）

鴛
ど
り
も
来
ず
な
る
庭
や
も
ち
の
音
○

雪
の
芦
家
心
と
め
見
る
物
多
き
○

木
の
葉
と
ハ
散
時
の
名
歟
木
の
葉
と
ハ
乙
二

貞
徳
の
園
ほ
ど
か
ふ
や
木
の
子
山

　
　
中
禅
寺

か
た
び
ら
を
着
て
寒
が
り
ぬ
御
僧
達

集
ま
れ
バ
一
度
に
憎
し
飯
の
縄

秋
も
は
や
間
近
き
雛
の
ひ
た
ひ
哉 

雨
考

松
陰
や
な
く
て
七
癖
け
ふ
の
月 

蕉
雨

鶯
や
諏
訪
の
寒
さ
も
一
拍
子
（『
青
か
げ
』
化
十
六
雨
考
） 

素
檗

月
代
の
跡
か
ら
辷
る
落
葉
か
な 

國
村

山
猿
の
声
ハ
誠
歟
初
し
ぐ
れ

老
松
も
物
言
ぬ
世
や
秋
の
月 

丘
蒿

峯
の
鹿
い
く
夜
の
声
の
空
に
消
え

菊
咲
て
よ
め
菜
も
い
は
ぬ
山
家
哉

海
棠
の
客
の
望
ミ
や
胡
弓
す
る 

太
笻

雲
の
上
の
人
な
ら
バ
人
春
の
鳥

石
川
や
飛
わ
た
り
す
る
花
ご
ゝ
ろ
（『
随
斎
翁
家
集
』） 

成
美

加
茂
川
や
月
は
朧
と
な
が
れ
行 

諫
圃

眼
の
先
の
う
ち
そ
と
ゝ
な
き
霞
か
な 

對
竹

大
切
な
心
残
す
や
花
の
山 

蕉
雨

鶯
の
ま
た
わ
す
れ
ぬ
る
垣
潜
り
（「
武
陵
宛
道
彦
書
簡
」
化
十
三
「
未
」「
か
」） 

道
彦

行
催
ふ
鴈
こ
そ
ミ
ゆ
れ
浪
の
雨 

竹
有

春
雨
の
畳
に
続
く
山
路
か
な 

三
津
人

元
朝
も
は
や
そ
な
ハ
る
や
た
ば
こ
盆 

篤
老

梟
よ
つ
ら
く
セ
直
セ
春
の
雨
（『
七
番
』
化
二
「
も
」） 

一
茶

つ
ゝ
ま
れ
て
し
づ
ま
る
頃
や
白
い
紙 

乙
二

人
并
に
の
ど
か
な
り
け
り
草
の
菴 

雨
考

に
ゐ
ば
り
や
機
嫌
の
う
つ
る
桃
の
花 

國
村
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ワ
る
い
日
ハ
ひ
と
つ
も
あ
ら
じ
花
に
鳥 

祥
禾

尾
花
か
れ
て
水
枯
て
人
の
な
つ
か
し
き 

鞍
風

な
の
花
の
匂
ひ
は
鳥
に
負
に
け
る 

菊
也

日
の
出
や
伸
あ
が
り
て
も
鴨
の
足
（
樗
堂
作
品
収
録
最
終
文
化
十
一
年
八
月
十
二
日
没
） 

樗
堂

朝
露
の
ひ
と
か
さ
高
き
野
づ
ら
哉 

葵
亭

蝸
牛
そ
な
た
の
家
も
お
も
げ
也 

有
斐

賑
か
に
お
も
ひ
そ
め
し
か
花
す
ゝ
き 

太
笻

　
　
酒
田
に
て

古
里
を
お
も
は
ぬ
ふ
り
ぞ
ち
ま
き
と
く 

乙
二

花
の
香
や
夜
の
こ
ゝ
ろ
の
ほ
そ
長
き

蚊
ひ
と
つ
に
青
空
ち
か
き
夕
哉

枯
芦
の
そ
こ
ふ
に
明
る
月
夜
哉

高
き
木
に
花
も
あ
れ
か
し
星
の
恋

昼
ば
か
り
人
来
る
家
か
梅
も
ど
き

親
の
日
の
旭
を
拝
む
枯
野
哉

不
足
な
く
夜
に
入
る
も
の
や
梅
の
花

餘
の
草
ハ
名
の
な
い
様
に
野
撫
子

家
あ
り
と
聞
も
寒
し
や
山
の
影

粽
と
か
で
雄
嶋
の
僧
ハ
い
な
れ
け
り

（
上
部
書
込
「
わ
す
る
な
よ
連
哥
の
点
と
は
り
ま
鍋
い
づ
れ
か
墨
の
つ
か
で
あ
る
べ
き
宗
鑑
」）

め
し
粒
も
春
ハ
来
に
け
り
𠘨𠘨
巾

ふ
む
苔
の
匂
ふ
そ
う
な
り
鳴
蛙

み
の
む
し
の
雫
に
う
つ
る
ほ
た
る
哉

た
ん
ぽ
ゝ
や
一
目
に
見
ゆ
る
茎
と
花

御
降
も
ま
れ
な
る
数
に
覚
へ
け
り

あ
す
も
ふ
る
と
て
け
ふ
も
降
時
雨
哉

苗
と
る
も
植
る
も
ひ
と
り
子
も
ひ
と
り

あ
て
な
し
に
飛
に
ハ
あ
ら
じ
霜
の
霍

世
の
中
や
蟻
は
い
そ
ぐ
を
か
た
つ
む
り 

玉
屑

み
の
虫
は
み
の
作
る
日
歟
秋
の
風 

葵
亭

あ
が
り
さ
へ
す
れ
バ
友
あ
る
雲
雀
哉 

雪
雄

人
の
見
る
香
を
も
て
来
た
り
野
路
の
梅 

蒼
虬

蚫
ひ
と
つ
ふ
た
つ
淋
し
き
田
に
し
哉 

布
雪

山
吹
や
田
へ
遣
り
過
ず
水
の
音 

岱
李

夜
を
行
バ
ひ
や
〳
〵
と
ち
る
櫻
哉 

岳
輅

朝
起
の
暮
お
し
た
な
り
春
の
鳥 

月
化

青
柳
に
さ
ハ
れ
バ
呵
る
菴
哉 

秋
挙

永
き
日
や
柳
の
月
の
出
て
あ
る
（『
続
蔦
本
』『
東
都
芝
神
明
宮
奉
納
額
面
』
化
十
二
） 

金
令

花
な
ど
を
打
蒔
た
ほ
ど
な
く
蛙 

對
竹

鳥
の
巣
に
か
た
ワ
き
月
の
生
れ
け
り

蔭
る
も
の
櫻
の
ほ
か
ハ
な
か
り
け
り

月
や
日
や
春
を
あ
そ
び
の
照
曇

か
ら
鮭
の
皃
に
も
見
ゆ
る
二
月
哉

露
ほ
ど
の
花
も
残
さ
ぬ
櫻
哉

春
風
を
も
れ
や
わ
り
籠
の
有
限
り

な
ミ
の
日
の
花
う
ら
さ
ら
す
櫻
哉

石
竜
に
も
お
そ
れ
ず
な
り
し
花
捜
し

ひ
と
お
ろ
し
蚕
に
成
た
り
山
の
冷

墨
田
川
に
夜
明
て
花
の
静
な
り 

太
笻

さ
つ
と
ち
る
花
を
拍
子
や
も
ど
り
足
（『
随
斎
翁
家
集
』） 

成
美

枳
も
新
樹
し
に
け
り
天
徳
寺
○ 

金
令

東
道
へ
入
れ
バ
曽
我
な
り
閑
古
鳥
○

打
と
け
た
春
や
そ
ろ
く
花
も
ち
る
（『
豆
か
ら
日
記
』
化
十
二

　
葛
三
）

春
の
く
さ
お
し
ち
が
塚
に
人
見
ゆ
る
（『
何
袋
』
化
九
一
峨
） 

成
美

ふ
し
漬
し
川
や
家
よ
り
少
し
き
た
乙
二

夕
立
の
余
り
の
か
ゝ
る
け
ぶ
り
か
な 

對
竹
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天
の
川
京
と
お
ふ
み
に
空
二
ツ 

對
竹

ぬ
れ
色
の
空
は
直
り
て
き
く
の
花 

三
津
人

け
ふ
の
火
を
菊
ハ
わ
す
れ
ず
八
重
葎 

志
宇

け
さ
も
宿
に
残
し
て
立
ぬ
萩
と
月 

月
居

こ
ゝ
ろ
を
く
木
の
間
や
月
の
懸
は
づ
し 

竹
有

い
ざ
よ
ひ
は
雨
さ
え
闇
の
ち
か
ら
哉 

ゝ

稲
か
け
て
仕
切
の
つ
く
や
う
ら
の
濱
○ 

金
令

山
茶
花
も
咲
て
肩
も
て
寺
の
菊
○

か
は
ら
ぬ
は
嬉
し
さ
ば
か
り
後
の
月
○

秋
ぞ
行
窪
ミ
へ
水
の
行
様
に
（『
続
蔦
本
』）

そ
こ
ら
う
ち
い
ひ
合
せ
て
や
飛
螽
乙
二

菊
よ
ろ
し
蜘
の
ふ
る
ま
ひ
に
く
け
れ
ど

朝
が
ほ
の
哀
を
か
へ
せ
新
酒
く
む

七
夕
の
夜
も
余
所
に
せ
ず
本
願
寺

日
ハ
西
に
な
り
ぬ
柚
味
噌
の
釜
の
影

朝
露
に
た
ゆ
ま
ぬ
菊
の
ち
か
ら
哉 

ヲ
ハ
リ

　
逸
人

杉
の
音
ハ
凩
な
ら
ん
後
の
月

花
が
ち
る
名
あ
り
静
に
菊
の
花

草
く
や
お
な
じ
か
ら
ざ
る
露
の
玉 

月
居

雪
丸
げ
手
も
な
く
丸
く
し
た
り
け
り 

樗
堂

海
苔
柴
や
遠
浅
か
け
て
雪
の
花 
雪
雄

ほ
と
ゝ
ぎ
す
夜
と
も
お
も
ハ
ぬ
さ
ゝ
枕 

于
當

夏
の
夜
は
明
て
も
月
に
ほ
と
ゝ
ぎ
す 

長
斎

麦
ワ
ら
の
馬
が
う
ご
く
ぞ
ほ
と
ゝ
ぎ
す 

祥
禾

ほ
と
ゝ
ぎ
す
夜
の
引
明
を
つ
ゞ
け
啼 

志
宇

此
い
へ
も
〳
〵
ま
た
鍋
と
梅 

蒼
虬

雨
だ
れ
の
落
る
は
じ
め
も
梅
の
花 

耒
耜

稲
妻
を
ま
つ
や
侘
寝
の
探
し
も
の
（『
株
番
』
化
十
一
一
茶
「
旅
」） 

成
美

漏
う
け
に
盥
の
た
ら
ぬ
月
夜
哉 

對
竹

我
袖
を
草
と
お
も
ふ
か
き
り
〴
〵
す 

一
茶

（『
七
番
』
化
十
「
我
天
窓
」、
化
十
一
「
我
袖
を
」『
八
番
』
政
三
下
五
「
は
ふ
蛍
」）

葛
さ
く
や
裏
の
山
か
ら
這
ふ
出
て
（『
曾
波
可
里
』） 

巣
兆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
巣
兆
作
品
収
録
最
終
文
化
十
一
年
十
一
月
十
七
日
没
）

朝
皃
の
花
に
手
が
る
き
料
理
哉 

卓
池

煎
豆
や
雨
の
若
葉
に
京
咄
し 

秋
挙

雨
の
月
あ
る
い
て
見
れ
バ
人
も
寝
ず 

竹
有

お
も
し
ろ
き
世
と
成
に
け
り
月
と
虫 

逸
人

春
風
や
刀
の
さ
や
に
池
の
か
げ 

梅
間

明
安
き
湖
は
波
田
に
夜
を
ゆ
づ
る 

□
車

草
臥
の
つ
く
や
蛙
の
鳴
こ
ぞ
る 

笳
□

朝
皃
や
風
ひ
く
ほ
ど
の
お
も
し
ろ
ミ 

春
雄

水
の
う
え
も
の
か
く
様
に
蜻
蛉
哉 

し
う
女

ひ
と
つ
葉
の
露
の
中
ま
で
け
ふ
の
月 

千
影

古
里
や
竹
の
嵐
の
き
り
〴
〵
す 

申
斎

留
主
の
間
や
鼠
も
こ
ぼ
す
萩
の
花 

雪
雄

来
る
夜
や
し
た
し
き
隣
も
つ
こ
ゝ
ろ 

蒼
虬

用
の
な
い
水
明
に
出
る
す
ゝ
き
か
な 

蓬
□

朝
皃
と
露
と
朝
〳
〵
賑
し
き
万
和

酒
こ
ぼ
す
ま
で
に
は
し
た
り
春
の
草 

星
譜

を
き
上
る
萩
か
小
海
老
の
こ
ぼ
れ
け
り 

三
津
人

有
明
に
む
い
て
茶
を
の
む
紅
葉
哉 

木
□

蕣
や
か
ゝ
り
過
た
る
夢
の
う
え 

長
斎

風
鈴
の
す
ぢ
や
蛍
の
見
へ
か
ゝ
る 

奇
渕

う
つ
人
や
お
も
ふ
こ
と
な
く
う
つ
碪 

井
眉

鴫
の
眼
の
と
ゞ
か
ぬ
我
に
日
暮
歟 

尺
艾

三
十
も
老
の
う
ち
な
り
け
ふ
の
月 

篤
老
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繭
を
と
る
家
は
暑
も
し
づ
か
な
り

暑
き
日
や
ミ
た
り
と
い
ふ
は
子
の
多
き

　
　
南
海
の
帝
為
儵
、
北
海
之
帝
為
忽
、
中
央
之
帝
為
渾
沌
。
儵
与
忽
時
相
與
遇
於
渾
沌

之
地
。
渾
沌
待
之
甚
善
。
儵
与
忽
謀
報
渾
沌
之
徳
曰
、
人
皆
有
七
竅
以
視
聴
食
息
。

此
獨
無
有
。
掌
試
（
こ
こ
ろ
み
に
）
鑿
之
。
日
鑿
一
竅
、七
日
而
渾
沌
死
。（『
荘
子
』

「
渾
沌
」
の
引
用
）

月
花
や
懐コ

ゝ
ロを

こ
ろ
す
も
の
七
ツ

秋
と
い
ふ
山
の
出
来
る
雨
夜
か
な 

竹
有

星
照
る
や
鹿
の
腹
う
つ
汐
が
し
ら

御
祓
門
白
き
は
鷺
の
か
つ
ら
哉

翌
ま
で
も
降
け
し
き
し
て
冬
の
雨

一
筋
も
を
れ
ず
廣
野
の
枯
尾
花

人
声
ハ
絶
ず
夜
を
降
雪
の
門 

茂
東

気
が
る
さ
や
凍
ふ
む
鳥
の
友
機
嫌

山
吹
や
早
乾
き
す
る
軒
の
雨 

ヲ
ワ
リ

　
呉
山

手
の
ひ
ら
の
蝿
に
心
の
う
つ
り
け
り

ひ
ろ
ひ
て
も
ら
ひ
て
は
植
る
門
田
か
な

寒
月
や
つ
ゐ
と
高
ひ
か
庵
の
松

鳥
細
の
目
を
も
る
月
の
寒
さ
か
な

伊
勢
炭
を
き
る
や
冬
至
の
梅
が
も
と

い
か
に
し
て
牡
丹
め
で
た
き
日
ハ
も
た
ぬ 
太
笻

画
く
竹
の
ひ
と
ふ
し
ヅ
ゝ
に
蚤
の
と
ぶ

蓮
の
花
牡
丹
の
下
に
た
ら
ん
事

　
　
東
都
石
町
鐘
撞
堂
を
う
し
ろ
合
の
家
に
か
り
寝
し
て

秋
の
来
て
鐘
の
ち
か
き
ぞ
む
と
く
な
る

も
ろ
く
の
人
も
ろ
〳
〵
の
露
草
の
市

羅
に
た
つ
秋
恋
し
下
川
原
○ 

金
令

傾
城
に
鉢
の
子
出
す
や
ワ
ぶ
の
宿
（『
続
蔦
本
』「
垣
ご
し
」「
合
歓
」）

日
和
虹
見
せ
て
や
し
き
や
椎
の
花
○

里
栄
も
あ
て
に
な
ら
ぬ
や
五
月
雨
○

か
ゞ
し
を
も
そ
へ
て
幾
人
ぞ
か
た
山
家
（『
続
蔦
本
』「
山
家
人
」）

茸
時
も
過
ぬ
火
棚
の
か
け
た
ば
こ
（『
続
蔦
本
』）

柚
の
一
木
赤
ら
む
の
ミ
や
濱
の
寺
（『
続
蔦
本
』）

待
宵
は
目
に
も
か
け
ぬ
や
古
上
戸
○

い
と
は
し
の
世
も
中
く
に
月
と
雪
○

小
薙
咲
ま
で
に
さ
び
け
り
い
ざ
よ
ふ
夜
○

又
一
重
切
こ
む
秋
か
い
ざ
よ
ふ
夜
○

世
を
よ
所
に
鴛
す
む
池
の
遅
す
ミ
れ
○

萱
屋
根
も
目
ぼ
し
や
花
の
め
ぐ
り
道 

護
物

い
と
白
う
露
の
置
け
り
は
つ
ざ
く
ら 

一
蕙

烏
子
も
か
ね
つ
け
そ
め
て
わ
か
楓 

文
郷

山
吹
へ
杖
を
つ
き
込
や
ど
り
哉 

朶
年

春
の
雪
雪
の
遠
山
見
へ
て
降
る 

卓
池

白
う
を
か
皆
な
れ
〳
〵
よ
不
二
の
雪
○ 

成
美

鶯
の
足
元
く
ら
き
は
つ
音
哉 

椿
堂

う
ぐ
ひ
す
に
い
ふ
事
も
な
し
柿
膾 

椎
巳

藤
咲
て
ゆ
ら
つ
く
橋
の
す
が
た
哉
（『
巣
兆
撰
月
並
』
化
十
か
） 

巣
兆

待
宵
は
目
に
も
か
け
ぬ
や
古
上
戸
○ 

金
令

陸
奥
ど
の
ゝ
花
火
も
過
ぬ
天
の
川
（『
あ
と
ま
つ
り
』
化
十
三
魚
淵
）

は
つ
鴈
を
見
せ
く
る
柴
の
け
ぶ
り
哉 

卓
池

き
り
ぐ
す
明
れ
ば
松
も
し
ら
ぬ
人 

平
角

鹿
な
く
や
星
に
あ
れ
た
る
天
の
川 

茅
麿

風
流
の
罪
か
お
そ
ろ
し
け
ふ
の
月 

樗
堂

嬉
し
さ
に
何
も
せ
ぬ
よ
け
さ
の
秋 

蒼
虬

水
引
の
は
つ
花
得
た
り
け
さ
の
秋 

春
蟻

秋
寒（

カ
）な

る
や
梢
の
鳥
の
ふ
ん 

武
陵
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□
□
こ
ら
ぬ
顔
で
芽
を
持
つ
ち
よ
ろ
ぎ
哉
（『
曾
波
可
理
』「
は
び
」「
出
す
」）

□
む
や
夜
ハ
た
し
な
き
人
の
数
○ 

素
檗

□
の
と
り
落
す
餌
は
見
捨
け
り 

午
心

貧
し
さ
に
寝
て
も
居
ら
れ
ず
は
つ
霞 

太
笻

蔓
草
の
こ
ゝ
ろ
い
そ
ぐ
歟
糸
柳

大
凧
や
終
〳
〵
空
は
親
の
も
の

は
り
あ
ひ
に
な
ら
せ
給
ふ
か
梅
に
月

ね
が
ひ
事
あ
る
か
寄
居
虫
の
こ
ゝ
ろ
に
も

連
翹
は
も
の
ゝ
ま
ぎ
れ
に
咲
た
り
な

む
ら
雀
飛
て
教
へ
て
木
の
葉
ち
る

千
鳥
さ
つ
と
来
た
り
水
洟ば

な

垂
る
拍
子

薄
ぐ
ら
き
花
の
様
子
や
枇
杷
の
冬

冬
構
す
る
な
浮
世
に
さ
び
が
つ
く

夢
は
画
に
う
つ
し
も
す
る
を
霙
ふ
る

し
ら
雪
や
神
代
の
事
を
ふ
と
思
ふ

海
川
や
雪
の
光
り
も
隈
は
あ
る

菜
の
花
を
嗅
ば
梅
津
の
月
恋
し
○ 

金
令

は
つ
蛙
俳
諧
の
田
に
成
け
ら
し 

夫
木

見
ら
れ
よ
く
な
る
や
若
菜
の
一
ツ
庵

梅
が
香
を
ひ
づ
め
に
か
け
し
く闇ら
く
と
も 

對
竹

山
駕
の
う
ち
か
と
覚
つ
き
じ
の
こ
ゑ

鶯
の
幅
の
ひ
ろ
さ
よ
野
の
う
る
み

万
歳
の
ぬ
か
り
し
春
や
薮
に
鶴

鶯
の
声
を
く
ミ
け
り
ひ
と
つ
る
べ 

雪
雄

数
の
子
や
蔵
の
杜
氏
か
自
分
客
○ 

金
令

鶯
に
わ
か
れ
て
出
す
小
舟
か
な
○ 

成
美

𠘨𠘨
巾
す
む
や
不
尽
見
し
霍
に
ま
け
も
せ
ず 

護
物

口
惜
し
き
咄
の
ミ
聞
柳
哉
（『
続
蔦
本
』「
あ
る
」） 

金
令

い
ざ
け
ふ
は
跡
へ
半
と
き
こ
ろ
も
が
へ
（『
株
番
』
化
十
一
一
茶
「
と
し
と
ら
ん
」） 

成
美

橋
行
バ
人
に
見
ら
る
ゝ
わ
か
葉
か
な
（『
随
斎
翁
家
集
』）

百
性（

姓
）の

手
透
に
な
る
や
け
し
の
花
○

盞
（
さ
か
ず
き
）を

礫
に
う
た
ん
ほ
と
ゝ
ぎ
す
○

山
寺
や
蜂
に
さ
ゝ
れ
て
こ
ろ
も
が
へ
（『
曾
波
可
里
』） 

巣
兆

三
井
寺
も
ほ
ろ
〳
〵
あ
へ
や
杜
宇
（『
曾
波
可
里
』）

打
水
の
雲
霧
に
た
つ
牡
丹
哉
（『
曾
波
可
里
』）

鶯
の
遠
音
に
あ
て
る
か
き
つ
ば
た
（『
続
蔦
本
』「
の
う
け
に
」） 

金
令

綿
も
ぬ
が
ぬ
庵
を
か
へ
す
や
柿
の
臺
○

山
焼
く
や
見
馴
て
居
て
も
老
心 

雨
塘

梅
が
香
に
よ
り
も
つ
か
れ
ぬ
淋
し
ミ
歟 

湖
中

　
　
茅
屋
竹
篁
に
隣
る

鶯
に
聞
る
ゝ
も
う
き
言
葉
か
な

霞
む
日
の
俤
も
の
よ
京
の
山

生
れ
来
て
お
の
が
湖
と
や
啼
蛙

蝶
と
遊
ぶ
日
の
す
く
な
き
か
人
の
世
か

　
　
春
も
や
ゝ
半
過
ル
頃
、
か
し
こ
ハ
一
輪
咲
ぬ
爰
は
二
り
ん

　
　
ひ
ら
き
ぬ
と
人
の
さ
た
し
侍
る
に
む
ね
打
さ
ハ
ぎ
て

垣
に
目
の
あ
る
世
な
り
け
り
は
つ
ざ
く
ら

は
つ
櫻
葉
守
の
神
は
祭
ら
ね
ど

花
に
風
舟
の
酒
入
又
こ
ろ
ぶ

雲
雀
啼
や
何
所
の
か
男
鯉
釣
し

ほ
と
ゝ
ぎ
す
旅
人
五
人
馬
を
か
る

窪
き
家
は
す
さ
び
果
た
り
ほ
と
ゝ
ぎ
す

若
楓
江
都
は
女
子
の
い
さ
ぎ
よ
き

誰
が
子
に
飛
ん
で
見
せ
る
ぞ
は
つ
ほ
た
る

水
無
月
や
け
ふ
は
蛙
の
脊
の
か
ハ
く

茴う
い

香き
ょ
う

に
に
く
か
ら
ぬ
木
よ
青
あ
ら
し
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笘
ふ
ね
や
水
鶏
三
里
を
夢
ご
ゝ
ろ

春
の
夜
や
枝
の
雀
に
行
当
た
る 

一
阿

は
つ
桜
細
き
心
を
と
り
は
な
つ

鶯
の
に
し
き
お
り
か
く
は
つ
音
か
な 

丘
高

う
ぐ
ひ
す
の
た
ゞ
さ
り
げ
な
き
木
の
間
哉

二
月
ま
で
さ
か
ぬ
日
も
な
し
梅
の
花

折
く
べ
る
薪
ぬ
れ
た
り
朝
霞

鳴
か
へ
る
雲
に
巣
も
が
な
ほ
と
ゝ
ぎ
す

雲
水
の
い
く
ら
追
て
も
秋
の
月

奥
山
や
見
ゆ
る
處
に
菊
の
花

枯
尾
花
さ
て
も
在
世
の
月
夜
か
な

浮
寝
鳥
お
も
ひ
出
し
て
は
入
替
る

人
の
手
に
つ
く
や
秋
立
露
の
玉

白
梅
の
ワ
ざ
と
な
し
□
る
光
哉

凍
た
り
松
島
山
の
宵
あ
し
た 

葛
三

行
秋
も
た
の
ま
む
ほ
ど
に
松
の
月

□
の
宿
近
江
の
衆
も
お
ハ
し
け
り

□
□
し
て
樒
を
ワ
か
む
清
水
哉

□
□
し
や
遊
び
て
か
へ
る
秋
の
山

□
□
か
ぬ
□
へ
ひ
か
れ
て
あ
と
も
な
し

□
□
の
影
定
り
て
せ
ん
も
な
し

□
月
の
草
に
は
き
け
り
山
家
の
る 
烏
頂

人
の
寝
る
と
き
ハ
寝
て
居
る
柳
か
な

夜
に
入
る
や
そ
こ
ら
あ
た
り
ハ
梅
の
花

親
の
日
に
来
て
鶯
の
は
つ
音
哉

藪
入
も
牛
も
の
せ
け
り
わ
た
し
舟

花
菫
夕
暮
る
野
で
な
か
り
け
り
升
六

ほ
と
ゝ
ぎ
す
こ
と
し
の
薮
で
な
か
り
け
り

五
月
雨
雀
が
朝
の
あ
る
ば
か
り
○
金
令

山
の
井
の
す
ミ
か
へ
り
け
り
け
さ
の
秋
（『
続
蔦
本
』）

手
柄
に
も
萩
に
流
さ
ん
香
薷
散
○

早
稲
か
り
て
朝
を
な
く
す
な
庵
の
前
○

草
の
茂
り
是
も
昼
夜
を
ま
て
ぬ
也 

湖
中

　
　
此
五
色
の
花
ハ
都
の
玉
も
の
な
り
と
人
に
送
ら
れ
し
折
に

朝
皃
や
近
衛
の
君
の
お
こ
し
き
て 

湖
中

は
い
る
よ
り
し
ら
る
ゝ
梅
の
使
ひ
哉 

月
居

秋
の
日
の
見
事
に
暮
て
月
夜
哉 

八
千
坊

黄
鳥
の
往
て
も
ど
り
け
り
一
あ
ら
し 

雪
雄

い
く
春
も
小
路
の
奥
の
柳
か
な 

蒼
虬

鷹
匠
の
朝
か
ら
く
る
や
山
の
月 

篤
老

山
吹
の
ち
り
て
取
つ
く
絹
合
羽
○ 

成
美

凧
の
尾
に
つ
ら
る
ゝ
茨
の
命
哉 

對
竹

木
の
も
と
や
櫻
を
夜
の
衣
に
し
て 

椿
堂

梅
が
香
や
ふ
と
ん
お
さ
へ
る
馳
走
ぶ
り 

卓
池

見
へ
す
く
や
水
の
蛙
の
行
ち
が
ひ 

秋
挙

う
す
ぐ
ら
き
花
の
様
子
や
枇
杷
の
冬 

太
笻

を
し
鳥
の
雫
し
て
居
る
し
ぐ
れ
哉 

蕉
雨

は
つ
雪
や
物
置
に
セ
し
裏
の
山

糠
星
の
夜
は
木
が
ら
し
も
瀬
田
向
ふ

木
を
ゆ
す
る
心
に
く
さ
よ
落
葉
搔

湖
の
水
遣
ひ
け
り
大
根
引

世
の
冬
や
わ
ら
も
中
〳
〵
用
の
あ
る
（『
四
海
句
双
紙
初
編
』
芝
山
「
中
〳
〵
藁
も
） 

金
令

崩
し
う
き
も
つ
そ
ふ
飯
や
榾
の
素
湯
（『
続
蔦
本
』「
盛
相
」）

正
月
も
山
な
ど
や
け
バ
常
に
な
る
對
竹

青
柳
を
射
貫
て
ミ
せ
る
小
弓
か
な

駿
河
な
る
わ
さ
び
や
越
ん
箱
根
山
（『
曾
波
可
里
』「
越
る
や
」） 

巣
兆
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霞
な
ら
口
惜
し
か
ら
む
ほ
と
ゝ
ぎ
す 

湖
中

そ
ら
豆
の
花
の
墨
に
も
暮
の
春
○ 

金
令

白
け
し
に
し
か
と
乗
け
り
蝶
の
影 

護
物

　
　
あ
る
人
耳
順
の
賀
三
句

春
の
日
を
杖
も
た
の
ま
ず
霍
の
脛
○ 

成
美

此
上
は
松
に
あ
づ
け
る
年
の
数 

丘
高

筑
波
根
の
春
に
替
ら
ぬ
い
は
ほ
哉 

一
阿

　
　
夏
日
楼
に
登
て
海
に
の
ぞ
む

涼
し
さ
や
膝
の
下
な
る
都
鳥 

湖
中

世
の
業
や
昨
日
の
蜑
が
早
苗
舟

爐
の
さ
び
や
二
月
の
山
と
い
ふ
日
よ
り

松
の
木
に
千
代
は
物
か
は
佛
生
會

み
じ
か
夜
ハ
帯
よ
り
う
え
の
咄
か
な

卯
月
空
家
ハ
も
た
で
も
あ
ら
れ
な
ん

伐
す
か
す
青
葉
や
下
は
子
の
捌
き
○ 

金
令

入
梅
も
終
る
か
ハ
き
や
猿
す
べ
り 

護
物

軒
端
か
ら
客
の
舟
や
る
う
ち
ハ
哉

□
□
け
ふ
植
た
し
て
田
ハ
清
し 

椿
堂

袖
が
浦
の
ほ
と
り
に
と
こ
夏
の
い
と
お
も
し
ろ
く
さ
け
る
を
見
て
蜑
の
子
に
た
ハ
ぶ
れ
る

撫
子
に
替
へ
て
も
さ
せ
よ
つ
げ
の
櫛

あ
か
ぬ
日
や
竹
林
夏
に
茶
の
羽
織
○ 
金
令

逢
ぬ
夜世

の
神
も
若
葉
の
八
日
哉
○

か
き
つ
ば
た
咲
や
小
寺
の
芭
蕉
塚
○

霞
む
時
見
て
置
ケ
月
ハ
細
け
れ
ど 

竹
有

蝶
の
心
か
り
て
眠
ら
ば
草
の
上

花
見
る
や
是
等
も
春
の
昔
し
事

い
か
め
し
や
角
あ
り
と
ふ
る
蝸
牛

涼
し
さ
や
し
ハ
に
成
た
る
足
の
豆

蓮
の
花
の
朝
朗
を
ぞ
告ツ

グ

り
け
り

□
□
や
あ
た
ま
の
上
の
天
の
川

□
□
と
聞
我
年
頃
や
荻
の
声

梅
が
香
も
松
風
も
賣
る
や
年
の
市

明
行
や
雪
に
わ
す
る
ゝ
冬
ご
ゝ
ろ 

申
齋

誰
が
上
に
雫
落
け
り
天
の
川 

篤
老

お
そ
ろ
し
や
梅
の
は
じ
め
も
露
一
ツ

菜
の
花
や
古
町
人
の
佗
住
居

　
　
山
家

ほ
め
た
れ
ば
焚
て
も
見
セ
つ
宿
の
萩 

雪
雄

松
葉
ひ
ろ
ふ
斗
に
し
た
り
菊
作
り

里
川
や
流
て
は
つ
る
秋
の
風

梅
の
夕
日
竹
の
あ
ら
し
の
間
々
に 

椿
堂

花
や
雨
雨
や
花
に
て
五
六
日

暮
て
行
春
と
て
寿
し
苣
畑

さ
し
い
で
ゝ
涼
し
き
富
士
の
高
根
哉

蕣
や
馬
は
鈴
鹿
の
追
か
ら
し

月
見
と
て
旅
に
居
る
さ
へ
い
そ
が
し
き

さ
ま
〴
〵
の
名
も
あ
ハ
れ
也
け
ふ
の
月

霍
鳴
や
雪
の
山
路
の
酒
は
や
し

呼
と
り
に
行
人
ゆ
か
し
奥
山
家

□
そ
〳
〵
と
覗
き
給
へ
り
梅
の
月 

葵
亭

□
め
し
や
そ
こ
ら
霞
の
小
貝
賣

□
□
田
の
沙
汰
を
□
さ
ぬ
た
・
人
□
あ
り
て

□
□
不
用
な
る
木
ハ
な
か
り
け
り

　
　
二
見
に
て

青
あ
ら
し
富
士
ハ
け
ぶ
り
に
似
た
り
け
り

　
　
人
の
い
へ
ば
や
と
き
こ
へ
た
る
佐
屋
の
わ
た
り
に
て
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朝
皃
に
顔
を
な
ら
べ
て
過
す
世
ぞ
（『
玉
笹
』
化
九
太
笻
） 

成
美

折
ち
か
ら
な
く
て
又
折
る
女
郎
花 

雪
雄

老
ぬ
れ
バ
西
瓜
に
す
べ
る
お
ど
り
哉
（『
曾
波
可
里
』） 

巣
兆

夕
暮
や
膝
を
い
だ
け
バ
又
一
葉
（
享
和
句
帖

　
享
和
三
年
） 

一
茶

君
が
代
や
月
に
も
と
け
る
草
の
ゆ
き 

湖
中

黒
坊
の
桃
尻
頃
や
梅
の
花

我
に
似
し
や
だ
ま
つ
て
居
ら
ぬ
春
の
蔦

　
　
老
の
春

鶏
鴉
耳
の
穴
よ
り
春
が
た
つ 

太
笻

蝶
の
夢
に
小
野
の
小
町
や
あ
り
ふ
れ
し

町
中
や
花
に
奥
あ
る
琴
の
春

花
盛
り
仏
も
も
と
ハ
凡
夫
な
り

か
ば
か
り
の
菫
に
さ
め
ぬ
江
戸
心

　
　
旅
中

筑
波
根
や
花
紫
の
種
大
根

　
　
青
楼
曲

植
な
が
ら
人
に
し
た
し
き
桜
哉

風
の
蝶
こ
ゝ
ろ
の
外
歟
松
の
空 

太
笻

鳥
も
来
ぬ
處
得
た
り
や
白
椿
○ 

金
令

わ
か
れ
霜
酒
匂
川
は
橋
を
と
ら
れ
候 

暮
玖

三
月
は
猶
め
づ
ら
し
き
さ
く
ら
哉 
葛
三

そ
こ
の
け
と
い
ふ
神
も
な
し
花
の
陰 
對
竹

花
ぶ
さ
の
け
ふ
あ
す
と
見
し
も
櫻
か
な 

其
堂

花
も
我
も
淋
し
き
迄
と
尋
入
る 

寥
松

は
つ
花
や
帯
し
め
直
す
石
の
う
え
○ 

巣
兆

わ
す
れ
た
り
花
の
山
に
て
聞
し
事 

夫
木

此
ご
ろ
に
成
て
芦
か
る
う
め
の
花 

雪
雄

二
處
咲
け
り
花
の
あ
ら
し
山 

蕉
雨

里
に
燈
を
見
る
迄
と
ら
ふ
桜
哉 

鹿
古

は
つ
花
や
蟇
の
脊
中
に
日
の
あ
た
る 

守
静

暮
そ
め
て
小
家
し
た
し
き
櫻
哉
（『
曾
波
可
里
』） 

巣
兆

鶯
の
鳴
や
色
め
く
縄
す
だ
れ
（『
曾
波
可
里
』）

山
ざ
と
は
麦
め
し
す
ゝ
む
雪
解
哉
（『
曾
波
可
里
』）

う
き
人
の
鮓
に
も
少
し
は
つ
松
魚
（『
曾
波
可
里
』）

草
む
す
び
〳
〵
暮
け
り
ほ
と
ゝ
ぎ
す 

八
朶

人
凌
夜
明
な
る
ら
む
ほ
と
ゝ
ぎ
す 

□
々

畑
芹
雨
の
な
け
れ
バ
な
ほ
床
し 

葛
三

花
に
蝶
心
の
ほ
ど
に
世
を
バ
経
る

初
花
の
月
に
ひ
と
し
き
匂
ひ
か
な

世
を
行
も
拍
子
も
の
な
り
鉢
扣（

叩
）

　
　
長
崎
に
て

日
の
入
を
見
處
な
る
に
雨
の
花

遊
ぶ
ほ
ど
日
長
に
な
り
ぬ
草
の
山 

雉
啄

か
へ
る
さ
や
た
も
と
見
ら
る
ゝ
冬
の
梅

思
ふ
間
の
遂
て
淋
し
や
菊
の
花

あ
り
く
と
も
な
し
や
若
葉
の
浪
の
へ
り

旅
笠
の
さ
き
ぐ
青
む
柳
か
な
○ 

成
美

炭
賣
と
手
に
手
を
取
り
て
春
の
水
（『
曾
波
可
里
』） 

巣
兆

眠
る
ま
で
慾
は
は
な
れ
ず
梅
匂
ふ 

太
笻

下
手
と
て
も
お
な
じ
皃
な
る
鵜
飼
哉
（『
俳
諧
難
波
物
語
』
化
十
三
尺
艾
） 

素
檗

は
や
淋
し
蕣
ま
く
と
い
ふ
畠
（『
株
番
』
化
九
） 

一
茶

人
す
め
ば
水
も
こ
ぼ
れ
て
春
の
水
○ 

巣
兆

月
ふ
へ
て
鳴
夜
は
鹿
の
鳴
し
き
る 

雄
渕

菴
に
見
ゆ
る
花
の
山
風
吹
に
け
り 

乙
二

花
た
ん
ぼ
白
さ
と
□
ぞ
思
け
り 

丿
旦

榛
の
木
の
ほ
そ
く
も
な
ら
ず
帰
雁
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乗
掛
の
ミ
ぞ
れ
と
か
す
や
家
の
前 

松
兮

我
宿
の
風
を
画
ん
蔦
葎

朝
の
柳
先
少
し
見
て
置
に
け
り 

蒼
虬

名
月
に
露
の
流
る
ゝ
河
原
か
な 

士
朗

　
　
身
ハ
草
庵
に
有
な
が
ら
こ
ゝ
ろ
は

琵
琶
の
湖
上
に
遊
ぶ

梅
が
香
や
翌
の
薪
は
志
賀
の
山

夕
時
雨
す
る
や
山
家
の
小
石
壁

山
間
や
旅
に
捨
た
る
笠
の
露

菜
た
け
バ
焚
け
バ
ひ
よ
い
〳
〵
と
く
る
蛙
哉

山
梨
子
の
花
咲
に
け
り
杜
宇
（
士
朗
作
品
収
録
最
終

　
文
化
九
年
五
月
十
六
日
没
）

凩
の
浅
香
の
松
は
青
く
と
も 

仙
ダ
イ

　
文
郷

富
士
が
根
に
く
ら
べ
て
白
し
鰒
の
腹

山
川
に
し
ら
髪
あ
ら
は
ん
更
衣 

葛
三

鳴
や
ん
だ
跡
よ
い
よ
く
閑
古
鳥 

長
斎

茨
と
は
や
霧
吹
か
ゝ
る
あ
や
め
か
な 

幽
嘯

柴
の
戸
の
冬
の
日
永
く
成
に
け
り 

葵
亭

作
舟
や
十
夜
参
り
の
団
扇
同
士 

田
喜

土
の
底
に
埋
桶
寒
し
霜
の
声

千
鳥
な
く
や
𥶡𥶡
か
け
一
人
乗
る
わ
た
し
（『
蔦
本
』「
啼
」） 

金
令

雪
の
日
や
鹿
の
す
通
る
濱
の
町
（『
続
調
布
集
』
化
十
二

　
有
斐
）

見
か
ぎ
る
か
鶺
鴒
も
来
ず
井
手
の
凍
○

凍
笹
に
小
鳥
の
糞
も
梅
の
道
（『
蔦
本
』）

今
日
の
菜
も
菴
は
う
さ
ぎ
の
喰
つ
べ
し
○

小
み
ぢ
か
い
日
向
ハ
も
て
□
菴
の
梅
○

ひ
と
ゝ
セ
も
は
や
こ
ぼ
る
ゝ
歟
□
り
□ 

篤
老

相
手
と
る
鳥
も
な
か
れ
と
ち
る
一
葉

白
ぎ
く
や
香
ハ
中
〳
〵
に
さ
は
が
し
き 

定
雅

木
が
ら
し
や
父
が
か
た
ミ
の
庭
の
松 

篤
老

鹿
に
寝
ぬ
夜
は
明
か
ね
て
ほ
と
ゝ
ぎ
す 

乕
丈

を
ど
ろ
き
し
風
さ
へ
絶
へ
て
秋
の
霜

大
原
や
ふ
り
出
す
迄
を
春
の
月

畑
中
や
三
木
迄
咲
て
梅
の
花 

草
阜

ち
る
花
や
我
門
ミ
ゆ
る
小
芝
山 

遅
足

立
か
へ
る
年
を
瀬
に
し
て
隅
田
川 

護
物

僧
ま
セ
に
出
る
や
ま
う
け
ぬ
梅
の
さ
き

鶯
の
い
ぎ
た
な
き
の
ミ
似
し
庵
ぞ

よ
し
野
下
り
る
心
ハ
せ
ぬ
よ
鬼
追
夜

よ
き
人
の
よ
き
中
に
似
し
春
の
風

夕
陽
に
引
も
ど
さ
れ
な
跡
の
一
人 

蒼
虬

か
ゝ
は
ら
ぬ
杉
の
木
だ
ち
や
后
の
月

さ
と
人
の
ち
ら
〳
〵
こ
ぼ
る
清
水
哉

蛙
子
や
照
日
と
水
の
む
つ
ま
じ
き 

月
化

雪
好
と
い
え
バ
栄
耀
に
聞
へ
け
り

虫
う
り
の
ま
だ
出
ぬ
露
の
た
も
と
哉

み
よ
し
の
や
ふ
も
と
の
秋
は
稲
の
花

と
ん
ぼ
う
や
黙
へ
て
空
を
秋
の
す
る

盆
の
月
人
の
哀
れ
の
う
つ
る
な
り

吹
さ
ハ
ぐ
芦
を
根
に
し
□
□
□ 

雪
雄

秋
の
暮
松
見
て
た
て
バ
人
□
□

雨
の
も
る
最
中
に
菊
の
匂
ひ
哉

秋
き
ぬ
と
拍
子
木
う
つ
や
京
の
町 

菊
也

霍
に
の
る
人
羨
し
夏
の
月

花
す
ゝ
き
と
す
れ
バ
も
の
ゝ
か
く
れ
け
る

む
く
起
に
君
の
雪
ま
ろ
げ
こ
さ
ん
な
れ

居
ご
ゝ
ろ
も
よ
き
よ
ふ
に
あ
め
莚 

月
化
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蛤
や
波
つ
ま
づ
け
と
並
べ
見
る 

乙
二

か
ら
こ
ろ
と
雁
の
来
る
夜
の
砧
か
な 

太
呂

小
坊
主
が
墨
ぬ
る
木
也
梅
の
花 

万
和

冬
ご
も
り
よ
し
野
を
え
ら
む
初
哉 

シ
ナ
ノ

　
若
人

　
　
待
花

花
や
咲
心
に
か
ゝ
る
夜
着
の
襟
（『
続
成
美
家
集
』） 

成
美

ふ
と
ん
着
て
山
さ
へ
寝
る
を
鉢
た
ゝ
き
（『
成
美
翁
家
集
』「
歟
」）

住
ば
世
に
山
の
低
ミ
の
麦
ば
た
け
（『
随
斎
句
集
』）

古
寺
は
露
さ
へ
風
の
先
置
ず 

長
斎

片
へ
ら
へ
咲
か
た
ま
る
や
山
椿 

芳
之

け
ふ
来
ず
バ
〳
〵
と
て
花
十
日 

桐
栖

晴
際
に
三
粒
音
き
く
あ
ら
れ
哉
○ 

素
檗

風
筋
に
手
枕
を
は
や
蚊
も
鳴
ず 

エ
チ
ゴ

　
石
海

夜
ハ
月
と
白
き
兎
の
申
や
う 

ナ
ン
ブ

　
平
角

白
雲
や
紙
一
重
な
る
星
の
恋 

仙
ダ
イ

　
三
醒

風
低
き
松
原
か
け
て
□
□ 

松
兮

欲
の
な
き
遊
び
様
也
浪
千
鳥 

太
呂

花
見
と
て
日
に
〳
〵
水
の
替
り
け
り 

雄
渕

花
を
切
て
蘭
を
養
ふ
夕
哉 

岳
輅

　
　
山
中

蔦
か
づ
ら
其
鞘
巻
や
狗
驚
し 
幽
嘯

　
　
恵
林
寺
両
袖
櫻
は
し
書
畧

紅
葉
セ
ぬ
そ
れ
も
春
さ
く
花
や
あ
る

　
　
さ
し
出
の
磯

散
浮
ぶ
萩
や
其
ま
ゝ
千
鳥
の
巣

唯
人
の
唯
の
夜
を
し
も
い
と
ゞ
啼

　
　
酒
折
の
宮
造
営
の
さ
た
有
け
る
に

は
や
蔦
の
這
ま
つ
ワ
り
ぬ
隅
柱

見
あ
り
け
バ
人
の
櫻
ハ
無
り
け
り 

可
都
里

そ
れ
が
し
と
思
ふ
は
花
の
ゆ
か
り
哉 

岳
輅

木
の
葉
ふ
へ
て
来
る
人
早
く
皃
見
た
し 

凡
魯

落
葉
し
て
三
月
頃
の
垣
根
か
な
（『
一
茶
発
句
集
』
文
政
版
） 

一
茶

薮
原
の
ひ
と
つ
大
根
も
引
れ
た
り
（『
七
番
』
化
九
）

有
明
や
馬
の
鳴
ま
で
き
り
〴
〵
す
（
如
毛
宛
書
簡

　
化
十
） 

成
美

三
人
に
一
本
傘
や
鴨
の
声

芹
薺
子
も
今
一
人
有
ま
ほ
し 

篤
老

拵
た
け
さ
の
寒
さ
か
は
つ
若
菜

露
草
は
露
に
ま
け
た
る
小
春
哉 

三
津
人

心
行
ふ
と
ん
の
裾
や
山
の
裾

時
雨
る
と
い
ふ
て
来
る
也
水
無
心

似
合
し
き
帋
雛
つ
く
れ
杜
若 

雄
渕

朝
の
間
や
花
見
な
が
ら
□
□
□
り 

士
朗

来
る
鳥
は
皆
馴
る
也
春
の
雨 

竹
有

竹
垣
の
き
の
ふ
ハ
古
し
梅
の
花 

梅
間

霞
む
時
見
て
宵
月
ハ
細
け
れ
ど 

竹
有

涼
し
さ
や
皺
に
成
た
る
足
の
ま
め

寒
さ
う
に
見
ゆ
る
芒
の
根
水
哉

蓮
は
花
の
朝
朗
を
ぞ
造
り
け
る

松
の
風
蟻
の
都
も
涼
し
い
歟 

雄
渕

山
の
月
霰
こ
ぼ
せ
し
皃
も
せ
ず 

乙
二

我
宿
と
野
鼠
名
の
れ
萩
ち
る
夜 

乙
二
の
娘

満
月
や
心
の
上
を
風
わ
た
る

　
　
山
家
に
と
ま
り
て

槿
や
岩
も
優
し
き
数
と
な
る

烟
る
な
よ
花
の
遠
山
見
へ
ず
な
る

　
　
市
中
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淋
し
ミ
を
拾
ひ
に
出
た
り
け
ふ
の
月 

　
五
来

八
月
の
近
江
の
月
ハ
出
に
け
り 

五
来
の
子

十
三
夜
勢
田
の
夕
日
も
よ
か
り
け
り 

ブ
ゼ
ン

　
真
澄

平
ら
か
な
道
に
出
た
れ
バ
天
の
川

白
木
槿
秋
の
深
ミ
ハ
此
あ
た
り

ふ
ハ
〳
〵
と
雪
に
も
な
ら
ず
小
田
の
鶴

露
の
秋
浅
茅
が
秋
は
し
ら
ざ
り
し 

菊
也

時
雨
て
も
〳
〵
月
の
有
げ
也

月
か
げ
の
事
よ
水
鶏
の
脊
中
つ
き

衣
が
へ
僧
山
伏
の
世
で
も
な
し 

雄
渕

夜
く
も
る
ハ
嶋
の
海
也
杜
宇 

樗
堂

濱
千
鳥
冷
た
い
足
も
只
置
ず

蛼
の
音
に
も
か
た
む
く
軒
端
哉 

葵
亭

大
寺
や
ど
の
間
に
寝
て
も
杜
宇 

秋
挙

朝
晩
の
念
仏
に
逢
ふ
や
雀
の
子 

耒
耜

大
き
な
る
日
の
出
有
け
り
鴟
鴳 

月
化

を
し
夫
婦
大
河
に
せ
ま
く
遊
び
け
り

名
月
の
て
る
や
昔
の
皃
合
セ 

志
宇

徐
さ
の
木
草
を
月
の
我
身
か
な

け
ふ
の
日
を
菊
ハ
わ
す
れ
ず
八
重
葎

錦
さ
く
音
し
て
た
ち
ぬ
風
の
鴛 
春
蟻

四
方
か
ら
時
雨
よ
セ
て
も
ふ
尽
の
山

尾
花
ほ
ど
枯
て
名
に
た
つ
も
の
ハ
な
し 

ブ
ゼ
ン

　
真
澄

ミ
そ
さ
ゞ
ゐ
あ
た
ら
冬
日
を
尻
に
し
て

折
角
の
月
に
花
な
し
宿
の
梅 

奇
渕

花
の
春
小
田
の
田
に
し
も
肥
初
る

炭
の
香
に
闇
の
す
ミ
き
る
山
家
哉 

岱
雲

松
に
そ
ふ
て
来
る
人
を
此
花
の
客

旅
人
は
何
か
目
に
つ
く
梅
柳 

　
少
汝

鶯
や
薮
に
す
か
せ
る
池
の
水 

梅
間

す
つ
ぱ
り
と
伐
て
や
ら
う
歟
松
の
雪 

岳
輅

蚊
遣
火
に
し
み
込
音
や
壁
の
雨 

竹
有

つ
か
の
間
の
夜
ハ
づ
か
〳
〵
と
杜
宇 

五
来

散
い
そ
ぎ
す
る
や
夜
明
の
山
櫻

蚊
遣
り
た
く
あ
り
か
や
竹
に
包
ま
れ
て

旅
人
の
綿
ぬ
き
掛
し
牡
丹
か
な 

有
斐

綿
ぬ
き
や
垣
根
の
岨
を
草
ま
く
ら

袂
に
も
た
ら
で
枯
け
り
む
ら
尾
花
○ 

金
令

夜
の
笛
堅
田
の
芦
は
枯
に
け
り 

護
物

蚊
の
セ
ゝ
る
寝
覚
も
ひ
と
つ
旅
日
記 

幽
嘯

君
が
代
の
山
の
か
げ
さ
す
清
水
哉

山
影
に
昼
は
米
搗
添
水
か
な

押
出
し
て
や
り
た
き
山
や
夏
の
月 

可
都
里

蛍
来
て
越
る
處
歟
垣
ひ
と
へ 

タ
ン
バ

　
武
陵

薮
中
に
置
て
夜
明
ぬ
夏
の
月 

長
斎

蒲
公
英
や
瀧
よ
り
上
の
里
の
春
（『
蔦
本
』） 

金
令

花
さ
け
や
仏
法
わ
た
る
ゑ
ぞ
が
嶋
（『
七
番
』
化
九
） 

一
茶

　
　
留
主
の
媼
ハ
さ
ぞ
霍
髪
と
り
乱
し
て

薮
蔦
の
芽
に
立
出
す
か
帰
る
事 

乙
二

　
　
草
庵
の
雨

花
の
香
や
傘
さ
し
て
又
出
る 

太
呂

汁
の
実
に
摘
ぞ
そ
の
こ
け
苣
の
蝶 

長
斎

花
盛
思
ひ
出
し
て
ハ
風
の
吹 

ス
カ
川

　
雨
考

大
寺
や
畳
に
遊
ぶ
春
の
鳥 

巣
居

名
の
り
か
け
て
鳴
く
や
朔
日
杜
宇 

文
郷

　
　
此
貝
を
ふ
み
に
出
て
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月
あ
り
て
朝
ほ
と
ゝ
ぎ
す
通
り
け
り 

一
艸

空
む
い
て
不
断
と
ま
る
や
蝉
の
形
（『
は
な
む
し
ろ
』
化
六

　
芳
之
） 

素
檗

五
月
雨
の
中
に
置
け
り
草
の
□
□ 

□
□

竹
の
子
や
牡
丹
に
も
此
露
ハ
な
し 

蒼
虬

夕
か
け
て
直
植
さ
か
る
田
う
た
哉 

魯
隠

青
あ
ら
し
吹
や
田
□
の
蟹
な
ま
す 

卓
池

蛤
の
や
セ
ハ
も
ど
ら
ず
夏
の
月 

三
津
人

な
つ
の
月
大
江
の
松
を
尋
け
り 

岳
輅

ぐ
る
り
か
ら
夏
に
す
る
也
草
の
菴 

土
卵

山
風
や
是
ま
で
と
見
る
鵜
の
笧 

蒼
虬

蚤
ど
も
ハ
見
る
気
ハ
な
い
歟
竹
の
月 

宇
洋

月
見
せ
よ
隠
す
事
な
き
庵
に
寝
て
（『
蔦
本
』） 

　
金
令

山
影
や
さ
ま
よ
い
包
三
ヶ
の
月
○

稲
妻
や
同
じ
處
に
長
居
し
て
○

お
な
じ
日
の
毎
日
立
て
葉
鶏
頭 

丿
旦

竹
取
の
潜
と
い
ふ
て
后
の
月

神
代
か
ら
申
は
や
し
て
梅
の
花 

申
斎

田
に
し
迄
な
く
な
り
花
の
二
三
月

朝
ぬ
れ
て
日
が
な
一
日
露
の
萩 

椿
堂

傘
も
黄
昏
ど
き
の
落
葉
哉
○ 

巣
兆

秋
湿
気
や
真
水
に
は
ま
る
む
ら
鴎 
湖
中

松
の
月
住
る
ゝ
人
は
住
も
セ
で

我
冬
は
立
け
り
篚
（
カ
）
の
籬
よ
り

　
　
旅
行

松
風
の
寒
さ
や
馬
の
鼻
ば
し
ら

水
す
む
や
千
代
の
山
〳
〵
眠
る
頃

霞
む
日
ハ
頭
巾
も
か
け
む
鹿
の
角
（『
続
成
美
家
集
』） 

成
美

　
　
老
懐

鴛
と
寝
ん
恋
も
し
け
る
を
寒
苦
鳥
（『
蔦
本
』） 

金
令

　
　
よ
き
友
の
よ
つ
の
海
に
ミ
ち
た
る
ハ
金
令
舎
が
と
こ
に
あ
ら
ず

翁
忌
や
箸
も
飛
騨
か
ら
も
ら
ひ
物
（『
蔦
本
』）

人
も
合
器
も
す
り
は
け
て
扨
納
豆
汁

は
つ
雪
の
心
と
ゞ
き
ぬ
峯
の
松 

湖
中

子
供
等
に
梅
さ
ぐ
ら
セ
ん
又
け
ふ
も

月
花
の
世
に
も
お
と
ら
ず
冬
籠

す
ミ
れ
つ
む
手
と
ハ
な
り
し
歟
草
の
冬

山
里
や
膳
の
先
ま
で
朝
が
す
ミ 

月
居

日
の
つ
ま
る
さ
た
も
過
た
り
石
蕗
の
花 

金
令

山
水
や
け
ふ
は
二
月
の
十
五
日 

湖
中

帰
る
事
の
あ
れ
バ
ぞ
鳥
ハ
哀
有 

規
外

隠
家
や
米
ハ
持
ね
ど
は
つ
櫻

木
賊
干
す
香
に
さ
へ
秋
ハ
悦
バ
し

節
季
候
の
来
し
門
な
る
を
松
の
月

白
雲
を
暑
く
し
て
置
山
家
哉

薮
の
木
の
曲
り
出
た
り
冬
の
月 

卓
池

鹿
の
鳴
斗
て
も
山
は
老
ぬ
べ
し 

貝
志

㡡
つ
り
て
腹
に
山
を
く
嵯
峨
泊
り 

エ
チ
ゴ

　
茶
月

湖
を
覗
き
に
よ
る
や
大
根
引 

カ
ヒ

　
漫
々

朝
皃
や
今
〳
〵
落
し
古
の
花 

ム
ツ

　
与
人

き
り
〴
〵
す
ひ
と
つ
鳴
夜
と
成
に
け
り
（『
冥
々
道
人
句
集
』） 

冥
々

宮
城
野
ゝ
月
を
我
家
の
本
尊
哉 

ム
ツ

　
百
非

川
形
に
帰
り
た
く
な
る
夏
の
月

水
飯
や
毎
日
ふ
え
る
竹
の
影

家
あ
れ
や
山
の
く
ぼ
ミ
も
菊
の
秋 

太
呂

飼
霍
に
あ
や
め
見
せ
う
ぞ
露
な
が
ら 

巣
居

十
分
に
さ
け
バ
き
た
な
し
梅
の
花 

鞍
風
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梅
が
香
や
鰡

（
ぼ
ら
）賣

る
声
も
明
の
方
（『
常
盤
木
』
化
十
茂
良
） 

巣
兆

鴈
が
音
や
星
の
た
よ
り
も
あ
る
日
比 

金
令

う
き
蟇
へ
訪
ふ
道
な
が
ら
黍
の
出
来
（『
蔦
本
』「
物
へ
ま
い
る
道
な
り
）

朝
が
ほ
に
ま
け
な
や
御
油
の
も
ど
り
駕
（『
蔦
本
』「
す
げ
」）

我
庵
や
門
に
か
ゝ
し
を
た
て
ら
る
ゝ
（『
蔦
本
』「
の
」）

鴫
鳴
て
な
ぐ
さ
む
か
た
も
あ
る
空
か
（『
蔦
本
』「
ぞ
」）

今
喰
ふ
た
□
腹
さ
び
し
百
舌
の
鳴
（『
蔦
本
』「
麦
」）

山
の
井
に
風
呂
焚
く
菊
の
つ
く
ば
哉 

護
物

鴨
な
く
や
鹿
嶋
道
者
の
早
ど
ま
り

花
ざ
か
り
余
り
う
れ
し
て
眼
を
と
ぢ
る 

升
六

鈴
付
て
そ
れ
も
折
ら
れ
つ
菴
の
花 

月
居

撞
木
に
も
寝
た
り
花
見
の
と
ま
り
客 

士
朗

花
を
折
る
こ
ゝ
ろ
い
く
夜
も
か
は
り
け
り
（『
我
春
集
』
前
出
） 

成
美

い
ふ
事
に
ほ
こ
り
に
な
る
ぞ
花
の
か
げ 

三
津
人

内
に
居
て
山
ざ
く
ら
戸
と
い
は
セ
ば
や 

菊
也

刀
さ
す
身
ハ
た
の
ミ
あ
り
ち
る
さ
く
ら 

篤
老

つ
や
〳
〵
と
梅
ち
る
夜
の
か
は
ら
か
な 

　
樗
堂

ち
る
こ
ゝ
ろ
付
バ
皆
ち
る
梅
の
花 

千
影

朝
東
風
に
吹
や
通
る
や
梅
の
花 

有
斐

山
の
梅
咲
て
小
笹
の
さ
へ
〴
〵
し 

嵐
外

井
の
中
の
月
夜
と
な
り
ぬ
梅
の
花 
長
翠

こ
し
ら
へ
た
け
さ
の
寒
さ
か
初
若
な 

篤
老

草
の
戸
の
一
と
あ
し
ふ
め
ば
初
わ
か
な 

　
巣
居

寉
を
見
て
居
る
足
も
と
の
菫
か
な 

宇
洋

ひ
と
夜
か
る
ま
が
き
に
ま
で
も
花
菫 

　
葛
三

き
の
ふ
ま
で
鴈
も
鳴
し
か
□
な
程 

玉
屑

人
の
手
に
あ
れ
バ
め
で
た
し
桃
の
花 

　
雪
雄

む
ら
雨
の
そ
ら
に
し
て
置
く
桃
の
花 

漫
々

も
の
く
へ
バ
つ
た
な
く
な
る
や
藤
の
花 

祥
禾

白
ふ
ご
や
折
〳
〵
か
ゝ
る
杉
く
も
り 

耒
耜

う
ぐ
ひ
す
ハ
よ
き
友
よ
日
に
二
度
三
度 

士
朗

鶯
に
名
馴
て
か
え
る
塘

（
つ
つ
み
）か

な 

雪
雄

う
ぐ
ひ
す
に
三
日
な
り
た
き
日
よ
り
哉 

烏
頂

朝
か
げ
や
乙
鳥
時
分
の
岡
の
家 

升
六

蝶
と
ぶ
や
此
世
に
望
ミ
な
い
様
に 

一
茶

　
　
　（『
化
三-

八
写
』
化
六

　
藪
鶯
上
既
出
）

禅
門
に
を
く
れ
て
ハ
飛
胡
蝶
か
な
（『
曾
波
可
理
』） 

巣
兆

か
へ
る
厂
夜
頃
日
頃
の
鴈
の
声 

椿
堂

あ
け
て
行
さ
き
〴
〵
鴈
の
わ
か
れ
哉 

月
居

川
筋
や
灯
と
も
し
頃
を
か
へ
る
雁 

桐
栖

川
鴈
や
あ
ふ
の
薫
な
し
咲
た
と
て 

甘
谷

親
の
親
も
あ
り
け
る
も
の
歟
鳴
蛙 

乙
二

梅
よ
り
も
さ
か
り
短
し
猫
の
恋 

瓜
坊

如
月
も
十
日
雀
の
や
ね
の
霜 

士
朗

き
さ
ら
ぎ
の
だ
ぶ
つ
く
真
野
の
入
江
哉 

竹
斎

踏
出
し
て
西
に
松
見
る
春
日
哉 

三
津
人

ど
こ
か
ら
か
入
日
さ
し
け
り
ね
は
ん
像 

尺
艾

海
山
の
け
し
き
を
も
た
ぬ
牡
丹
哉 

　
奇
渕

内
に
居
て
ひ
と
り
な
ぐ
さ
む
若
葉
哉 

篤
老

い
ざ
買
ん
長
柄
の
あ
や
め
に
セ
な
が
ら 

瑞
馬

は
し
の
家
と
田
の
あ
そ
び
也
杜
若 

　
月
化

も
の
花
に
ひ
き
ま
と
ハ
る
ゝ
か
い
つ
ぶ
り 

長
斎

夕
が
ほ
の
そ
バ
へ
も
ど
る
や
小
海
老
舟 

奇
渕

苔
の
花
う
ご
か
ぬ
も
の
ゝ
盛
り
哉 

井
眉

気
軽
さ
よ
ほ
と
ゝ
ぎ
す
鳴
宵
の
程 

士
朗

土
器
の
艾
淋
し
や
ほ
と
ゝ
ぎ
す 

篤
老
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・『
蔦
本
集
』　

　
文
化
十
年

　
護
物
編

　
　
→
『
蔦
本
』

　
・『
続
蔦
本
集
』　
天
保
九
年

　
応
々
編

　
　
→
『
続
蔦
本
』

　
・
文
化
元
年

　
→

　
化
元

　
　
・
文
政
六
年

　
→

　
政
六

一
、
管
見
に
お
い
て
他
書
等
に
見
出
せ
な
い
新
出
作
品
に
は
、句
の
下
に
○
印
を
付
し
た
。

一
、
作
品
の
異
同
箇
所
に
つ
い
て
は
傍
線
部
を
引
き
、
出
典
名
の
下
の
「

　
」
に
異
同
を

記
し
た
。

一
、
道
彦
作
品
の
出
典
は
『
化
政
天
保
俳
諧
集
』（
古
典
俳
文
学
大
系
十
六
巻

　
集
英
社
）

及
び
『
俳
人
鈴
木
道
彦
の
生
涯
と
作
品
』（
矢
羽
勝
幸
編
著
）、成
美
作
品
の
出
典
は
『
夏

目
成
美
全
集
』（
石
川
真
弘
編

　
和
泉
書
院
）、
素
檗
作
品
の
出
典
は
『
俳
人
藤
森
素
檗

全
集
』（
矢
羽
勝
幸
、二
村
博
共
編
著

　
信
濃
毎
日
新
聞
社
）、冥
々
作
品
の
出
典
は
『
俳

人
塩
田
冥
々
‐
人
と
作
品
』（
矢
羽
勝
幸
、
二
村
博
共
編
著

　
象
山
社
）、
一
茶
作
品
の

出
典
は
『
一
茶
全
集
』
第
一
巻

　
信
濃
毎
日
新
聞
社
）
に
よ
っ
た
。

（
薮
鶯
下
）

う
つ
く
し
き
蚊
の
は
つ
声
よ
竹
の
月 

太
笻

ふ
む
露
の
う
え
に
移
る
や
影
法
師 

さ
彦

大
空
が
ミ
な
露
く
さ
し
す
ま
の
鐘 

由
之

節
季
候
の
身
を
す
く
め
行
夕
べ
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
唐

折
目
な
き
き
ぬ
に
は
づ
か
し
花
柚
つ
む
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
令

何
と
な
き
人
の
あ
り
く
や
茨
の
花
○ 

な
に
虫
の
蝶
が
煩
ふ
木
下
闇
（『
蔦
本
』） 

花
果
て
揃
へ
し
樹
々
の
け
し
き
哉
（『
蔦
本
』「
ひ
」） 

瓜
喰
ふ
た
口
や
寺
子
で
ね
た
む
か
し
（『
蔦
本
』「
寝
」） 

金
令

く
つ
ろ
ぎ
や
隠
居
へ
通
る
茄
子
畑
（『
青
田
づ
ら
』
化
九

　
素
廸
） 

梅
翁
が
塚
に
よ
る
さ
へ
春
ご
ゝ
ろ
（『
蔦
本
』「
の
」） 

　
　
江
戸
見
坂サ

カ

霞
む
ぞ
よ
金
の
な
る
木
の
植
處
（『
七
番
』　
化
九
） 

一
茶

そ
れ
で
こ
そ
御
時
鳥
松
の
月
（『
七
番
』
化
九
）

道
端
に
生
れ
て
涼
し
赤
鳥
居
（『
俳
諧
枇
杷
の
実
』
化
五

　
士
朗
） 

巣
兆

蓬
生
や
馴
染
蛍
も
膝
の
上
○ 

な
る
ゝ
ま
で
皃
に
む
つ
か
し
蚊
帳
の
た
け
（『
常
盤
木
』
化
十
茂
良
） 

素
檗

帷
子
の
足
を
さ
ゝ
る
ゝ
箒
哉
（『
素
檗
句
集
続
編
』） 

夏
ご
ろ
も
馬
を
好
む
の
か
ぎ
り
也
（『
葛
三
句
集
』「
事
」） 

葛
三

羽
ぬ
け
鳥
友
を
も
と
め
ぬ
朝
も
な
し
○ 

け
ふ
あ
す
と
長
滞
留
や
秋
の
風
○ 

巣
兆

焚
火
さ
へ
涼
し
と
見
る
や
草
の
家 

丿
旦

鴈
鴨
と
寝
て
来
た
皃
の
姥
木
哉 

八
朶

か
た
げ
行
こ
ゝ
ろ
と
な
る
や
藤
の
花
（『
俳
諧
新
類
題
十
家
発
句
集
』 

成
美

眼
の
前
に
あ
る
七
種
は
菜
大
根 

雪
中

寉
芝
も
い
ろ
ば
む
空
か
蜻
蛉
と
ぶ
○ 

金
令

気
の
う
つ
る
木
も
な
い
様
に
蝉
の
鳴 

太
笻

　
　
太
田
道
護
賛

か
ね
て
な
き
身
と
し
る
芥
子
の
容
子
哉

添
へ
な
く
て
夏
の
月
夜
ぞ
う
つ
く
し
き

㡡
に
入
我
を
憎
む
歟
蚊
の
こ
ゝ
ろ

松
嶋
が
夢
に
来
ま
せ
り
涼
ミ
酒

根
性
の
虫
追
の
け
ん
こ
の
土
用

露
の
玉
い
て
見
て
く
れ
ん
と
て
消
る

朝
皃
や
こ
の
片
時
も
千
代
の
ひ
ま

星
の
恋
我
ら
ハ
老
も
か
く
さ
れ
ず

を
ど
り
子
や
皆
粟
稗
の
丈
ケ
く
ら
べ

鴫
鴨
や
夜
寒
の
畑
を
鳴
あ
り
く 

護
物

豆
腐
屋
の
二
度
来
て
里
は
藤
の
花

人
影
も
見
へ
ず
時
雨
の
罾

（
あ
み
）小

屋

時
雨
る
や
ど
の
戸
明
て
も
山
の
裾

菎
蒻
の
鹿
嶋
ハ
時
雨
處
哉
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研究論文

　
　
　
は
じ
め
に

　『
薮
鶯
』は
、化
政
期
著
名
俳
人
の
発
句
作
品
を
常
陸
国
牛
堀
村（
茨
城
県
潮
来
市
牛
堀
）

の
須
田
柿
麿
が
筆
記
し
た
自
筆
稿
本
で
あ
る
。
同
書
は
現
在
、
須
田
家
文
書
と
し
て
、
茨

城
県
立
歴
史
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

　
本
稿
は
、「
須
田
柿
麿
編
『
薮
鶯
』
‐
化
政
期
著
名
俳
人
の
作
品
集
（
上
）」（
常
磐
大

学
人
間
科
学
部
紀
要
『
人
間
科
学
』
第
３
４
巻
第
２
号

　
２
０
１
７
年
３
月
）
の
後
編
と

し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、『
藪
鶯
』（
下
）
翻
刻

凡
例

一
、
翻
刻
の
表
記
は
原
文
の
文
字
、
仮
名
遣
い
を
な
る
べ
く
用
い
る
よ
う
に
し
た
が
、
濁

点
は
適
宜
補
っ
た
。

一
、
虫
食
い
等
で
解
読
不
能
な
箇
所
は
□
で
表
記
し
た
。

一
、
化
政
期
著
名
俳
人
の
作
品
を
網
羅
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
以
下
の
も
の
は
省
略
し

た
。

　
○
編
者
柿
麿
（
菊
雅
）
の
作
品
（
上
、
下
）

　
○
石
巌
山
人
葛
斎
翁
碑
碑
文
（
上
）

　
○
『
新
花
摘
』
よ
り
抄
出
の
蕪
村
発
句
（
下
）

　
○
守
武
、
宗
鑑
、
季
吟
、
重
頼
、
宗
因
、
貞
徳
、
立
圃
ら
の
発
句
（
下
）

一
、
化
政
期
に
お
い
て
特
に
著
名
な
恒
丸
、
道
彦
、
巣
兆
、
成
美
、
一
茶
の
作
品
に
関
し

て
は
、
句
の
下
部
に
主
な
出
典
を
括
弧
内
に
小
字
で
示
し
た
。
そ
の
際
、
以
下
の
よ
う

な
省
略
表
記
を
用
い
た
。

　
・『
俳
諧
発
句
題
叢
』　
文
政
六
年

　
太
笻
編
→
『
題
叢
』

　
・『
玉
笹
集
』　

　
文
化
九
年

　
太
笻
編

　
　
→
『
玉
笹
』

　
・『
曾
波
可
理
』　
文
化
十
四
年

　
国
村
編

　
→
『
曾
波
』

　
・『
七
番
日
記
』　
文
化
年
間

　
一
茶
編

　
　
→
『
七
番
』

　
・『
文
化
句
帖
』　
文
化
年
間

　
一
茶
編

　
　
→
『
化
句
』

This paper introduces the haiku poetry anthology “Yabuuguisu,” which, recorded in the late Edo period 
and edited by Ibaraki Prefecture Itako Ushibori poet Suda Kakimaro, gives consideration for late Edo-period 
haiku. This paper serves as the second of a two-part series on Yabuuguisu.

The haiku recorded in Yabuuguisu were mainly written from 1806 to 1815. These haiku are valuable 
because they contain many things that cannot be confirmed by other books. Yabuuguisu, left behind in the 
Ibaraki Prefecture, recorded the haiku of famous poets at a time when there was a wide and active exchange 
of people. Newly discovered haiku by poet Kobayashi Issa were also discovered in this paper. 

二村　　博（常磐大学人間科学部）

“Yabuuguisu” – Edo Period Haiku Poetry Anthology Edited by Suda Kakimaro (Pt. 2)

Hiroshi Nimura（Faculty of Human Science, Tokiwa University）
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集規程」という。）第４条に定める者とする。
（寄稿希望者の義務）
第４条　研究紀要への寄稿希望者は、寄稿に関してはこの規程を遵守するほか、この規程の解釈については人間科学部紀要編

集委員会（以下「委員会」という。）の決定に従わなければならない。
（原稿提出要領）
第５条　寄稿希望者は、委員会が定める原稿募集要領に従って寄稿希望書ならびに原稿を委員会に提出しなければならない。
②　委員会に提出する原稿は、編集規程第６条に定める論稿の種別に当てはまるものでなければならない。
③　委員会に提出できる原稿は、原則として一号につき一人一編とする。
④　原稿は、手書きの場合は横書きで、A4版400字詰め原稿用紙で提出する。パソコン入力の場合には、テキストファイルの

フロッピーおよび横書き40字30行でA4版用紙に印刷されたものを提出する。
⑤　原稿の長さは、図表等を含め、論文は２万4,000字（400字詰め原稿用紙換算60枚）、研究ノートは１万2,000字（同30枚）、

書評は4,000字（10枚）、学界展望は8,000字（20枚）を基準とする。課題研究助成報告は1,300字（3.25枚）以内とする（ただ
し、研究計画年次終了分に関しては、論文または研究ノートに準じたものとする）。そのほかのものについては、委員会で
決定する。

⑥　提出原稿は、執筆者がコピーをとり、オリジナルを委員会に提出し、コピーは執筆者が保管する。
（原稿執筆要領）
第６条　寄稿希望者は、原稿執筆に当たっては、次の各号に従わなければならない。
１　原稿の１枚目には、原稿の種別、題目、著者名および欧文の題目、ローマ字表記の著者名を書くこと。
２　論文には、200語程度の欧文アブストラクトを付すこと。なお、アブストラクトとは別に欧文サマリーを必要とする場合は、

A4版ダブルスペース３枚以内のサマリーを付すことができる。
３　書評には、著者名、書名のほか出版社名、発行年、頁数を記載すること。
４　日本語以外で執筆された部分については、執筆者の責任においてネイティブチェックを行う。
５　数字は、原則として算用数字を使用する。
６　人名、数字、用語、注および（参考）文献の表記等は、執筆者の所属する学会などの慣行に従う。
７　図および表は、一つにつきA4版の用紙１枚に描き、本文には描き入れない。なお、本文には、必ずその挿入箇所を指定

すること。
８　図表の番号は、図１．、表１．、とする。そのタイトルは、図の場合は図の下に、表の場合は表の上に記載すること。
９　図表の補足説明、出典などは、それらの下に書くこと。

（著者校正）
第７条　初校の校正は、執筆者が行う。

（発行報告）
第８条　執筆者は、本人が寄稿した研究紀要の発行報告に代えて、論稿が掲載された当該研究紀要２冊と抜刷50部を学事セン

ターにおいて受け取ることができる。
②　執筆者が前項に規定する数量を超える複製を希望する時は、本人がその実費を負担しなければならない。
附　則
１　この規程の改正は、委員会の３分の２以上の委員の同意を必要とする。
２　この改正規程は、2008年10月22日より施行する。
３　この規程の改正条項は、2013年12月18日から施行し、2013年９月５日に遡及して適用する。

常磐大学人間科学部紀要『人間科学』寄稿規程

（目的）
第１条　この規程は、人間科学部紀要編集委員会（以下「委員会」という。）が行う編集作業に関して必要な事項を定めるこ

とを目的とする。
（根拠）
第２条　この規程は、人間科学部紀要編集委員会規程（1983年６月15日）第４条に基づく。

（公表）
第３条　常磐大学人間科学部（以下「本学部」という。）の研究発表誌『人間科学』（HUMAN SCIENCE）（以下「研究紀要」

という。）は、毎年度に１巻とし、２号に分けて編集し、冊子体で700部発行するほか、その電子版を常磐大学のホームペー
ジに公表する。

（寄稿資格）
第４条　研究紀要へ寄稿する資格を有する者は、本学部の専任教員および委員会が認めた者とする。

（審査）
第５条　委員会は、委員会に提出された論文が学術論文として相応しい内容と形式を備えたものであり、かつ、未発表のもの

であることを確認しなければならない。
（論稿の種別）
第６条　研究紀要に掲載される論稿は、次の各号のいずれかに当てはまるものでなければならない。
　１　論文　論文とは、学術論文に相応しい内容と形式を備えた理論的または実証的な未発表の研究成果をいう。
　２　研究ノート　研究ノートとは、研究途上にあり、研究の原案や方向性を示した未発表の研究成果をいう。
　３　書評　書評とは、新たに発表された内外の著書または論文の紹介であって未発表のものをいう。
　４　学界展望　学界展望とは、諸学界における研究動向の総合的概観であって未発表のものをいう。
　５　課題研究助成報告　課題研究助成報告とは、本学課題研究助成制度に基づく研究の経過報告および研究成果の報告をい

う。
　６　その他　その他の論稿であって委員会が寄稿を認めたものをいう。

（編集）
第７条　研究紀要の編集は、前条までに規定された事項を除くほか、次の各号に従って行われなければならない。
1　必要に応じて、片方の号はテーマを決めて特集号とする。
2　論文の体裁（紙質、見出し、活字など）は、可能な限り統一する。
3　紀要のサイズはB5とし、論文、研究ノート、書評および学界展望は二段組、その他は一段組で、いずれも横組とする。活

字の大きさは、論文、研究ノート、書評、学界展望およびその他のいずれも10ポイントとし、いずれも明朝体とする。
附　則
１　この規程の改正には、委員会の３分の２以上の委員の同意を必要とする。
２　この改正規程は、2008年10月22日より施行する。

常磐大学人間科学部紀要『人間科学』編集規程
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